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はじめに

『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド』では、Sun™ Management
Centerシステムソフトウェアのインストールと起動の方法について説明しています。

Sun Management Centerソフトウェアは、次に示す 2種類の環境に導入できます。

� 本稼働環境
� 開発環境

本稼働環境とは、ハードウェア (サブシステム、コンポーネント、周辺デバイスなど)
の管理と監視を行う実行時環境を意味します。

開発環境とは、Sun Management Centerソフトウェア用のカスタマイズモジュールの
作成とテストが行える環境です。開発環境の詳細は、『Sun Management Center 3.5
Developer Environment Reference Manual』を参照してください。

注 – Solaris™リリース 10は、SPARC®および x86ファミリのプロセッサアーキテク
チャ (UltraSPARC®、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)を使用するシステ
ムをサポートします。サポートされているシステムについては、Solaris 10 Hardware
Compatibility List (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してください。
本書では、異なるプラットフォーム間の実装の違いについても言及します。

本書では、「x86」という用語はAMD64あるいは Intel Xeon/Pentium製品系列と互
換性のあるプロセッサを使用して製造された 32ビットおよび 64ビットシステムを意
味します。サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility
Listを参照してください。
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対象読者
このマニュアルは、ネットワーク用語に通じていて、ネットワーク業務の経験があ
り、ネットワークを管理しているシステム管理者を対象としています。

内容の紹介
このマニュアルの各章の内容を次に示します。

第 1章では、Sun Management Center 3.6の要件とその新規インストールについて説
明しています。

第 2章では、Sun Management Center 3.6のインストールとライセンスの概要を説明
しています。

第 3章では、セキュリティや Sun Management Centerドメインの管理手法など、イ
ンストール前に考慮すべき事項について説明しています。

第 4章では、Sun Management Center 3.6にアップグレードする前、あるいは、Sun
Management Center 3.6をインストール前に行うべきシステムの準備作業について説
明しています。

第 5章では、旧バージョンの Solstice SyMON™または Sun Management Centerを
Sun Management Center 3.6にアップグレードする手順を説明しています。

第 6章では、エージェントをインストールおよびアップグレードする手順と、
Microsoft Windowsに Sun Management Centerをインストールする手順を説明して
います。

第 7章では、ユーザーの設定や複数エージェントのインストール、エージェントの
アップグレード、個別にリリースされるアドオン製品のインストールなどの、インス
トール後の作業手順について説明しています。

第 8章では、Sun Management Centerの起動および停止手順を説明しています。

第 9章では、セキュリティキーの再生成や SNMPデーモンの停止と無効化、ポートア
ドレスの再構成などの、インストール後の管理作業手順を説明しています。

第 10章では、Sun Management Centerをほかの管理プラットフォームと統合する場
合に考慮すべき事項について説明しています。

付録Aでは、SolarisプラットフォームまたはMicrosoft Windowsプラットフォーム
から Sun Management Center 3.6をアンインストールする手順を説明しています。
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付録 B では、Sun Management Centerのアンインストール、インストール、および
設定手順を説明しています。

付録 Cでは、Sun Management Centerが必要とするハードウェアリソースについて
説明しています。

付録 Dでは、ネットワークアドレス変換 (NAT)の構成と制限について説明し、構成
例を示しています。

製品情報
この製品の情報は、Sun Management CenterのWebサイト
http://www.sun.com/sunmanagementcenterに掲載されています。

Sun Management Center製品には、オープンソースソフトウェアが含まれます。この
リリースに含まれるオープンソースソフトウェアのライセンス条項、帰属、著作権の
内容などを確認するには、媒体に提供されている copyrightファイルを参照してくだ
さい。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/support/

http://jp.sun.com/training/

技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コマンド例のシェルプロンプト
以下の表に、Cシェル、Bourneシェル、および Kornシェルのデフォルトのシステム
プロンプト、およびスーパーユーザーのプロンプトを紹介します。
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表 P–2シェルプロンプト

シェル

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

Bourneシェルおよび Kornシェル $

Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパー
ユーザー

#

UNIXコマンド
このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順 (システムの停止、システム
のブート、デバイスの構成など)については説明していません。

UNIXのコマンドや手順の詳細のついては、以下のマニュアルを参照してください。

� Sun周辺機器使用の手引き
� Solarisオペレーティング環境のオンラインドキュメント
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

関連マニュアル
Sun Management Centerのマニュアルおよび関連する Sun Management Centerアド
オンのマニュアルの詳細は、46ページの「Sun Management Center関連のマニュア
ルリソース」を参照してください。
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第 1章

Sun Management Center 3.6のインス
トール

この章では、Sun™ Management Center 3.6のインストールと設定方法について説明
します。この章は、Sun Management Centerをこれまでにインストールしたことがな
いことを前提にしています。

この章で説明する内容は次のとおりです。

� 23ページの「製品のインストール」
� 24ページの「インストール前の情報」
� 27ページの「Sun Management Centerの要件」
� 29ページの「必要な JDKバージョンのインストール」
� 30ページの「Sun Management Centerベースアドオン要件」
� 31ページの「Sun Management Centerのインストール」
� 36ページの「Sun Management Centerの設定」
� 43ページの「Sun Management Centerによるゾーンの監視 (Solaris 10のみ)」
� 46ページの「Sun Management Center関連のマニュアルリソース」

製品のインストール
Sun Management Centerには、ベースレイヤーと呼ばれる、インストールを必要とす
る 3つの主要コンポーネントとしてサーバー、エージェント、Java™コンソールがあ
ります。サーバーは、中心となるホスト上に存在する、管理サービスを可能にするプ
ロセスの集合です。エージェントは、監視対象のホスト上にここに存在する 1つのプ
ロセスです。Javaコンソールは、ユーザーがエージェントを監視、管理するのに使用
するウィンドウで、これが製品の主要ユーザーインタフェースです。

Sun Management Center 3.6を使用するには、次のようにインストールする必要があ
ります。

� サーバー –少なくとも 1台のマシンにインストールします。
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注 –サーバーをインストールすると、そのサーバーマシンに Sun Management
Centerエージェントもインストールされます。

� エージェント –監視するすべてのマシンにインストールします。

� Javaコンソール – Sun Management Centerへのログインに使用するすべてのマシ
ンにインストールします。

導入にあたっては、次の点を考慮する必要があります。

� どのマシンで、Sun Management Centerサーバーを実行するか。

� どのマシンを監視、管理するか。どのマシンに、Sun Management Centerエー
ジェントをインストールする必要があるか。

� どのマシンで、Sun Management Centerコンソールを実行するか。どのマシン
に、Javaコンソールをインストールする必要があるか。

� 本稼働または開発環境のどちらをインストールするか。本稼働環境では、Sun
Management Centerを使用して、ハードウェアを監視、管理します。開発環境で
は、製品と連携するモジュールを開発、テストします。本稼働環境と開発環境の詳
細は、『Sun Management Center 3.5 Developer Environment Reference
Manual』を参照してください。

� どのアドオン製品を使用するか。Sun Management Centerには、その機能セット
を拡張して、特定のソフトウェア製品あるいはハードウェアプラットフォームと連
携できるようにするアドオン製品があります。製品と、各種環境におけるその動作
の仕組みの詳細は、46ページの「Sun Management Center関連のマニュアルリ
ソース」にあるマニュアルの一覧を参照してください。

製品を使用するには、そのコンポーネントとアドオンの「インストール」に加えて、
それらの設定を行う必要があります。

インストール前の情報
次の表は、本製品をインストールする前に確認しておくべき情報をまとめています。
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表 1–1インストールの前に必要な情報

項目 説明

環境 製品をハードウェアの監視、管理に使用する場合は、「本稼働
環境」を選択します。

製品と連携するモジュールを開発、テストする場合は、「開発
環境」を選択します。開発に使用するマシンは、サーバー、
エージェント、コンソールレイヤー、およびアドオンのインス
トールに必要な最小限のハードウェアおよびソフトウェア要件
を満たしている必要があります。

注 –開発環境をインストールする場合は、独立した専用のマシ
ンにインストールすることを推奨します。開発環境のマシンに
は、サーバー、エージェント、およびコンソールレイヤーが自
動的にインストールされます。

ベースレイヤー (コンポーネ
ント)

サーバーやエージェント、コンソールなどのコンポーネントを
インストールするマシンを決定します。

言語 必要に応じて、追加言語 (フランス語、繁体字中国語、簡体字中
国語、韓国語、日本語)を決定します。

Sun Management Center 3.6のマニュアルは媒体では提供され
ません。http://docs.sun.comから、英語およびサポートされて
いる言語のマニュアルを入手してください。

アドオン製品 アドオン製品に付属している追補マニュアルに目を通し、どの
アドオンをインストールするか決定してください。アドオンの
追補マニュアルの一覧は、46ページの「Sun Management
Center関連のマニュアルリソース」を参照してください。

アドオン製品は、サーバーと同じマシンにインストールしま
す。

必要なディスク容量 デフォルトの /optディレクトリに十分なディスク容量がない
場合は、次の調整のいずれかが必要になることがあります。
� 十分な容量のあるファイルシステムを代わりに指定する
� 十分なリソースを持つマシンを選択する
� /optの空き容量を増やす

アクセス権 スーパーユーザーとして各マシンで、/var/optと
/opt/SUNWsymonディレクトリへの書き込み権が必要です。
また、chmodなどのコマンドを実行する権限も必要です。

製品およびそのアドオンをインストールしたら、それらの設定を行う必要がありま
す。次の表は、製品の設定の前に用意しておく必要がある情報をまとめています。
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表 1–2設定の前に必要な情報

項目 説明

管理者のユーザー名 Sun Management Centerサーバーマシンで Sun Management
Center管理者を割り当てるには、有効な Solarisユーザー名ま
たは Linuxユーザー名が必要です。

ネットワークアドレス指定
モード

Sun Management Centerは、サーバーとエージェント間の通信
に 2種類のアドレス指定、IPアドレス指定とネットワークアド
レス変換 (NAT)を使用します。次の情報を確認してください。
� ネットワークで、どのアドレス指定モードが使用されてい
るか

� Sun Management Centerによって管理する各マシンの名前
� 静的な IPアドレスが割り当てられたすべてのマシンの IPア
ドレスと名前

詳細は、付録 Dを参照してください。

セキュリティキーを生成する
ための Sun Management
Centerパスワード

Sun Management Centerでは、プロセス間の通信のために暗号
化されたセキュリティキーが必要です。このセキュリティキー
は、管理者が指定する一意のパスワードにもとづいて生成され
ます。

このパスワードは厳重に保管してください。Sun Management
Centerのインストールを変更する場合は、このパスワードが必
要となります。

SNMPv1コミュニティ文字
列

Sun Management Centerには、セキュリティ保護のために
SNMPv1コミュニティ文字列が必要です。デフォルトは
publicですが、publicよりも安全性の高いカスタム文字列
を指定することもできます。

SNMPv1文字列は厳重に保存してください。Sun Management
Centerインストールを変更する場合は、SNMPv1セキュリ
ティ文字列が必要となります。

Webサーバーのセキュリ
ティキーを生成するための情
報

Sun Management Center Webサーバーは、暗号化されたセ
キュリティキーを必要とします。このセキュリティキーは、組
織名と場所にもとづいて生成されます。

組織名と場所は厳重に保存してください。Sun Management
Center Webサーバーを変更する場合に、この情報が必要となり
ます。
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表 1–2設定の前に必要な情報 (続き)
項目 説明

ポート 次に示すポートの割り当てを決定してください。
� SNMPv1ポート:デフォルトは 161
� Sun Management Centerポート:デフォルトは 161。1161を
推奨。

� データベースポート:デフォルトは 2521
� Webサーバーポート:デフォルトは 8080
� Webサーバーセキュアポート: 8443

詳細は、192ページの「デフォルトのポート」を参照してくだ
さい。

Sun Management Centerの要件
次の表は、Sun Management Center 3.6の要件をまとめています。

注 – Solaris 10にインストールした場合、Sun Management Centerのレイヤーに
よっては、一部ハードウェアプラットフォームの構成リーダー (アドオン)は機能しま
せん。

必要なリソースの全体量に関する具体的な情報は、付録 Cを参照してください。

表 1–3 Sun Management Center 3.6のシステム要件

ベースレ
イヤー

オペレーティングシ
ステム ディスク容量 RAM スワップ

サーバー
(SPARC)

Solaris 8、
Solaris 9、
Solaris 10の開発
者システムサ
ポート

合計 800Mバイト: /opt
に 300Mバイト、
/var/optに 500Mバイ
ト

最小 512Mバイト

小型～大型サー
バーの場合 1Gバ
イトを推奨

超大型サーバーの
場合は 2Gバイト
を推奨

推奨 1Gバイト
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表 1–3 Sun Management Center 3.6のシステム要件 (続き)
ベースレ
イヤー

オペレーティングシ
ステム ディスク容量 RAM スワップ

エー
ジェント
(SPARC)

Solaris 2.6、
Solaris 7、
Solaris 8、
Solaris 9、また
は Solaris 10

1エージェントあたり
/opt/SUNWsymonに
18Mバイト。1エー
ジェンあたり
/var/opt/SUNWsymon
に 2Mバイト。

1エージェントあ
たり 10M～ 29M
バイト (読み込む
モジュールとシス
テムの種類に依
存)

エー
ジェント
(x86)

Solaris 9または
Solaris 10

1エージェントあたり
/opt/SUNWsymonに
18Mバイト。1エー
ジェントあたり
/var/opt/SUNWsymon
に 2Mバイト。

1エージェントあ
たり 10M～ 29M
バイト (読み込む
モジュールとシス
テムの種類に依
存)

エー
ジェント
(x86
Linux)

RedHat Linux
Enterprise 2.1 -
3.0 (32ビットお
よび 64
ビット)、Sun
Java™ Desktop
System 2.x、
SUSE Linux
Enterprise 8.0
(32ビットおよび
64ビット)、
SUSE
Professional 9
(32ビットおよび
64ビット)

1エージェントあたり
/opt/SUNWsymonに
18Mバイト。1エー
ジェントあたり
/var/opt/SUNWsymon
に 2Mバイト。

1エージェントあ
たり 10M～ 29M
バイト (読み込む
モジュールとシス
テムの種類に依
存)

Javaコ
ンソール

Solaris 2.6、
Solaris 7、
Solaris 8、
Solaris 9、また
は Solaris 10

Solarisプラットフォーム:
62Mバイト

Solarisプラット
フォーム: 256M
バイト

Solarisプラット
フォーム: 130M
バイト

Microsoft
Windows 98、
Microsoft
Windows NT SP
4以降、
Microsoft
Windows 2000
Professional、
Microsoft
Windows XP

Microsoft Windowsプ
ラットフォーム: 35Mバ
イト

Microsoft
Windowsプ
ラットフォーム:
256Mバイト

Microsoft
Windowsプ
ラットフォーム:
768Mバイト

Linux 2.4.21以降 62Mバイト 256Mバイト 130Mバイト
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コンソールとサーバーのデフォルトの最大ヒープサイズはそれぞれ 64Mバイトです。

Javaコンソールは、アドオンの JARファイルをインストールしません。

175ページの「es-startによるコンポーネントの起動」で説明しているように、コ
ンソールおよびサーバーの最大ヒープサイズはカスタマイズすることができます。

必要な JDKバージョンのインストール
Sun Management Center 3.6には、JDKTM 1.4.2 (最小要件)が必要です。JDKは、
<DiskMountDir>/disk1/ jdk_dir/TargetOS_dirディレクトリにあります。jdk_dirは、
ディスク上の JDKディレクトリの名前、TargetOS_dirは Linuxか Solaris、Windows
のいずれかです。

� 必要な JDKバージョンをインストールする

1. pkgaddコマンドを使用し、ディスクから JDKをインストールします。

pkgadd -d <DiskMountDir>/disk1/ jdk_dir コマンドを入力してください。

Returnキーを押して、すべてのパッケージをインストールします。JDKパッケー
ジは、/usr/j2seディレクトリにインストールされます。

2. JAVA_HOME環境変数に /usr/j2seを設定します。

� Cシェル環境の場合:

# setenv JAVA_HOME /usr/j2se

� Bourne環境または Kornシェル環境の場合:

# JAVA_HOME=/usr/j2se
# export JAVA_HOME

ヒント – JAVA_HOME環境変数は、 .loginまたは .cshrcファイルで設定し
ます。

手順
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Sun Management Centerベースアドオ
ン要件
次の表は、ベースアドオンのインストールに最小限必要なディスク容量をまとめてい
ます。その他のアドオンのインストール要件については、アドオンの補足マニュアル
を参照してください。46ページの「Sun Management Center関連のマニュアルリ
ソース」を参照してください。

必要なリソースの全体量に関する具体的な情報は、付録 Cを参照してください。

表 1–4アドオンのベースコンポーネント別ディスク容量要件

ベースアドオン オペレーティングシステム ディスク容量

Advanced
System
Monitoring

Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris
8、Solaris 9、Solaris 10

Windows 98、Windows
NT、Windows 2000、
Windows XP

サーバー: 3300Kバイト

エージェント: 2020Kバイト

コンソール: 270Kバイト

Service
Availability
Manager

Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris
8、Solaris 9、Solaris 10

サーバー: 1600Kバイト

エージェント: 1000Kバイト

コンソール: 500Kバイト

Solaris
Container
Manager

Solaris 8、Solaris 9、Solaris
10

サーバー: 300Mバイト

エージェント: 18Mバイト

コンソール: 500Kバイト

System
Reliability
Manager

Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris
8、Solaris 9、Solaris 10

サーバー: 3000Kバイト

エージェント: 1000Kバイト

コンソール:なし

Performance
Reporting
Manager

Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris
8、Solaris 9、Solaris 10

Windows 98、Windows
NT、Windows 2000、
Windows XP

サーバー:選択されたレポートオプションに
よって異なります。
� 小規模構成: 5Gバイト
� 中規模構成: 12Gバイト
� 大規模構成: 24Gバイト

エージェント:最小 8000Kバイト。5分おきに
1000個のプロパティを記録する場合は、80M
バイトが必要です。

コンソール: 3Mバイト
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表 1–4アドオンのベースコンポーネント別ディスク容量要件 (続き)
ベースアドオン オペレーティングシステム ディスク容量

注 – Performance Reporting
Managerは、1Gバイトの
RAMと 1Gバイトのス
ワップ空間を必要とします。

Volume System
Monitoring
(VSM)

RedHat、SUSE Linuxカーネ
ルバージョン 2.4.x以降、
Solaris 9以上 (SPARC)、
Solaris 10以降 (x86)

注 –このアドオンは、Sun
N1™ System Managerサー
バーがインストールされてい
るホストにのみインストール
できます。

Sun Management Centerのインストー
ル

注 – Solaris 10の場合、Sun Management Centerは大域ゾーンにインストールしま
す。Linuxの場合は、エージェントおよびコンソールレイヤーのみインストールでき
ます。

この節では、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用して、Solarisまたは
Linuxプラットフォームに Sun Management Center 3.6をインストールする方法を説
明します。

このインストール作業は、ネットワーク上の CDイメージディレクトリから Sun
Management Centerをインストールすることを想定しています。

インストール CDイメージの作成については、89ページの「CDインストールイ
メージの作成」を参照してください。

� Sun Management Centerをインストールする

1. インストール環境を設定します。手順

第 1章 • Sun Management Center 3.6のインストール 31



a. 製品を遠隔インストールする場合は、端末ウィンドウで xhost + machine コマ
ンドを入力することによって、Xサーバーへのアクセス権を付与する必要があ
ります。machineは、インストール先のマシンの名前です。

b. マシンにログインします。遠隔インストールの場合は、rlogin machine コマ
ンドを入力して、パスワードを入力します。

c. su - root と入力することによってスーパーユーザーとしてログインし、スー
パーユーザーパスワードを入力します。

注 – suコマンドのあとの「-」を忘れないでください。

d. 特定の UNIXシェルを使用する場合は、そのシェルを使用するためのコマン
ド、例えば cshを入力します。

e. 遠隔インストールの場合は、DISPLAY環境変数にマシンのディスプレイ、
setenv DISPLAY local-machine:0.0 を設定していることを確認します。

f. /etc/nsswitch.confの groupエントリに、最初のトークンとして files
が記述されていることを確認します。

group: files nis

g. cd-imageディレクトリに移動します。cd-imageディレクトリが NFS共有されて
いることを確認します。

次に例を示します。

# cd /net/machine/cd-image/disk1/sbin

machineは、作成したインストールイメージがあるマシンの名前、cd-imageはイ
ンストール CDイメージを含むルートディレクトリです。

h. disk1/sbin/README.INSTALLおよび
disk1/sbin/INSTALL_README.HWDS の内容に目を通します。

2. インストールを開始します。

a. インストールディレクトリの <DiskMountDir>/disk1/sbinに移動します。

b. インストールコマンドを入力します。

# ./es-guiinst

「ようこそ」画面が表示されます。
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図 1–1「ようこそ」画面

3. 画面のプロンプトに従います。

a. デフォルトの /optインストールディレクトリを使用する場合は「次へ」をク
リックし、別のディレクトリを選択する場合は「参照」をクリックします。

b. 「本稼働環境」または「開発環境」を選択します。

この手順では、本稼働環境を選択したと仮定します。

c. インストールするコンポーネントを選択します。

d. スクロールバーを使用して、テキストの最後までスクロールすることに
よって、サーバーレイヤーのバイナリコードライセンスの内容に目を通しま
す。

e. ライセンス条項に同意する場合は、「同意する」をクリックして、「次へ」を
クリックします。

f. 追加の言語で製品をインストールする場合は、その追加言語を選択して、「次
へ」をクリックします。進捗状況が表示されます。
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図 1–2「使用可能な製品の検査」の進捗表示

g. アドオン製品を選択します。

アドオン製品の画面が表示されます。実際のアドオン製品の一覧内容は、この
画面と異なることがあります。

図 1–3アドオン製品

h. オプションのコンポーネントがあるアドオン製品を選択した場合は、そのオプ
ション製品を選択して、「次へ」をクリックします。
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i. スクロールバーを使用して、テキストの最後までスクロールすることに
よって、アドオン製品のバイナリライセンスの内容に目を通します。

アドオン製品には、バイナリライセンスが必要なものがあります。

j. ライセンス条項に同意する場合は、「同意する」をクリックして、「次へ」を
クリックします。

「ディスク空間のチェック」の進捗状況が表示されます。ディスク容量が十分
でない場合は、代わりとなるファイルシステムを指定するように求められま
す。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量を表示する
には、Sun Management Centerをインストールするマシンの端末ウィンドウ
で、df -ak と入力します。

k. インストールの選択内容を確認して、「次へ」をクリックします。

注 –インストールは、選択された製品に応じて数分から 30分、またはそれ以上
かかる可能性があります。

インストールが失敗した場合は、概要を示す画面が表示されます。

/var/opt/SUNWsymon/install内のインストールログに目を通して、イン
ストールに失敗した理由を調べ、問題を解決します。

4. 設定ウィザードを実行するかどうかを選択します。

注意 – gui-instでアドオン製品のみインストールした場合は、「閉じる」をク
リックして、インストールと設定プロセスを終了します。この場合は、168ページ
の「es-setupを使用してアドオン製品を設定する」の手順に従ってアドオン製
品の設定を行なってください。この作業を怠ると、セキュリティキーが上書きさ
れ、すべてのマシンのすべてのエージェントを正しく稼働させるためにそれらの
エージェントを設定し直さなければならなくなります。

a. 設定に進むには、「次へ」をクリックします。

b. あとで設定を実行する場合は、「閉じる」をクリックします。

設定を終えない限り、製品は実行できません。
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Sun Management Centerの設定
インストールした Sun Management Centerの設定、構成、再構成には、グラフィカ
ルな設定ウィザードを使用します。

コマンド行の設定スクリプトの使用方法については、244 ページの「 es-setup スク
リプトを使用して Sun Management Centerを設定する」を参照してください。

� Sun Management Centerを設定する

1. インストール環境を設定します。詳細は、31ページの「Sun Management Center
をインストールする」の手順 1を参照してください。

2. Sun Management Centerの sbinディレクトリに移動します。次に例を示しま
す。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin

/opt以外のディレクトリに Sun Management Centerをインストールした場合
は、 /installdir/SUNWsymon/sbinに移動します。installdirは指定したディレクト
リです。

3. 次を入力することによって設定を実行します。

# ./es-guisetup

「概要」画面が表示されます。

図 1–4「概要」画面

4. 画面のプロンプトに従います。

手順

36 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



a. 設定のすべての応答内容は、
/var/opt/SUNWsymon/install/setup-responses-fileファイルに保存
することができます。setup-responses-fileファイルは、現在のマシン上
の設定内容をほかのマシンに複製する必要がある場合に便利です。

� 応答ファイルを作成せずに設定を継続する場合は、「次へ」をクリックして
ください。

� 応答ファイルを作成する場合は、「セットアップ応答データの保存」をク
リックして、「次へ」をクリックします。

b. Sun Management Centerのセキュリティキーを生成します。

両方のフィールドにパスワードを入力して「次へ」をクリックし、セキュリ
ティキーを生成します。

Sun Management Centerプロセス間の通信には、暗号化されたセキュリ
ティキーが必要です。このキーは、ユーザーが指定するパスワード (空白文字
を含まない 1～ 8文字)にもとづいて生成されます。8文字を超えるエントリは
8文字に切り捨てられます。

注 –このマシンのセキュリティキーを生成するために使用するパスワードの記
録は安全な場所に保存してください。あとからマシンのキーを生成し直す必要
が生じる場合があります。必要に応じて、あとでセキュリティキーを変更する
こともできます (186ページの「セキュリティキーの再生成」を参照)。

c. SNMPv1コミュニティセキュリティ文字列を指定します。

コミュニティ文字列は SNMPセキュリティに使用されるもので、デフォルトで
は publicが設定されます。

SNMPセキュリティを高めるには、コミュニティ文字列を publicや
private以外に設定してください。

注意 – SNMPコミュニティ文字列は、Sun Management Centerをインストール
するすべてのマシンで同一のものを使用する必要があります。マシンごとに異
なるコミュニティ文字列を使用すると、マシンと Sun Management Centerコン
ポーネント間の SNMP通信が機能しません。

� コミュニティ文字列のデフォルト値 publicを使用する場合は、「次へ」
をクリックしてください。

� 独自のコミュニティ文字列を使用する場合は、次の操作を行なってくださ
い。

a. 「カスタム SNMPv1文字列を使用」を選択します。

コミュニティ文字列には最大 255文字を使用できますが、空白文字 (ブラ
ンク)を含むことはできません。
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b. 両方のフィールドに同じコミュニティ文字列を入力し、「次へ」をク
リックします。

d. UNIX管理者アカウントとして有効な Solaris/Linuxユーザー名を入力し
て「次へ」をクリックします。

設定プロセスによって、SNMPポートが使用中でないかどうか検査されます。

e. SNMPポートが使用されている場合は、「SNMPポートの衝突」画面が表示
されます。

図 1–5「SNMPポートの衝突」画面

f. SNMPポートの衝突を解決します。

ほとんどの場合、SNMPデーモンにはデフォルトでポート 161が割り当てら
れ、SNMPデーモンはこのポートを使用します。ただし、ほかのプロセスまた
はデーモンがこのポート 161を使用していることがあります。何らかの他社製
の SNMPデーモンの代替または機能強化版がシステムにインストールされてい
ることもあります。Sun Management Centerエージェント自体もその種のデー
モンの 1つです。

このため、別のポート番号、たとえば 1161を使用することを推奨します。

� Sun Management Centerにデフォルト以外のポート番号を割り当てます。

a. 「別のポート番号を使用」をクリックします。

ポートが使用されているかどうかを確認する方法については、193ペー
ジの「特定のポートが使用中であるかどうかを確認する」を参照してく
ださい。

b. 「ポート ID」フィールドにポート番号 (1161など)を入力して、「次
へ」をクリックします。
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注 –この代替ポート番号をメモしておいてください。あとで JumpStart
を使用してエージェントをインストールしたり、あるいはエージェント
更新イメージツールを使用して Sun Management Centerエージェントを
更新する場合に、この番号が必要になります。

� ポート 161を使用する場合は、「ポート 161を使用」を選択して、「次へ」
をクリックします。

g. ポート 161を使用すると、SNMPデーモン snmpdxを停止、無効にするよう求
められます。

注 – (Solaris 10のみ)ポート 161を使用すると、SNMPデーモン SMAを手動で
停止、無効にするよう求められます。

Linuxの場合、デフォルトでは SNMPデーモンはありません。

� SNMPデーモン snmpdxを自動的に停止して無効にするには、
「SNMPデーモン snmpdxを停止して無効にする」を選択して、「次へ」を
クリックします。

注意 –システム SNMPデーモンを停止、無効にしても、ポート 161を使用
する実際のプロセスが必ず停止されるわけではありません。ポート 161を使
用する実際のデーモンプロセスを確認するには、すべての /etc/rcN
ファイルとすべての /etc/rcN.dファイルを手動で調べる必要があります
(Nは 0から 6と S)。ポート 161を使用するプロセスを定義するファイルを
見つけたら、そのファイルの名前を変更してプロセスを無効にすることがで
きます。たとえば、次のように指定します。

/etc/rc3.d# mv S76snmpdx s76snmpdx

ポート 161を使用するほかの全プロセスは、Sun Management Centerを起
動する前に停止する必要があります。

� SNMPデーモン SMAを停止して無効にするには、/etc/init.dディレク
トリに移動して、./init.sma stop と入力します。

h. Sun Management Centerのポートで使用されているポートがある場合は、
ポートの衝突を解決するよう求められます。

ポートは、トラップサービス、イベントサービス、トポロジサービス、構成
サービス、プラットフォームエージェント、cstサービス、メタデータサービ
ス、データベース、ルックアップサービス、Webサーバーのデフォルトポー
ト、およびWebサーバーのセキュアポートの順にチェックされます。
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それらのポートで使用されているものがある場合は、未使用のポート番号を指
定するように求めるメッセージが表示されます。未使用のポート番号をフィー
ルドに入力して、「次へ」をクリックします。

i. Webサーバーセキュリティキーを生成します。

図 1–6 Webサーバーのセキュリティキーの生成

Sun Management Center Webサーバーには暗号化されたセキュリティキーが必
要です。このキーは、所属組織名と場所名にもとづいて生成されます。指定す
る名前には空白文字 (ブランク)を含めることはできません。

Webサーバーセキュリティキーを生成するために所属組織名と場所名を入力
し、「次へ」をクリックします。

たとえば、「所属組織名」フィールドに admin、「場所名」フィールドに
headquartersと入力できます。

注 –あとで特定のマシンのキーを再生成しなければならない場合に備え、セ
キュリティキーの生成に使用した入力記録を安全な場所に保管してください。

j. 設定の選択内容を確認します。
選択された製品に応じて、設定は数分から 30分、またはそれ以上かかる可能性
があります。

ベース製品の設定に失敗した場合は、その失敗を知らせるメッセージが表示さ
れます。詳細はログファイルを参照してください。ログファイル名はメッセー
ジに表示されます。

k. アドオンをインストールした場合は、「次へ」をクリックして、その設定に進
みます。

一部のアドオン製品は、Sun Management Center 3.6インストール CDに含ま
れています。これらのアドオンは、「アドオン製品の選択」パネルに示されま
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す。各アドオンの設定方法については、アドオン用の Sun Management Center
追補マニュアルを参照してください。各追補マニュアルには、それぞれのアド
オンの設定手順が記載されています。

注意 – Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンを選択し
た場合は、必ず、サーバーに必要なパッチを適用します (85ページの「Sun
StorEdge A5x00パッケージ」を参照)。また、サーバーのシステムファイルに各
T3の IPアドレス、Ethernetアドレス、および名前を追加します (86ページ
の「T3ストレージデバイス」を参照)。

l. 起動するコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックすることによって製品
を起動します。

Sun Management Centerの起動と停止の詳細は、第 8章を参照してください。

注意 –ネットワークがネットワークアドレス変換 (NAT)を使用する場合は、
「閉じる」をクリックしてください。Sun Management Centerを起動する前
に、es-configコマンド行ユーティリティを使用して NAT用にマシンを構成
します (207ページの「NATサポートを有効にする」を参照)。

図 1–7製品の起動

5. 端末ウィンドウから次のように入力することによって、コンソールを起動します。
./es-start —c& .

Javaコンソールのログイン画面が表示されます。

第 1章 • Sun Management Center 3.6のインストール 41



図 1–8コンソールの起動

ヒント – Javaコンソールでヘルプが表示されない場合は、
javaconsole.propertiesファイルでブラウザのパスを変更してください。コ
ンソールレイヤーをインストールした場合、このファイルは
/var/opt/SUNWsymon/cfg/にあります。それ以外の場合は、
/opt/SUNWsymon/cfg/にあります。

デフォルトドメインを選択するよう求められ、続いて、次のような画面が表示され
ます。

図 1–9 Sun Management Centerのデフォルトデーモン
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注 – (Solaris 10のみ) Sun Management Centerをインストールして設定すると、す
べてのサービスがサービス管理機能 (SMF)サービスとして実行されます。選択さ
れたレイヤーに基づいて、適切なサービスが開始されます。

製品の使用方法については、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』を参
照してください。

Sun Management Centerによるゾーン
の監視 (Solaris 10のみ)
ゾーンは、Solaris 10オペレーティングシステムが動作しているシステムで設定できる
仮想化オペレーティングシステム環境です。すべての Solarisシステムには、システム
のデフォルトゾーンとして大域ゾーンが含まれます。ユーザーは、ローカル (非大域)
ゾーンを作成できます。ローカルゾーン内でエージェントを実行することによって、
そのゾーンを監視することができます。

� ローカルゾーンを作成する
ローカルゾーンは、ゾーンコマンドまたは Solaris Container Managerのゾーン
ウィザードのどちらを使用しても作成できます。

Solaris Container Managerを使用してローカルゾーンを作成する場合は、必ず、
inherit-pkg-dirディレクトリに Sun Management Centerのベースディレクトリ
を追加してください。これは、ウィザードの継承パッケージのディレクトリを指定す
る手順で指定できます。

詳細は、『Solaris Container Manager 1.1インストールと管理』の「ゾーンの管理」
を参照してください。

� ゾーンコマンドを使用してローカルゾーンを作成します。

a. スーパーユーザーになり、端末ウィンドウを 2つ開きます。

b. 1つめの端末ウィンドウで、次の行を入力して、ローカルゾーンを作成しま
す。

#zonecfg -z localzonename (localzonename はローカルゾーンの名前)

No such zone configured Use ’create’ to begin configuring a
new zone.

手順
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zonecfg:localzonename> create

zonecfg:localzonename> export

zonecfg:localzonename> add inherit-pkg-dir

zonecfg:localzonename:inherit-pkg-dir > set dir=/opt (/opt はインストー
ルディレクトリ)

zonecfg:localzonename:inherit-pkg-dir > end

zonecfg:localzonename > add net

zonecfg:localzonename:net > set address=ipaddress

zonecfg:localzonename:net> set physical= networkinterface

zonecfg: localzonename:net> end

zonecfg: localzonename> set zonepath=/export/zone/localzonename

zonecfg:localzonename> verify

zonecfg:localzonename> commit

zonecfg:localzonename> exit

#zoneadm -z localzonename install

c. 2 つめの端末ウィンドウで、zlogin -C localzonename を入力し、ローカル
ゾーンにログインします。

d. 1 つめの端末ウィンドウで、zoneadm -z localzonename boot を入力し、ゾー
ンを起動します。

ゾーンへのログインに使用した 2つめの端末ウィンドウに起動メッセージが表
示されます。

e. ロケール、端末の種類、ネーミングサービスなどに適切な値を入力します。

ゾーンが再起動されます。

� 既存のローカルゾーンを使用する
この手順では、使用するローカルゾーンが /opt/SUNWsymon を継承しておらず、
ローカルゾーンのパスが /export/zone/ localzonenameであると想定しています。

1. スーパーユーザーになります。

2. 端末ウィンドウからローカルゾーンにログインします。

zlogin localzonename mkdir -p /opt/SUNWsymon

手順

44 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



3. /opt/SUNWsymonのループバックマウントを行います。

mount -F lofs /opt/SUNWsymon
/export/zone/localzonename/root/opt/SUNWsymon

� Sun Management Centerを使用してゾーンを監視
する
大域ゾーンに Sun Management Centerをインストールして設定します。

1. ローカルゾーンを作成するか (43ページの「ローカルゾーンを作成する」を参
照)、既存のローカルゾーンを使用します (44ページの「既存のローカルゾーンを
使用する」を参照)。

2. 大域ゾーンから、このローカルゾーン内で実行するエージェントを設定します。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup -z localzonename

3. 大域ゾーンから、ローカルゾーンにログインします。

zlogin localzonename

4. ローカルゾーンから、この設定を完了します。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup

サポートされるコマンド、モジュール、アドオン
ユーザーは、ローカルゾーン内のエージェントを起動、停止できます。エージェント
のポート番号を変更するには、 es-config を使用します。

ローカルゾーン内でサポートされるコマンドは、es-start、 es-stop、
es-setup、es-config、および es-load-defaultです。

ローカルゾーン内のエージェントに使用できるモジュールは、
/var/opt/SUNWsymon/cfg/zone-modules-d.datに記載されています。この
ファイルからモジュールを削除すると、エージェントを再起動したとき、そのモ
ジュールが使用できなくなります。

このリリースでは、ローカルゾーン内でのAdvanced System Monitoring、Service
Availability Manager、System Reliability Manager、および Performance Reporting
Managerの設定と実行をサポートしています。

注 –ローカルゾーン内では、Javaコンソールはサポートされません。

始める前に

手順
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Sun Management Center関連のマ
ニュアルリソース
Sun Management Centerには、「本稼働」と「開発」の 2つの動作環境をサポートし
ています。また、多数のアドオン製品があります。製品および 2つの環境での動作の
仕組みの詳細は、次の表に示すマニュアルを参照してください。

マニュアルリソースの最新情報は、『Sun Management Center 3.6インストールと構
成ガイド』を参照してください。

注 – Sun Management Centerのマニュアルは、製品と一緒にインストールされませ
ん。これらのマニュアルは、http://docs.sun.comから入手できます。

表 1–5関連ドキュメント

環境 マニュアル

「本稼働」環境で製品をインス
トールして使用する場合

『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』-製品の
使用方法を解説

『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイ
ド』-製品のインストールおよび設定方法を解説

「開発」環境で使用する場合 『Sun Management Center 3.5 Developer Environment
Reference Manual』

サポートされるその他のソフト
ウェアまたはアドオン (アル
ファベット順)

Advanced System Monitoring なし

Hardware Diagnostic Suite 2.0 『Hardware Diagnostic Suite 2.0 User’s Guide』

Solaris Container Manager 3.6 『Solaris Container Manager 3.6リリースノート』

『Solaris Container Manager 3.6インストールと管理』

Performance Reporting Manager 『Sun Management Center 3.6 Performance Reporting
Manager User’s Guide』

Service Availability Manager 『Sun Management Center 3.5 Service Availability
Manager User’s Guide』

Sun Cluster Task Map: Installing the Sun Cluster Module for Sun
Management Center in the Sun Cluster Software
Installation Guide for Solaris OS
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表 1–5関連ドキュメント (続き)
環境 マニュアル

System Reliability Manager 『Sun Management Center 3.6 System Reliability
Managerユーザーガイド』

Tivoli TEC Adapter 『Sun Management Center Tivoli TEC Adapter
Installation Guide』

Unicenter TNG 『Sun Management Center CA Integration Package
User’s Guide for Unicenter TNG』

サポートされるハードウェアプ
ラットフォーム (アルファベット順)

ELP Config Reader
(CommonConfigReader)

Sun Fire™ V210/V240/V250/V440/1500/2500を参照

デスクトップ Sun Blade™ 100/150/1000/1500/2000/2500を参照

Sun Fireハイエンドおよびミッドレ
ンジシステム用の動的再構成

Sun Fire V880/V890/15K～ 3800を参照

Sun Fire High-Endシステムにおけ
る hPCI+ボードと CP2140システ
ムコントローラ

Sun Fireハイエンドシステムを参照

Netra™ 20/120/1280 『Sun Management Center 3.5 Netraサーバーのための追
補マニュアル』

Netra 240/440 『Sun Management Center 3.6 Sun Fire、Sun Bladeおよ
び Netraシステムのための追補マニュアル』

Netra T4/20 『Sun Management Center 3.5 Netraサーバーのための追
補マニュアル』

Sun Fireミッドレンジシステムの
PCI+サポート

Sun Fireミッドレンジシステムを参照

Sun Blade™ 100/150/1000/2000 『Sun Management Center 3.5ワークステーションのた
めのマニュアル』

Sun Blade 1500/2500 『Sun Management Center 3.6 Sun Fire、Sun Bladeおよ
び Netraシステムのための追補マニュアル』

Sun Cobalt™ LX50 ソフトウェア製品、Sun Management Center Linux
Agentを参照

Sun Fire V60x/V65x/V20z/V40z ソフトウェア製品、Sun Management Center Linux
Agentを参照

Sun Fire
280R/V480/V490/V880/V890

『Sun Management Center 3.5 VSP High-End Entryサー
バー (ワークグループサーバー)のための追補マニュア
ル』
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表 1–5関連ドキュメント (続き)
環境 マニュアル

Sun Fireハイエンド
E25K/E20K/15K/12K

『Sun Management Center 3.5バージョン 6 Sun Fireハ
イエンドシステムご使用にあたって』『Sun
Management Center 3.5バージョン 6 Sun Fireハイエン
ドシステムのための追補マニュアル』

Sun Fireミッドレンジ
E6900/E4900/6800/4810/4800/3800

『Sun Management Center 3.5バージョン 6 Sun Fire
ミッドレンジシステムご使用にあたって』『Sun
Management Center 3.5バージョン 6 Sun Fireミッドレ
ンジシステムのための追補マニュアル』

Sun Fireエントリレベルミッドレン
ジ E2900

『Sun Management Center 3.5バージョン 6 Sun Fireエ
ントリレベルミッドレンジシステムご使用にあたって』

『Sun Management Center 3.5バージョン 6 Sun Fireエ
ントリレベルミッドレンジシステムのための追補マ
ニュアル』

Sun Fire V100/V120 『Sun Management Center 3.5 Netraサーバーのための追
補マニュアル』

Sun Fire V210/V240/V250/V440 『Sun Management Center 3.6 Sun Fire、Sun Bladeおよ
び Netraシステムのための追補マニュアル』

Sun LX50 ソフトウェア製品、Sun Management Center Linux
Agentを参照

Sun StorEdge™ A5x00/T3 『Sun Management Center 3.5 Sun StorEdge A5x00およ
び T3 Arrayのための追補マニュアル』

UltraSPARC® IV CPUボードの
Netra 1280対応

ミッドレンジシステムのファームウェア 5.17.0および
Sun Management Centerの Netra-Tアドオンパッケージ
が必要

UltraSPARC IV CPUボードの Sun
Fire 6800/4800対応

Sun Fire 6800/4800を参照
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第 2章

インストールの概要

この章では、インストールおよび設定プロセスの概要と例を示すとともに、Sun
Management Centerおよびそのコンポーネントについても簡単に説明します。サイズ
情報は、付録 Cでまとめています。

この章では、次の内容について説明します。

� 49ページの「Sun Management Centerの概要」
� 55ページの「サポートされるプラットフォーム」
� 57ページの「Sun Management Centerの新規インストールの例」
� 60ページの「Sun Management Center 3.0から Sun Management Center 3.5

Update 2への更新」
� 63ページの「Sun Management Center 2.1.1から Sun Management Center 3.5

Update 2へのアップグレード」
� 65ページの「エージェント更新による Sun Management Center 3.6へのエー
ジェントのアップグレード」

� 66ページの「Microsoft Windowsに Sun Management Centerコンソールをイン
ストールする」

� 67ページの「製品マニュアル」

Sun Management Centerの概要
Sun Management Centerソフトウェアは、次の機能と特長を持つオープンで拡張性を
持ったシステム管理ツールです。

� 遠隔構成
� 性能監視
� ハードウェアおよびソフトウェアフォルトの特定

Sun Management Center製品は 3つのベースコンポーネントに分かれています。この
節の内容は次のとおりです。
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� 50ページの「Sun Management Centerのアーキテクチャとベースコンポーネン
ト」

� 51ページの「Sun Management Centerのベースアドオン製品」
� 52ページの「その他のアドオン製品」
� 52ページの「開発環境」

簡単なインストールコマンドを使用して、アドオン製品を含む Sun Management
Centerソフトウェア一式をインストールおよび設定することができます。これらの作
業の概要は第 1章、またその詳細は第 6章でそれぞれ説明しています。

Sun Management Centerのアーキテクチャとベー
スコンポーネント
Sun Management Centerソフトウェア管理フレームワークは、Sun Management
Centerの中核機能を提供するコンソールコンポーネントとサーバコンポーネント、
エージェントコンポーネントから成る 3層アーキテクチャをベースとしています。

図 2–1 Sun Management Centerの基本アーキテクチャ

� サーバーは管理作業を実施し、それら管理作業の実行要求を Sun Management
Centerエージェントに送信します。サーバーには、ネットワークハードウェアと
ソフトウェアの情報や、ネットワークと Sun Management Centerの構成などが
データベースとして保存されます。Sun Management Centerサーバーは、通常、
専用のマシン 1台にインストールされます。つまり、ネットワークあたり 1つあ
ればすみます。

� エージェントは Sun Management Centerサーバーの指令に応答し、ローカルマシ
ン上の管理情報にアクセスして、アラームの判定情報を提供したり、ローカルリ
ソースを監視したりします。エージェントは、自動的に Sun Management Center
サーバーマシンにインストールされますが、監視するマシンには、個別にインス
トールする必要があります。

� Javaコンソールは、ネットワークの監視と管理に使用できるグラフィカルユー
ザーインタフェースです。
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� Webコンソールは Javaコンソールの代わりに使用できるユーザーインタフェース
で、機能的には、Javaコンソールのサブセット版になっています。

� Sun Management Center Webサーバは、サーバーレイヤーと同じホストにサー
バーレイヤーとともにインストールされます。

Webサーバーを使用すると、次のどちらかのWebブラウザをサポートする任意の
システムから Sun Management CenterのWebコンソールにアクセスできます。

– Netscape Navigator™ 6.0以上
– Internet Explorer 5.5以上
– Mozilla™ 1.4以上

Sun Management Center各システムにインストールされた Sun Management Center
エージェントに要求を送信することによって処理を開始します。エージェントは
SNMP技術にもとづいてサーバー要求を処理するほか、データをローカルに収集して
処理するというように自発的な処理も行います。エージェントは、観察された条件に
従って SNMPトラップ (ネットワークでエラーまたは特定のイベントが発生した場合
に送信されるメッセージ)を送信したり、管理処理を行ったりできます。また、マ
ネージャとの接続が困難な場合でも、カスタマイズされたルールやしきい値にもとづ
いてアラームを生成したり特定の処理を開始したりもできます。SNMPの詳細は、72
ページの「セキュリティキーと SNMPコミュニティ文字列」および 188ページ
の「SNMPデーモンとレガシーエージェント」を参照してください。

Sun Management Centerエージェントの管理機能と監視機能は、読み込み可能なモ
ジュールとして構成されます。柔軟性のあるこれらのエージェントモジュールを利用
することで、システムごとに必要なだけの監視と管理を行えます。Sun Management
Centerコンソールから Sun Management Centerエージェントにモジュールをさらに
読み込む必要がある場合は、管理システムとエージェントシステムを妨害することな
く動的に行えます。Sun Management Centerモジュールの詳細は、『Sun
Management Center 3.6ユーザーガイド』の付録 C「Sun Management Centerソフト
ウェアのモジュール」を参照してください。

Sun Management Centerのベースアドオン製品
Sun Management Centerには 4つのアドオンがあり、これらは Sun Management
Centerディストリビューションの一部として CDまたはWebダウンロードイメージ
で配布されます。

� Advanced System Monitoring -総合的なカーネルリーダー、Solarisの健全性監
視、ファイルシステムの監視、ディレクトリサイズの監視、プロセスの監視、IPv6
プロトコルの監視、MIB-II計測、ログ表示などの機能があります。

� Performance Reporting Manager -分析、レポート、グラフ化などの機能がありま
す。

� Service Availability Manager -ネットワークサービス (DNS/NISネーミングサービ
ス、Webサーバー、ディレクトリ、LDAP、Telnet、FTP、メール、Solarisカレン
ダなど)の可用性をテスト、測定します。

� System Reliability Manager -信頼性を高めます。サービスレベルの向上と管理コ
ストの削減に役立ちます。
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ベースアドオン製品とその他のアドオン製品の詳細は、Sun Management Centerの
Webサイト (http://www.sun.com/software/solaris/sunmanagementcenter/)を参照
してください。

その他のアドオン製品
Sun Management Centerソフトウェアをインストールするハードウェアプラット
フォームによっては、システムがプラットフォーム固有のアドオンを別途必要とする
場合があります。これらのアドオン製品には、特定の Sunハードウェアアーキテク
チャのサポート、構成リーダ、新規エージェントの管理などの機能が含まれます。特
定のハードウェアプラットフォームの詳細は、使用しているハードウェアプラット
フォームについての Sun Management Center追補マニュアルを参照してください。
Sun Management Centerのその他のアドオン製品の詳細は、 Sun Management
CenterのWebサイトを参照してください。

注 –個々のハードウェアプラットフォームに Sun Management Centerソフトウェアを
インストールする場合は、事前にそのプラットフォームについての Sun Management
Center追補マニュアルに必ず目を通し、アーキテクチャ固有のインストール方法を確
認してください。

アドオン製品は、次に示す 2つの方法でリリースされています。

� Sun Management Centerディストリビューション (CDまたはWebダウンロード
イメージ)の一部としてリリース

� 個別にリリース (アドオン製品のみ)

Sun Management Centerディストリビューションの一部としてリリースされるアドオ
ン製品は、インストールプロセスでインストールされます。(ベースコンポーネントが
まずインストールされ、続いてアドオン製品がインストールされる)。

アドオン製品の多くにはアーキテクチャ固有のサポートがあるため、インストールプ
ログラムによってハードウェアのチェックが行われます。たとえば、アドオン製品が
ワークステーションシステムをサポートする場合には、ユーザーはワークステー
ションホストに Sun Management Centerをインストールする時にワークステー
ション用アドオンをインストールするかどうかを選択できます。通常は、アドオン製
品のインストール前に確認を求めるメッセージが表示されます。

Sun Management Center CDディストリビューションとは別にアドオン製品がリリー
スされる場合には、そのアドオン製品に付属の追補マニュアルでその製品のインス
トール方法が説明されます。

開発環境
開発環境では、さまざまな方法で Sun Management Centerソフトウェアの機能性を
拡張できます。たとえば、次のような作業を行えます。
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� 独自の管理モジュールを作成する
� Sun Management Centerとインタフェースをとるクライアントプログラムを作成
する

� Sun Management Centerコンソールにアプリケーションを統合する

注 –開発環境をインストールする場合は、Sun Management Center 3.6開発環境と
Sun Management Center 3.6本稼働環境をそれぞれ専用のサーバーで実行することを
推奨します。

Sun Management Center 3.6開発環境の詳細は、『Sun Management Center 3.6
Developer Environment Reference Manual』を参照してください。

Sun Management Centerのディレクトリ
Solarisプラットフォームでのインストールと設定に成功すると、表 2–1に示すような
ディレクトリが作成されます。

Microsoft Windows の場合は、C:\Program Files\SunMC ディレクトリのみ作成さ
れます。

表 2–1 Sun Management Centerのデフォルトの Solarisディレクトリ

ディレクトリ 説明

/opt/SUNWsymon Sun Management Centerの基本ファイルとアプリ
ケーションを含むルートディレクトリ

/etc/opt/SUNWsymon Sun Management Centerソフトウェアアプリケー
ションの initスクリプトが含まれます

/var/opt/SUNWsymon 使用しているシステム用の Sun Management Center
構成ファイルとデータファイルが含まれます

/usr/apache/tomcat Webサーバーが含まれます

Webサーバーは、Sun Management Centerサーバー
と一緒にインストールされます

/var/apache Webサーバー用のドキュメントとサンプルが含まれ
ます

Sun Management Centerシステムファイル
この節では、Sun Management Centerのインストールによって変更されるシステム
ファイルについて説明するとともに、オペレーティングシステムのパッチの概要を述
べます。
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/etc/systemファイル
/etc/systemファイルにある値は、Sun Management Centerシステムパラメータの
デフォルト値です。shmmax値は、マシンで利用できる RAMにもとづいて計算され
ます。

Sun Management Centerソフトウェアのインストールでは、/etc/systemファイル
に指定されている上下限値がサービスレイヤーを期待どおりに稼動させる上で十分な
ものか検査されます。たとえば、次のエントリが存在しない場合は /etc/system
ファイルにこれらのエントリが追加されます。存在する値が適当でない場合は、それ
らの値が適宜更新されます。

****************************************************
* This file has been modified by Sun MC 3.6 setup. *
* DO NOT REMOVE THESE TWO COMMENT LINES. *
****************************************************
set shmsys:shminfo_shmmax=201326592
set shmsys:shminfo_shmmin=1
set shmsys:shminfo_shmmni=100
set shmsys:shminfo_shmseg=10
set semsys:seminfo_semmni=100
set semsys:seminfo_semmsl=115
set semsys:seminfo_semmns=200
set semsys:seminfo_semopm=100
set semsys:seminfo_semvmx=32767

Sun Management Centerソフトウェアのインストールによって /etc/systemエント
リのどれかを変更した場合には、処理を進める前にシステムをリブートする必要があ
ります。システムのリブート後、es-setupまたは es-guisetupを使用して設定処
理を再度実行してください。

Sun Management Centerソフトウェアの前回のインストールで /etc/systemが変更
されている場合は、システムリブートの必要はありません。

/etc/groupファイル
Sun Management Centerソフトウェアのインストールプログラムは、マシン上のロー
カルファイル /etc/groupにグループ esadm、esdomadm、および esopsを追加し
ます。Sun Management Centerサーバーがインストールされているマシンでは、
/etc/group内にデータベースグループ smcorag用のグループエントリが作成され
ます。

Sun Management Centerの設定時に管理者として指定されるユーザーは、esadmグ
ループと esdomadmグループに追加されます。たとえば、スーパーユーザーアカウン
トを Sun Management Center管理者として指定すると、インストールプログラムは
/etc/groupに次の行を追加します。

smcorag::101011:
esadm::1000:root
esdomadm::1001:root
esops::1002:
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/etc/passwdファイル
Sun Management Centerソフトウェアのインストールでは、/etc/passwdファイル
にユーザー smcorauが追加されます。ユーザーアカウント smcorauは、Sun
Management Centerサーバーレイヤーのデータベースを実行するために必要なもので
す。

/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイル
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルは、権限を持つ Sun Management
Centerユーザーを定義するために使用されます。詳細は、69ページの「ユーザー、
グループ、および役割の概要」を参照してください。

サポートされるプラットフォーム
サポートされるハードウェアプラットフォームについての最新情報は、Sun
Management CenterのWebサイト
(http://www.sun.com/sunmanagementcenter)を参照してください。

Sun Management Centerモジュールは、システム、アプリケーション、ネットワーク
デバイスなどのリソースを監視、管理します。このモジュールは、エージェントが監
視するオブジェクトの集合を定義します。ハードウェア構成情報には、構成リーダモ
ジュールが必要です。

次の表は、Sun Management Centerおよびそのアドオンがサポートするプラット
フォームの例をまとめています。
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表 2–2サポートされるプラットフォームの例

オペレーティングシ
ステム Sun Management Centerのレイヤー ハードウェア例

Solaris (SPARC) エージェント、コンソール、サー
バー、アドオン

注 –一部のアドオンはプラット
フォームに固有です。

� 小規模サーバー
エージェント: 1～ 250ノード
プロセッサ:単一の 550/650 MHz
UltraSPARC® IIiプロセッサ以上
メモリー: 1Gバイト RAM以上
例: Sun Fire V100/V120

� 中規模サーバー
エージェント: 250～ 500ノード
プロセッサ:単一の 1.5 GHz
UltraSPARC® IIIiプロセッサ以上
メモリー: 2Gバイト RAM以上
例: Sun Blade 1500

� 大規模サーバー:
エージェント: 500～ 750ノード
プロセッサ: 2つの 1.34 GHz
UltraSPARC® IIIiプロセッサ以上
メモリー: 2Gバイト RAM以上
例: Sun Fire V210/V240、Sun Blade
2500

� 超大規模サーバー:
エージェント: 750～ 1000ノード
プロセッサ: 4つの 1.28 GHz/1.5
GHz UltraSPARC® IIIiプロセッサ以
上
メモリー: 2Gバイト RAM以上
例: Sun Fire V440/V480/V490

Solaris (SPARC) エージェント、コンソール、アド
オン

注 –一部のアドオンはプラット
フォームに固有です。

� SPARCStation 1/ 2/ 5/10/ 20
� Ultra 1/450
� Sun Blade 100/1000
� Netra AC200/1120/1125/1400/1405
� Sun Enterprise 150/3000/4000/

5000/6000
� Sun Ultra Enterprise

150/3000/4000/5000
� Sun Fire

280R/V880/3800/4800/4810/6800/15000
� SPARCcenter®

2000/2000E/1000/1000E

Solaris (x86)、
Linux

エージェント、コンソール、一部
のアドオン

� Sun Fire V60x/V65x
� Sun Fire V20z
� Sun Fire V40z
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表 2–2サポートされるプラットフォームの例 (続き)
オペレーティングシ
ステム Sun Management Centerのレイヤー ハードウェア例

Solaris、
Windows 98、
Windows NT、
Windows 2000、
Windows XP

コンソールレイヤーと一部のアド
オン

Pentium 233MHz以上

構成リーダモジュールと動的再構成 (DR)モジュールは、一部の Sunハードウェアプ
ラットフォームではサポートされていません。ただし、Sun Management Centerのほ
かのベースモジュールはすべて Sunハードウェアプラットフォームでサポートされて
います。

ベースモジュールの詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』を参照
してください。

Sun Management Centerの新規インス
トールの例
次の例では、Sun Management Centerを初めてインストールする場合と、以前のバー
ジョンの Sun Management Centerを Sun Management Center 3.6にアップグレード
する場合の主な手順をまとめています。

注 – Sun Management Centerをインストール、アップグレード、設定するには、それ
ぞれのマシンでスーパーユーザーとしてログインする必要があります (su - root)。

この例では、Sun Management Centerサーバー、エージェント、コンソール、および
Advanced System Monitoring (ASM)アドオンを 3台のマシンに次のようにインス
トールします。

� マシンAにコンソールとASMアドオンをインストール。
� マシン BにサーバーとASMアドオンをインストール。

エージェントはサーバーと一緒に自動的にインストールされます。

� マシン CにサーバーとASMアドオンをインストール。

これらのマシンのどれにも、これまで Sun Management Centerがインストールされ
たことはありません。

次に、Sun Management CenterおよびASMのインストールに必要な手順の要約を示
します。
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� Sun Management CenterおよびASMをインス
トールする

1. 各マシンがサポートされているプラットフォームであることを確認します。

55ページの「サポートされるプラットフォーム」を参照してください。

2. 各マシンに必要なリソースがあることを確認します。

78ページの「インストール前のチェックリスト」を参照してください。

3. CDまたは CDイメージのどちらからインストールするのかを決定します。

89ページの「インストールソースの確認」を参照してください。

4. マシン Bにサーバーをインストールします (31ページの「Sun Management
Centerのインストール」)。

インストール中に行うことを次に示します。

� 本稼働環境を選択します。

� サーバーレイヤーだけ選択します。エージェントレイヤーは自動的に選択され
ます。

� Advanced System Monitoringアドオンを選択します。

Advanced System Monitoringによって、サーバーマシンで高度な監視機能を
利用できるようになります。詳細は、52ページの「その他のアドオン製品」を
参照してください。

インストールが終了すると、/etc/system ファイルが更新されたためにシステ
ムを再起動する必要があるというメッセージが表示されます。インストールプロセ
スを終了して、システムを再起動します。

5. マシン Bで Sun Management Centerサーバーを設定します。

システムが再起動したら、コマンド /opt/SUNWsymon/sbin/es-guisetupを
入力して、Sun Management Centerサーバーを設定します。

サーバーの設定時に行うことを次に示します。

� セキュリティキーを生成するためのパスワードを指定します。

このパスワードは、すべての Sun Management Centerマシンに共通である必要
があります。

� SNMPv1セキュリティ文字列を指定します。

セキュリティ文字列は、すべての Sun Management Centerマシンに共通である
必要があります。

サーバーの設定が終了すると、Advanced System Monitoringの設定が実行されま
す。

手順
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Advanced System Monitoringの設定が終了すると、Sun Management Centerコン
ポーネントを起動するかどうか選択することができます。すべてのコンポーネント
を起動します。

6. マシン Cにエージェントをインストールします (31ページの「Sun Management
Centerのインストール」を参照)。

インストール中に行うことを次に示します。

� 本稼働環境を選択します。

� エージェントレイヤーだけ選択します。

� Advanced System Monitoringアドオンを選択します。

Advanced System Monitoringによって、エージェントマシンで高度な監視機
能を利用できるようになります。詳細は、52ページの「その他のアドオン製
品」を参照してください。

注 –エージェントをサーバーマシンにインストールする必要がある場合は、エー
ジェント更新イメージを作成し、そのイメージを使用してエージェントをインス
トールできます。

エージェントのインストールが終了すると、設定を実行するかどうかを選択できま
す。設定を実行します。

7. マシン Cで Sun Management Centerエージェントを設定します。

エージェントの設定時に行うことを次に示します。

� 手順 5で指定したセキュリティキーパスワードと同じパスワードを指定しま
す。

� 手順 5で指定した SNMPv1コミュニティ文字列と同じ文字列を指定します。
� Sun Management Centerサーバーマシンの名前を指定します。

エージェントの設定が終了すると、Sun Management Centerエージェントを起動
するかどうか選択できます。エージェントを起動します。

8. マシン Aにコンソールをインストールします (31ページの「Sun Management
Centerのインストール」を参照)。

インストール中に行うことを次に示します。

� 本稼働環境を選択します。

� コンソールレイヤーだけ選択します。

� Advanced System Monitoringアドオンを選択します。

Advanced System Monitoringには、コンソールコンポーネントとメニューが
含まれています。

コンソールのインストールが終了すると、設定を実行するかどうかを選択できま
す。設定を実行します。
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設定が終了したら、コマンド /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c を入力する
ことによって、コンソールを起動します。

Sun Management Center 3.0から Sun
Management Center 3.5 Update 2への更
新
この例では、Sun Management Center 3.0サーバー、エージェント、およびコンソー
ルが 3台のマシンに次のようにインストールされていると仮定します。

� マシンAには Sun Management Center 3.0コンソールがインストールされてい
る。

� マシン Bには Sun Management Center 3.0サーバーがインストールされている。
� マシン Cには Sun Management Center 3.0エージェントがインストールされてい
る。

次の手順は、3台のマシンのすべてで、インストールされている Sun Management
Center 3.0を Sun Management Center 3.5 Update 2にアップグレードするために必要
な手順の要約です。

注 –インストールされている Sun Management Center 3.0に、Performance Reporting
Managerが含まれている場合は、このアップグレードプロセスによって、Sun
Management Centerデータおよび Performance Reporting Managerデータを移行でき
ます。Performance Reporting Managerにインストールされているマシンに、Sun
Management Center 3.5 Update 2用の十分なリソースがあることを確認してください
(表 1–4を参照)。

� Sun Management Center 3.0を Sun Management
Center 3.5 Update 2にアップグレードする

1. 各マシンがサポートされているプラットフォームであることを確認します。

55ページの「サポートされるプラットフォーム」を参照してください。

2. 各マシンに必要なリソースがあることを確認します。

78ページの「インストール前のチェックリスト」を参照してください。

3. CDまたは CDイメージのどちらからインストールするのかを決定します。

89ページの「インストールソースの確認」を参照してください。

手順
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4. マシン Bに Sun Management Center 3.5 Update 2サーバーをインストールします
(99ページの「サーバーのアップグレード」を参照)。

インストール中に行うことを次に示します。

� 以前の Sun Management Centerバージョンのアンインストールが求められた
ら、アンインストールします。

� Sun Management Centerバージョンのデータを移行するかどうかを選択しま
す。

– Sun Management Center 3.0データを保存し、Sun Management Center 3.5
Update 2で使用する場合は、「データを保存」を選択します。

– Sun Management Center 3.0データを保存しない場合は、「データを保存」
を選択解除します。

� 本稼働環境を選択します。

� サーバーレイヤーだけ選択します。エージェントは自動的にインストールされ
ます。

サーバーのインストールが終了すると、設定を実行するかどうかを選択できます。
設定を実行します。

5. マシン Bでサーバーを設定します。

サーバーの設定時に行うことを次に示します。

� セキュリティキーを生成するためのパスワードを指定します。

パスワードは、Sun Management Center 3.0の設定で指定したものと同じであ
る必要があります。

� SNMPv1セキュリティ文字列を指定します。

セキュリティ文字列は、Sun Management Center 3.0の設定で指定したものと
同じである必要があります。

� Sun Management Center 3.0データの Sun Management Center 3.5 Update 2へ
の移行を選択した場合は、Sun Management Center 3.0データーを復元するか
どうかを選択します。

注 –サーバーでのセキュリティシード生成で、Sun Management Center 3.0で指定
したパスワードと異なるパスワードを指定した場合は、エージェントの設定で、新
しいパスワードを使用して、同じセキュリティシードを生成する必要があります。
Sun Management Center 3.0エージェントを Sun Management Center 3.5 Update 2
にアップグレードしない場合は、Sun Management Center 3.0エージェントマシン
用のセキュリティキーを再生成する必要があります (186ページの「セキュリ
ティキーの再生成」を参照)。

サーバーの設定が終了すると、Sun Management Centerコンポーネントを起動す
るかどうか選択できます。すべてのコンポーネントを起動します。
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6. マシン Cに Sun Management Center 3.5 Update 2エージェントをインストール
します (103ページの「エージェントのアップグレード」を参照)。

エージェントのインストール中に行うことを次に示します。

� Sun Management Centerバージョンのエージェントデータを移行するかどうか
を選択します。

– Sun Management Center 3.0データを保存し、Sun Management Center 3.5
Update 2で使用する場合は、「データを保存」を選択します。

– Sun Management Center 3.0データを保存しない場合は、「データを保存」
を選択解除します。

� 本稼働環境を選択します。

� エージェントレイヤーけ選択します。

7. マシン Cでエージェントを設定します。

エージェントの設定時に行うことを次に示します。

� セキュリティキーを生成するためのパスワードを指定します。

パスワードは、Sun Management Center 3.5 Update 2サーバーの設定で指定し
たものと同じである必要があります。

� SNMPv1セキュリティ文字列を指定します。

セキュリティ文字列は、Sun Management Center 3.5 Update 2サーバーの設定
で指定したものと同じである必要があります。

� Sun Management Center 3.0エージェントデータの Sun Management Center
3.5 Update 2への移行を選択した場合は、Sun Management Center 3.0データ
を復元するかどうかを選択します。

エージェントの設定が終了すると、Sun Management Centerエージェントを起動
するかどうか選択できます。エージェントを起動します。

8. マシン Aに Sun Management Center 3.5 Update 2コンソールをインストールし
ます。

a. コマンド /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst を入力して、Sun
Management Center 3.0コンソールをアンインストールします。

b. Sun Management Center 3.5 Update 2コンソールをインストールして、設定し
ます (31ページの「Sun Management Centerのインストール」を参照)。

コンソールの設定が終了したら、コマンド
/opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c を入力することによって、コンソー
ルを起動します。

62 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



Sun Management Center 2.1.1から Sun
Management Center 3.5 Update 2への
アップグレード
この例では、Sun Management Center 2.1.1サーバー、エージェント、およびコン
ソールが 3台のマシンに次のようにインストールされていると仮定します。

� マシンAには Sun Management Center 2.1.1コンソールがインストールされてい
る。

� マシン Bには Sun Management Center 2.1.1サーバーがインストールされている。

� マシン Cには Sun Management Center 2.1.1エージェントがインストールされて
いる。

次の手順は、3台のマシンのすべてで、インストールされている Sun Management
Center 2.1.1を Sun Management Center 3.6にアップグレードするために必要な手順
の要約です。

� Sun Management Center 2.1.1を Sun Management
Center 3.5 Update 2にアップグレードする

1. 各マシンがサポートされているプラットフォームであることを確認します。

55ページの「サポートされるプラットフォーム」を参照してください。

2. 各マシンに必要なリソースがあることを確認します。

78ページの「インストール前のチェックリスト」を参照してください。

3. CDまたは CDイメージのどちらから Sun Management Center 3.5 Update 2をイ
ンストールするかを決定します。

89ページの「インストールソースの確認」を参照してください。

4. マシン Bで Sun Management Center 2.1.1サーバーをアップグレードします。

a. 各マシンに必要なリソースがあることを確認します。

78ページの「インストール前のチェックリスト」を参照してください。

b. http://www.sun.com/sunmanagementcenterから移行用のユーティリティをダ
ウンロードします。

手順
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c. 移行ユーティリティを実行して、Sun Management Center 2.1.1を Sun
Management Center 3.5 Update 2にアップグレードします。

97ページの「Sun Management Center 2.1または 2.1.1からのアップグレー
ド」を参照してください。

アップグレードプロセスでの Sun Management Center 3.5 Update 2のインストー
ル中に行うことを次に示します。

� 本稼働環境を選択します。

� サーバーレイヤーだけ選択します。エージェントは自動的にインストールされ
ます。

� Sun Management Center 2.1.1のデータを移行するかどうかを選択します。

– Sun Management Center 2.1.1のデータを保存し、Sun Management Center
3.6で使用する場合は、「データを保存」を選択します。

– Sun Management Center 2.1.1データを保存しない場合は、「データを保
存」を選択解除します。

アップグレードプロセスでの Sun Management Center 3.5 Update 2の設定時に行
うことを次に示します。

� セキュリティキーを生成するためのパスワードを指定します。

このパスワードは、すべての Sun Management Centerマシンに共通である必要
があります。

� SNMPv1セキュリティ文字列を指定します。

このセキュリティ文字列は、すべての Sun Management Centerマシンに共通で
ある必要があります。

� Sun Management Center 2.1.1データの Sun Management Center 3.5 Update 2
への移行を選択した場合は、Sun Management Center 2.1.1データを復元するか
どうかを選択します。

サーバーの設定が終了すると、Sun Management Centerコンポーネントを起動す
るかどうか選択できます。すべてのコンポーネントを起動します。

5. マシン Cで Sun Management Center 2.1.1エージェントをアップグレードしま
す。

マシン Cに Sun Management Center 3.5 Update 2エージェントをインストールし
ます (31ページの「Sun Management Centerのインストール」を参照)。

エージェントのインストール中に行うことを次に示します。

� Sun Management Center 2.1.1エージェントデータを保存し、Sun Management
Center 3.5 Update 2で使用する場合は、「データーを保存」を選択します。

� 本稼働環境を選択します。

� エージェントレイヤーだけ選択します。

エージェントのインストールが終了すると、設定を実行するかどうかを選択できま
す。設定を実行します。
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6. マシン Cでエージェントを設定します。

エージェントの設定時に行うことを次に示します。

� 手順 4で指定したものと同じセキュリティキーパスワードを指定します。

� 手順 4で指定したものと同じ SNMPv1コミュニティ文字列を指定します。

� Sun Management Centerサーバーマシンの名前を指定します。

� Sun Management Center 2.1.1エージェントデータの Sun Management Center
3.5 Update 2への移行を選択した場合は、Sun Management Center 2.1.1データ
を復元するかどうかを選択します。

注 –サーバーでのセキュリティシード生成で、Sun Management Center 3.0で指定
したパスワードと異なるパスワードを指定した場合は、エージェントの設定で、新
しいパスワードを使用して、同じセキュリティシードを生成する必要があります。
Sun Management Center 3.0エージェントを Sun Management Center 3.5 Update 2
にアップグレードしない場合は、Sun Management Center 3.0エージェントマシン
用のセキュリティキーを再生成する必要があります (186ページの「セキュリ
ティキーの再生成」を参照)。

エージェントの設定が終了すると、Sun Management Centerエージェントを起動
するかどうか選択できます。エージェントを起動します。

7. マシン Aに Sun Management Center 3.5 Update 2コンソールをインストールし
ます。

a. Sun Management Center 2.1.1コンソールをアンインストールします (『Sun
Management Center 2.1.1 Installation Guide』を参照)。

b. Sun Management Center 3.5 Update 2コンソールをインストールして、設定し
ます (31ページの「Sun Management Centerのインストール」を参照)。

コンソールの設定が終了したら、コマンド /opt/SUNWsymon/sbin/es-start
-cを入力することによって、コンソールを起動します。

エージェント更新による Sun
Management Center 3.6へのエージェン
トのアップグレード
この例では、Sun Management Center 3.6と Sun Management Center 3.0がネット
ワーク上のシステムに次のようにインストールされていると仮定します。
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� マシンAには、Sun Management Center 3.6のコンソールとエージェントがインス
トールされている。

� マシン Bには、Sun Management Center 3.6のサーバーとエージェントがインス
トールされている。

� マシン CからZには、Sun Management Center 3.0のエージェントがインストール
されている。

次の項目は、Cから Zのすべてのマシンを Sun Management Center 3.6エージェント
にアップグレードするために必要な手順の要約です。

� エージェント更新イメージでエージェントを Sun
Management Center 3.6にアップグレードする

1. Sun Management Centerサーバーマシン B上で Sun Management Centerのすべ
てのコンポーネントが動作していることを確認します (174ページの「Solarisプ
ラットフォームでのコンポーネントの起動」を参照)。

2. エージェント更新イメージを作成します (107ページの「es-gui-imagetoolで
エージェント更新イメージを作成する」を参照)。

3. Cから Zのマシンにエージェント更新イメージを適用します (128ページ
の「agent-update-binを使用して、エージェント更新イメージからエージェン
トをインストールまたは更新する」を参照)。

各マシンへのエージェント更新イメージの適用時に行うことを次に示します。

� セキュリティキーを生成するためのパスワードを指定します。

このパスワードは、Sun Management Center 3.6サーバーの設定で指定したも
のと同じである必要があります。

� SNMPv1セキュリティ文字列を指定します。

セキュリティ文字列は、Sun Management Center 3.6の設定で指定したものと
同じである必要があります。

Microsoft Windowsに Sun Management
Centerコンソールをインストールする
以前のバージョンの Sun Management CenterコンソールがMicrosoft Windowsマシ
ンにインストールされている場合は、そのコンソールをアンインストールする必要が
あります (223ページの「Microsoft Windowsプラットフォームからの Sun
Management Centerのアンインストール」を参照)。

手順

66 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



Sun Management Center 3.6コンソールをインストールします。この手順の詳細は、159
ページの「Microsoft Windowsへの Sun Management Center 3.6のインストール」

を参照してください。

製品マニュアル
製品 CDには、Sun Management Center 3.6のマニュアルは含まれていませ
ん。http://docs.sun.comで、英文マニュアルおよびその他の言語のマニュアル
を入手できます。
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第 3章

構成上の考慮事項

この章では、Sun Management Centerのインストールまたはアップグレードに悪影響
を及ぼす可能性のある事項について説明します。この章では次の項目について説明し
ます。

� 69ページの「セキュリティ上の推奨事項」
� 73ページの「管理対策」

セキュリティ上の推奨事項
この節では、Sun Management Centerのアクセス、サーバーコンポーネント、エー
ジェントコンポーネント、セキュリティキーなどに関連してセキュリティ上の推奨事
項について説明します。

ユーザー、グループ、および役割の概要
Sun Management Centerのユーザーとユーザーグループを設定する前に、予想される
管理作業の種類について理解する必要があります。これは、それらの作業を適切な
ユーザークラスに割り当てるためです。ユーザーグループと役割を念入りに計画する
ことで、構成を適切に管理するとともに、管理情報やシステムリソースのデータ整合
性とセキュリティを実現しやすくなります。

あらかじめマスターアクセスファイル /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersで明
示的に識別されていないかぎり、どのユーザーも Sun Management Centerにアクセ
スすることはできません。Sun Management Centerに対するアクセス権を付与するに
は、そのユーザーの UNIXユーザー名を /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersに
追加します。追加されたユーザーは、標準の UNIXユーザー名とパスワードを使用し
て Sun Management Centerにログインできます。
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ユーザーがログインすると、次に示す機能上の役割に応じてSun Management Center
がアクセスを制御し、ユーザー権限を決定します。

� Domain Administrators (ドメイン管理者) –この役割は、メンバーに対してサー
バーコンテキスト内にトップレベルのドメインを作成することやそれらのドメイン
内のほかの Sun Management Centerユーザーに権限を割り当てることなどを許可
する最高レベルの役割です。ドメイン管理者は、特定のドメインを作成し、続いて
それらのドメインにユーザー権限を割り当てることによって特定のトポロジ環境の
ためのカスタマイズ構成を確立できます。esdomadm UNIXユーザーグループのメ
ンバーである場合、そのユーザーはドメイン管理者とみなされます。

� Administrator (管理者) –この役割は、トポロジシステムの領域を超えるあらゆる
オペレーションに対する管理用の役割です。管理者は、モジュールの読み込み、管
理対象オブジェクトやデータプロパティの構成といった特権的な作業を実行できま
す。管理者は、エージェントレベルとモジュールレベルでアクセス制御を指定する
こともできます。このような制御が可能なことから、この役割はエンタイトルメン
ト (権限付与)ポリシーを確立し維持する手段となります。esadm UNIXユーザー
グループのメンバーである場合、そのユーザーは管理者とみなされます。

� Operators (オペレータ) –この役割を持つシステムユーザーは、独自のドメインと
トポロジコンテナを構成することができます。また、データ収集やアラームに関連
して管理対象オブジェクトの設定を行なったり、管理情報を確認したりもできま
す。オペレータは管理モジュールの有効化および無効化も行えますが、デフォルト
ではモジュールの読み込みとアクセス制御権の変更は行えません。このようなこと
から、オペレータとは製品を効率良く使用したり処理を微調整したりはできるユー
ザークラスですが、主要な構成やアーキテクチャ上の変更はできないと言えます。
esops UNIXユーザーグループのメンバーである場合、そのユーザーはオペレー
タとみなされます。

� General user (一般ユーザー) –この役割は、上記の 3つのグループに明示的に属し
ていないユーザーのためのものです。一般ユーザーは広範な権限が与えられること
がなく、デフォルトでは管理情報の表示と、アラームの確認応答ができるだけで
す。一般ユーザーの役割は、問題の特定、修復、および引き継ぎを主要目標とする
第一線のサポートに適しています。

大規模組織では、Sun Management Centerセキュリティの役割が既存のシステム管理
機能やサポート機能に直接割り当てられます。中小の組織では、企業職分と製品の役
割の区分がさほど明瞭ではないためにプロセスが入り組んだものとなることがありま
す。場合によっては、1人のユーザーにすべての論理の役割を割り当てるという方法
が認められることもあります。

注 –権限の指定は柔軟に行え、Sun Management Centerの 4つのセキュリティの役割
に限定する必要はありません。

Sun Management Center権限は、ドメイン、トポロジコンテナ、エージェント、およ
びモジュールの各レベルで明示的に指定できます。権限指定では、任意の UNIXユー
ザーまたは UNIXグループを基準とし、上記のグループを慣例的に使用するだけに留
めることができます。つまり、機能の役割を割り当てる際に Sun Management Center
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権限グループに対して既存のアカウント構成を使用できます。権限を割り当てる場合
に明示的なユーザーを指定することはお勧めできませんが、UNIXグループがすでに
確立されている環境では UNIXグループを使用すると便利な場合があります。

セキュリティの役割、グループ、ユーザーの詳細は、163ページの「ユーザーの設
定」および『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の第 18章「Sun
Management Centerのセキュリティ」を参照してください。

Sun Management Centerの内部セキュリティ
ここでは、Sun Management Centerコンポーネント間で使用されるセキュリティプロ
セスについて説明します。

サーバーとエージェント間のセキュリティ
Sun Management Centerサーバーとその管理対象ノード間の通信は、主に業界標準の
SNMP (Simple Network Management Protocol)バージョン 2を使用し、User Security
モデル SNMP v2usecを採用して行われます。SNMPv2メカニズムは、サーバーレイ
ヤーからエージェント側のオペレーションに対してユーザー証明 (user credential)を
割り当てるのに最適です。SNMPv2は、アクセス制御ポリシーの回避を不可能にする
ための主要なメカニズムです。

Sun Management Centerは、コミュニティベースのセキュリティを使用した SNMP
v1と SNMP v2もサポートします。セキュリティの観点からはそれほど堅固ではあり
ませんが、ほかのデバイスやほかの管理プラットフォームとの統合のためには SNMP
v1と v2のサポートが重要な意味を持ちます。これらのメカニズムの使用が望ましく
ない環境では、アクセス制御指定メカニズムによって SNMP v1/v2プロトコルを使用
したプロセスへのアクセスを制限または禁止できます。Sun Management Center
エージェントはまた、Sun以外のアプリケーションからの SNMPv3照会を認識して、
応答することもできます。

データストリーミングを要する場合があるカスタマイズされた処理の場合は、プロー
ブメカニズムも採用されます。プローブメカニズムは、SNMPオペレーションに
よって開始されます。開始されたプローブオペレーションは、ストリーミング TCP接
続を使用して管理対象ノード上で双方向性の対話型サービス (ログファイルの表示な
ど)を実施します。プローブメカニズムは SNMP通信を行うため、パケットペイロー
ドの暗号化は実施されません。

サーバーコンテキスト間のセキュリティ
Sun Management Centerがローカルサーバーコンテキスト外の管理対象ノードと通信
を行う場合は、一般的な espublic SNMPv2 usecユーザーとして処理が実行される
ようにセキュリティモデルによって対策が講じられます。espublicを使用すると、
権限が大幅に限定され、ユーザーの権限は管理データを読むだけに制限されます。
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クライアントとサーバー間のセキュリティ
Sun Management Centerサーバーレイヤーとクライアント (コンソールやコマンド行
インタフェースなど)間の通信は、Java技術の RMI（遠隔メソッド呼び出し）と製品
固有の包括的なセキュリティモデルとの組み合わせで行われます。このセキュリ
ティモデルにより低度、中度、または高度のセキュリティモードのいずれかによるク
ライアント処理が可能となり、実行されるメッセージ認証のレベルが決定されます。
これらのレベルを次に示します。

� 低度:メッセージ認証は行われない。ログイン時にユーザーパスワードだけが
チェックされる

� 中度 (デフォルト):コンソールとサーバー間の認証のみ (たとえば着信コンソール
メッセージのサーバー認証など)

� 高度:コンソール認証メッセージとサーバー認証メッセージの両方

セキュリティレベルが高いとパフォーマンスに影響が出る可能性があるため、
メッセージ認証ニーズを慎重に検討することをお勧めします。

モジュールのセキュリティ
Sun Management Centerは、サービス管理機能 (SMF)、Module Configuration
Propagation (MCP)、および Solaris Container Managerモジュールに対するモジュール
レベルのセキュリティを提供します。ユーザーは誰でも、Sun Management Center
エージェントで任意のモジュールを読み込むことができます。しかしながら、モ
ジュールでの処理や値の設定や変更を行うには、事前にアクセス権を取得している必
要があります。モジュールセキュリティは、RBAC (Role Based Access Control)およ
びローカルファイルアクセスの 2通りの方法で提供されます。

RBACはプロファイルに基づいています。必要なプロファイルを持つユーザーは、そ
のプロファイル固有の作業を行うことができます。RBACは、Solarisシステムの管理
コマンドを使用して実現できます。

ローカルファイルアクセスは、OSからは独立したセキュリティ機能です。ユーザー
は、ローカルアクセスファイルに、必要なアクセス権を追加してもらう必要がありま
す。ローカルファイルアクセスによるセキュリティは、es-configコマンドを使用して
実現できます。詳細は、195ページの「es-configの使用」を参照してください。

セキュリティキーと SNMPコミュニティ文字列
1台のマシンに Sun Management Centerエージェントをインストールして、その設定
に進むと、そのエージェントのセキュリティキーを生成するためのパスワードを求め
るメッセージが表示されます。このパスワードは、Sun Management Centerサーバー
の設定で指定したパスワードと同じである必要があります。それぞれのセキュリ
ティキーが異なると、サーバーとエージェントは互いに通信できません。セキュリ
ティキーの再生成方法については、186ページの「セキュリティキーの再生成」を参
照してください。
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設定時には、デフォルトの SNMPコミュニティ文字列 (public)を受け入れるか、ある
いは非公開のコミュニティ文字列を指定するように求めるメッセージも表示されま
す。本来 SNMPコミュニティ文字列は特権化された内部的なアカウントのパスワード
として使用されるものであり、この文字列を一般的な SNMPv2 usecツールと併用す
ることでサーバーレイヤーを模倣できます。このため、デフォルトのコミュニティ文
字列は使用せず、サーバーコンテキストごとに個別の非公開コミュニティ文字列を指
定してください。

セキュリティパスワードと SNMPコミュニティ文字列の扱いには、スーパーユーザー
パスワードと同様の注意を払ってください。

管理対策
この節では、Sun Management Centerの管理手法について概要を述べます。管理対象
となるシステムとそれらの実装について理解すれば、Sun Management Centerの導入
と利用を順調に行えます。

サーバーコンテキスト
管理情報をとりまとめる上での最高レベルの構築ブロックは、サーバーコンテキスト
です。各 Sun Management Centerサーバーは、サーバーコンテキストを 1つしか提
供しません。各サーバーコンテキストは、サーバーコンテキストに対して報告を行う
1つ以上のシステムを管理します。管理対象となる各システムは、1つのサーバーコ
ンテキストにのみ報告を行います。

サーバーコンテキスト間の通信は一般に禁止され、サーバー間で管理イベントが転送
されることはありません。サーバーコンテキストは、Sun Management Centerを採用
した組織内のグループ構造に対応して使用する必要があります。また、システム管理
に関して、サーバーコンテキストとそれらのグループの責務を対応付ける必要もあり
ます。サーバーを所有する管理グループは、サーバー内に管理データも所有すること
になります。このグループは、Sun Management Centerサーバーによって管理される
すべてのシステムとネットワークリソースに対するあらゆるアクセスを制御します。

ドメインの対策
ドメインはサーバーコンテキストにおける最高レベルの構成要素であり、独自のトポ
ロジ構成を確立できる独立した環境を提供します。ドメインはいたって一般的なもの
です。管理者は、ユーザー、環境、その他の任意の論理的部署などに固有の情報を提
示するためにドメインを作成できます。管理対象となるシステムは 1つ以上のドメイ
ンに出現できるため、重複したドメインが存在してもかまいません。したがって、同
一の管理情報とシステムリソースをいくつもの異なる構成で提示できます。

第 3章 •構成上の考慮事項 73



一般にドメインには、一連の管理対象システム、Sun Management Center管理モ
ジュール、または管理対象オブジェクトの取りまとめに利用できる階層的な Sun
Management Centerグループがいくつも存在します。この階層は、ユーザーインタ
フェースにおける情報の視覚的な分類を決定します。この階層は、管理ステータスを
まとめる規則や、このステータスをハイレベルサマリー (全体要約)に渡す規則などの
定義も行います。ドメイン (およびドメインに含まれるコンテナ)にはこのような機能
性と柔軟性があるため、個々の環境の論理的な管理モデルを構築する上で強力なツー
ルとなります。

編成面からの対策
Sun Management Centerには、ローカル環境を定期的に自動チェックして管理対象
ノードを確認できる強力な Discovery Managerが付属しています。Discovery
Managerは、Sun Management Centerの構成に役立つだけでなく、ネットワーク
ベースの物理的なラインに沿って管理情報の体系化も行います。

環境の特性によっては、Discovery Managerを使用することが管理情報の表示やス
テータス情報の収集に最適な方法とは言えない場合もあります。しかし、Sun
Management Center環境の編成に先立って管理対象となるシステムをすべて特定する
のには Discovery Managerが非常に役立ちます。Discovery Managerの詳細は、
『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の第 4章「検出マネージャによるト
ポロジデータベースへのオブジェクト追加」を参照してください。

Sun Management Center環境を編成する方法としては、ほかに次のようなものがあり
ます。

� 物理面
� 環境面
� アプリケーション面
� サービス面

各 Sun Management Center環境では、完全性を重視する必要があります。たとえ
ば、対応範囲は、システム障害を事前に、あるいは少なくともただちに発見できるぐ
らいの範囲でなければなりません。環境にとってきわめて重要でありながら Sun
Management Centerによる監視が行われていないデバイス、ホスト、サービス、プロ
セスなどで障害が発生すると、この対応にギャップが生じ、実装の全体的な有効性に
影響を与えかねません。このためには、Sun Management Center管理環境を構築する
際に、カスタマイズされたモジュールやプロキシソリューションを考慮するととも
に、ほかのサーバーコンテキストからの情報も考慮する必要があります。

物理面からの編成
管理対象となるシステムの物理的な位置が、そのシステムが存在するネットワークに
対応していないという場合があります。このような場合には、その Sun Management
Centerグループを物理的なライン上に構成できる新しいドメインを作成することをお
勧めします。都市、サイト、ビル、フロア、サーバールームのほか、機器を設置する
ラックまでも簡単に表現できます。これらの場所のシステムは、Discovery Manager
を使用して検出作業が行われたドメインからコピーしてペーストできます。
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物理的なラインに沿って Sun Management Center環境を構成するには、システムが
実際に配置されている場所を知る必要があります。この編成は、簡単に利用できる貴
重なリファレンスとなります。物理面からの編成では、ステータスの収集パスも決定
されます。このため、障害は物理的なライン上で分離され、共通モード故障 (CMF)の
検出が容易に行われます。たとえば、特定の場所で発生した停電は複数のネットワー
ク上に渡って存在するシステムに影響を与える可能性がありますが、物理的な場所と
いうことでは 1個所にしか現れません。

注意 –情報は管理者自身で最新の状態に保つ必要があります。検出が実施される際に
この情報が自動的に更新されることはありません。検出プロセスは物理的に再配置が
行われた資産の自動追跡は行いません。

環境面からの編成
組織によっては、場所とリソースが重複していながら論理的な機能はそれぞれ独立し
ているという複数の論理環境を抱えている場合もあるでしょう。論理環境には、職務
グループ (営業や技術など)、機能グループ (小売や大口など)、論理的なソフトウェア
環境 (ユーザー承認や製造など)があります。

この 3つのケースとも、各グループの要素を分離させる個別の Sun Management
Centerトポロジを生成することを検討してください。トポロジグループを分離させる
と、1つのグループで問題が発生してもほかのグループで警告が出されるということ
がありません。この分離は、マルチドメインサーバーを抱えるシステムで Sun
Management Center環境を構成する場合にとりわけ重要となります。ドメインが異な
ると、それぞれまったく異なるグループまたは環境を対象として機能している可能性
があります。単一のトポロジグループに複数のドメインを含めると、紛らわしい情報
やアラーム通知が生成される可能性があります。

アプリケーション面からの編成
システム管理においてアプリケーションは複雑な存在です。アプリケーションがどの
ような要素から構成されているかを管理的な視点から確認するのは容易ではありませ
ん。特に、適切な稼働を目的としてアプリケーションが分散され、多数の外部サービ
スに依存している場合はとりわけ困難でしょう。このため、アプリケーションを編成
してから Sun Management Centerのインストールをする必要があります。問題が実
際に発生するまで因果関係の検討を先延ばしにすることがあってはなりません。初期
分析を実施することで効率向上の一助となり、アプリケーションレベルの問題の解決
策につながります。

アプリケーションを重視した Sun Management Center環境を構成する場合は、一般
にトポロジコンテナにホスト、モジュール、および特定のオブジェクトを混在させま
す。この場合、一部のホストを完全にそのアプリケーション専用とし、ほかのホスト
はそのアプリケーションを正常に稼動させるために部分的に使用するだけにとどめる
という方法を採ることができます。たとえば、コーポレートディレクトリサービスを
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使用するアプリケーションの場合、アプリケーションの処理上、そのディレクトリ
サービスが健全に機能していることが重要視されますが、サーバー上のほかのサービ
スの健全性はアプリケーションにとって重要ではなく必須要件ではありません。

サービス担当面からの編成
状況によっては、1つのグループまたは 1人の管理者が特定のサービスを担当し、使
用中のリソースは担当しないという場合があります。たとえば、データベースサービ
スの可用性とデータの整合性を担当するデータベース管理者の場合、ハードウェアや
オペレーティングシステムは担当していないことが考えられます。この場合、データ
ベース管理者はそのデータベースサービス用に作成された Sun Management Center
ドメインの支援によって必要な作業を進めることができます。また、一般的なシステ
ムやネットワークステータスのアクセスには、一般ユーザーの役割の権限を使用でき
ます。

大規模エンタープライズの管理
Sun Management Centerには、大規模エンタープライズの管理を簡易化する機能がい
くつか用意されています。その 1つ Reference Domainsを利用すると、いくつもの
サーバーコンテキストにわたって複数のグループで管理情報を共有できます。大々的
に分散された管理オペレーションの実施に役立つ Grouping Operationsシステムとい
う機能もあります。

グルーピングシステムは、データプロパティ値の設定やデータプロパティ属性の変更
に利用できます。また、Sun Management Centerサーバー環境へのモジュールの読み
込みおよび読み込み解除、有効化および無効化なども行えます。これらの処理はすべ
て、管理対象システムと管理対象ノードから成る大規模のグループに適用できます。
これらのグループは、既存のトポロジ構造または柔軟な検出タイプのフィルタを使用
して定義できます。グループ化の作業は保存と実行を何度も繰り返すことができ、ス
ケジューラを使用して自動化することも可能です。グループ化の作業には、参照ノー
ドの全構成をサーバーにプールし、続いてすべての類似ノードにプッシュすることに
よってこの構成を複製するModule Configuration Propagation (MCP)という機能もあ
ります。

参照ドメインの詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の「遠隔管
理ドメインの監視」を参照してください。グループ処理の詳細は、『Sun
Management Center 3.6ユーザーガイド』の第 13章「グループ関連ジョブの管理」を
参照してください。
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第 4章

Sun Management Centerのアップグ
レードまたはインストールの準備

この章では、Sun Management Center 3.6のインストールに先立って行う Solarisシス
テムとMicrosoft Windowsシステムの準備作業について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 77ページの「ほかのソフトウェアおよび同製品の以前のバージョンとの互換性」
� 78ページの「インストール前のチェックリスト」
� 80ページの「必須パッケージ」
� 80ページの「4Gバイトを超える RAMを持つ Solarisシステム」
� 81ページの「Java環境変数とパス」
� 84ページの「Microsoft Windows 98のスワップ領域と環境領域」
� 85ページの「Sun StorEdge A5x00パッケージ」
� 86ページの「T3ストレージデバイス」
� 89ページの「インストールソースの確認」

ほかのソフトウェアおよび同製品の以前
のバージョンとの互換性
Sun Management Center 3.6ソフトウェアは、次のソフトウェアと互換性がありま
す。

� あらゆる Simple Network Management Protocol (SNMP) v1、v2、v2 usec、およ
び v3エンティティ (オペレーティング環境およびアーキテクチャを問わない)

� Solstice Enterprise Agents™ソフトウェア (Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8、
Solaris 9、Solaris 10オペレーティング環境版) Solsticeエージェントを Sun
Management Centerエージェントのサブエージェントとして構成すると、同じホ
ストシステム上で Solsticeエージェントを Sun Management Centerエージェント
と共存させることができます。189ページの「レガシー SNMPエージェントを
エージェントのサブエージェントとして定義する」を参照してください。
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Sun Management Centerソフトウェアには、次の機能はありません。

� Solstice SyMON™ 1.xソフトウェアとの下位互換性
� Sun Management Center 3.6ソフトウェアにおける SunVTS™サポート

次の表は、Sun Management Centerのベース製品レイヤーごとに旧バージョンとの
互換性をまとめています。Sun Management Centerバージョン 2.0と 2.0.1は Sun
Enterprise SyMON™ソフトウェアと呼ばれており、バージョン 2.1、2.1.1、3.0、およ
び 3.6は Sun Management Centerと呼ばれています。

表 4–1 Sun Management Centerの旧バージョンとの互換性 (ベース製品別)

コン
ソール

サー
バー エージェント

3.0 3.0 2.0.1、2.1、2.1.1、3.0

3.5 3.5 2.0.1、2.1、2.1.1、3.0、3.5

3.6 3.6 2.0.1, 2.1, 2.1.1, 3.0, 3.5, 3.6

インストール前のチェックリスト
Sun Management Center 3.6をインストールする前、またはインストールされている
既存の SyMONまたは Sun Management CenterをSun Management Center 3.6に
アップグレードする前に行う必要がある作業は次のとおりです。

❒ Solstice SyMONサーバー (または、Enterprise SyMONサーバー)がインストール
されている場合は、Sun Management Center 3.6にアップグレードする前に、イン
ストールされている SyMONを Sun Management Center 2.1または Sun
Management Center 2.1.1にアップグレードしておく必要があります。96ページ
の「Solstice SyMON 1.xまたは Sun Enterprise SyMON 2.xソフトウェアからの
アップグレード」を参照してください。

アラーム条件の発生を電子メールで通知するために Sun Enterprise SyMONが使用
する email.shスクリプトをカスタマイズしている場合は、その email.shスク
リプトを別のディレクトリに保存しておき、アップグレードが完了したあと、元の
場所に戻します。 email.shスクリプトは、SyMONソフトウェアを Sun
Management Center 3.6にアップグレードすると上書きされます。

注 – SyMON構成データを移行しない場合、Sun Management Center 3.6をインス
トールする前に、SyMONソフトウェアをアンインストールしておく必要があり
ます。このアンインストールについては、218ページの「Solstice SyMON 1.xまた
は Enterprise SyMON 2.xのアンインストール」を参照してください。

❒ ネットワーク上の各マシンにどの Sun Management Center 3.6コンポーネントと
どの製品アドオンをインストールするか決定します。
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� Sun Management Centerまたは Sun Management Centerコンポーネントをイ
ンストールするプラットフォームがサポートされていることを確認します。
55ページの「サポートされるプラットフォーム」を参照してください。

� 第 1章の RAMとディスク容量の最小要件を参照します。ま
た、http://docs.sun.comにある Sun Management Centerアドオン製品の
追補マニュアルも参照します。

選択したコンポーネントとアドオン製品に必要な RAM容量とディスク容量を
合計します。

� インストールするコンポーネントに対応したオペレーティングシステムを各マ
シンが使用しているかを確認します。表 1–3および表 1–4を参照してくださ
い。

❒ Sun Management Centerサーバーコンポーネントと Sun Management Centerコン
ソールコンポーネントに指定されたマシンに正しい JDKバージョンがインストー
ルされているかを確認します。表 1–3を参照してください。JDKソフトウェアは
http://java.sun.com/からダウンロードできます。

❒ 環境変数 PATHと JAVA_HOMEを設定します。

� Solarisプラットフォームの場合

Sun Management Center Webコンソールまたは Javaコンソールの実行に使用
されているアカウントに環境変数 DISPLAYと JAVA_HOMEが設定されている
ことを確認します。

JDKバージョン 1.3.1と 1.4のデフォルトの場所は /usr/j2seです。81ペー
ジの「Solarisプラットフォームで JAVA_HOMEと PATHを設定する」を参照し
てください。

� Microsoft Windowsプラットフォームの場合

Microsoft Windowsの環境変数 %PATH%に JDK binディレクトリのパスが追加
されていることを確認します。82ページの「Microsoft Windows 98で PATH
を設定する」を参照してください。

❒ ネットワーク上のマシンに 4Gバイト以上の RAMが搭載されている場合は、マシ
ンに 64ビット互換パッチ SUNWscpuxをインストールします。80ページの「4G
バイトを超える RAMを持つ Solarisシステム」を参照してください。

❒ ネットワークに StorEdge A5X00デバイスが存在する場合は、必要なパッチをイン
ストールします。85ページの「Sun StorEdge A5x00パッケージ」を参照してく
ださい。

❒ ネットワークに T3ストレージデバイスが存在する場合は、そのデバイスが接続さ
れているマシン上の /etc/hostsファイルと /etc/ethersファイルを更新する
必要があります。また、Monitoring and Management of A5X00 and T3 Devicesア
ドオン製品をインストールするマシン上の /etc/hostsファイルと
/etc/ethersファイルも更新する必要があります。86ページの「T3ストレージ
デバイス」を参照してください。

❒ 旧バージョンの Sun Management Centerで T3デバイスを監視および管理してい
る場合は、Sun Management Center 3.6にアップグレードする前に、Sun
Management Centerの T3デバイス構成情報を削除しておく必要があります。88
ページの「T3デバイス構成情報の削除 (該当する場合)」を参照してください。
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❒ インストールソースを選択します。

インストールは、CD-ROMディスクまたは CDイメージから実行できます。89
ページの「インストールソースの確認」を参照してください。

必須パッケージ
Sun Management Center 3.6サーバーレイヤーには、次の Solarisオペレーティング環
境パッケージが必要です。これらのパッケージは Solaris開発環境の一部としてインス
トールされます。

� SUNWsprot — Solarisバンドルツール
� SUNWtoo —プログラミングツール
� SUNWbtool — SunOSに付属の CCSツール

4Gバイトを超える RAMを持つ Solaris
システム
RAM容量が 4Gバイトを超えるシステムでは、Sun Management Center 3.6をインス
トールする前に 64ビットソース互換パッケージ SUNWscpuxをインストールする必要
があります。このパッケージをインストールしないと、コマンド行によるインストー
ルプロセスで次のメッセージが表示され、インストールに失敗します。

ps: read() on /proc/551/as: Value too large for defined data type
ps: read() on /proc/542/as: Value too large for defined data type

次に示す Solaris環境のいずれかを選択した場合には、Solarisのインストールで
SUNWscpuxパッケージが自動的にインストールされます。

� 全体ディストリビューションと OEMサポート
� 全体ディストリビューション
� 開発者システムサポート

システム上にこのパッケージがインストールされているかどうかを確認するには、端
末ウィンドウにコマンド pkginfo SUNWscpux を入力してください。

� パッケージがインストールされている場合は、パッケージに関する情報が表示され
ます。

# pkginfo SUNWscpux
system SUNWscpux Source Compatibility (Usr) (64-bit)

� パッケージがインストールされていない場合は、エラーメッセージが表示されま
す。
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# pkginfo SUNWscpux
ERROR: information for "SUNWscpux" was not found

SUNWscpuxパッケージをインストールするには、次の作業を行います。

1. スーパーユーザーとしてログインします (su - root)。
2. Solarisインストール CD上のパッケージを見つけます。
3. pkgaddコマンドを使用してパッケージをインストールします。

Java環境変数とパス
Solarisシステムで Sun Management Center 3.6インストールウィザード、設定
ウィザード、および Javaコンソールを正しく稼働させるには、環境変数 JAVA_HOME
と PATHを設定する必要があります。同様に、Sun Management Centerの Javaコン
ソールをMicrosoft Windowsで正しく稼働させるには、JDKソフトウェアのパスを含
むようにMicrosoft Windowsの %PATH%を変更する必要があります。

環境変数とパスを正しく設定しないと、Sun Management Center 3.6のインストール
と設定は失敗します。

� Solarisプラットフォームで JAVA_HOMEと PATH
を設定する
JDK 1.3.1または JDK 1.4ソフトウェアがデフォルトの位置にインストールされている
場合は、次の手順を行います。

1. su -root と入力することによって、スーパーユーザーとしてログインします。

2. JAVA_HOME に /usr/j2se を設定します。

� Cシェル環境の場合

# setenv JAVA_HOME /usr/j2se

� Bourneシェルまたは Kornシェル環境の場合

# JAVA_HOME=/usr/j2se
# export JAVA_HOME

ヒント – .loginまたは .cshrcファイルに適切なステートメントを追加します。

3. システムパスに /usr/j2se/binを追加します。

手順
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4. PATHの /usr/binの前に /usr/j2se/binを入れます。

5. PATH の /usr/ucb の前に /usr/bin を入れます。

� Microsoft Windows 98で PATHを設定する
次の作業は、JDK 1.3.1または JDK 1.4ソフトウェアがデフォルトの場所
C:\j2sdkversion number (例: C:\j2sdk1.4)にインストールされていることを前提と
しています。

1. ファイル c:\autoexec.batファイルを編集します。

2. PATHステートメントに JDK binディレクトリの場所を追加します。

たとえば、autoexec.batファイルの PATHステートメントが
PATH=c:\windows;c:\windows\command の場合、PATH ステートメントは
PATH=c:\windows;c:\windows\command;c:\j2 version-number\bin になり
ます。ここで、 version-numberは JDKのバージョンです。

次に例を示します。

PATH=c:\windows;c:\windows\command;C:\j2sdk1.4\bin

PATHステートメント内の各ディレクトリは、このようにセミコロンで区切ってく
ださい。

3. ファイルを保存して終了します。

� Microsoft Windows NTまたはMicrosoft Windows
2000で PATHを設定する

1. 「スタート」、「設定」、「コントロールパネル」の順に選択します。

2. 「システム」をダブルクリックします。

3. Microsoft Windows NTの場合は、「環境」タブを選択します。Microsoft
Windows 2000の場合は、「詳細」タブを選択して、「環境変数」を選択します。

「環境変数」ウィンドウが表示されます。

4. 「ユーザ環境変数」と「システム環境変数」でパスをクリックします。

5. 「編集」をクリックします。

「システム変数の編集」ウィンドウが表示されます。

手順

手順
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注 –「システム変数の編集」ウィンドウに、環境変数 %SystemRoot%を使用した
Microsoft Windowsルートディレクトリが表示されます。

6. PATHステートメントに JDK binディレクトリの場所を追加します。

たとえば、「システム変数の編集」ウィンドウに表示される PATH ステートメン
トが %SystemRoot%\system32;%SystemRoot% の場合、新しい PATH ステー
トメントは %SystemRoot%\system32;%SystemRoot%;c:\j2
version-number\binになります。ここで、version-numberは JDKのバージョンで
す。

次に例を示します。

%SystemRoot%\system32;%SystemRoot%;c:\j2sdk1.4\bin

PATHステートメント内の各ディレクトリは、このようにセミコロンで区切ってく
ださい。

7. 「OK」をクリックして各ウィンドウを 1つずつ閉じます。

� Linuxで PATHを設定する

1. ホームディレクトリに移動します。

cd $HOME

2. .bashrcファイルを開きます。

3. ファイルに次の行を追加します。JDK directoryの部分を Javaインストールディレ
クトリに置き換えます。

export PATH=/usr/java/<JDK Directory>/bin:$PATH

4. ファイルを保存して終了します。

.bashrc を強制的に再読み込みさせるには、source コマンドを使用します。通
常、このファイルはログインしたときにのみ読み込まれます。

source .bashrc

注 –すべてのユーザーに対して PATHを設定する場合は、bashシェルでスーパー
ユーザーとしてログインしてから、home ディレクトリにある .bashrc ファイル
ではなく、etc ディレクトリにある .profile ファイルに対して上記の作業を行
う必要があることに注意してください。

手順
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Microsoft Windows 98のスワップ領域と
環境領域
Microsoft Windows 98は、Sun Management Center 3.6コンソールを稼働させるため
に最小 768Mバイトのスワップ領域または仮想メモリーを必要とします。さらに、
Microsoft Windows 98と Sun Management Centerの環境変数で 4096バイトの環境領
域を必要とします。スワップ領域と環境領域が正しく設定されていないと、Sun
Management Centerのインストールが失敗し、マシンの環境領域が足りなくなる可能
性があります。次に示す手順で、Microsoft Windows 98の最小のスワップ領域と環境
領域を設定してください。

注 –次の手順が該当するのはMicrosoft Windows 98だけです。Microsoft Windows
NTとMicrosoft Windows 2000の場合、最小のスワップ領域と環境領域を設定する必
要はありません。

� Microsoft Windows 98の最小のスワップ領域サイ
ズを設定する

1. administrator、または完全な管理権限を持つユーザーアカウントでログインしま
す。

2. 「スタート」、「設定」、「コントロールパネル」の順に選択します。

3. 「システム」アイコンをダブルクリックします。

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

4. 「パフォーマンス」タブを選択します。

「詳細設定」ウィンドウが表示されます。

5. 「仮想メモリ」を選択します。

6. 「自分で設定する」を選択します。

7. 「最小」フィールドに 768と入力します。

「最大」フィールド内の値は、システム RAMの全容量の 3倍以上でなくてはなり
ません。

たとえば、使用しているMicrosoft Windows 98マシンの RAMサイズが 512Mバ
イトの場合、「最大」フィールドの値は 1536となります。

手順
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8. 「OK」をクリックします。

「仮想メモリの設定の確認」ダイアログボックスが表示されます。

9. 「仮想メモリの設定の確認」ダイアログボックスで「はい」をクリックします。

ダイアログボックスが閉じます。

10.「システムのプロパティ」ウィンドウで「閉じる」をクリックします。

「システムのプロパティ」ウィンドウが閉じ、システムを再起動するかどうかのプ
ロンプトが表示されます。

11.「はい」をクリックしてシステムを再起動します。

指定した仮想メモリー設定は、システムの再起動が終了した時点で適用されて使用
されます。

� Microsoft Windows 98の最小の環境領域サイズを
設定する

1. ファイル config.sys内に次の行が存在しない場合はこの行を追加します。

SHELL=C:\COMMAND.COM /P /E:4096

2. ファイル config.sysに shell行を追加したか、あるいは既存の shell行を変
更した場合は、システムを再起動します。

Sun StorEdge A5x00パッケージ
Sun StorEdge A5x00モジュールを使用する場合は、Monitoring and Management of
A5x00 and T3 Devicesアドオン製品をインストールするシステムに SUNWluxop
パッケージと SUNWluxoxパッケージのどちらかをインストールする必要がありま
す。これらのパッケージがシステムにインストールされていない場合、A5x00モ
ジュールを読み込んでも、Sun Management Centerエージェントは動作しません。

これらのパッケージがインストールされているどうかを確認するには、次のコマンド
を入力します。

# pkginfo SUNWluxop SUNWluxox

パッケージがインストールされていれば、次のメッセージが表示されます。

system SUNWluxop Sun Enterprise Network Array firmware and utilities
system SUNWluxox Sun Enterprise Network Array libraries (64-bit)

手順
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これらのパッケージのどちらかが必要な場合は、http://sunsolve.sun.comからダウン
ロードできます。必ず最新バージョンをダウンロードしてください。ダウンロードし
たら、pkgadd(1M)コマンドを使用してパッケージをインストールします。

T3ストレージデバイス
この節では、Sun Management Center 3.6用に T3デバイスを準備する手順と、インス
トールされている既存の Sun Management Center 2.xまたは Sun Management Center
3.xインストールから T3デバイス構成情報を削除する手順について説明します。

注 – Sun Management Center 3.6にアップグレードする前に、インストールされてい
る既存の Sun Management Centerから、T3デバイス構成情報を削除しておく必要が
あります。

T3ストレージデバイスの準備
Sun Management Center T3アドオンをインストールおよび設定するには、Sun
Management Center の Monitoring and Management of A5x00 and T3
Devicesアドオンをインストールするシステム上の /etc/hostsファイルと
/etc/ethersファイルを事前に変更する必要があります。

次の作業は、『Sun StorEdge T3 Disk Tray Installation, Operation, and Service
Manual』で説明している方法で T3ストレージデバイスのインストールと構成が終了
していることを想定しています。

Sun Management Center アドオン Monitoring and Management of A5X00 and
T3 Devices がインストールされるマシン上で /etc/hosts ファイルと
/etc/ethersファイルがすでに更新されている場合は、T3アドオンのインストール
と設定を開始できます。

� T3ストレージデバイスを準備する

1. 各 T3ストレージデバイスの IPアドレスと Ethernetアドレスを確認します。

端末ウィンドウを開き、 arp t3-device-name コマンドを入力します。
t3-device-nameは T3ストレージデバイスの名前です。次に例を示します。

# arp T3-001
T3-001 (10.100.20.300) at 1:2:30:ab:ba:45 permanent published

この例では、10.100.20.300が T3ストレージデバイス T3–001の IPアドレス、
1:2:30:ab:ba:45が Ethernetアドレスです。

手順
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2. ネットワーク上の T3デバイスごとに手順 1を繰り返します。

各 T3の IPアドレス、Ethernetアドレス、および名前を記録したところで、次の
手順へ進んでください。

3. Sun Management CenterのアドオンMonitoring and Management of A5X00 and
T3 Devicesをインストールするマシンで、スーパーユーザーとしてログインしま
す。

このマシンは、Sun Management Centerサーバーをインストールするマシンか、
あるいは専用のプラットフォームエージェントサーバーとして割り当てたマシンの
どちらかです。

4. /etc/hostsファイルに、各 T3の IPアドレスと名前を記録します。

たとえば、3台の T3デバイスがネットワークに接続されている状況で、arpコマ
ンドを使用して IPアドレスと、各 T3デバイスの Ethernetアドレスを確認し、情
報を次のように記録したと想定します。

storage-t3–1 172.16.100.10 0:20:f2:0:59:48

storage-t3–2 172.16.100.11 0:20:f2:0:5f:40

storage-t3–3 172.16.100.12 0:20:f2:0:7f:a8

この場合、サーバーの /etc/hostsファイル内のエントリは次のようになりま
す。

172.16.100.10 storage-t3–1
172.16.100.11 storage-t3–2
172.16.100.12 storage-t3–3

5. /etc/ethersファイルに、各 T3ストレージデバイスの Ethernetアドレスと名前
を記録します。

/etc/ethersファイルが存在しない場合は、作成します。

手順 4に示した例の場合、サーバーの /etc/ethersファイル内のエントリは次
のようになります。

0:20:f2:0:59:48 storage-t3–1
0:20:f2:0:5f:40 storage-t3–2
0:20:f2:0:7f:a8 storage-t3–3

注意 – T3デバイス名にドメイン名を含める場合は、/etc/hostsと
/etc/ethersファイルとの間で必ず同じドメイン名を使用します。エントリは大
文字と小文字が区別されます。

たとえば、/etc/hostsファイルに次の行が含まれると仮定します。

0:20:f2:0:59:48 storage-t3–1.sun.com
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/etc/ethersファイルには次の行も含まれます。

0:20:f2:0:59:48 storage-t3–1.Sun.Com

この例の場合、ドメイン名の大文字と小文字の使い分けが異なるため、Sun
Management Centerの設定ツールを使用して T3ストレージデバイスを設定するこ
とはできません。

T3デバイス構成情報の削除 (該当する場合)
T3ストレージデバイスのアンインストール

Sun Management Centerを実行していて、次のいずれかを行うことがある場合は、
Sun Management Centerから T3デバイス構成情報を削除する必要があります。

� T3ストレージデバイスの取り外し

� 別のマシンへの T3ストレージデバイスの移動

� T3ストレージデバイスの IPまたは Ethernetアドレスの変更

� 別のマシンへの Sun Management Centerサーバーの移行

� Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオン製品のアンインス
トール

� Sun Management Centerのアンインストール

注 – T3デバイス構成情報を最初に削除しないでMonitoring and Management of
A5x00 and T3 Devicesアドオン製品をアンインストールする場合は次の手順に従って
T3デバイス構成情報を削除できます。

正しい手順は次のとおりです。

� T3デバイス構成情報を削除する

1. Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオン製品がインス
トールされているマシンにスーパーユーザーでログインします。

2. 次のコマンドを入力し、Sun Management Centerエージェントを停止します。

#/opt/SUNWsymon/es-stop -a

3. pre-uninstallスクリプトを実行して T3デバイス構成情報を削除します。

a. コマンド /opt/SUNWsymon/addons/storage/sbin/pre-uninst.sh を実
行します。
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b. T3による syslogメッセージの送信を停止するか確認するメッセージが表示さ
れたら、yを入力します。

続いて、T3デバイスの root (スーパーユーザー)パスワードの入力を求める
メッセージが表示されます。

c. パスワードを入力します。

T3デバイスが T3モジュールから削除されたことを伝えるメッセージが表示さ
れます。

4. アドオン製品をアンインストールします。

インストールソースの確認
Sun Management Center 3.6のインストール、設定、および構成は、Sun
Management Centerインストール CD、またはネットワーク上に配置された Sun
Management Centerインストールイメージを使用して行えます。CDイメージを使用
すると、マシンごとに CDから Sun Management Centerをインストールする必要が
なくなります。

この節では、Sun Management Centerインストールイメージを作成する手順を説明し
ます。

� 89ページの「CDインストールイメージの作成」
� 92ページの「ダウンロードした tarファイルからのCDイメージの作成」

インストールイメージを得る方法は 2つあります。その 1つは、Sun Management
Centerインストール CDをネットワーク上の特定の場所にコピーする方法です。もう
1つは、Sun Management Center Webサイトから Sun Management Centerインス
トールイメージをダウンロードして展開する方法です。

注 –インストール、設定、および構成を行うには、Solarisにはスーパーユーザー
(root)として、Microsoft Windowsには管理者 (administrator)としてログインする必
要があります。

CDインストールイメージの作成
Sun Management Centerの CDイメージを作成するには、イメージを格納するディレ
クトリを作成し、各 CDをコピーしたあと、ディレクトリを NFSマウントを使用して
共有します。
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� CDイメージを作成する

1. 端末ウィンドウから、スーパーユーザーとしてログインします (su -root と入
力)。

2. 各 CDのコピー先となるディレクトリを作成します。

次に例を示します。

# mkdir /SunManagementCenter

3. CDイメージ用に作成したディレクトリへ移動します。

次に例を示します。

# cd /SunManagementCenter

4. CDごとに disknディレクトリを作成します (nはディスクの連続番号)。

次に例を示します。

/SunManagementCenter# mkdir disk1 disk2

5. voldデーモンが動作していることを確認します。

/SunManagementCenter# ps -eaf | grep vold
root 19033 19000 0 08:37:55 pts/9 0:00 vold
/SunManagementCenter#

grepコマンドがシステムプロンプトだけを返した場合、voldデーモンは動作し
ていません。したがって、次のように起動する必要があります。

/SunManagementCenter# /usr/sbin/vold &

6. CD-ROMドライブに Sun Management Center 3.6 CD (1 of 2)を挿入します。

7. Sun Management Center 3.6インストール CD 1の内容を一覧表示してから、こ
の内容を disk1サブディレクトリにコピーします。

コピーが完了したら、CD-ROMとディレクトリの内容を表示して、ディスクイ
メージの内容を確認します。

次に例を示します。

/SunManagementCenter# cp -r /<DiskMountDir>/.* disk1
/sunmanagementcenter > ls -acp /<DiskMountDir>/.*
. .CD Copyright image/ lib/
.. .CD01 classes/ install/ sbin/
/sunmanagementcenter > ls -acp disk1
. .CD Copyright image/ lib/
.. .CD01 classes/ install/ sbin/

注意 – <DiskMountDir>はシンボリックリンクです。上記の例のように、Sun
Management Centerディレクトリのみをコピーします。
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8. CD (1 of 2)を取り出します。

SunManagementCenter# eject

9. CD-ROMドライブに Sun Management Center 3.6 CD (2 of 2)を挿入します。

10. Sun Management Center 3.6インストール CD 2の内容を一覧表示してから、こ
の内容を disk2サブディレクトリにコピーします。

コピーが完了したら、CD-ROMとディレクトリの内容を表示して、ディスクイ
メージの内容を確認します。

次に例を示します。

/SunManagementCenter# cp -r /<DiskMountDir>/.* disk2
/sunmanagementcenter > ls -acp /<DiskMountDir>/.*
. .. .CD .CD01 .CD02 Copyright image/
/sunmanagementcenter > ls -acp disk2
. .. .CD .CD01 .CD02 Copyright image/

11. CD (2 of 2)を取り出します。

12. Sun Management Center 3.6 CDイメージディレクトリを NFS共有します。

NFSを使用して CDイメージディレクトリを共有すると、CDから手動でインス
トールする代わりに CDインストールイメージを使用してほかのマシンから Sun
Management Center 3.6をインストールできます。

a. NFSデーモン mountdを停止します。

/SunManagementCenter# /etc/init.d/nfs.server stop

b. /etc/dfs/dfstab ファイルに次の行を追加します。

share -F nfs -o ro cd-image-dir

cd-image-dirは、81ページの「Java環境変数とパス」で作成した Sun
Management Center 3.6の CDイメージディレクトリです。

次に例を示します。 share -F nfs -o ro /SunManagementCenter

c. /etc/dfs/dfstabを保存して閉じます。

d. NFSデーモン mountdを起動します。

/SunManagementCenter# /etc/init.d/nfs.server start

以上の操作で、ほかのマシンから Sun Management Center 3.6 CDイメージ
ディレクトリにアクセスできるようになります。

これで、Sun Management Centerの CDイメージを使用して、Sun Management
Center 3.6をインストールしたり、旧バージョンの Sun Management Centerを
アップグレードしたりできます。
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ダウンロードした tarファイルからのCDイメージ
の作成
Webからネットワーク上の Solarisマシンに、圧縮された Sun Management Center
Sun Management Center tarファイルをダウンロードします。続いて tarファイルを
展開し、CDイメージディレクトリに保存します。

Sun Management Centerをダウンロードするには、Sun Webサイトユーザーとして
Sunに登録し、登録したユーザー IDを使用してログインする必要があります。登録
のためのリンクは、ダウンロードソフトウェアのWebページに用意されています。

注意 – tarファイルをダウンロードする前に、tarファイルと、tarファイルを解凍して
展開する場合に作成される CDイメージファイル用として 1.6Gバイト以上の空き
ディスク領域があることを確認してください。

� Webサイトから Tarファイルをダウンロードする

1. 端末ウィンドウで、Sun Management Centerのインストールイメージを作成する
システムにスーパーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management CenterのWebサイト
(http://www.sun.com/sunmanagementcenter/)に移動します。

3. 「Get the Software」をクリックします。

4. 「Sun Management Center 3.6」をクリックします。

指示に従い、スーパーユーザーとしてアクセス可能な場所へ Sun Management
Center 3.6 tarファイルをダウンロードします。

5. ダウンロードした tarファイルがある場所に移動します。

# cd /download-directory

6. Sun Management Centerパッケージを抽出します。

# zcat downloaded-filename | tar xvf -

サブディレクトリ disk1と disk2を含む CDイメージのソースディレクトリが
作成されます。

7. Sun Management Center 3.6 CDイメージディレクトリを NFS共有します。

NFSを使用して CDイメージディレクトリを共有すると、CDから手動でインス
トールする代わりに CDインストールイメージを使用してほかのマシンから Sun
Management Center 3.6をインストールできます。

たとえば、CDイメージを SunManagementCenterディレクトリに抽出した場合、
このディレクトリを次のように NFS共有します。
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a. NFSデーモン mountdを停止します。

/SunManagementCenter# /etc/init.d/nfs.server stop

b. エディタで /etc/dfs/dfstabファイルを開きます。

次の行を追加します。

share -F nfs -o ro cd-image-dir

cd-image-dirは、Sun Management Center 3.6の CDイメージがあるディレクト
リです。

次に例を示します。share -F nfs -o ro /SunManagementCenter

c. /etc/dfs/dfstabを保存して閉じます。

d. NFSデーモン mountdを起動します。

/SunManagementCenter# /etc/init.d/nfs.server start

以上の操作で、ほかのマシンから Sun Management Center 3.6 CDイメージ
ディレクトリにアクセスできるようになります。

これで、Sun Management Centerの CDイメージを使用して、Sun Management
Center 3.6をインストールしたり、旧バージョンの Sun Management Centerを
アップグレードしたりできます。
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第 5章

旧バージョンの SyMONおよび Sun
Management Centerのアップグレード
(Solarisプラットフォーム)

この章では、単一のマシン上で、Solstice SyMON 1.x、Sun Enterprise SyMON 2.x、
Sun Management Center 2.x、および Sun Management Center 3.0ソフトウェアを
Sun Management Center 3.6にアップグレードする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 95ページの「アップグレードの考慮事項」
� 96ページの「Solstice SyMON 1.xまたは Sun Enterprise SyMON 2.xソフト
ウェアからのアップグレード」

� 97ページの「Sun Management Center 2.1または 2.1.1からのアップグレード」
� 99ページの「Sun Management Center 3.0からのアップグレード」
� 102ページの「3.5から 3.5 Update 1または 3.5 Update 2へのアップグレード」
� 102ページの「3.5 Update 1または Update 2から 3.6へのアップグレード」

注 – SyMONまたは Sun Management Centerのデータを移行しない場合は、Sun
Management Center 3.6をインストールする前に、既存の SyMONまたは Sun
Management Centerソフトウェアをアンインストールする必要があります。既存の
データを保存しないで SyMONまたは Sun Management Centerソフトウェアをアン
インストールする場合は、付録Aを参照してください。

アップグレードの考慮事項
どのバージョンでも Sun Enterprise SyMONまたは Sun Management Centerソフト
ウェアからアップグレードするには、まず、サーバーレイヤーとコンソールレイヤー
をアップグレードしておく必要があります。
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表 4–1に示すように、Sun Management Center 3.6サーバーとコンソールは旧バー
ジョンの Sun Management Centerエージェントと Sun Enterprise SyMON 2.0.1エー
ジェントをサポートします。したがって、 Sun Management Centerエージェント
は、ユーザーの事情に合わせてアップグレードできます。

Sun Management Center 3.6で提供されている高度な監視/管理機能を利用するために
は、すべての Sun Management Centerソフトウェアコンポーネントをバージョン 3.6
にアップグレードする必要があります。

注 –アップグレードでは、以前のインストールで使用していたものと同じポート番号
を使用する必要があります。これは、エージェントのアップグレードとサーバーの
アップグレードのどちらにも該当します。

Solstice SyMON 1.xまたは Sun
Enterprise SyMON 2.xソフトウェアから
のアップグレード
Sun Enterprise SyMON 1.xまたは Sun Enterprise SyMON 2.xからのアップグレード
の場合は、Sun Management Center 3.6にアップグレードする前に、Sun
Management Center 2.1または 2.1.1にアップグレードしておく必要があります。
アップグレード手順については、『Sun Management Center 2.1 Software User’s
Guide』の「Upgrading from Sun Enterprise SyMON 2.x to Sun Management Center
2.1 Software」を参照してください。

注意 – SyMON 1.xまたは 2. xの規則を変更していた場合は、Sun Management Center
3.6をインストールする前に、それら規則をバックアップしておいてください。3.6の
インストールと設定プロセスでは、SyMON 1. xまたは 2.xファイルが上書きされるこ
とがあります。イベント規則を変更した場所に応じて、/etc/opt/SUNWsymon
ディレクトリか /opt/SUNWsymon/etcディレクトリ、またはその両方のディレクト
リをバックアップしておいてください。

Sun Management Center 2.1または Sun Management Center 2.1.1へのアップグレー
ドを完了すると、97ページの「Sun Management Center 2.1または 2.1.1からの
アップグレード」の手順に従って Sun Management Center 3.6にアップグレードでき
ます。
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Solstice SyMON 1.xおよび Sun Enterprise SyMON 2.xソフトウェアは、同じサー
バー上では Sun Management Center 3.6ソフトウェアと共存できません。 Sun
Management Centerセッションは、複数のサーバーまたはサーバーコンテキストで稼
働させることができます。サーバーコンテキストの詳細は、『Sun Management
Center 3.6ユーザーガイド』の「Sun Management Centerのアーキテクチャー」を参
照してください。

Sun Management Center 2.1または 2.1.1
からのアップグレード
Sun Management Center 2.xサーバーのデータを移行して、Sun Management Center
3.6で使用する場合は、後述するように、移行ユーティリティを使用します。

Sun Management Center 2.xサーバーのデータを移行しない場合は、Sun
Management Center 3.6をインストールする前に、Sun Management Center 2.xを事
前にアンインストールします。Sun Management Center 2.xのアンインストールは、218
ページの「Sun Management Center 2.xのアンインストール」の手順に従ってくだ

さい。

注 – Sun Management Center 2.xから Sun Management Center 3.6へのエージェント
の移行またはアップグレードの場合、移行ユーティリティを実行する必要はありませ
ん。エージェントのアップグレード手順については、105ページの「エージェントの
インストールおよび更新イメージの作成」および 126ページの「エージェント専用イ
ンストールイメージ、エージェント更新イメージ、およびパッチ専用イメージの適
用」を参照してください。

� Sun Management Center 2.xサーバーからアップグ
レードする

1. Sun Management Center 2. xサーバーがインストールされているマシンに、スー
パーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Center 3.6用にシステムの準備をします (第 4章を参照)。

3. http://www.sun.com/sunmanagementcenter/ から tar ファイル
sunmc_2x_server_upgrade.tarをダウンロードします。

a. tarファイルを展開します。

# tar xvf sunmc_2x_server_upgrade.tar

手順
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b. ファイル sunmc_2x_server_upgrade_README.txtに示されている移行方
法に目を通し、移行作業を行います。

移行ユーティリティは、Sun Management Center 2.xのデータを
/var/opt/SUNWsymon/2xディレクトリに保存します。

4. Sun Management Center 2.xソフトウェアをアンインストールします。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst コマンドを入力して、Return キーを押し
ます。

注意 – Sun Management Center 2.xのディレクトリは削除しないでください。Sun
Management Center 2.xのアンインストールプロセスは、Sun Management Center
2. xソフトウェアを削除するだけで、Sun Management Center 2.xのデータは削除
しません。

5. 必要に応じて Solarisオペレーティング環境をアップグレードします。

Sun Management Center 2.xサーバーからのアップグレードの場合は、Solaris 8ま
たは Solaris 9の開発環境がマシンで動作している必要があります。詳細は、
80ページの「必須パッケージ」を参照してください。

注意 – Solarisバージョン 8または Solarisバージョン 9にアップグレードする必要
がある場合は、必ず Solarisのアップグレードを行なってください。Solarisを新規
インストールすると、ハードディスクが再フォーマットされるため、Sun
Management Center 2.xの構成データが削除されます。このため、Solarisを新規
インストールすると、Sun Management Center 2.xの構成データを Sun
Management Center 3.6に移行できなくなります。

a. ディレクトリ /var/opt/SUNWsymon/2xとこのディレクトリのサブディレク
トリを別のマシンまたはバックアップデバイスにバックアップします。

b. Solarisオペレーティング環境をアップグレードします。

手順については Solarisマニュアルを参照してください。

c. 必要に応じて、/var/opt/SUNWsymon/2x ディレクトリとそのサブディレク
トリをマシンに復元します。

6. Sun Management Center 3.6をインストールします。

Sun Management Center 3.6のインストールには、Sun Management Center 3.6の
グラフィカルユーザーインタフェースコマンドの es-guiinst、またはコマンド
行スクリプト es-instのいずれかを使用します。

エクスポートされた Sun Management Center 2.xデータが検出されたことと、そ
のデータが新しいリリースに移行されることを知らせるメッセージが表示されま
す。
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� es-guiinst を使用して Sun Management Center 3.6 にアップグレードする場
合は、31ページの「Sun Management Centerのインストール」を参照してくだ
さい。

� es-instを使用して Sun Management Center 3.6にアップグレードする場合
は、229ページの「 es-instによる Sun Management Centerのインストー
ル」を参照してください。

Sun Management Center 3.0からの
アップグレード
以降で説明するように、Sun Management Center 3.6には、Sun Management Center
3.0のサーバーとエージェントをアップグレードする方法がいくつかあります。

サーバーのアップグレード
Sun Management Center 3.0サーバーを Sun Management Center 3.6にアップグレー
ドするには、次のいずれかの方法を使用します。

� Sun Management Center 3.6グラフィカルユーザーインタフェースのインストール
コマンド es-guiinstを実行する。

� Sun Management Center 3.6のコマンド行インストールスクリプト es-instを実
行する。

� Sun Management Center 3.0をアンインストールして、構成データを保存し、Sun
Management Center 3.6の es-guiinstコマンドまたは es-instコマンドのい
ずれかを実行する。

Sun Management Center 3.6インストールプロセスは、インストールされている既存
の 3.0を検出して、Sun Management Center 3.0のes-uninstコマンド行スクリプト
を実行します。Sun Management Centerの es-uninstスクリプトでは、Sun
Management Center 3.0のデータを保存するかどうかを選択できます。

Sun Management Center 3.0のデータを保存していると、Sun Management Center 3.6
のインストール後、Sun Management Center 3.6の設定プロセスが、保存されている
Sun Management Center 3.0のデータを検出して、このデータを Sun Management
Center 3.6に移行するかどうかを選択することできます。
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� Sun Management Center 3.0からアップグレードする

注 –この手順は、Sun Management Centerサーバーがデフォルトのディレクトリ
/optにインストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにイン
ストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

1. Sun Management Center 3.0サーバーがインストールされているマシンにスー
パーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Centerのすべてのプロセスを停止します。

コマンド es-stop -A を入力します。Sun Management Center のすべてのプロセ
スが停止するのを待ちます。

3. Sun Management Center 3.6用にシステムの準備をします (第 4章を参照)。

4. 必要に応じて Solarisオペレーティング環境をアップグレードします。

Sun Management Center 3.0サーバーからのアップグレードの場合は、Solaris 8ま
たは Solaris 9の開発環境がマシンで動作している必要があります。詳細は、
80ページの「必須パッケージ」を参照してください。

注意 – Solarisバージョン 8または Solarisバージョン 9にアップグレードする必要
がある場合は、必ず Solarisのアップグレードを行なってください。Solarisを新た
にインストールするとハードディスクが再フォーマットされ、Sun Management
Center 3.0構成データが削除されます。この結果、Sun Management Center 3.0構
成データを Sun Management Center 3.6に移行できなくなります。

a. すべての Sun Management Center 3.0ディレクトリをバックアップします。

ヒント – Sun Management Center 3.0ディレクトリを別のマシンまたはバック
アップデバイスにバックアップするには、ufsdumpを使用します。usfdump
はシンボリックリンクも保存します。

デフォルトでは、Sun Management Center 3.0ソフトウェアは、
/opt/SUNWsymon、/var/opt/SUNWsymon、および/etc/opt/SUNWsymon
ディレクトリにインストールされています。

� Sun Management Center 3.0ソフトウェアがデフォルト以外の場所にインス
トールされている場合は、/var/opt/SUNWsymon/install にある Sun
Management Center 3.0のインストールログを調べて、Sun Management
Center 3.0ソフトウェアがインストールされている場所を確認します。

手順
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� /var/opt/SUNWsymon/installにインストールログがないか、
/var/opt/SUNWsymonが存在しない場合は、ソフトウェアがインストール
されている場所を特定する必要があります。

Sun Management Center ソフトウェアは、install-path/SUNWsymon のパス
でインストールされます。install-pathは親ディレクトリです。

たとえば、Sun Management Center 3.0のコアソフトウェアが
/export/applications/SUNWsymonにインストールされた仮定する
と、 /export/applications が install-path に該当します。

Sun Management Center 3.0ソフトウェアがインストールされている場所を特
定するには、次の手順でシステムからすべての SUNWsymonディレクトリを検
索します。

i. pkgparam SUNWescom BASEDIR コマンドを入力して、Sun Management
Center 3.0のベースディレクトリを特定します。次に例を示します。

# pkgparam SUNWescom BASEDIR
/system/opt

ii. find / -name "SUNWsymon" -print コマンドを入力して、Sun
Management Centerの構成ディレクトリを探します。

b. Solarisオペレーティング環境をアップグレードします。

手順については Solarisマニュアルを参照してください。

c. 必要に応じて、Sun Management Center 3.0のディレクトリをマシンに復元し
ます。

5. 次のいずれかの方法で、Sun Management Center 3.0サーバーを Sun
Management Center 3.6にアップグレードします。

� es-guiinst を使用して Sun Management Center 3.6 にアップグレードする場
合は、31ページの「Sun Management Centerのインストール」の手順に従って
ください。

� es-instを使用して Sun Management Center 3.6にアップグレードする場合
は、229ページの「 es-instによる Sun Management Centerのインストー
ル」の手順に従ってください。

� Sun Management Center 3.0の構成データを削除して、Sun Management
Center 3.6にアップグレードする場合は、219ページの「Sun Management
Center 3.0のアンインストール」の手順に従ってください。
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3.5から 3.5 Update 1または 3.5 Update
2へのアップグレード
Sun Management Center 3.5から Sun Management Center 3.5 Update 1または
Update 2へのアップグレード手順は、Sun Management Center 3.0から Sun
Management Center 3.5へのアップグレード手順に似ています。

Sun Management Center 3.0から Sun Management Center 3.5 Update 1にアップグ
レードすることもできます。

Sun Management Center 3.5が稼働しているホストで、次の手順を行います。

1. 3.5 Update 1のソースイメージから es-instを実行します。

インストールウィザードによって、自動的にアンインストールウィザードが起動さ
れます。このスクリプトは Sun Management Center 3.5をアンインストールし
て、そのデータを保存するかどうかを問い合わせます。

2. データを保存する場合は、yを入力します。

Sun Management Center 3.5のコンポーネントがアンインストールされたあと、
Update1用の新しいパッケージがインストールされます。次に、設定に進みま
す。前の手順でデータを保存している場合、データを移行するかどうか問い合わせ
があります。

3. データを移行する場合は、 y を入力します。

これでアップグレード手順は終わりです。

3.5 Update 1または Update 2から 3.6へ
のアップグレード
Sun Management Center 3.5 Update 1または Update 2から Sun Management Center
3.6へのアップグレード手順は、Sun Management Center 3.5から Sun Management
Center 3.5 update 1または 2へのアップグレード手順に似ています。

Sun Management Center 3.0から Sun Management Center 3.6にアップグレードする
こともできます。

Sun Management Center 3.5が稼働しているホストで、次の手順を行います。

1. 3.6のソースイメージから es-instを実行します。

インストールウィザードによって、自動的にアンインストールウィザードが起動さ
れます。このスクリプトは Sun Management Center 3.5 Update 1または 2をアン
インストールして、そのデータを保存するかどうかを問い合わせます。
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2. データを保存する場合は、yを入力します。

Sun Management Center 3.5 Update 1または 2のコンポーネントがアンインス
トールされたあと、3.6の新しいパッケージがインストールされます。次に、設定
に進みます。前の手順でデータを保存している場合、データを移行するかどうか問
い合わせがあります。

3. データを移行する場合は、 y を入力します。

これでアップグレード手順は終わりです。

エージェントのアップグレード
Sun Management Center 3.0エージェントを Sun Management Center 3.6にアップグ
レードするには、次のいずれか方法を使用します。

� エージェント専用のインストールイメージを Sun Management Centerサーバーに
作成する (124ページの「es-makeagentでエージェント専用インストールイメー
ジを作成する」を参照)。エージェント専用のインストールイメージを作成した
ら、es-inst -a コマンドを使用して、そのイメージをエージェントホストに適
用します (130 ページの「es-inst -a を使用して、エージェント専用インストー
ルイメージからエージェントをインストールする」を参照)。

� es-gui-imagetool または es-imagetool を使用して、エージェント更新イ
メージを作成する (それぞれ 107ページの「es-gui-imagetoolでエージェント
更新イメージを作成する」 または 113 ページの「 es-imagetool でエージェン
ト更新イメージを作成する」を参照)。エージェント更新イメージを作成したら、
agent-update.bin実行可能ファイルを使用して、そのイメージをエージェント
ホストに適用します (128ページの「agent-update-binを使用して、エー
ジェント更新イメージからエージェントをインストールまたは更新する」を参
照)。
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第 6章

エージェントのインストールと更新、
およびMicrosoft Windowsへのインス
トール

この章では、エージェントをインストールおよび更新する手順を説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 105ページの「エージェントのインストールおよび更新イメージの作成」
� 126ページの「エージェント専用インストールイメージ、エージェント更新イメー
ジ、およびパッチ専用イメージの適用」

� 132ページの「JumpStartによるエージェントのインストール」
� 154ページの「マルチ IPマシンにおけるサーバーとエージェントの構成」
� 159ページの「Microsoft Windowsへの Sun Management Center 3.6のインストー
ル」

注意 – es-guiinstを使用して Sun Management Center 3.6をインストールする前
に、78ページの「インストール前のチェックリスト」に示されている作業をすべて
完了していることを確認してください。

エージェントのインストールおよび更新
イメージの作成
エージェント更新イメージは、Sun Management Centerエージェントコンポーネント
のみインストールされたシステムでサポートされます。Sun Management Centerサー
バーまたはコンソール、あるいは 3つレイヤーのすべてがインストールされたシステ
ムでエージェント更新イメージの適用を試みても、失敗します。Sun Management
Centerには、エージェント更新イメージを作成するための 3つのツールが用意されて
います。エージェント更新イメージを使用して、Sun Management Centerエージェン
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トを複数のシステムにインストールしたり、同時に複数のシステムの Sun
Management Centerエージェントを更新したりできます。スクリプトおよび GUIイ
メージツールユーティリティを使用して、複数システムの更新に使用可能なパッチ専
用の更新イメージを作成することもできます。

� es-gui-imagetoolは、グラフィカルユーザーインタフェースを使用して、エー
ジェント更新イメージまたはパッチ専用イメージを作成します。

� es-imagetoolは、コマンド行インタフェースを使用して、エージェント更新イ
メージまたはパッチ専用イメージを作成します。

� es-makeagentは、エージェント専用インストールイメージを作成します。この
インストールイメージには、インストール CDに入っている、Solarisソフト
ウェアの各バージョン向けのサポートファイルやアドオンが含まれます。エー
ジェントを対象マシンにインストールするには、es-inst -a コマンドまたは
JumpStartソフトウェアを使用して、エージェント専用イメージを適用します。

es-gui-imagetoolおよび es-imagetoolでは、特定の Solarisあるいは Linuxオ
ペレーティング環境とアドオンを選択できるため、es-makeagent で作成されたイ
ンストールイメージよりもサイズがかなり小さくなります。イメージツールを使用し
て作成したイメージを適用するには、Sun Management CenterのJavaコンソールにあ
る「ジョブの管理」タスクを使用するか、agent-update.bin実行可能ファイルを
使用します。

注 –「ジョブの管理」タスクを使用すると、対象マシン上で作業を行うことなく、そ
れらのマシンにエージェント更新イメージを適用できます。agent-update.bin実
行可能ファイルの場合は、直接または ftpを使用して agent-update.binを対象マ
シンにコピーし、そのあとでそれらマシン上で agent-update.binを実行すること
によって、エージェント更新イメージを適用します。

どの種類のイメージを作成するかは、いくつかの要因に従って決定します。

� 対象マシン上にある Sun Management Center 3.6エージェントを更新する場合
は、まず、es-gui-imagetoolまたは es-imagetoolのどちらかを使用して、
エージェント更新イメージを作成します。エージェント更新イメージを作成した
ら、 agent-update.bin 実行可能ファイルを使用して、そのエージェント更新
イメージを対象マシンに適用します。

� アドオンエージェントコンポーネント、アドオンコンポーネント、およびパッチを
Sun Management Center 3.6エージェントマシンにインストールする場合は、ま
ず、es-gui-imagetoolまたは es-imagetoolのどちらかを使用して、エー
ジェント更新イメージを作成します。エージェント更新イメージを作成したら、
「ジョブの管理」タスクまたは agent-update.bin実行可能ファイルのどちら
かを使用して、そのエージェント更新イメージを対象マシンに適用します。

� パッチだけをエージェントマシンに適用する場合は、まず、es-gui-imagetool
または es-imagetoolのどちらかを使用して、パッチ専用更新イメージを作成し
ます。パッチ専用イメージを作成したら、「ジョブの管理」タスクまたは
agent-update.bin実行可能ファイルのどちらかを使用して、そのパッチ専用イ
メージを対象マシンに適用します。
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� JumpStartを使用して Solarisオペレーティング環境と Sun Management Center
3.6エージェントを対象マシンにインストールする場合は、まず、es-makeagent
を使用して、エージェント専用イメージを作成します。エージェント専用の更新イ
メージを作成したら、Solarisオペレーティング環境と Sun Management Center
3.6エージェントをインストールします。132ページの「JumpStartによるエー
ジェントのインストール」を参照してください。

Sun Management Center 3.6は、SPARC、x86、および Linuxシステムにインストー
ルできます。

次に、es-gui-imagetool または es-imagetool を使用してエージェント更新イ
メージとパッチ専用更新イメージを作成する方法、および es-makeagentを使用し
てエージェント専用イメージを作成する方法について説明します。

� es-gui-imagetoolでエージェント更新イメージ
を作成する
es-gui-imagetoolでは、次のいずれか 1つを含むエージェント更新イメージを作
成できます。

– ベースエージェントパッケージ
– アドオンエージェントパッケージ
– ベースエージェントパッケージとアドオンエージェントパッケージ
– ベースエージェントパッチとアドオンエージェントパッチのみ

注 –この手順では、Sun Management Centerがデフォルトディレクトリの /optにイ
ンストールされていると想定しています。別のディレクトリにインストールした場合
は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

1. Sun Management Center 3.6サーバーマシンに、スーパーユーザーとしてログイ
ンします。

2. 次のコマンドを入力して、Sun Management Center GUIイメージツールを実行し
ます。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-gui-imagetool

「ようこそ」画面が表示されます。「次へ」をクリックします。「概要」画面が表
示され、指定する必要がある情報が示されます。「次へ」をクリックします。

「更新イメージコンポーネントの選択」画面が表示されます。

3. 更新イメージコンポーネントを選択します。

次の 4つの選択肢が示されます。

� ベースエージェントパッケージ

手順
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� アドオンエージェントパッケージ
� ベースおよびアドオンエージェントのパッケージ
� ベースおよびアドオンエージェントのパッチのみ

注 –選択したパッケージに必要なパッチは、パッケージを選択する際に自動的に含
められます。ベースエージェントのパッチとアドオンエージェントのパッチだけを
インストールするには、「ベースおよびアドオンエージェントのパッチのみ」を選
択します。

作成する更新イメージの種類を選択し、「次へ」をクリックします。「インス
トールファイルソースディレクトリの指定」画面が表示されます。

4. 有効な Sun Management Center 3.6ソースディレクトリの名前を指定します。

インストールソースのデフォルト /<DiskMountDir> /imageが表示されます。

� CD-ROMからインストールする場合は、Sun Management Center 3.6 CD 1 of 2
を CD-ROMドライブに挿入します。

有効なソースディレクトリを入力します。 /<DiskMountDir>/image

� ディスク上にある Sun Management Center 3.6インストールイメージからイン
ストールする場合は、「参照」をクリックして Sun Management Centerインス
トール disk1/imageディレクトリに移動するか、disk1/imageディレクト
リへのパスを「ソースディレクトリ」フィールドに入力します。

Source Directory: /net/machine/installdir/disk1/image

machineにはインストールイメージを作成するマシンを指定し、installdirには
Sun Management Center 3.6 disk1 CDイメージと disk2 CDイメージがある
ディレクトリを指定します。インストールイメージの詳細は、89ページの「イ
ンストールソースの確認」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

� 「ベースエージェントパッケージ」または「ベースおよびアドオンエージェン
トのパッケージ」を選択した場合は、「宛先ディレクトリの指定」画面が表示
されます。手順 5に進みます。

� 「アドオンエージェントパッケージ」または「ベースおよびアドオンエー
ジェントのパッチのみ」を選択した場合は、「更新イメージ名」画面が表示さ
れます。手順 6に進みます。

5. Sun Management Center 3.6インストールの対象ディレクトリを指定します。

対象ディレクトリは、Sun Management Center 3.6の SUNWsymonディレクトリが
存在するディレクトリです。このディレクトリが存在しない場合は、作成されま
す。

� エージェントがまだインストールされていない場合は、ユーザーが指定する
ディレクトリに新しいエージェントがインストールされます。
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� 古いバージョンのエージェントが別のディレクトリにすでにインストールされ
ている場合は、ユーザーが指定するディレクトリに新しいエージェントがイン
ストールされます。

� 同じバージョンのエージェントがすでに別のディレクトリにインストールされ
ており、かつ、適用しようとしている更新イメージに追加のコンポーネント
(アドオンなど)が含まれていると、既存のディレクトリ内にある古いエー
ジェントが更新されます。

次に 1つの例を示します。

この例では、ベースエージェントパッケージとアドオンエージェントパッケージの
更新イメージを作成済みで、対象ディレクトリとして /optを指定したと仮定しま
す。また、次の状態にある 5台のマシンに更新イメージを適用すると仮定します。

� マシンAでは、Sun Management Center 3.0が /opt/SUNWsymonにインス
トールされている。

� マシン Bでは、Sun Management Center 3.0が
/export/home/opt/SUNWsymon にインストールされている。

� マシン Cでは、Sun Management Centerコンポーネントはインストールされて
いない。

� マシン Dでは、The Sun Management Center 3.5ベースエージェントだけ
/opt/SUNWsymon にインストールされている。

� マシン Eでは、Sun Management Center 3.5ベースエージェントだけ
/export/home/opt/SUNWsymon にインストールされている。

これらの 5台のマシンに Sun Management Center 3.6ベースエージェント
パッケージとアドオンエージェントパッケージの更新イメージを適用すると、各マ
シンは次のように更新されます。

� マシンAでは、Sun Management Center 3.6エージェントが再インストールさ
れて、ディレクトリ /opt/SUNWsymonにあるバージョン3.0のエージェントが
置き換えられる。

� マシン Bでは、Sun Management Center 3.6エージェントはディレクトリ
/opt/SUNWsymonにインストールされる。

� マシン Cでは、Sun Management Center 3.6エージェントは
/opt/SUNWsymonディレクトリにインストールされる。

� マシン Dでは、/opt/SUNWsymonディレクトリにあるベースエージェント
が、アドオンパッケージとともに、バージョン3.6に更新される。

� マシン Eでは、/export/home/opt/SUNWsymonディレクトリにあるベース
エージェントが、アドオンパッケージとともに、バージョン3.6に更新され
る。

「次へ」をクリックします。「Sun Management Center更新イメージ名」画面が
表示されます。
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6. エージェント更新イメージの名前を指定します。

更新イメージの種類を反映した更新イメージ名を指定します。たとえば、
SPARC-Base-agents、x86-Base-agents、Linux agents add-ons、
config-readersなどです。

更新イメージは、/var/opt/SUNWsymon/agentupdate/ update-image-nameに
作成されます。update-image-nameの部分が、指定した名前になります。

「次へ」をクリックします。「OSの選択」画面が表示されます。

7. 対象マシンのプラットフォーム (Solarisまたは Linux)のバージョンを選択しま
す。

イメージツールは、ツールが動作しているマシンのプラットフォームのバージョン
に関係なく、Sun Management Centerがサポートしているすべてのバージョン用
のイメージを作成できます。ここでは、プラットフォームの任意のバージョンを選
択することも、すべてのバージョンを選択することもできます。

注意 –エージェント更新イメージを作成するときにプラットフォームのバージョン
を指定しなかった場合、そのバージョンのプラットフォームのマシンに更新イメー
ジを適用することはできません。

「次へ」をクリックします。「使用可能な製品の確認」画面が表示されます。

� 「ベースエージェントパッケージ」または「ベースおよびアドオンエージェン
トのパッケージ」が選択された場合、イメージツールは、指定されたイメージ
ツールにあるベースレイヤーのすべてのコンポーネントが利用可能であるかど
うかを確認します。

イメージソースの確認が終了すると、「SNMPポート割り当て」画面が表示さ
れます。手順 11に進みます。

� 「アドオンエージェントパッケージ」が選択された場合は、「パッケージと
パッチの更新用アドオンの選択」画面と「パッチの更新」画面が表示されま
す。手順 8に進みます。

� 「ベースおよびアドオンエージェントのパッチ」が選択された場合は、
「パッチの選択」画面が表示されます。手順 9に進みます。

8. 「アドオン」を選択します。

エージェント更新イメージに追加する製品を選択して、「次へ」をクリックしま
す。

更新イメージに含める製品としてユーザーが選択したアドオン製品の中に、設定に
関する応答が必要なものがないか確認されます。手順 10に進みます。

� 選択されたアドオン製品のどれも、設定応答が必要ない場合は、「SNMPポー
ト割り当て」画面が表示されます。手順 11に進みます。

� 選択されたアドオン製品で、設定に関する応答が必要な製品がある場合は、
「アドオンのセットアップ」画面が表示されます。
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9. パッチを選択します。
パッチはすべてを選択することも、個別に選択することもできます。

パッチを選択し終わったら、「次へ」をクリックします。「確認」画面が表示され
ます。手順 12に進みます。

10.アドオンの設定に関する応答を指定します。
「次へ」をクリックして、選択したアドオン製品の設定に関する質問に答えるよう
求められます。「次へ」をクリックします。

端末ウィンドウが表示され、イメージツールは、エージェント更新で選択されたア
ドオン製品を順に処理します。このとき、各製品が必要とする応答の入力を求める
メッセージが表示されます。詳細は、各アドオンに付属のマニュアルを参照してく
ださい。

応答の指定が終了すると、「SNMPポート割り当て」画面が表示されます。

11. Sun Management Centerエージェントの SNMPポートを指定します。
ほとんどの場合、SNMPデーモンに割り当てられてこのデーモンで使用されるデ
フォルトのポートはポート 161です。ただし、ほかのプロセスまたはデーモンがこ
のポート 161を使用していることがあります。Sun以外からもSNMPデーモンの
代替または機能強化プログラムが提供されており、システムにインストールされて
いることもあります。Sun Management Centerエージェントはそのようなデーモ
ンの 1つです。また、各対象マシン上の Sun Management Centerの設定時に 161
以外のポート番号も指定されている可能性があることにも注意してください。

ポートが使用されていないかどうかを確認する方法については、193ページの「特
定のポートが使用中であるかどうかを確認する」を参照してください。

注意 –ポート 161を選択する場合は、各対象マシンでエージェントを再起動する前
に各マシンでポート 161を使用しているプロセスをすべて停止し、無効にする必要
があります。各マシンで SNMPデーモンを停止、無効にしても、ポート 161を使
用する実際のプロセスが必ず停止されるわけではありません。ポート 161を使用す
る実際のデーモンプロセスを確認するには、すべての /etc/rcNファイルとすべ
ての /etc/rcN.dファイルを手動で調べる必要があります (Nは 0から 6と S)。
ポート 161を使用するプロセスを定義するファイルを見つけたら、そのファイルの
名前を変更してプロセスを無効にすることができます。たとえば、次のように指定
します。

/etc/rc3.d# mv S76snmpdx s76snmpdx

対象マシンごとにポート 161を使用するあらゆるデーモンを無効にする必要があり
ます。

� 各対象マシンでポート 161を使用するには、「デフォルトのポート 161を使用
する」を選択して「次へ」をクリックします。「SNMPデーモン snmpdxを停
止して無効にする」画面が表示されます。

� 別のポート番号を割り当てるには、「別のポート番号を指定する」を選択しま
す。
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「ポート ID」フィールドにポート番号を入力し、「次へ」をクリックします。

更新プロセスは、エージェント更新イメージを対象クライアントに適用すると
きに、エージェントがすでにインストールされているかどうかをチェックしま
す。

– エージェントがすでにインストールおよび構成されている場合、元のポート
割り当てが使用されます。たとえば、以前のエージェントがポート 2261を
使用していた場合は、新しいエージェントにもポート 2261が割り当てられ
ます。

– エージェントがインストールされており、ポート 161が使用されていない場
合は、ポート 161がエージェントに割り当てます。

– エージェントはインストールされていないが、ポート161が使用されている
場合は、指定したポートがエージェントに割り当てられます。

ここで、ディスク容量が十分あるかどうかが確認されます。

� イメージを作成するだけの十分な容量がない場合にはそのことが通知され、必
要な空き容量が示されます。「取消し」をクリックして更新イメージツールを
終了します。更新イメージを作成するには、表示されたサイズ分の空き容量を
あらかじめ増やしておく必要があります。

� ディスク容量が十分な場合は、「確認」画面が表示されます。

12.更新イメージに関する選択内容を確認します。

エージェント更新イメージに含める対象として選択されたコンポーネントの一覧が
表示されます。

� この一覧の内容が正しくない場合は、「戻る」を繰り返しクリックし
て「パッケージとパッチの更新用アドオンの選択」画面または「更新イメージ
コンポーネントの選択」画面に戻ってください。目的の画面が表示されたとこ
ろで、更新イメージに追加する製品を選択し、新しい選択内容を確認します。

� 一覧の内容に間違いがなければ、「次へ」をクリックします。

イメージツールは、手順 6で指定されたファイル名を使用して、エージェント
更新イメージをディレクトリ /var/opt/SUNWsymon/agentupdateに作成し
ます。

更新イメージの作成が終わると、そのことを知らせるメッセージが表示されます。
「閉じる」をクリックしてシステムプロンプトへ戻ります。

更新イメージの作成状態は、ログファイル
/var/opt/SUNWsymon/install/es-gui-imagetool_
host-name.date-and-time-string. process-idを調べることによって確認できます。

� host-nameは、更新イメージの作成に使用した Sun Management Center 3.6サー
バーの名前です。

� date-and-time-stringは、イメージが作成された年、日付、および時刻です。

� process-idは、エージェント更新イメージを作成したイメージツールセッション
のプロセスIDです。
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13.エージェント更新イメージを適用します

この時点で、対象マシンにエージェント更新イメージを適用できます。

� Sun Management Center 3.0エージェントを更新する場合は、
agent-update.bin実行可能ファイルを使用します。128ページ
の「agent-update-binを使用して、エージェント更新イメージからエー
ジェントをインストールまたは更新する」を参照してください。

� Sun Management Center 3.5 Update 2エージェントを更新する場合は、Sun
Management Centerタスクマネージャを使用します。『Sun Management
Center 3.6ユーザーガイド』の「エージェント更新タスクを作成する」を参照
してください。

� es-imagetool でエージェント更新イメージを
作成する
es-imagetoolでは、次のいずれか 1つを含むエージェント更新イメージを作成でき
ます。

� ベースエージェントパッケージ
� アドオンエージェントパッケージ
� ベースエージェントパッケージとアドオンエージェントパッケージ
� ベースエージェントパッチとアドオンエージェントパッチのみ

注 –この手順では、Sun Management Centerがデフォルトディレクトリの /optにイ
ンストールされていると想定しています。別のディレクトリにインストールした場合
は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

1. Sun Management Center 3.6サーバーマシンに、スーパーユーザーとしてログイ
ンします。

2. 次のコマンドを入力して、Sun Management Centerコマンド行イメージツールを
実行します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-imagetool

3. 更新するコンポーネントを選択します。

更新イメージに追加するコンポーネントを選択するように求めるメッセージが表示
されます。例を示します。

Select the components you want to add to the update-image.

Do you want to upgrade components of Base Agent? [y|n|q] y
Do you want to install/upgrade components of Addons? [y|n|q] y

yと入力して更新イメージにコンポーネントを追加するか、あるいは nと入力して
更新イメージからコンポーネントを除外します。

手順
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有効なソースディレクトリを指定するように求めるメッセージが表示されます。

4. 有効な Sun Management Center 3.6ソースディレクトリの名前を指定します。

� CDからインストールする場合は、Sun Management Center 3.6インストール
CD 1のイメージディレクトリのパスを入力します。次に例を示します。

Enter a valid source directory: /<DiskMountDir>/image

� ディスク上の Sun Management Center 3.6インストールイメージからインス
トールする場合は、イメージディレクトリ disk1/imageのパスを入力しま
す。次に例を示します。

Enter a valid source directory: /net/machine/installdir/disk1/image

machineにはインストールイメージを作成するマシンを指定し、installdirには
Sun Management Center 3.6 disk1 CDイメージと disk2 CDイメージが入った
ディレクトリを指定します。インストールイメージの詳細は、89ページの「イ
ンストールソースの確認」を参照してください。

� プロンプト「ベースエージェントのコンポーネントをアップグレードします
か」に yと答えると、インストール対象ディレクトリの指定を求める
メッセージが表示されます。手順 5に進みます。

� プロンプト「ベースエージェントのコンポーネントをインストールまたは
アップグレードしますか」に nと答え、プロンプト「アドオンのコンポー
ネントをインストールまたはアップグレードしますか」に yと答えると、
インストール対象ディレクトリの指定を求めるメッセージが表示されます。
手順 6に進みます。

5. Sun Management Center 3.6インストールの対象ディレクトリの名前を指定しま
す。

対象ディレクトリは、Sun Management Center 3.6の SUNWsymonディレクトリが
存在するディレクトリです。このディレクトリが存在しない場合は、作成されま
す。

� エージェントがまだインストールされていない場合は、ユーザーが指定する
ディレクトリに新しいエージェントがインストールされます。

� 古いバージョンのエージェントがすでに別のディレクトリにインストールされ
ている場合は、ユーザーが指定するディレクトリに新しいエージェントがイン
ストールされます。

� 別のディレクトリにすでに同じバージョンのエージェントがインストールされ
ている場合で、適用しようとしているアップデートに新しいソフトウェアが含
まれるときは、既存のディレクトリ内でエージェントが更新されます。

次に 1つの例を示します。

この例では、ベースエージェントパッケージとアドオンエージェントパッケージの
更新イメージを作成済みで、対象ディレクトリとして /optを指定したと仮定しま
す。また、次の状態にある 5台のマシンに更新イメージを適用すると仮定します。

� マシンAでは、Sun Management Center 3.0が /opt/SUNWsymonにインス
トールされている。
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� マシン Bでは、Sun Management Center 3.0が
/export/home/opt/SUNWsymon にインストールされている。

� マシン Cでは、Sun Management Centerコンポーネントはインストールされて
いない。

� マシン Dでは、The Sun Management Center 3.5ベースエージェントだけ
/opt/SUNWsymon にインストールされている。

� マシン Eでは、Sun Management Center 3.5ベースエージェントだけ
/export/home/opt/SUNWsymon にインストールされている。

これらの 5台のマシンに Sun Management Center 3.6ベースエージェント
パッケージとアドオンエージェントパッケージの更新イメージを適用すると、各マ
シンは次のように更新されます。

� マシンAでは、Sun Management Center 3.6エージェントが再インストールさ
れて、ディレクトリ /opt/SUNWsymonにあるバージョン 3.0のエージェント
が置き換えられる。

� マシン Bでは、Sun Management Center 3.6エージェントはディレクトリ
/opt/SUNWsymonにインストールされる。

� マシン Cでは、Sun Management Center 3.6エージェントは
/opt/SUNWsymonディレクトリにインストールされる。

� マシン Dでは、/opt/SUNWsymonディレクトリにあるベースエージェント
が、アドオンパッケージとともに、バージョン 3.6に更新される。

� マシン Eでは、/export/home/opt/SUNWsymonディレクトリにあるベース
エージェントが、アドオンパッケージとともに、バージョン 3.6に更新され
る。

エージェント更新イメージの名前を指定するように求めるメッセージが表示されま
す。

6. エージェント更新イメージの名前を指定します。
エージェント更新イメージの名前に、その種類を反映した名前を指定して (たとえ
ば、Ultra60agent、SPARC-baseagent、x86–baseagent、Linux agentなど)を指定
して、Returnキーを押します。

更新イメージは、 /var/opt/SUNWsymon/agentupdate/update-image-name に
作成されます。update-image-nameの部分が、指定した名前になります。

対象マシンのプラットフォーム (Solarisまたは Linux)のバージョンを選択しま
す。

イメージツールは、ツールが動作しているマシンのプラットフォームのバージョン
に関係なく、Sun Management Centerがサポートしているすべてのバージョン用
のイメージを作成できます。ここでは、Solarisの任意のバージョンを選択するこ
とも、すべてのバージョンを選択することもできます。

7. 対象マシンが使用しているプラットフォームのバージョンを選択します。
サポートされているバージョンが表示され、すべてのバージョンを選択するか問い
合わせがあります。
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� 対象マシンにすべての Solarisおよび Linuxバージョンが含まれる場合は、yと
答えます。

使用できるアドオン製品がチェックされます。手順 8に進みます。

� 対象マシンに含まれないバージョンがある場合は、nと答えます。

Solarisおよび Linuxの各バージョンが表示され、そのバージョンのイメージを
作成するか問い合わせがあります。対象マシンに応じて、yまたは nと答えま
す。次に例を示します。

Do you want to select ALL OS versions ? [y|n|q] n

Do you want to create images for sparc-sun-Solaris_2.6 ? [y|n|q] n
Do you want to create images for sparc-sun-Solaris_7 ? [y|n|q] n
Do you want to create images for sparc-sun-Solaris_8 ? [y|n|q] y
Do you want to create images for sparc-sun-Solaris_9 ? [y|n|q] n
Do you want to create images for sparc-sun-Solaris_10 ? [y|n|q] y
Do you want to create images for i386-sun-Solaris_9 ? [y|n|q] n
Do you want to create images for i386-sun-Solaris_10 ? [y|n|q] y
Do you want to create images for i686-sun-Linux_2.4 ? [y|n|q] y
Do you want to create images for i686-sun-Linux_2.6 ? [y|n|q] n

注意 –エージェント更新イメージを作成するときに Solarisのバージョンを指定
しなかった場合、そのバージョンの Solarisのマシンに更新イメージを適用する
ことはできません。

� 手順 3で「ベースエージェントのコンポーネントをアップグレード」だけを選
択した場合は、手順 9に進みます。

� 手順 3で「アドオンのコンポーネントをインストールまたはアップグレード」
を選択した場合は、アドオン製品がチェックされ、エージェントを更新できる
製品の一覧が表示されます。手順 8に進みます。

8. 更新するエージェントアドオン製品を選択します。

使用できるアドオン製品が示され、そのアドオン製品ごとに、インストールするか
どうか問い合わせがあります。yと答えて更新イメージにアドオンソフトウェアを
追加するか、あるいは nと答えてイメージからアドオンソフトウェアを除外しま
す。

アップグレードするアドオン製品の選択が完了したところで、Sun Management
Centerエージェントポートを指定するように求めるメッセージが表示されます。

9. Sun Management Centerエージェントのポートを指定します。

ほとんどの場合、SNMPデーモンに割り当てられてこのデーモンで使用されるデ
フォルトのポートはポート 161です。ただし、他のプロセスまたはデーモンがこの
ポート 161を使用していることがあります。Sun以外からも SNMPデーモンの代
替または機能強化プログラムが提供されており、システムにインストールされてい
ることもあります。Sun Management Centerエージェントはそのようなデーモン
の 1つです。各対象マシンで Sun Management Centerが設定された時に別のポー
ト番号が指定された可能性もあります。
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注意 –ポート 161を選択する場合は、各対象マシンでエージェントを再起動する前
に各マシンでポート 161を使用しているプロセスをすべて停止し、無効にする必要
があります。各マシンで SNMPデーモンを停止、無効にしても、ポート 161を使
用する実際のプロセスが必ず停止されるわけではありません。ポート 161を使用す
る実際のデーモンプロセスを確認するには、すべての /etc/rc Nファイルとすべ
ての /etc/rcN.dファイルを手動で調べる必要があります (Nは 0から 6と S)。
ポート161を使用するプロセスを定義するファイルを見つけたら、そのファイルの
名前を変更してプロセスを無効にすることができます。たとえば、次のように指定
します。

/etc/rc3.d# mv S76snmpdx s76snmpdx

対象マシンごとにポート 161を使用するデーモンを無効にする必要があります。

Returnキーを押して各対象マシンでポート 161を使用するように指定するか、あ
るいは別のポート番号を入力します。

� 手順 3で「ベースエージェントのコンポーネントをアップグレード」だけを選
択した場合は、十分なディスク容量があるかどうかがチェックされます。十分
な容量がある場合は、エージェント更新イメージが作成されます。

イメージを作成するだけの十分な容量がない場合にはそのことが通知され、必
要な空き容量が示されます。イメージツールが終了します。更新イメージを作
成するには、表示されたサイズ分の空き容量をあらかじめ増やしておく必要が
あります。

� 手順 3で「アドオンのコンポーネントをインストールまたはアップグレード」
を選択していた場合は、ユーザーがエージェント更新イメージ向けに選択した
アドオン製品の中に、設定に関する応答が必要なものがあるかどうかが
チェックされます。

選択されている製品の中に設定に関する応答を必要とするものがある場合、イ
メージツールプロセスは更新対象のアドオン製品を順に処理します。このと
き、各製品が必要とする応答を入力するよう求められます。詳細は、各アドオ
ンに付属のマニュアルを参照してください。

アドオン製品の設定に関する応答の指定が終了すると、ディスク容量が
チェックされます。十分な容量がある場合は、エージェント更新イメージが作
成されます。

イメージを作成するだけの十分な容量がない場合にはそのことが通知され、必
要な空き容量が示されます。イメージツールが終了します。更新イメージを作
成するには、表示されたサイズ分の空き容量をあらかじめ増やしておく必要が
あります。

更新イメージ作成が作成されると、そのことを知らせるメッセージが表示されま
す。更新イメージの作成状態は、ログファイル
/var/opt/SUNWsymon/install/es-imagetool_
host-name.date-and-time-string. process-idを調べることによって確認できます。
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� host-nameは、更新イメージの作成に使用した Sun Management Center 3.6サー
バーの名前です。

� date-and-time-stringは、イメージが作成された年、日付、および時刻です。

� process-idは、エージェント更新イメージを作成したイメージツールセッション
のプロセスIDです。

この時点で、対象マシンにイメージを適用できます。

� Sun Management Center3.5 Update 2エージェントを更新する場合は、Sun
Management Centerのタスクマネージャを使用してイメージを適用します。
『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の「エージェント更新タスク
を作成する」を参照してください。

� Sun Management Center 3.0エージェントを更新する場合は、
agent-update.bin実行可能ファイルを使用します。128ページ
の「agent-update-binを使用して、エージェント更新イメージからエー
ジェントをインストールまたは更新する」を参照してください。

� イメージツールでパッチ専用イメージを作成する
Sun Management Centerに固有のパッチは、
http://www.sun.com/sunmanagementcenterにある Sun Management CenterのWeb
サイトで定期的にリリースされます。Sun Management Centerでは、パッチ専用イ
メージを作成して、複数のエージェントマシンに適用できます。

1. Sun Management Center 3.6サーバーマシンに、スーパーユーザーとしてログイ
ンします。

2. ダウンロードする Sun Management Centerパッチを格納するディレクトリを作成
します。

作成したディレクトリに移動します。パッチをダウンロードする Solarisオペレー
ティング環境のバージョンごとにディレクトリを作成します。

たとえば、/sunmcpatchesというディレクトリを作成していて、サポートされ
ている Solarisのバージョンごとにパッチ専用更新イメージを作成すると仮定しま
す。この場合は、次のようにしてディレクトリを作成します。

# mkdir /sunmcpatches
# cd /sunmcpatches
/sunmcpatches # mkdir Solaris_2.6 Solaris_7 Solaris_8 Solaris_9

各ディレクトリは、示された名前を使用して作成する必要があります。

3. ダウンロード用に提供されている Sun Management Centerパッチを確認します。

ブラウザを開いて、http://www.sun.com/sunmanagementcenterに移動します。
「Patches and Support」リンクをクリックします。

ページ下部に表示される利用可能なパッチのリストを調べます。パッチ番号を参照
できるように、このページを印刷しておきます。

手順
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4. SunSolveにログインします。

「ログイン」ボタンをクリックすると、ログイン画面が表示されます。この画面に
SunSolveの IDおよびパスワードを入力します。

SunSolveのIDを持っていない場合は、「Register」ボタンをクリックして、
SunSolveの IDを取得してください。

5. Solarisの各バージョンのパッチをダウンロードします。

Solarisの各バージョンに対応するパッチ番号をクリックします。

「SunSolve Online」Webページが表示されます。

a. ダウンロードするパッチ番号を入力して、「Find Patch」をクリックします。

パッチの説明が表示されます。

サポートされている Solarisのバージョンをメモします。1つのパッチを複数の
バージョンの Solarisに適用する場合は、Solarisのバージョンごとにパッチを
ダウンロードする必要があります。

b. 「HTTP」または「FTP」のどちらかのダウンロードリンクをクリックして、
パッチをダウンロードします。

「Save As」画面が表示されます。

手順 2で作成した、該当する Solarisのバージョンごとのディレクトリに
パッチを保存します。

たとえば、パッチが 111222-33が Solaris 8および Solaris 9に適用可能で、ルー
トディレクトリ sunmcpatchesに Solaris_8および Solaris_9サブ
ディレクトリを作成していたと仮定します。この場合は、
/sunmcpatches/Solaris_8と /sunmcpatches/Solaris_9の両方に
パッチをダウンロードします。

複数のパッチをダウンロードする場合は、「Back」をクリックして、「SunSolve
Online」Webページに戻ります。上記の 2つの手順を繰り返して、選択した各
パッチをダウンロードします。

パッチのダウンロードが完了したら、次の手順に進みます。

6. パッチファイルを展開します。

パッチファイルをダウンロードした各ディレクトリに移動して、ファイルを展開し
ます。

たとえば、パッチ 111222.33とパッチ 111222.34をディレクトリ
/sunmcpatches/Solaris_8にダウンロード済みで、パッチ 111222.33用の
パッチファイルが 111222.33.tar.Z、パッチ 111222.34用のパッチファイルが
111222.34.zipであると仮定します。この場合、次のようにしてパッチファイ
ルを展開します。

/sunmcpatches # cd Solaris_8
/sunmcpatches/Solaris_8 # ls
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111222-33.tar.Z 111222-34.zip
/sunmcpatches/Solaris_8 # zcat 111222-33.tar.Z | tar xvf -
x 111222-33, 0 bytes, 0 tape blocks
x 111222-33/installpatch, 119239 bytes, 233 tape blocks

.

.

.
x 111222-33/README.111222-33, 136444 bytes, 267 tape blocks
/sunmcpatches/Solaris_8 # unzip 111222-34.zip
Archive: 111222-34.zip

creating: 111222-34/
..inflating: 111222-34/prepatch

.

.

.
inflating: 111222-34/README.111222-34

/sunmcpatches/Solaris_8 # ls -p
111222-33/ 111222-33.tar.Z.....111222-34/ 111222-34.zip

パッチ専用イメージは、グラフィカルツールの es-gui-imagetool (手順 8を参
照)、またはコマンド行ツールの es-imagetool (手順 9を参照)のどちらでも作成
できます。

7. ダウンロードしたパッチファイルを別のディレクトリに移動します。
ダウンロードした、圧縮形式のパッチファイルは、必要に応じて、別のディレクト
リに移動するか、削除します。

8. es-gui-imagetool を使用して、パッチ専用イメージを作成します。

注 –この手順は、Sun Management Centerサーバーがデフォルトのディレクトリ
/optにインストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにイ
ンストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてくださ
い。

a. /opt/SUNWsymon/sbin/es-gui-imagetool コマンドを入力します。

「ようこそ」画面が表示されます。「次へ」をクリックします。「概要」画面
が表示されます。「次へ」をクリックします。

「更新イメージコンポーネントの選択」画面が表示されます。

b. 「ベースおよびアドオンエージェントのパッチのみ」を選択します。
「次へ」をクリックします。

「インストールファイルソースディレクトリの指定」画面が示されます。

c. パッチファイルのソースディレクトリを指定します。
手順 2で作成したパッチディレクトリの名前を入力するか、「参照」をク
リックして、ディレクトリに移動して選択します。

「次へ」をクリックします。「更新イメージ名」画面が表示されます。
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d. パッチ専用イメージの名前を指定します。

パッチ専用イメージの名前には、更新イメージの種類を反映した名前
(base-and-addon-patchesなど)を指定します。

イメージは、/var/opt/SUNWsymon/agentupdate/ update-image-name に作
成されます。 update-image-nameの部分が、指定した名前になります。

「次へ」をクリックします。「OSの選択」画面が表示されます。

e. 対象マシンが使用している Solarisバージョンを選択します。

イメージツールは、ツールが動作しているマシンの Solarisのバージョンに関係
なく、Sun Management Centerがサポートしているすべてのバージョン用のイ
メージを作成できます。ここでは、Solarisの任意のバージョンを選択すること
も、すべてのバージョンを選択することもできます。

注意 –パッチ専用イメージを作成するときに Solarisのバージョンを指定しな
かった場合、そのバージョンの Solarisマシンにパッチを適用することはできま
せん。

「次へ」をクリックします。「パッチの確認」画面が表示されます。利用でき
るパッチのチェックが完了すると、「パッチの選択」画面が表示されます。

f. パッチ専用更新イメージに追加するパッチを選択します。

パッチはすべてを選択することも、個別に選択することもできます。

パッチを選択し終わったら、「次へ」をクリックします。イメージツールに
よって、ディスク容量がチェックされます。

� イメージを作成するだけの十分な容量がない場合にはそのことが通知され、
必要な空き容量が示されます。「取消し」をクリックして、イメージツール
を終了します。パッチ専用イメージを作成するには、表示されたサイズ分の
空き容量をあらかじめ増やしておく必要があります。

� ディスク容量が十分な場合は、「確認」画面が表示されます。

g. 「更新イメージ作成のために選択したパッチ」の確認を行います。

パッチ専用イメージ用に選択されたパッチとSolarisのバージョンの一覧が表示
されます。

� 一覧の内容が正しくない場合は、「戻る」を2回クリックしてSolarisのバー
ジョン選択画面に戻るか、「戻る」を1回クリックして「パッチの選択」画
面に戻ります。パッチ専用イメージに追加するパッチと Solarisのバー
ジョンを選択して、選択内容を確認します。

� 一覧の内容に間違いがなければ、「次へ」をクリックします。

イメージツールは、手順 dで指定されたファイル名を使用し、
/var/opt/SUNWsymon/agentupdateディレクトリにパッチ専用イメー
ジを作成します。
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更新イメージの作成が終わると、そのことを知らせるメッセージが表示されま
す。「閉じる」をクリックしてシステムプロンプトへ戻ってください。

更新イメージの作成状態は、ログファイル
/var/opt/SUNWsymon/install/es-gui-imagetool_
host-name.date-and-time-string. process-idを調べることによって確認できます。

� host-nameは、更新イメージの作成に使用した Sun Management Center 3.6
サーバーの名前です。

� date-and-time-stringは、イメージが作成された年、日付、および時刻です。
� process-idは、エージェント更新イメージを作成したイメージツール
セッションのプロセスIDです。

h. パッチ専用イメージを適用します。

この時点で、対象マシンにイメージを適用できます。

� Sun Management Centerタスクマネージャを使用してイメージを適用する
場合は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の「エージェント
更新タスクを作成する」を参照してください。

� agent-update.bin実行可能ファイルを使用してイメージを適用する場合
は、128ページの「agent-update-binを使用して、エージェント更新イ
メージからエージェントをインストールまたは更新する」を参照してくださ
い。

9. es-imagetool を使用して、パッチ専用イメージを作成します。

注 –この手順は、Sun Management Centerサーバーがデフォルトのディレクトリ
/optにインストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにイ
ンストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてくださ
い。

a. /opt/SUNWsymon/sbin/es-imagetool コマンドを入力します。

ベースエージェントのコンポーネントをアップグレードするかどうかを問い合
わせるメッセージが表示されます。nを入力して、Returnキーを押します。

アドオンのコンポーネントをインストールまたはアップグレードするかどうか
を問い合わせるメッセージが表示されます。nを入力して、Returnキーを押し
ます。

パッチをインストールするかどうか問い合わせるメッセージが表示されます。
yを入力して、Returnキーを押します。

パッチ専用のソースディレクトリの入力が求められます。

b. パッチファイルのソースディレクトリを指定します。

手順 2で作成したパッチディレクトリの名前を入力して、Returnキーを押しま
す。
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パッチ専用イメージの名前を指定するよう求められます。

c. パッチ専用イメージの名前を指定します。

パッチ専用イメージの名前には、更新イメージの種類を反映した名前
(base-and-addon-patchesなど)を指定します。

イメージは、/var/opt/SUNWsymon/agentupdate/ update-image-name に作
成されます。 update-image-nameの部分が、指定した名前になります。

Returnキーを押します。サポートされているSolarisのバージョンの一覧が表示
されます。

d. 対象マシンが使用している Solarisバージョンを選択します。

イメージツールは、ツールが動作しているマシンの Solarisのバージョンに関係
なく、Sun Management Centerがサポートしているすべてのバージョン用のイ
メージを作成できます。ここでは、Solarisの任意のバージョンを選択すること
も、すべてのバージョンを選択することもできます。

注意 –パッチ専用イメージを作成するときに Solarisのバージョンを指定しな
かった場合、そのバージョンの Solarisマシンにパッチを適用することはできま
せん。

� すべての Solarisバージョンを選択する場合は、yを入力します。

� 特定の Solarisバージョンだけ選択する場合は、nを入力します。

Solarisのバージョンごとに、選択するかどうかを確認するメッセージが表
示されます。表示された Solarisのバージョンを選択する場合は y、除外す
る場合は nを入力します。

Returnキーを押します。選択されたSolarisのバージョンに利用できるパッチの
一覧が表示されます。

e. パッチ専用更新イメージに追加するパッチを選択します。

そのパッチごとに、選択を求めるメッセージが表示されます。

パッチ専用イメージにパッチを追加する場合は y、除外する場合は nを入力し
ます。

パッチの選択が終了したら、Returnキーを押します。イメージツールに
よって、ディスク容量がチェックされます。

� イメージを作成するだけの十分な容量がない場合にはそのことが通知され、
必要な空き容量が示されます。イメージツールを終了するには、qを入力し
ます。パッチ専用イメージを作成するには、表示されたサイズ分の空き容量
をあらかじめ増やしておく必要があります。

� 十分な空きディスク容量がある場合、パッチ専用イメージは、手順 cで指定
されたファイル名を使用して、/var/opt/SUNWsymon/agentupdate
ディレクトリに作成されます。
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更新イメージの作成状態は、ログファイル
/var/opt/SUNWsymon/install/es-imagetool_host-name
.date-and-time-string.process-idを調べることによって確認できます。

� host-nameは、更新イメージの作成に使用した Sun Management Center 3.6
サーバーの名前です。

� date-and-time-stringは、イメージが作成された年、日付、および時刻です。

� process-idは、エージェント更新イメージを作成したイメージツール
セッションのプロセス IDです。

f. パッチ専用イメージを適用します。

この時点で、対象マシンにイメージを適用できます。

� Sun Management Centerのタスクマネージャを使用してイメージを適用す
る場合は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の「エージェン
ト更新タスクを作成する」を参照してください。

� agent-update.bin実行可能ファイルを使用してイメージを適用する場合
は、128ページの「agent-update-binを使用して、エージェント更新イ
メージからエージェントをインストールまたは更新する」を参照してくださ
い。

� es-makeagentでエージェント専用インストール
イメージを作成する

注 –この手順は、Sun Management Centerサーバーがデフォルトのディレクトリ
/optにインストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにイン
ストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Center 3.6 CD 1 of 2を CD-ROMドライブに挿入します。

3. /opt/SUNWsymon/sbin/es-makeagent コマンドを入力します。

インストール用のソースファイルのディレクトリを入力するように求められます。

4. ソースディレクトリを入力します。

(SPARC) /<DiskMountDir>/image/SunOS/sparc

(x86) /<DiskMountDir>/image/SunOS/i386

(Linux) /<DiskMountDir>/image/Linux

エージェント専用インストールイメージを作成する対象ディレクトリを指定するよ
うに求められます。

手順
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5. 対象ディレクトリの名前を入力します。
このディレクトリが存在しない場合、作成するかどうか問い合わせがあります。y
を入力すると、ディレクトリが作成され、 n または q を入力すると、終了してシ
ステムプロンプトが表示されます。

ここで指定するディレクトリには、スーパーユーザーの書き込み権が必要です。

次に例を示します。

# enter the target directory: /es-makeagent-image
Directory /es-makeagent-image does not exist
Do you want to create it (y|n|q) y

es-makeagentスクリプトは、ここで指定したディレクトリの下にサブディレク
トリ disk1と disk2を作成して、必要なファイルをコピーします。

Sun Management Center 3.6 installation CD 1 of 2からのファイルのコピーが完了
すると、その CDがドライブから排出され、Sun Management Center 3.6
installation CD 2 of 2を挿入するか、disk2のソースディレクトリを指定するよう
求められます。

a. Sun Management Center installation CD 1 of 2を取り出します。

Sun Management Center CD 2 of 2を CD-ROMドライブに挿入します。

b. CD-ROMドライブの LEDが消えたら、Returnキーを押します。

es-makeagentは残りのファイルを CDからコピーします。

指定したディレクトリからエージェント専用インストールイメージを利用でき
ることが通知されます。同時に、このエージェントをローカルマシンにインス
トールするためのコマンドも表示されます。

ヒント –対象ディレクトリを NFSマウントして、ネットワーク上のマシンからア
クセスできるようにします。90ページの「CDイメージを作成する」の手順 12を
参照してください。

6. ejectコマンドを入力して、CDを取り出します。

これで、次のどの方法を使用しても、Sun Management Center 3.6エージェントを
インストールできます。

� es-inst -a コマンドを使用する (130 ページの「es-inst -a を使用して、
エージェント専用インストールイメージからエージェントをインストールす
る」を参照)。インストールファイルのソースディレクトリの入力を求める
メッセージが表示されたら、手順 5で指定したエージェント専用インストール
イメージの名前を指定します。このエージェント専用インストールイメージが
NFS共有されていることを確認します。

� JumpStartソフトウェアを使用して、エージェント専用インストールイメージ
を適用する (132ページの「JumpStartによるエージェントのインストール」を
参照)。
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注 –エージェント専用インストールイメージには tarファイルも含まれているた
め、このファイルを ftpでほかのエージェントマシンに転送し、各エージェント
マシン上で展開しても、インストールイメージを作成できます。展開したインス
トールイメージのディレクトリには、サブディレクトリdisk1と disk2が含まれ
ます。各エージェントマシン上で展開したイメージから (エージェントを)インス
トールするには、disk1/sbinディレクトリに移動して、es-instコマンドを使
用します。229ページの「 es-instによる Sun Management Centerのインス
トール」を参照してください。

エージェント専用インストールイメー
ジ、エージェント更新イメージ、および
パッチ専用イメージの適用
次の手順では、「ジョブの管理」タスクと agent-update.bin実行可能ファイルを
使用して、エージェント更新イメージからエージェントをインストールまたは更新す
る方法を説明します。また、es-inst -a コマンドを使用してエージェント専用イン
ストールイメージをインストールする方法についても説明します。

注 – JumpStartソフトウェアを使用して Solarisオペレーティング環境とエージェント
をインストールする方法については、132ページの「JumpStartによるエージェントの
インストール」を参照してください。

� 「ジョブの管理」タスクを使用して、エージェン
ト更新イメージからエージェントをインストール
する
Sun Management Center 3.0エージェントをアップグレードする場合は、
agent-update.bin実行可能ファイルを使用してエージェント更新イメージを適用
します (128ページの「agent-update-binを使用して、エージェント更新イメージ
からエージェントをインストールまたは更新する」を参照)。「ジョブの管理」タス
クは、既存の Sun Management Center 3.6エージェントをアップグレードする際に使
用します。

1. 次のどちらかのイメージツールを使用して、エージェント更新イメージを作成しま
す。

手順
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� es-gui-imagetoolを使用してエージェント更新イメージを作成する場合
は、107ページの「es-gui-imagetoolでエージェント更新イメージを作成
する」の手順に従います。

� es-imagetoolを使用してエージェント更新イメージを作成する場合は、
113 ページの「 es-imagetool でエージェント更新イメージを作成する」の
手順に従います。

2. Sun Management Centerコンソールを起動し、正当な権限を持つ Sun
Management Centerユーザーとしてコンソールにログインします。

177ページの「Solarisプラットフォームでコンソールを起動する方法」を参照して
ください。

3. 「ツール」→「ジョブの管理」を選択します。
「ジョブの管理」ウィンドウが表示されます。

「ジョブの管理」ウィンドウを使用すると、複数のホストにエージェントを同時に
伝播できます。「ジョブの管理」機能の詳細は、『Sun Management Center 3.6
ユーザーガイド』を参照してください。

4. マルチエージェントアップグレードタスクを作成します。

注 –対象ホストに Sun Management Centerエージェントがインストールされてい
て、動作していることを確認します。

a. アップグレードの対象ホストを選択し、続いてグループを作成します。

b. タスクの種類として「エージェント更新」を選択します。

アップグレード操作の対象となる適切なイメージ名を選択します。この名前
は、es-imagetoolまたは es-gui-imagetoolを使用して作成したイメー
ジの名前にする必要があります。

詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の「エージェント更
新タスクを作成する」を参照してください。

「ジョブの管理」ウィンドウには、ジョブの状態として、ジョブ全体の成功または
失敗だけが表示されます。このため、エージェントのアップグレードが 1つでも失
敗すると、グループ内の残りのエージェントのアップグレードがすべて成功して
も、「失敗」と表示されます。ジョブ一覧の横にある「ログの表示」をクリックす
ると、個々のアップグレードの状態をチェックできます。

ジョブの進行中にアップグレードの途中の状態を表示するには、「ログ表示」タブ
をクリックして、「InstallServer.log」をクリックします。
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� agent-update-binを使用して、エージェント更
新イメージからエージェントをインストールまた
は更新する
次に示すように、対象マシンの /tmpディレクトリのディスク容量要件は、更新イ
メージの内容によって異なります。

� ベースエージェントのみ - 115M～ 125Mバイトの範囲
� ベースエージェントとアドオン - 200M～ 210Mバイトの範囲
� アドオンまたはパッチのみ - 100Mバイト未満

seed-fileを使用して、セキュリティシードおよび SNMPコミュニティ文字列を自動的
に指定する場合、seed-fileは次の形式である必要があります。

ES_SECURITY_SEED=<seed>
ES_SNMPV1_STRING=<string>

seedおよび stringは、Sun Management Centerサーバーをインストールしたときに実
際に指定されたシードとコミュニティ文字列です。ES_SNMPV1_STRINGの値を省略
した場合は、デフォルトの SNMP値が使用されます。この場合、ファイルは次のよう
になります。

ES_SECURITY_SEED=<seed>
ES_SNMPV1_STRING=<string>

1. Sun Management Centerサーバーマシンにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

2. 次のどちらかのイメージツールを使用して、エージェント更新イメージを作成しま
す。

� es-gui-imagetoolを使用してエージェント更新イメージを作成する場合
は、107ページの「es-gui-imagetoolでエージェント更新イメージを作成
する」の手順に従います。

� es-imagetoolを使用してエージェント更新イメージを作成する場合は、
113 ページの「 es-imagetool でエージェント更新イメージを作成する」の
手順に従います。

3. Sun Management Centerサーバーから各対象マシンのルートディレクトリに、該
当する agent-update.binをダウンロードします。

� (SPARCの場合)
/opt/SUNWsymon/base/bin/sparc-sun-solaris/agent-update.bin

� (x86の場合)
/opt/SUNWsymon/base/bin/i386-sun-solaris/agent-update.bin

� (Linuxの場合)
/opt/SUNWsymon/base/bin/i686-sun-Linux/agent-update.bin

手順
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Sun Management Center を /opt 以外のディレクトリにインストールした場合
は、上記のパス中の /optの部分を installdirで置き換えます。installdirは、上記
で指定したディレクトリです。この手順は対象マシンごとに行う必要があります。

agent-update.binを各対象マシンにダウンロードし終ったら、対象マシンごと
にログインして、次の 4つの手順を繰り返す必要があります。

4. 対象マシンにスーパーユーザーとしてログインします。

5. ダウンロードした agent-update.binが存在するディレクトリに移動します。

6. 次のコマンドを入力します。

./agent-update.bin -s server -r http-port -p image-name [-f seed-file]

各パラメータの意味は次のとおりです。

� serverは、手順 1でログインしたサーバーです。
� http-portは、Sun Management Center Webサーバーのポートです。
� image-nameは、手順 2で作成したエージェント専用イメージの名前です。
� seed-fileは、セキュリティシードと SNMP文字列を含むファイルです。このオ
プションを利用することによって、コマンドの実行後にエージェントのインス
トールが自動的に行われるようにすることができます。seed-fileはスーパーユー
ザーの所有で、セキュリティ対策として、スーパーユーザーにのみ読み取
り/書き込みアクセスが許可されている必要があります。ファイルがこれらの
要件を満たしていない場合、スクリプトは終了します。

たとえば Sun Management Centerサーバー名が Production1で、Webサーバー
ポートが 8080、エージェント更新イメージの名前が sparc-baseagentであると仮定
します。この場合は、次のように入力します。

# ./agent-update.bin -s Production1 -r 8080 -p sparc-baseagent

7. セキュリティシードと SNMPv1コミュニティ文字列を指定します。

エージェント更新プロセスによって、セキュリティシードと SNMPv1コミュニ
ティ文字列の入力を求めるメッセージが表示されます。

� このセキュリティシードは、Sun Management Centerのサーバーとエージェン
トを設定するときに指定したものと同じである必要があります。

36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 bで指定したセキュリ
ティシードとパスワードを入力します。パスワードを再入力して、確認しま
す。

� この SNMPv1コミュニティ文字列は、Sun Management Centerのサーバーと
エージェントを設定するときに指定したものと同じである必要があります。

独自のコミュニティ文字列を指定していた場合、必ず、36ページの「Sun
Management Centerの設定」の手順 cで指定した文字列と同じ文字列を入力し
てください。デフォルトコミュニティ文字列の publicを使用した場合は、
Returnキーを押します。

以上で情報の入力が終了し、マシンに対して更新が適用されます。
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更新プロセスが完了したら、対象マシンの
/var/opt/SUNWsymon/log/agent-update.logファイルを調べて、更新の状
態をチェックします。

� es-inst -a を使用して、エージェント専用イン
ストールイメージからエージェントをインストー
ルする

1. エージェント専用のインストールイメージを作成します (124ページ
の「es-makeagentでエージェント専用インストールイメージを作成する」を参
照)。

2. エージェントをインストールするマシンにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

3. エージェント専用インストールイメージがある disk1/sbin ディレクトリに移動
します。

たとえば、 appserver というマシンのディレクトリ /export/agentsource
にエージェント専用インストールイメージを作成した場合は、次のように入力しま
す。

# cd /net/appserver/export/agentsource/disk1/sbin

4. ./es-inst -a コマンドを入力して、Sun Management Center エージェントを
インストールします。

対象ディレクトリの指定を求めるメッセージが表示されます。

5. Sun Management Centerをインストールするディレクトリの名前を指定します。

デフォルトの場所は /optです。

Sun Management Centerソフトウェアは、必要となる最小のディスク容量が確保
できれば、システム上の任意の位置にインストールできます。デフォルトの場所の
/optを使用する場合は、Returnキーを押します。/opt以外のディレクトリにイ
ンストールする場合は、そのディレクトリ名を入力します。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量は、コマンド
df -ak で表示できます。

使用可能なアドオンの有無がチェックされます。

6. Sun Management Centerアドオン製品を選択します。

各アドオン製品の名前が表示され、その製品をインストールするかどうかを問い合
わせるメッセージが表示されます。

手順
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注 –インストールされるのは、選択されたアドオンのエージェントコンポーネント
だけです。

製品をインストールする場合は y、インストールしない場合は nを入力します。

アドオン製品を 1つも選択しなかった場合は、継続するかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されます。yと入力してスクリプトの実行を継続します。ディス
ク容量がチェックされます。手順 8に進みます。

アドオンが選択された場合は、その選択内容が表示されます。

7. 選択内容を確認します。

継続する場合は y、選択をし直す場合は nを入力します。

ディスク容量がチェックされます。

8. ディスク容量を確認します。

インストールプロセスは、選択されたアドオンのエージェントとエージェントコン
ポーネントをインストールするのに十分なディスク容量があるかどうかをチェック
します。

� 十分な容量がある場合、エージェントがインストールされ、設定を実行するか
どうかを問い合わせるメッセージが表示されます。手順 10に進みます。

� ディスク容量が十分でない場合は、代わりとなるファイルシステムを指定する
ように求められます。空き容量と、必要となる容量が表示されます。

9. 十分なディスク容量のある別のファイルシステムの名前を指定します。

別のファイルシステムの入力を求めるプロンプトで、空き領域を十分に確保できる
ファイルシステムとディレクトリの名前を入力します。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量を表示するに
は、Sun Management Centerをインストールするマシンの端末ウィンドウで、df
-akと入力します。

ディスク容量がもう一度チェックされます。十分な容量がある場合は、エージェン
トがインストールされ、設定を実行するかどうかを問い合わせるメッセージが表示
されます。

10.エージェントを設定するかどうかを決定します。

選択した Sun Management Centerエージェントとそのアドオン製品の設定に進む
場合は、 y を入力します。この場合は、36 ページの「Sun Management Center を
設定する」の手順に従ってください。
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あとで設定を実行することを選択した場合、そのマシンのエージェントは設定する
まで実行できません。エージェントの設定には、 es-guisetup または
es-setupを使用します。

– es-guisetupを使用してエージェントを設定する場合は、36ページの「Sun
Management Centerを設定する」の手順に従います。

– es-setupを使用してエージェントを設定する場合は、244ページの「
es-setupによる Sun Management Center 3.6の設定」の手順に従います。

JumpStartによるエージェントのインス
トール
この節では、Solaris JumpStartサーバーを構成および使用して、大量のシステムに
Sun Management Center 3.6ベースエージェントと Solaris 8または 9オペレーティン
グ環境をインストールおよび設定する方法について説明します。

JumpStartの概念
JumpStartソフトウェアを使用すると、Solarisオペレーティング環境を複数のシステ
ムに自動的にインストールまたはアップグレードできます。さらに、インストール前
後の作業も実行できるので、Sun Management Centerなどの追加のソフトウェアもイ
ンストールおよび設定できます。

Solaris JumpStartソフトウェアはクライアントサーバーアプリケーションで、次のコ
ンポーネントから構成されます。

� ブートサーバー– Trivial File Transfer Protocol (TFTP)を使用して、Solarisオペ
レーティングシステムカーネルであるミニルートをインストールクライアントに提
供します。カーネルはアーキテクチャに依存せず、ブートサーバーが動作している
各バージョンの Solarisがサポートするすべてのハードウェアにベースサービスを
提供します。

� インストールサーバー–対象システム (インストールクライアントと呼ぶ)にインス
トールすべきソフトウェアパッケージ (Sun Management Center 3.6ベースエー
ジェントなど)を提供します。

� インストールクライアント– Solarisおよび選択したソフトウェアパッケージ (Sun
Management Center 3.6ベースエージェントなど)のインストール先となる対象シ
ステムのことです。

� プロファイル (または構成)サーバー – JumpStartのプロファイルを提供します。

JumpStartプロファイルはテキストファイルで、Solarisオペレーティング環境ソフ
トウェアをどのようにグループ内の各インストールクライアントにインストールす
るかを定義します。JumpStartプロファイルを使用すると、インストールするソフ
トウェアグループ、パーティションの指定、ディスク容量の割り当て、ソフト
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ウェアのアップグレード中に使用するバックアップメディアなどを指定できます。

JumpStartプロファイルは、Solarisオペレーティング環境の新規インストール用
と、Solarisオペレーティング環境のアップグレードインストール用というように
複数作成できます。各 JumpStartプロファイルを 1つまたは複数のインストール
クライアントに割り当てるには、JumpStartのルールファイルを使用します。

JumpStartプロファイルの作成に関する詳細は、『Solaris 9 9/04インストールガ
イド』の「プロファイルの作成」を参照してください。

� ルールファイル –インストールクライアントまたはインストールクライアントのグ
ループに対して実行する作業を指定します。ルールファイル内の各ルールは、次の
項目を指定します。

– インストールクライアントまたはインストールクライアントのグループ。ルー
ルのキーワードとその値、または一般的なシステム属性とその値から構成され
ます。

– 開始スクリプト (省略可能)。Solarisオペレーティング環境をインストールまた
はアップグレードするまえに、いくつかの作業を実行します。

– JumpStartプロファイル。各インストールクライアントまたはインストールク
ライアントのグループに適用されます。

– 終了スクリプト (省略可能)。Solarisオペレーティング環境をインストールまた
はアップグレードしたあとにいくつかの作業を実行します。JumpStartソフト
ウェアを使用して Sun Management Centerベースエージェントをインストール
するには、終了スクリプトが必要です。

JumpStartソフトウェアを使用して Sun Management Centerベースエージェント
をインストールした場合、そのインストールクライアントの Sun Management
Center構成はすべて同じになります。Sun Management Centerのルートディレク
トリ、サーバーコンテキスト、セキュリティシード、および SMNPv1コミュニ
ティ文字列は同じです。

また、プロトタイプマシンという別のマシンも必要になります。このマシンには、
JumpStart終了スクリプトに必要な Sun Management Centerのインストールおよび設
定応答ファイルが生成されます。Solstice SyMON 1.xか Sun Enterprise SyMON 2.x、
Sun Management Center 2.x、Sun Management Center 3.0のいずれかがプロトタイプ
マシンにインストールされている場合は、プロトタイプマシンからその SyMONまた
は Sun Management Centerソフトウェアを削除します。SyMONまたは Sun
Management Centerソフトウェアのアンインストール手順については、SyMONまた
は Sun Management Centerソフトウェアのインストールマニュアルを参照してくだ
さい。旧バージョンの Sun Management Centerの構成データを保存しないでくださ
い。

JumpStartソフトウェアの詳細は、『Solaris 9 9/04インストールガイド』を参照して
ください。

必要なシステムサービス
JumpStartソフトウェアは次のシステムサービスを必要とします。
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表 6–1 JumpStartソフトウェアが必要とするシステムサービス

サービス 目的

ネットワークファイルシステム (NFS)デーモ
ン mountdおよび nfsd

Solarisオペレーティングシステムのイメージ
ファイルの共有

rarp IPアドレスの検出

bootp 共有ファイルシステムのホスト定義と場所

tftp ブートサーバーからインストールクライアン
トへの Solaris初期ブートカーネルの転送

JumpStartプロセスの概要
Sun Management Center 3.6ベースエージェントの配備は、インストールクライアン
トで実行される JumpStart終了スクリプトによって行われます。JumpStartが Solaris
オペレーティング環境をインストールしたあと、JumpStart終了スクリプトは Sun
Management Centerインストール応答ファイルの内容にもとづいて、ベースエー
ジェントをインストールクライアントにインストールします。

終了スクリプトはまた、インストールクライアントがリブートしたあとに Sun
Management Center設定応答ファイルの内容にもとづいてベースエージェントを設定
できるように、インストールクライアントを準備します。

Sun Management Center応答ファイルは、Sun Management Center 3.6コマンド行イ
ンストールおよび設定プロセス中、別の (つまり、プロトタイプの)システム上で生成
されます。その後、応答ファイルは JumpStartプロファイルディレクトリにコピーさ
れます。インストールおよび設定応答ファイルは、必要に応じて、JumpStartプロ
ファイルディレクトリに直接作成してもかまいません。

JumpStartはインストールクライアントのファイルシステムを /aパーティションにマ
ウントします。次に、JumpStart終了スクリプトは、Sun Management Centerコマン
ド es-inst -R /a -T /a/target-directory を実行して、Sun Management Center
ベースエージェントをインストールします。ここで、target-directoryは、エージェン
トがインストールされるインストールクライアント上のディレクトリの名前です。
es-instコマンドとパラメータの詳細は、230ページの「es-instのオプション」
を参照してください。

終了スクリプトはまた、インストールクライアントがリブートしたあとに rc3.d
ファイルを作成します。この rc3.dファイルは、設定応答ファイルを使用して、Sun
Management Centerベースエージェントを設定します。ベースエージェントの設定が
完了すると、rc3.dファイルは削除されます。終了スクリプトからの出力は
/var/sadm/system/logs/finish.logに保存されます。
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終了スクリプトのセキュリティについて
Sun Management Centerの設定中、セキュリティキーを生成するためのパスワードと
SNMPコミュニティ文字列を指定します。セキュリティを確保するため、セキュリ
ティキーとコミュニティ文字列は Sun Management Centerの設定応答ファイルに格
納しないでください。

Sun Management Centerベースエージェントをインストールクライアントに正常にイ
ンストールおよび設定するには、36ページの「Sun Management Centerの設定」の
手順 bでセキュリティキーを生成するときに使用したパスワードと同じパスワードを
指定する必要があります。また、SNMPコミュニティ文字列も、36ページの「Sun
Management Centerの設定」の手順 cで指定したものと同じものを指定する必要が
あります。これは、次のどちらの方法を使用しても、行うことができます。

� パスワードシードとコミュニティ文字列を JumpStart終了スクリプトにハードコー
ドする。

この方法では、セキュリティパスワードシードとコミュニティ文字列が終了スクリ
プト内で丸見えになり、セキュリティ上、危険性があります。終了スクリプト
ファイルのアクセス権を 400に設定すると、セキュリティ上の危険性は下がります
が、完全ではありません。

� JumpStart終了スクリプトを使用し、ベースエージェントの設定中にインストール
クライアント上でパスワードシードとコミュニティ文字列を手作業で入力するよう
にする。

終了スクリプトは、インストールクライアント上でセキュリティパスワードシード
と SNMPコミュニティ文字列の入力をプロンプトで促すように構成することもで
きます。この応答は、一時的な終了スクリプトに変数として格納されます。インス
トールクライアントがリブートされると、rc3.dスクリプトは一時的な終了スク
リプトを実行し、そのあとで本来の終了スクリプトを復元します。

この方法では、インストールクライアントごとに、セキュリティパスワードシード
とコミュニティ文字列を手動で入力する必要があります。

注意 –この方法では、パスワードシードまたはコミュニティ文字列の妥当性は検査
されません。したがって、パスワードシードまたはコミュニティ文字列が間違って
いた場合、エージェントとサーバー間の通信ができなくなります。インストールク
ライアントでベースエージェントの設定に失敗した場合、またはエージェントが
Sun Management Centerサーバーとの通信に失敗した場合は、インストールクラ
イアントごとに es-setup -F を実行する必要があります。

上記 2つの方法の JumpStart終了スクリプトの例については、147ページ
の「JumpStart終了スクリプトを作成する」を参照してください。
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JumpStartの設定と使用
JumpStartソフトウェアを設定して、Solarisオペレーティング環境および Sun
Management Centerベースエージェントを 1つまたは複数のインストールクライアン
トにインストールするために必要な主要手順を次に示します。

� JumpStartのインストールサーバーとプロファイルサーバーを作成します。

� Sun Management Center 3.6ベースエージェントイメージを JumpStartインストー
ルサーバーに作成します。

� Sun Management Center 3.6のインストール応答ファイルと設定応答ファイルを生
成します。

� JumpStartプロファイルを作成します。

� Sun Management Center用の JumpStart終了スクリプトを作成します。

� JumpStartルールファイルを作成します。

� JumpStartファイルの妥当性を検査します。

� インストールクライアント情報を JumpStartサーバーに追加します。

上記手順がすべて完了すると、JumpStartサーバーを使用して、Solarisオペレー
ティング環境および Sun Management Centerベースエージェントを 1つまたは複数
のインストールクライアントに新規インストールできます。

この節の手順は、次のことを前提にしています。

� マシン bootserver01はブートサーバーとして構成済みで、このマシンを
JumpStartのブートサーバー、インストールサーバー、およびプロファイルサー
バーとして使用する。マシン bootserver01はすでにブートサーバーとして構成
されています。

� すべての JumpStartファイルのベースディレクトリとして /export/homeを使用
する。

注 – Solarisオペレーティング環境および Sun Management Centerベースエー
ジェントのインストールイメージ用に、十分な容量を持つ任意のファイルシステ
ムを指定できます。ファイルシステムには少なくとも 500Mバイトの空き容量が必
要です。

JumpStartベースディレクトリとしてほかのディレクトリを使用する場合は、次の
手順中の /export/homeの部分を、そのディレクトリ名に置き換えてください。

� JumpStartによるインストール用に Solaris 8をすでに選択している。

Solaris 9 を使用する場合は、適宜、 Solaris_8 を Solaris_9 に置き換えてく
ださい。

� Sun Management Centerベースエージェントのインストール用にデフォルトの場
所 /optをすでに選択している。
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� JumpStartインストールサーバーとプロファイルディレク
トリを作成する

1. JumpStartインストールサーバーと Solarisオペレーティング環境のイメージを作
成します。

a. JumpStartインストールサーバーとして使用するマシンにスーパーユーザーと
してログインします。

b. Solaris installation CD 1 of 2を CD-ROMドライブに挿入します。

c. CD-ROMの Toolsディレクトリに移動します。

# cd /<DiskMountDir>/Solaris_2.8/Tools

d. Solarisオペレーティング環境のインストールイメージを作成します。

./setup_install_server /install-server-directory コマンドを入力します。
ここで、install-server-directoryはインストールイメージを提供するときに使用す
るディレクトリです。次に例を示します。

# ./setup_install_server /export/home/JumpStart/Solaris_8
Verifying target directory...
Calculating the required disk space for the Solaris_8 product
Copying the CD image to disk...
Install Server setup complete

e. (省略可能) Solarisオペレーティング環境の補助製品を JumpStartインストール
サーバーに追加します。

Solaris installation CD 2 of 2を CD-ROMドライブに挿入し、CD-ROMの
Toolsディレクトリに移動します。

./add_to_install_server /install-server-directory コマンドを入力します。
ここで、install-server-directoryはインストールイメージを提供するときに使用す
るディレクトリです。次に例を示します。

# cd /<DiskMountDir>/s0/Solaris_8/Tools
# ./add_to_install_server /export/home/JumpStart/Solaris_8

2. JumpStartプロファイルディレクトリをサーバー上に作成します。

# mkdir /export/home/JumpStart/jumpstart

3. Solaris installation CD 1 of 2を CD-ROMドライブに挿入します。

4. CD-ROMのディレクトリ Solaris_2.8/Misc/jumpstart_sampleから
JumpStartプロファイルディレクトリの
/export/home/JumpStart/jumpstartに JumpStartのサンプルをコピーしま
す。次に例を示します。

# cd /<DiskMountDir>/s0/Solaris_2.8/Misc
# cp -r jumpstart_sample/* /export/home/JumpStart/jumpstart

手順
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5. ネットワークファイルシステム (NFS) デーモン mountd を停止します。

# /etc/init.d/nfs.server stop

6. JumpStartディレクトリを NFS共有します。

インストールクライアントが JumpStartサーバー上のファイルにアクセスできるよ
うにするには、JumpStartディレクトリを NFS共有する必要があります。
/etc/dfs/dfstab ファイルに次の行を追加し、保存して閉じます。

share -F nfs -o ro,anon=0 /export/home/JumpStart

7. ネットワークファイルシステム (NFS) デーモン mountd を起動します。

# /etc/init.d/nfs.server start

� JumpStartインストールサーバーにベースエージェントイ
メージを作成する

1. JumpStartインストールサーバーを作成したマシンにスーパーユーザーとしてログ
インします。

2. CD-ROMドライブに Sun Management Center 3.6 Installation CD 1 of 2を挿入
します。

/ <DiskMountDir>/sbinディレクトリに移動します。

3. ./es-makeagentコマンドを入力して、Sun Management Centerベースエー
ジェントイメージを作成します。

インストールファイルのソースディレクトリとエージェントイメージの対象ディレ
クトリの入力を求めるメッセージが表示されます。

(SPARC ) ソースディレクトリは /<DiskMountDir>/image/sunOS/sparc です。

(x86)ソースディレクトリは /<DiskMountDir> /image/sunOS/i386です。

(Linux)ソースディレクトリは /<DiskMountDir>/image/Linuxです。

対象ディレクトリは、JumpStartインストールサーバー上でエージェントイメージ
が作成されるディレクトリです (例:
/export/home/JumpStart/AgentImage)。

注 –指定した対象ディレクトリが存在しない場合、このディレクトリを作成するか
どうかを問い合わせるメッセージが表示されます。yを入力して、ディレクトリを
作成します。

手順
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次に例を示します。

# ./es-makeagent
Installation files source directory: /<DiskMountDir>/image
Please enter the target directory: /export/home/JumpStart/AgentImage

注 –イメージ作成プロセスは、完了するまでに 30分以上かかることがあります。

4. アドオンエージェントを除外します。

アドオンエージェントコンポーネントを作成しない場合は、エージェントイメージ
のAddonsディレクトリの名前を変更します。

# cd /export/home/JumpStart/AgentImage/disk1/image
# ls -p
Addons/ PE/ Patches/ Webserver/ db/
# mv Addons Addons-temp

� Sun Management Center 3.6インストール応答ファイルと
設定応答ファイルを生成する

1. Sun Management Centerベースエージェントをインストールおよび設定するマシ
ンを選択して、スーパーユーザーとしてログインします。

このマシンはプロトタイプになります。

ヒント – Sun Management Centerがインストールされていないマシンを選択してく
ださい。このようなマシンがない場合は、プロトタイプマシンから SyMONまた
は Sun Management Centerソフトウェアをアンインストールします。アンインス
トールの方法については、SyMONまたは Sun Management Centerソフトウェア
のインストールマニュアルを参照してください。旧バージョンの Sun
Management Centerの構成データを保存しないでください。

2. CD-ROMドライブに Sun Management Center 3.6 Installation CD 1 of 2を挿入
します。

/ <DiskMountDir>/sbinディレクトリに移動します。

3. Sun Management Centerのインストール応答ファイルと設定応答ファイルを格納
するディレクトリをマシンに作成します。

次に例を示します。

# mkdir /response-files

4. Sun Management Centerインストール応答ファイルを生成します。

インストール応答ファイルを生成するには、./es-inst -C /response-file-dir/
install-response-file.cfgコマンドを使用して、ベースエージェントをインストール

手順
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する必要があります。各表記の意味は次のとおりです。

� response-file-dirは、応答ファイルを格納するディレクトリです。
� install-response-fileは応答ファイルの名前です。

次に例を示します。

# ./es-inst -C /response-files/install.cfg

Sun Management Centerをインストールするディレクトリを指定するように求め
るメッセージが表示されます。

a. Sun Management Centerをインストールするディレクトリの名前を指定しま
す。

対象ディレクトリの指定を求めるメッセージが表示されます。デフォルトの場
所は /optです。

Sun Management Centerソフトウェアは、必要となる最小のディスク容量が確
保できれば、システム上の任意の場所にインストールできます。/opt以外の
ディレクトリにインストールする場合は、そのディレクトリ名を入力してくだ
さい。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量は、コマン
ド df -ak で表示できます。

本稼働環境と開発環境のどちらをインストールするかを問い合わせるメッセー
ジが表示されます。

b. 1を入力して本稼働環境を選択し、Returnキーを押します。

注意 –「(2)開発環境(DE)」を選択しないでください。オプション 2は Sun
Management Centerベース製品全体をインストールします。

インストールする Sun Management Centerコンポーネントを選択するよう求め
られます。

c. エージェントコンポーネントだけを選択します。

サーバーコンポーネントをインストールするかどうかを問い合わせるメッセー
ジが表示されたら、 n を入力します。

エージェントコンポーネントをインストールするかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されたら、 y を入力します。
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コンソールコンポーネントをインストールするかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されたら、 n を入力します。

3 component(s) are available for your selection:
Do you want to install the Server component (y|n|q) n
Do you want to install the Agent component (y|n|q) y
Do you want to install the Console component (y|n|q) n

インストールプロセスによってアドオンコンポーネントがチェックされ、アド
オン製品を選択することを求めるメッセージが表示されます。

d. アドオンコンポーネントを選択しないでください。

アドオンを選択するように求めるメッセージが表示されたら、すべてのアドオ
ンについて、nを入力します。

Select the products you want to install:
Advanced System Monitoring (y|n|q) n
Service Availability Manager (y|n|q) n
Performance Reporting Manager (y|n|q) n
Sun Fire Platform Administration (y|n|q) n
Monitoring and Management of A5x00 and T3 devices (y|n|q) n
System Reliability Manager (y|n|q) n
Workgroup Server (y|n|q) n

処理を続行するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。yを入力
して操作を続けます。

e. ディスク容量をチェックします。

Sun Management Centerベースエージェントのインストールに必要なディスク
容量があるかチェックされます。

� 十分な容量がある場合は、ベースエージェントがインストールされます。

� ディスク容量が十分でない場合は、代わりとなるファイルシステムを指定す
るように求められます。空き容量と、必要となる容量が表示されます。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量を表示す
るには、Sun Management Centerエージェントをインストールするマシン
の端末ウィンドウで、df -ak と入力します。

エージェントのインストールが完了したら、設定を実行するかどうかを問い合
わせるメッセージが表示されます。

注意 –設定を実行しないでください。nを入力して、終了します。インストー
ルプロセス内で設定を実行すると、JumpStart終了スクリプトに必要な Sun
Management Center設定応答ファイルが作成されません。
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5. /opt/SUNWsymon/sbin ディレクトリに移動します。

Sun Management Centerを別のディレクトリにインストールした場合は、その
/install-dir/SUNWsymon/sbinディレクトリに移動します。install-dirは、手順 4
で指定したディレクトリです。

6. Sun Management Center 3.6設定応答ファイルを生成します。

Sun Management Center 設定応答ファイルを生成するには、./es-setup -C
/response-file-dir /setup-response-file.cfgコマンドを使用して、ベースエージェント
を設定する必要があります。

� response-file-dirは、応答ファイルを格納するディレクトリです。
� setup-response-fileは応答ファイルの名前です。

次に例を示します。

# ./es-setup -C /response-files/setup.cfg

セキュリティキーを生成するためのシードの入力を求めるメッセージが表示されま
す。

a. セキュリティキーを生成します。

Sun Management Centerプロセス間の通信には、暗号化されたセキュリ
ティキーが必要です。このセキュリティキーは、ユーザーが指定したパスワー
ドシードにもとづいて生成されます。このシードは、空白文字を含まない 1文
字～ 8文字の長さである必要があります。8文字を超えるエントリは 8文字に
切り捨てられます。

注意 –セキュリティシードは、単一のサーバーコンテキストでインストールす
るすべてのマシンで同じものを使用する必要があります。

36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 bで Sun Management
Centerサーバーを設定したときに指定したパスワードシードと同じパスワード
シードを入力します。

パスワードシードの入力を求められたら、再度入力します。

注 –セキュリティを確保するため、パスワードシードは Sun Management
Center設定応答ファイルには格納されません。パスワードシードを指定する方
法としては、JumpStart終了スクリプト内にハードコードする方法と、
JumpStart終了スクリプトを使用して、インストールクライアント上で実行し
たときに入力を求める方法があります。どちらの方法も、147ページ
の「JumpStart終了スクリプトを作成する」で説明しています。

SNMPv1コミュニティ文字列の入力を求めるメッセージが表示されます。
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b. SNMPv1コミュニティセキュリティ文字列を指定します。

SNMPv1コミュニティ文字列はセキュリティのために必要です。デフォルトで
は、publicに設定されます。セキュリティを上げるには、独自の文字列を指
定します。

注意 – SNMPv1コミュニティ文字列は、単一 (同一)のサーバーコンテキストで
インストールするすべてのマシンで同じものを使用する必要があります。

36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 cで Sun Management
Centerサーバーを設定したときに指定したコミュニティ文字列と同じ文字列を
入力します。

� デフォルトコミュニティ文字列の publicを使用する場合は、SNMPv1コ
ミュニティ文字列の入力を求められたときに Returnキーを押します。

� 独自のコミュニティ文字列を指定した場合は、Sun Management Center
サーバーを設定したときに指定したものと同じコミュニティ文字列を指定し
ます。

注 –セキュリティを確保するため、コミュニティ文字列は Sun Management
Center設定応答ファイルには格納されません。コミュニティ文字列を指定する
方法としては、JumpStart終了スクリプト内にハードコードする方法と、
JumpStart終了スクリプトを使用して、インストールクライアント上で実行し
たときに入力を求める方法があります。どちらの方法も、147ページ
の「JumpStart終了スクリプトを作成する」で説明しています。

Sun Management Centerサーバーのホスト名の入力を求めるメッセージが表示
されます。

c. Sun Management Centerサーバーのホスト名を指定します。

Sun Management Centerサーバーがインストールされているマシン名を入力し
ます。

設定プロセスによって、SNMPポートが使用中かどうかが検査されます。

� SNMPポート 161が使用されていない場合は、Sun Management Center
エージェントを起動するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されま
す。手順 eに進みます。

� SNMPポート 161が使用されている場合は、SNMPポート番号を指定する
ように求めるメッセージが表示されます。

d. SNMPポートの衝突を解決します。

36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 fで Sun Management
Centerサーバーを設定したときに指定したポート番号と同じ番号を入力しま
す。
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e. Sun Management Centerエージェントを起動します。

注意 –ネットワークがネットワークアドレス変換 (NAT)を使用している場合
は、nを入力して、Sun Management Centerを起動せずに設定を終了します。
Sun Management Centerを起動する前に、207ページの「NATサポートを有効
にする」で説明している es-config コマンド行ユーティリティを使用して、
NAT用にマシンを構成します。

� この時点で Sun Management Centerベースエージェントを起動する場合
は、 y を入力します。

設定スクリプトは、es-start -A を使用してエージェントを起動します。
es-startコマンドについては、175ページの「es-startによるコンポー
ネントの起動」を参照してください。

Sun Management Centerコンソールの起動方法については、177ページ
の「コンソールの起動」を参照してください。

� Sun Management Centerをあとで起動する場合は、nを入力します。この
マシンで Sun Management Centerエージェントを起動する準備ができた
ら、第 8章を参照してください。

7. インストール応答ファイルと設定応答ファイルを JumpStartプロファイルサー
バーにコピーします。

以前の手順例で、Sun Management Centerインストール応答ファイルの
install.cfgは、プロトタイプマシンのディレクトリ /response-filesに作
成されています。また、Sun Management Center設定応答ファイルの setup.cfg
も /response-filesディレクトリに作成されています。

ここでは、JumpStartプロファイルサーバーの名前が bootserver01で、マシン
bootserver01の JumpStartプロファイルディレクトリが
/export/home/JumpStart/jumpstartであると仮定します。また、プロトタ
イプマシンからの JumpStartプロファイルディレクトリへの書き込みアクセスが有
効になっていると仮定します。この条件で、プロトタイプマシンから Jumpstartマ
シンの JumpStartプロファイルディレクトリに応答ファイルをコピーするには、次
のように入力します。

# cd /response-files
# cp install.cfg /net/bootserver01/export/home/JumpStart/jumpstart
# cp setup.cfg /net/bootserver01/export/home/JumpStart/jumpstart

8. JumpStartプロファイルディレクトリを作成したマシンにスーパーユーザーとして
ログインします。

9. 137ページの「JumpStartインストールサーバーとプロファイルディレクトリを作
成する」の手順 2で作成した JumpStartプロファイルディレクトリに移動しま
す。

10. Sun Management Centerインストール応答ファイルをエディタで開きます。

JumpStartが使用できるように、インストール応答ファイルを編集する必要があり
ます。インストール応答ファイルは、手順 4で指定した名前のファイルです。イン
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ストール応答ファイルに次の変更を加えます。

� SOURCE_DIRECTORYの値を /a/mnt/disk1/imageに変更します。
/a/mnt/disk1/imageは、JumpStart終了スクリプトで指定した $MNTDIRの
値に対応しています。

� TARGET_DIRECTORYの値を /a/target_directoryに変更します。ここで、
target_directoryは、Sun Management Centerベースエージェントがインストー
ルされている各インストールクライアント上にあるディレクトリです。

� SETUP_NOWパラメータの値をゼロに変更します。SETUP_NOWパラメータの値
をゼロに設定すると、Sun Management Centerベースエージェントをインス
トールしたとき、各インストールクライアント上で Sun Management Center設
定が自動的に実行されなくなります。

次の例は、編集を終了したあとの基本的な Sun Management Centerインストール
応答ファイルの例です。

SUNMC_VERSION=3.6
ENVIRONMENT=1
SOURCE_DIRECTORY=/a/mnt/disk1/image
TARGET_DIRECTORY=/a/opt
OSVERS=8
PRTOUT= Sun Microsystems sun4u PCI (UltraSPARC-II 450MHz)
LAYER.SERVER=0
LAYER.AGENT=1
LAYER.CONSOLE=0
SETUP_NOW=0

ベースエージェントはプラットフォームに依存しないため、PRTOUTパラメータの
値は重要ではありません。ただし、JumpStartには、このパラメータが存在してい
る必要があります。PRTOUTパラメータは削除しないでください。

11. Sun Management Center設定応答ファイルをエディタで開きます。

JumpStartが使用できるように、設定応答ファイルを編集する必要があります。設
定応答ファイルは、手順 6で指定した名前のファイルです。次のことを確認し、必
要な場合は、設定応答ファイルに変更を加えます。

� SUNMC_SERVER パラメータに指定されているサーバー名が Sun Management
Center 3.6サーバーマシンの名前であることを確認します。

� START_SUNMCパラメータの値が 1に設定されていることを確認します。
START_SUNMCパラメータの値を 1に設定すると、ベースエージェントを設定
したあと、Sun Management Centerベースエージェントが起動するようになり
ます。

� agent_OPTIONAL_PORTパラメータが存在し、かつ、その値に有効なポート
番号または文字列 DEFAULTが割り当てられていることを確認します。

� 次に示すサンプルの設定応答ファイルのすべてのパラメータが存在することを
確認します。

次の例は、JumpStart編集前後の Sun Management Center設定応答ファイルの例
です。どちらの例でも、bootserver01は Sun Management Centerサーバーマシ
ンの名前です。
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JumpStart編集前の設定応答ファイル
SUNMC_SERVER=bootserver01
agent_OPTIONAL_PORT=1161
START_SUNMC=1

JumpStart編集後の設定応答ファイル
DISABLE_SNMPDX_DAEMON=1
STOP_SNMPDX=1
SUNMC_SERVER=bootserver01
agent_OPTIONAL_PORT=1161
START_SUNMC=1

この例の行 DISABLE_SNMPDX=1は、SNMPデーモンを無効にします。行
STOP_SNMPDX=1は、SNMPデーモンを停止します。行
SUNMC_SERVER=bootserver01は、ベースエージェントの Sun Management
Centerサーバーホストが bootserver01という名前のマシンであることを示しま
す。行 agent_OPTIONAL_PORT=1161は、エージェントにポート 1161を割り当てま
す。行 START_SUNMC=1は、ベースエージェントの設定が完了したときにベースエー
ジェントを起動することを意味します。

� JumpStartプロファイルを作成する

1. JumpStartプロファイルディレクトリを作成したマシンにスーパーユーザーとして
ログインします。

2. 137ページの「JumpStartインストールサーバーとプロファイルディレクトリを作
成する」の手順 2で作成した JumpStartプロファイルディレクトリに移動しま
す。

3. JumpStartプロファイルは、Sun Management Centerベースエージェントをイン
ストールするインストールクライアントの種類ごとに作成します。

JumpStartプロファイルを作成するには、このディレクトリのサンプルから適切な
サンプルのプロファイルをコピーするか、次の例をテンプレートとして使用しま
す。作成した各 JumpStartプロファイルを JumpStartプロファイルサーバーディレ
クトリに保存して、作成した各プロファイルの名前を記録します。

注意 –サンプルのプロファイルを実際のプロファイルとして使用しないでくださ
い。JumpStartの要件に適合するようにプロファイルを編集します。この詳細は、
『Solaris 9インストールガイド』の「プロファイルの作成」を参照してください。

次の例は、JumpStartプロファイルの例です。1番目の例は、Solarisオペレー
ティング環境の新規インストール用のプロファイルです。2番目の例は、Solarisオ
ペレーティング環境のアップグレード用のプロファイルです。

例 6–1

例 6–2

手順
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JumpStartプロファイル例: Solarisオペレーティング環境の新規イ
ンストール用
#
# all_9000_t0+swap
#
install_type initial_install
system_type standalone
partitioning explicit
#
filesys c0t0d0s1 2024 swap
filesys c0t0d0s0 6120 /
filesys c0t0d0s7 free /export/home
#
cluster SUNWCall
package SUNWabe delete
cluster SUNWCapache delete
cluster SUNWCdhcp delete
cluster SUNWClux delete
cluster SUNWCfct delete
cluster SUNWCnet delete
package NSCPcom delete

JumpStartプロファイル例: Solarisオペレーティング環境のアップ
グレードインストール用
install_type upgrade

� JumpStart終了スクリプトを作成する

1. JumpStartプロファイルディレクトリを作成したマシンにスーパーユーザーとして
ログインします。

2. 137ページの「JumpStartインストールサーバーとプロファイルディレクトリを作
成する」の手順 2で作成した JumpStartプロファイルディレクトリに移動しま
す。

3. JumpStart終了スクリプトを作成します。

135ページの「終了スクリプトのセキュリティについて」に目を通します。実際の
セキュリティ要件に応じて、次の終了スクリプト例のいずれかをガイドラインとし
て使用して、終了スクリプトを JumpStartプロファイルディレクトリに作成しま
す。

1番目の例は、パスワードシードとコミュニティ文字列をハードコードした終了ス
クリプトです。2番目の例は、実行時にパスワードシードとコミュニティ文字列の
入力を求める終了スクリプトです。

終了スクリプトは、base_agent_finish.shのように sh拡張子を付けて保存し
ます。

例 6–3

例 6–4

手順
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終了スクリプト例:セキュリティパスワードシードとコミュニ
ティ文字列のハードコード
#!/bin/sh
#
# Program type : Unix bourne shell script
# Description : Standard finish script for installing and
# setting up Sun Management Center core agent
#
#
#
ROOTDIR=${ROOTDIR:-/a} # Root directory for new OS
MNTDIR=${ROOTDIR}/mnt
LOGDIR=${ROOTDIR}/var/tmp/sunmcfinish
SI_CONFIG_DIR=${SI_CONFIG_DIR:-/export/home/JumpStart/jumpstart}
INSTALL_RESP=${SI_CONFIG_DIR}/install.cfg
SETUP_RESP=${SI_CONFIG_DIR}/setup.cfg
#
#
# Begin Main Program
#
#
umask 022
mkdir -p $LOGDIR
#
# Copy the install and setup response file to target system
#
cp ${INSTALL_RESP} $LOGDIR
cp ${SETUP_RESP} $LOGDIR
#
# mount Sun Management Center image
#
mount -F nfs bootserver01:/export/home/JumpStart/AgentImage $MNTDIR
[ $? -ne 0 ] && exit 1
#
# run es-inst with -a -R -T and -A options
# skip the next line for Flash Archive based deployment
# Do not use the -T option if you have specified the TARGET_DIRECTORY
# tag in install.cfg
#
${MNTDIR}/disk1/sbin/es-inst -a -R /a -T /a/opt -A ${LOGDIR}/install.cfg
#
# Clean up any rc script with the same name if present
#
test -f ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart && \
rm -f ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart
rm -f /etc/init.d/SunMCJumpStart
#
# Place rc script in rc3.d and init.d to do setup
# Remember to access es-setup based on the target directory location
#
echo "Creating rc script..."
cat > ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart << EOF
#!/sbin/sh
#

例 6–5
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rm /etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart /etc/init.d/SunMCJumpStart
SECURITY_SEED=abc123
SNMPV1_STRING=private
export SECURITY_SEED SNMPV1_STRING
/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup -e -A /var/tmp/sunmcfinish/setup.cfg
EOF
cp ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart \

${ROOTDIR}/etc/init.d/SunMCJumpStart
exit 0

終了スクリプト例:セキュリティパスワードシードとコミュニ
ティ文字列を実行時に入力
#!/bin/sh
#
# Program type : Unix bourne shell script
# Description : Standard finish script for installing and
# setting up Sun Management Center core agent
#
#
#
ROOTDIR=${ROOTDIR:-/a} # Root directory for new OS
MNTDIR=${ROOTDIR}/mnt
LOGDIR=${ROOTDIR}/var/tmp/sunmcfinish
SI_CONFIG_DIR=${SI_CONFIG_DIR:-/export/home/JumpStart/jumpstart}
INSTALL_RESP=${SI_CONFIG_DIR}/install.cfg
SETUP_RESP=${SI_CONFIG_DIR}/setup.cfg
#
#
# Begin Main Program
#
#
umask 022
mkdir -p $LOGDIR
#
# Copy the install and setup response file to target system
#
cp ${INSTALL_RESP} $LOGDIR
cp ${SETUP_RESP} $LOGDIR
#
# mount Sun Management Center image
#
mount -F nfs bootserver01:/export/home/JumpStart/AgentImage $MNTDIR
[ $? -ne 0 ] && exit 1
#
# Read secure inputs from user who invoked boot net - install
#
echo "Enter Security seed:"
read SECURITY_SEED
echo "Enter SNMP string:"
read SNMPV1_STRING
#
# run es-inst with -a -R -T and -A options
# skip the next line for Flash Archive based deployment

例 6–6
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# Do not use the -T option if you have specified the TARGET_DIRECTORY
# tag in install.cfg
#
${MNTDIR}/disk1/sbin/es-inst -a -R /a -T /a/opt -A ${LOGDIR}/install.cfg
#
# create a temporary es-setup script to use the secure information
# read earlier
# Remember to access es-setup based on the target directory location
#
FILE2=/a/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup
FILE=/a/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup.jumpstart
mv $FILE2 $FILE
count=‘wc -l $FILE‘
count=‘echo $count | cut -d’ ’ -f1‘
ncount=$count
count_enter=‘expr $ncount - 3‘
while [ $ncount -gt 0 ] ; do

k=‘tail -$ncount $FILE | head -1‘
if [ $ncount -eq $count_enter ]
then

echo $k >> $FILE2
echo "SECURITY_SEED=$SECURITY_SEED" >> $FILE2
echo "SNMPV1_STRING=$SNMPV1_STRING" >> $FILE2

else
echo $k >> $FILE2

fi
ncount=‘expr $ncount - 1‘

done
chmod +x $FILE2
#
# Clean up any rc script with the same name if present
#
test -f ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart && \
rm -f ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart \
rm -f /etc/init.d/SunMCJumpStart
#
# Place rc script in rc3.d and init.d to do setup and cleanup
# Remember to access es-setup based on the target directory location
#
echo "Creating rc script..."
cat > ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart << EOF
#!/sbin/sh
#
rm /etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart /etc/init.d/SunMCJumpStart
/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup -e -A /var/tmp/sunmcfinish/setup.cfg
mv /opt/SUNWsymon/sbin/es-setup.jumpstart /opt/SUNWsymon/sbin/es-setup
EOF
cp ${ROOTDIR}/etc/rc3.d/S80SunMCJumpStart \

${ROOTDIR}/etc/init.d/SunMCJumpStart
exit 0
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� JumpStartルールファイルを作成する

1. JumpStartプロファイルディレクトリを作成したマシンにスーパーユーザーとして
ログインします。

2. 137ページの「JumpStartインストールサーバーとプロファイルディレクトリを作
成する」の手順 2で作成した JumpStartプロファイルディレクトリに移動しま
す。

3. JumpStartルールファイルを作成します。

次のサンプルのルールファイルをテンプレートとして使用して、JumpStartプロ
ファイルディレクトリにルールファイルを作成します。

ルールファイル例
#
# rule keywords and rule values begin script profile finish script
# ------------------------------ ------------ ------- --------------

# This rule matches one system:
#
hostname bootserver01 - basic_prof base_agent_finish.sh

# This is a complex rule:
#
network 192.43.34.0 && ! model \
SUNW,SPARCstation-20 - net_prof -

# This rule applies to all
# SUNW,SPARCstation-LX:
#
model SUNW,SPARCstation-LX - lx_prof complete.sh

# Another complex rule:
#
network 193.144.2.0 && karch i86pc init.sh IA_prof done.sh

#
# You can use system attributes like RAM size and architecture to
# classify targets:
#
memsize 16-32 && arch i386 - prog_prof -

# rules are matched top-down. If nothing matches, this rule will apply:
#
any - - generic_prof -

手順

例 6–7
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� JumpStartファイルの妥当性を検査する

1. JumpStartプロファイルディレクトリを作成したマシンにスーパーユーザーとして
ログインします。

2. 137ページの「JumpStartインストールサーバーとプロファイルディレクトリを作
成する」の手順 2で作成した JumpStartプロファイルディレクトリに移動しま
す。

3. ./checkと入力して、JumpStartファイルの妥当性を検査します。

# ./check
Validating rules...
Validating profile basic_prof...
Validating profile net_prof...
Validating profile lx_prof...
Validating profile IA_prof...
Validating profile prog_prof...
Validating profile any_machine...
The custom JumpStart configuration is ok.
# cat rules.ok
hostname bootserver01 - basic_prof base_agent_finish.sh
network 192.43.34.0 && ! model \
SUNW,SPARCstation-20 - net_prof -
model SUNW,SPARCstation-LX - lx_prof complete.sh
network 193.144.2.0 && karch i86pc init.sh IA_prof done.sh
memsize 16-32 && arch i386 - prog_prof -
any - - generic_prof -

� JumpStartサーバーにインストールクライアント情報を追
加する

1. JumpStartサーバーにスーパーユーザーとしてログインします。

2. Solaris installation CD 1 of 2を CD-ROMドライブに挿入します。

CD-ROMの Toolsディレクトリに移動します。

# cd /<DiskMountDir>/s0/Solaris_2.8/Tools

3. 各インストールクライアントのシステム識別情報を確認します。

JumpStartサーバーは、各インストールクライアントに関する次の情報を必要とし
ます。

� 名前
� Ethernetアドレス
� IPアドレス
� アーキテクチャ

手順

手順
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各インストールクライアントにログインし、次のように arpおよび unameコマン
ドを使用して、インストールクライアントの Ethernetアドレス、IPアドレス、名
前、およびアーキテクチャを表示します。

> arp clienthost
clienthost (111.222.123.124) at 8:0:80:e4:23:eb permanent published
> uname -a
SunOS clienthost 5.9 Generic_112233-01 sun4u sparc SUNW

上記の例では、clienthostがインストールクライアントで、その Ethernetアド
レスが 8:0:80:e4:23:eb、IPアドレスが 111.222.123.124、アーキテク
チャが sun4uです。

4. 各インストールクライアントのシステム識別情報を JumpStartサーバーに追加し
ます。

インストールクライアント情報を JumpStartサーバーに追加するには、次のように
add_install_client コマンドを使用します。

add_install_client \
-c JumpStart_profile_server:path_to_configuration_directory \
-s JumpStart_install_server:path_to_operating_environment_image \
-p JumpStart_profile_server:path_to_SYSIDCFG_file \
-e install_client_ethernet_address \
-i install_client_IP_address \
install_client_name install_client_architecture

たとえば、システムが次のように構成されていると仮定します。

� マシン bootserver01は JumpStartブートサーバー兼プロファイルサーバー
兼インストールサーバー

� マシン bootserver01上の JumpStart構成ディレクトリは
/export/home/JumpStart/jumpstart

� マシン bootserver01 上の JumpStart オペレーティング環境イメージディレ
クトリは /export/home/JumpStart/Solaris_8

� システム識別構成ファイルの sysidcfgは JumpStart構成ディレクトリの
/export/home/JumpStart/jumpstart 内に存在

� インストールクライアントの Ethernetアドレスは 8:0:80:e4:23:ebで、IP
addressアドレスは 111.111.123.124

� インストールクライアントの名前は clienthostで、インストールクライアン
トのアーキテクチャは sun4u

このインストールクライアント clienthostを追加するには、次のように
add_install_clientコマンドを使用します。

# ./add_install_client -c bootserver01:/export/home/JumpStart/jumpstart \
-s bootserver01:/export/home/JumpStart/Solaris_9 \
-p bootserver01:/export/home/JumpStart/jumpstart \

-e 8:0:80:e4:23:eb -i 111.111.123.124 \
clienthost sun4u
Adding Ethernet number for clienthost to /etc/ethers
making /tftpboot
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enabling tftp in /etc/inetd.conf
starting rarpd
starting bootparamd
updating /etc/bootparams
copying inetboot to /tftpboot

インストールクライアントのシステム情報を JumpStartサーバーに追加すると、次
の手順で説明するように、JumpStartを使用して、Solarisオペレーティング環境と
Sun Management Centerベースエージェントをインストールできます。

add_install_clientコマンドとオプションの詳細は、
add_install_client(1m)のマニュアルページを参照してください。

5. 各インストールクライアントをブートします。

a. クライアントマシンにシングルユーザーモードで、スーパーユーザーとしてロ
グインします。

b. OK プロンプトで、boot net - install コマンドを入力します。

次に例を示します。

{2} ok boot net - install

JumpStartサーバーからクライアントシステムをブートします。JumpStartプロ
ファイルに指定された Solarisオペレーティング環境がインストールされます。
Solarisオペレーティング環境のインストールが完了すると、Sun Management
Center 3.6ベースエージェントがインストールされ、インストールクライアン
トがリブートします。

インストールクライアントのリブートが完了すると、JumpStart終了スクリプ
トの指定にしたがって、Sun Management Centerベースエージェントが設定さ
れます。この JumpStart終了スクリプトは、JumpStartルールファイルに指定
されたルールによって各インストールクライアントに割り当てられています。
セキュリティパスワードシードと SNMPコミュニティ文字列を終了スクリプト
にハードコードしている場合は、ベースエージェントが自動的に設定されま
す。パスワードシードと SNMPコミュニティ文字列を終了スクリプトにハード
コードしていない場合、インストールクライアントごとにベースエージェント
設定プロンプトに応答する必要があります。

マルチ IPマシンにおけるサーバーと
エージェントの構成
この節では、マルチ IPマシン上で Sun Management Center 3.6のサーバーとエー
ジェントを構成する方法について説明します。
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サーバーの構成
複数の IPインタフェースを持つシステムにインストールする場合、デフォルトでは、
Sun Management Center 3.6サーバーは、すべての IPインタフェース上ですべての
エージェントをサポートするように構成されます。

esmultiipコマンドを使用すると、IPインタフェースを削除または追加したり、そ
の一覧を表示したりできます。esmultiipコマンドの構文は次のとおりです。

esmultiip [-lh] | [ < -a | -d > Host-IP ]

次の表は、esmultiipコマンドのパラメータの説明です。

表 6–2 esmultiipのオプション

オプション パラメータ 定義

複数の IPインタフェースが存
在する場合に、Sun
Management Centerサーバー
でマルチ IP機能を有効にしま
す。

-h esmultiipのオプションの
一覧を表示します。

-l Sun Management Centerサー
バーのアクティブな IPインタ
フェースの全一覧を表示しま
す。

-a Host-IP IPアドレス Host-IPに対応す
るホスト名をサーバーのアク
ティブな IPインタフェースの
一覧に追加します。

-d Host_IP IPアドレス Host-IPに対応す
るホスト名をサーバーのアク
ティブな IPインタフェースの
一覧から削除します。

注 –次の手順では、Sun Management Centerサーバーがマルチ IPマシンのディレク
トリ /optにインストールされていると仮定しています。別のディレクトリにインス
トールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。
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� Sun Management Centerサーバーに IPインタフェースを
追加する

1. マルチ IPのサーバーマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Centerの現在アクティブな IPインタフェースの一覧を表示し
ます。

/opt/SUNWsymon/sbin/esmultiip -l コマンドを入力します。次に例を示し
ます。

# /opt/SUNWsymon/sbin/esmultiip -l
Multi IP configured with active interfaces "10.1.2.111"

3. マシン上にあるすべての IPインタフェースの一覧を表示します。
ifconfig -a コマンドを入力します。次に例を示します。

# ifconfig -a
lo0: flags=1000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 8232 index 1

inet 127.0.0.1 netmask ff000000
hme0: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 2

inet 10.1.2.111 netmask ffffff00 broadcast 10.1.2.255
ether 8:0:20:a8:7a:c9

hme1: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 3
inet 129.1.2.222 netmask ffffff00 broadcast 129.199.199.255
ether 8:0:20:a8:7a:c9

上記の例に示すように、Sun Management Centerサーバーが使用するのは、IPア
ドレス 10.1.2.111の IPインタフェース hme0だけです。

4. IPインタフェースを追加します。
ここでは、IPアドレス 129.1.2.222の IPインタフェース hme1を追加すると仮
定します。このためには、/opt/SUNWsymon/sbin/esmultiip -a
129.1.2.222とコマンドを入力します。

これで、この IPインタフェースが Sun Management Centerサーバーのアクティブ
なインタフェースの一覧に追加されます。

� Sun Management Centerサーバーから IPインタフェース
を削除する

1. マルチ IPのサーバーマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Centerの現在アクティブな IPインタフェースの一覧を表示し
ます。

/opt/SUNWsymon/sbin/esmultiip -l コマンドを入力します。次に例を示し
ます。

# /opt/SUNWsymon/sbin/esmultiip -l
Multi IP configured with active interfaces "10.1.2.111 129.1.2.222"

手順
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3. IPインタフェースを削除します。

ここでは、IPアドレス 129.1.2.222の IPインタフェース hme1を削除すると仮
定します。このためには、/opt/SUNWsymon/sbin/esmultiip -d
129.1.2.222コマンドを入力します。

これで、この IPインタフェースが Sun Management Centerサーバーのアクティブ
なインタフェースの一覧から削除されます。

エージェントの構成
マルチ IPマシンで、Sun Management Center 3.6エージェントとサーバーが異なる IP
インタフェースを使用するように構成されている場合、そのマルチ IPマシン上の Sun
Management Centerエージェントとサーバーは通信できません。

サーバーと同じ IPインタフェースを使用するようにエージェントの構成を変更する必
要があります。

注 –次の手順では、Sun Management Centerエージェントがマルチ IPマシンの
ディレクトリ /optにインストールされていると仮定しています。別のディレクトリ
にインストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてくださ
い。

� マルチ IPマシン上の Sun Management Centerエージェン
トを構成する

1. マルチ IPエージェントマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. エージェントが使用している IPアドレスを確認します。

uname -n コマンドを入力して、マシン名を表示します。

# uname -n
u60-01

エージェントは、uname -n で報告されたマシン名に割り当てられている IP アド
レス上で動作するように構成されています。この例では、エージェントはマシン名
u60–01に割り当てられている IPインタフェース上で動作するように構成されて
います。

3. IPインタフェースのアドレスを確認します。

cat /etc/hosts コマンドを入力して、各 IP アドレスに割り当てられているマシ
ン名を表示します。

次に例を示します。

# uname -n
SunOS u60-01-ip2 5.8 Generic_108528-07 sun4u sparc SUNW

手順
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# cat /etc/hosts
127.0.0.1 localhost
10.1.2.111 u60-01 loghost
10.2.3.222 u60-01-ip2

上記の例では、uname-nによって u60–01が示され、この u60–01は IPインタ
フェース 10.1.2.111に割り当てられています。

Sun Management Centerエージェントが別の IPインタフェースで動作するように
構成する場合は、次の手順で説明するように、その IPインタフェースに使用する
ようにエージェントを割り当て直します。

4. エージェントが動作している場合は、エージェントを停止します。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -A コマンドを入力します。

Sun Management Centerのすべてのプロセスが停止します。

5. マシン名を、目的のインタフェースが割り当てられているマシン名に変更します。

ここでは、エージェントが現在使用している IPインタフェース 10.1.2.111がマシ
ン名 u60–01に割り当てられていると仮定します。マシン名 u60–01-ip2に割り
当てられている IPインタフェース 10.2.3.222を使用するようにエージェントの
割り当て直します。

IPインタフェース 10.2.3.222を使用するようにエージェントの割り当てを変更
するには、uname -S u60–01–ip2 コマンドを入力します。

6. エージェントを設定します。

エージェントが新しい IPインタフェース割り当てを使用できるには、エージェン
トをもう一度設定する必要があります。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup -F コマンドを入力します。

セキュリティキーシードの入力を求めるメッセージが表示されます。

a. Sun Management Centerセキュリティキーを指定します。

36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 bで Sun Management
Centerを設定したときに指定したセキュリティシードパスワードと同じパス
ワードを入力します。もう一度パスワードを入力します。

SNMPv1コミュニティ文字列の入力を求めるメッセージが表示されます。

b. SNMPv1コミュニティ文字列を指定します。

36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 cで Sun Management
Centerを設定したときに指定したコミュニティ文字列と同じ文字列を入力しま
す。デフォルトコミュニティ文字列の publicを使用した場合は、Returnキー
を押します。

server-host-nameが Sun Management Centerサーバーとして構成されたことを
示すメッセージが表示されます。server-host-nameはサーバーがインストールさ
れているマシンの名前です。
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� 表示されたサーバー名が正しい場合は、yを入力します。

� 表示されたサーバー名が正しくない場合は、nを入力します。Sun
Management Centerホスト名の入力を求めるメッセージが表示されます。

サーバーがインストールされているマシンの名前を指定します。

エージェントが新しい IPアドレスを使用するように設定されます。

注 –任意のアドオンエージェントコンポーネントをインストールしていた場
合、アドオンコンポーネントも設定するように求めるメッセージが表示されま
す。

エージェントの構成が完了したら、エージェントを再起動できます。

7. サーバーを再起動します。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-start -A コマンドを入力します。

Microsoft Windowsへの Sun
Management Center 3.6のインストール
Microsoft Windows上にインストールできるのは、Sun Management Centerコンソー
ルと、一部のアドオンのコンソールコンポーネントだけです。コンソールが稼働する
ためには、Solarisネットワークまたは UNIXネットワークからMicrosoft Windows
マシンにアクセスできると同時に、Windowsマシンからもネットワークに対してアク
セスできる状態である必要があります。

注意 – Microsoft Windowsに Sun Management Center 3.6をインストールする前に、
81ページの「Java環境変数とパス」で説明しているように、Java環境変数とパスが
設定されていることを確認してください。JDKのバージョン 1.3.1か 1.4、1.4.1のいず
れかがインストールされて構成されていない場合、インストールは失敗します。

Microsoft Windows 98に Sun Management Center 3.6をインストールする場合は、
84ページの「Microsoft Windows 98のスワップ領域と環境領域」で説明しているよ
うに、最小限必要なスワップ領域と環境領域を設定していることを確認してくださ
い。
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� Microsoft Windows上に Sun Management Center
3.6をインストールする

1. administrator、または管理者権限を持つユーザーとしてログインします。

2. Windowsエクスプローラを実行します。

3. READMEファイルの内容に目を通します。

CD-ROMからインストールする場合は、CD-ROMドライブに Sun Management
Center Disk 1 of 2を挿入します。Windowsエクスプローラを使用して、
/install/windows_install_readme.txtファイルのある場所に移動して、
ファイルを開きます。

Sun Management Centerの CDイメージからインストールする場合は、Windows
エクスプローラを使用して、/net/machine-name/cd-imagedir
/disk1/install/windows_install_readme.txt がある場所に移動して、
ファイルを開きます。

4. Windowsエクスプローラを使用して /install/install.batに移動し、この
ファイルをダブルクリックします。

5. 「ようこそ」ウィンドウが表示されます。

表示された情報が存在するか確認し、「次へ」をクリックしてください。

「インストール先のディレクトリの指定」ウィンドウが表示されます。

6. インストールディレクトリを指定します。

Sun Management Centerをインストールするディレクトリを指定するように求め
るメッセージが表示されます。デフォルトの場所は C:\Program
Files\SUNWsymonです。Sun Management Center 3.6コンソールは、必要とな
る最小のディスク容量が確保できるかぎり、システム上の任意の位置にインストー
ルできます。

「次へ」をクリックして、デフォルトの C:\Program Files\SUNWsymon を使用
するか、ブラウズして、使用するディレクトリを選択し、「次へ」をクリックしま
す。

� ディレクトリが存在する場合は、「アドオン製品の選択」ウィンドウが表示さ
れます。

� ディレクトリが存在しない場合は、そのことが知らされるとともに、ディレク
トリを作成するかどうかの問い合わせが表示されます。

「作成」をクリックします。ウィンドウが閉じます。

「インストール先のディレクトリの指定」ウィンドウで「次へ」をクリックし
ます。

「アドオン製品の選択」ウィンドウが表示されます。

手順
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7. インストールするアドオンを選択し、「次へ」をクリックします。

「ディスク空間のチェック」ウィンドウが表示されます。

� Sun Management Centerをインストールするだけの十分なディスク容量がある
と、「確認」ウィンドウが表示されます。

� 十分なディスク容量がない場合は、ほかのディレクトリを指定するか、ほかの
ディレクトリをブラウズして選択するように求めるメッセージが表示されま
す。

ディスク容量のチェックが再度行われます。ディレクトリに十分な容量がない
場合、十分な容量を確保できるディレクトリを指定するように求めるメッセー
ジが再度表示されます。指定したディレクトリに十分な容量がある場合は、
「確認」ウィンドウが表示されます。

8. インストールについての選択内容を確認します。

選択内容の一覧が表示されます。

� 選択内容を確認します。一覧の内容が正しい場合は、「次へ」をクリックして
Sun Management Centerのインストールを開始します。

� 一覧の内容が正しくない場合は、「戻る」をクリックして「アドオン製品の選
択」ウィンドウに戻り、インストールしたい製品をもう選択し直します。

「インストールしています」画面が表示されます。

9. インストールプロセスを終了します。

約 50%の終了が進捗バーに示されたところで、CD 1のインストールが終了したこ
とが通知され、次の CDを挿入することを求める指示が表示されます。

最初の CDを取り出し、Sun Management Center Disk 2 of 2を挿入します。
CD-ROMドライブの回転が終わるのを待ってから「次へ」をクリックします。

インストールが完了すると、インストールされた製品の一覧が表示されます。「閉
じる」をクリックします。

以上の操作でMicrosoft Windowsに対するインストール処理は終了します。Microsoft
Windowsシステム上の Sun Management Centerコンソールには、設定と構成は必要
ありません。この時点で、177ページの「Microsoft Windowsでコンソールを起動す
る」に示されている方法で Sun Management Centerコンソールを起動できます。

参照
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第 7章

Sun Management Centerのインストー
ル後の作業

この章では、Sun Management Center 3.6の構成と実装の最終仕上げとなるインス
トール後の作業について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 163ページの「ユーザーの設定」
� 165ページの「SNMPデーモンの停止と無効化」
� 167ページの「個別にリリースされたアドオン製品のインストール」
� 169ページの「Sun Management Center検証ツール」

ユーザーの設定
Sun Management Centerサーバーの設定では、
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルが作成されます。

Sun Management Centerユーザーとは、この
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルにログイン名が保存されている有効
な UNIXユーザーです。追加の権限が付与されない限り、デフォルトでは、この
ファイルに表示されるすべてのユーザーは一般アクセス権を持ちます。追加の権限を
付与する方法については、165ページの「セキュリティグループにユーザーを割り当
てる」を参照してください。

ユーザーログイン名が /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersに存在しない場合、
そのユーザーは Sun Management Centerにログインできません。ユーザーが Sun
Management Centerアクセスできるようにするには、そのユーザーの名前を
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルに追加する必要があります。この手
順については、164ページの「Sun Management Centerユーザーを追加する」を参照
してください。
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ユーザーには、アクセスのセキュリティレベルも割り当てる必要があります。Sun
Management Centerは、ユーザーを特定のセキュリティグループに割り当てます。イ
ンストール処理では、デフォルトで次に示す 3つのグループが作成されます。
esops、esadm、 esdomadm。

� esopsは、製品を有効に使用し、その操作を微調整することができるユーザーに
割り当てられるグループです。このタイプのユーザーは、主要な構成変更やアーキ
テクチャー上の変更を行うことはできません。esopsグループは、アクセス権が
大きく制限されます。

� esadmは、モジュールの読み込みや、管理オブジェクトおよびデータプロパ
ティの構成や設定などの特権的な操作を実行できるユーザーに割り当てられるグ
ループです。esadmが持つアクセス権限の種類は esopsよりは多く、esdomadm
より少なくなります。

� esdomadmは、ドメイン管理権限を持つユーザーに割り当てられるグループで
す。このタイプのユーザーは、サーバーコンテキスト内でトップレベルのドメイン
を作成したり、それらのドメイン内のほかの Sun Management Centerユーザーに
権限を割り当てたりできます。これは最高レベルの役割です。

セキュリティグループと役割の詳細は、69ページの「ユーザー、グループ、および役
割の概要」を参照してください。特定の Sun Management Centerセキュリティグ
ループにユーザーを割り当てる方法については、165ページの「セキュリティグルー
プにユーザーを割り当てる」を参照してください。Sun Management Centerのセ
キュリティの詳細は、69ページの「セキュリティ上の推奨事項」を参照してくださ
い。

� Sun Management Centerユーザーを追加する

1. Sun Management Centerサーバーマシンに、スーパーユーザーとしてログインし
ます (su - root)。

2. ファイル /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersの新しい行にユーザー名を追加
します。

追加するユーザー名は有効な UNIXユーザー名でなければなりません。

3. ファイルを保存し、エディタを終了します。

以上の操作で、このユーザーは限定的なアクセス権を持つ一般ユーザーとして Sun
Management Centerにログインできるようになります。このユーザーのアクセス権を
拡大するには、特定のセキュリティグループにこのユーザーを割り当てます。セ
キュリティグループの詳細は、69ページの「ユーザー、グループ、および役割の概
要」を参照してください。
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参照

164 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



� セキュリティグループにユーザーを割り当てる

1. ユーザーログイン名が /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルに存在す
ることを確認します。

2. Sun Management Centerサーバーマシンにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

3. /etc/groupファイルにある次のグループのいずれかの行にユーザーを追加しま
す。esadm、 esops、esdomadm。

各エントリはコンマで区切ってください。たとえば、次のような割り当てを行うと
仮定します。

� sysadmin1および syadmin2をドメイン管理グループ esdomadmに割り当て
� admin1、admin2、および admin3を管理グループ esadmに割り当て
� ops1および ops2をオペレーショングループ esopsに割り当て

ファイル /etc/group内のエントリは次のようになります。

esadm::1000:admin1,admin2,admin3
esdomadm::1001:sysadmin1,sysadmin2
esops::1002:ops1,ops2

各セキュリティグループの詳細は、69ページの「ユーザー、グループ、および役
割の概要」を参照してください。

4. ファイルを保存し、エディタを終了します。

以上の操作で、ユーザーは割り当てられたセキュリティ権限を使用して Sun
Management Centerにログインできるようになります。

SNMPデーモンの停止と無効化
Sun Management Centerエージェントは、デフォルトでは UDP (User Datagram
Protocol)ポート 161を使用して Sun Management Centerサーバーとの通信を行いま
す。Sun Management Centerエージェントは、同じくデフォルトでポート 161を使用
する SNMPエージェント snmpdxと Sun SNMPユーティリティ mibissaに完全に
置き換わるもので、機能が強化されています。

SNMPエージェントの snmpdxは、Solstice Enterprise Agent技術の主要コンポーネ
ントです。snmpdxと mibissaはデーモンプロセスとして動作し、ポート 161で
SNMP要求を待機します。

手順
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注 – (Solaris 10)ポート 161を使用すると、SNMPデーモンの SMAを手動で停止、無
効にするよう求められます。

Sun Management Centerの設定時にポート 161が使用中の場合は、Sun Management
Centerエージェントと Sun Management Centerサーバーに別のポートを指定する
か、そのままポート 161を使用するか選択することができます。ここで、ポート 161
を使用する場合は、SNMPエージェントデーモンを停止して無効にすることができま
す。

注意 –ポート 161を使用する場合で SNMPデーモンの停止と無効化を手動で行うこと
を選択したときは、ポート 161を使用するすべてのプロセスを停止するまで Sun
Management Centerは起動しません。

次の作業は、Sun Management Centerエージェントがインストールされているあらゆ
るマシンに該当するものです。

� snmpdxを手動で停止、無効にする

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力して、snmpdxデーモンを停止します。

# /etc/rc3.d/S76snmpdx stop

3. 次のコマンドを入力して、snmpdxデーモンを無効にします。

# mv /etc/rc3.d/S76snmpdx /etc/rc3.d/s76snmpdx

注 –システムのリブート時に、名前が大文字の「S」から始まるスクリプトが自動
的に起動します。名前が小文字の「s」で始まるスクリプトは自動的には実行され
ません。

システムには、ポート 161を利用している古い SNMPエージェントまたは SNMPプ
ロセスがほかにも存在することがあります。 snmpdx を停止して無効にしても Sun
Management Centerを起動できない場合は、agent.logファイル
(/var/opt/SUNWsymon/log/agent.log)で、ポートの衝突がないかどうかを確認
してください。

手順
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� SMAを手動で停止、無効にする

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力して、SMAデーモンを停止、無効にします。

# /etc/init.d/init.sma stop

個別にリリースされたアドオン製品のイ
ンストール
個別にリリースされたアドオン製品は、次の 2つの手順でインストールします。

� 製品のマニュアルに示されている方法でアドオン製品をインストールする

� Sun Management Center設定ウィザード es-guisetupまたはコマンド行スクリ
プト es-setupを使用してそのアドオン製品を設定する

ヒント –複数のアドオンをインストールし、その後 es-guisetupコマンドを使用し
てそれらのアドオンをすべてまとめて設定できます。

� es-guisetupを使用してアドオン製品を設定する

1. アドオンがインストールされている Sun Management Centerマシンに、スーパー
ユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Centerがある sbinディレクトリへ移動します。次に例を示し
ます。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin

/opt以外のディレクトリに Sun Management Centerをインストールしている場
合は、その /installdir/SUNWsymon/sbin に移動します。installdir はインストール
時に指定したディレクトリです。

3. es-guisetupスクリプトを実行します。

# ./es-guisetup

「ようこそ」画面が表示されます。

4. 「次へ」をクリックします。
「拡張セットアップオプション」画面が表示されます。

手順
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5. 「アドオンの構成」を選択し、「次へ」をクリックします。

「Sun Management Center基本製品のセットアップ完了」画面が表示されます。

6. 「次へ」をクリックします。

� どのアドオンもまだ設定されていない場合は、アドオンの一覧と、それらのア
ドオンが設定されることを知らせるメッセージが表示されます。「次へ」をク
リックし、示されたアドオンの設定処理を開始してください。

� 1つ以上のアドオンがすでに設定されている場合は、それらのアドオンが示さ
れるとともに、まだ設定されていないアドオンの一覧も示されます。

設定するアドオン (1つ以上)を選択し、「次へ」をクリックしてください。

選択された各アドオンの設定画面が順に表示され、それらのアドオンに必要な
情報の入力を求めるメッセージが表示されます。必要に応じ、要求された情報
を入力してください。選択した各アドオン製品の詳細は、それらのマニュアル
を参照してください。

アドオン製品の設定が失敗した場合は、ログファイルで詳細の確認を求める指
示が表示されます。詳細は、このログファイルを参照してください。

アドオン設定処理が完了したところで、インストールと設定が行われているア
ドオンコンポーネントの一覧が表示されます。「次へ」をクリックして Sun
Management Centerを起動するかあるいは「閉じる」で設定処理を終了して
Sun Management Centerをあとで起動するように求めるメッセージが表示され
ます。

� es-setupを使用してアドオン製品を設定する

1. アドオンがインストールされている Sun Management Centerマシンに、スーパー
ユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Centerがある sbinディレクトリへ移動します。次に例を示し
ます。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin

/opt 以外のディレクトリに Sun Management Center をインストールしている場
合は、その /installdir/SUNWsymon/sbin に移動します。installdir はインストール
時に指定したディレクトリです。

3. アドオンのディレクトリ名を確認します。

ディレクトリ installdir/SUNWsymon/addons の内容を表示してください。次に例
を示します。

# ls -p /opt/SUNWsymon/addons
AdvancedMonitoring/ PRM/ SystemManagement/ storage/
EServices/ SunfireSun4dConfigReader/ wgs/

手順
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4. es-setup -p add-on-name を入力して、アドオンを設定します。add-on-name はア
ドオンのディレクトリ名です。次に例を示します。

# ./es-setup -p SunfireSun4dConfigReader

指定されたアドオンの設定処理が始まります。アドオンの設定が終了すると、Sun
Management Centerエージェントプログラムと Sun Management Centerサーバー
プロセスを起動するかどうかの問い合わせがあります。

� Sun Management Centerエージェントとサーバーを起動する場合は、yと入力
します。

� Sun Management Centerエージェントとサーバーを起動せずに終了する場合
は、nと入力します。

Sun Management Center検証ツール
Sun Management Center検証ツール es-validateは、システムにこのソフトウェア
がインストールされたあとでインストール情報と設定情報のチェックと検証を行うた
めのツールです。このツールは、任意のベースコンポーネントレイヤーをインストー
ルする際に自動的にインストールされます。

es-validateを実行すると、指定したパラメータに応じて次の情報が表示されま
す。

� ローカルホストにインストールされている Sun Management Centerベース製品の
バージョン

� ホストにインストールされている Sun Management Centerベースコンポーネント
レイヤー

� 本稼働環境または開発環境のどちらがインストールされているか

� ホストにインストールされている Sun Management Centerベースパッケージすべ
ての一覧

� ホストにインストールされている Sun Management Centerアドオンパッケージす
べての一覧と各パッケージのバージョン

� Sun Management Centerのベースインストールディレクトリ (BASEDIR)

� インストールされている Sun Management Centerパッチ ID

� Solarisオペレーティング環境のバージョン

� Sun Management Centerインストールで使用されているディスク容量

この検証ツールは、次に示すようにシステムの機能面もチェックします。

� システムにインストールされた製品に互換性があるかを確認する

� Sun Management Centerベース製品とアドオン製品がすでに設定されているかを
チェックする
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� Sun Management Centerデータベースが正常に稼働するかをチェックする

� Sun Management Center Webサーバーが稼働しているかを確認する

� 現在の Sun Management Centerサーバーのサーバーコンテキスト内に存在するす
べてのエージェントを表示するとともに、サーバーコンテキストにおけるエー
ジェントの接続状態をチェックする

� コマンド行インタフェースが正常に稼働するかを確認する

es-validateのオプション
es-validateコマンドの構文は次のとおりです。

es-validate [-s server [-r serverport] [-u user-name [-p password ]]] [-a
agenthost [-b agentport] [-d]] [-c] [-o outfile]

次の表は、es-validateのパラメータの説明です。

表 7–1 es-validateのオプション

オプション パラメータ 説明

-a agenthost エージェントホストマシン agenthostとの接続性を
チェックします。

-b agentport agentportに関連付けられた SNMPポート番号。

-c -sオプションで指定された Sun Management
Centerサーバーのコンテキスト内に存在するすべ
てのエージェントを表示します。

-d agenthost上のエージェントのバージョン番号を表
示します。

-o outfile es-validateの出力をファイル outfileに保存し
ます。outfileは、絶対パスで指定する必要があり
ます。デフォルトでは /tmp内に不規則な名前で
ファイルが作成されます。

-p password -uuser-nameのパスワード。このパラメータを指
定せずに、-uuser-nameだけ指定すると、パスワー
ドの入力が求められます。

-r serverport Sun Management Center RMIポート番号。このパ
ラメータを指定しないと、ポート 2099が使用され
ます。

-s server Sun Management Centerサーバーホスト名。この
パラメータを指定しないと、現在のホストが使用
されます。
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表 7–1 es-validateのオプション (続き)
オプション パラメータ 説明

-u user-name Sun Management Centerサーバーとの接続に使用
されるユーザー名。-u user name はログイン
チェックに必須のパラメータです。
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第 8章

Sun Management Centerの起動と停止

この章では、Sun Management Centerの起動と停止の方法について説明します。

� 173ページの「Linuxエージェントがサポートするコマンド」
� 174ページの「Solarisプラットフォームでのコンポーネントの起動」
� 177ページの「コンソールの起動」
� 178ページの「Solarisプラットフォームでのコンポーネントの停止」

注 –この章の手順は、Sun Management Centerがデフォルトのファイルシステム
/optにインストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにイン
ストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

Linuxエージェントがサポートするコマ
ンド
Linuxエージェントがサポートしているコマンドは次のとおりです。

� es-start
� es-stop
� es-config
� es-dt
� es-inst (遠隔インストールはサポートされていない)
� es-uninst
� es-makeagent
� es-load-default
� es-platform
� es-run
� es-trapdest
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� es-validate
� es-setup

Solarisプラットフォームでのコンポーネ
ントの起動
この節では、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行スクリプトを
使用して Sun Management Centerコンポーネントを起動する方法について説明しま
す。

注 – Solaris 10の場合、サービスの実行に失敗すると、サービス管理機能 (SMF)に
よってそのサービスが開始されます。サービスは、es-stop を使用してのみ停止で
きます。

es-guistartによるコンポーネントの起動
この GUIウィザードを使用することで、次の手順に従って特定の Sun Management
Centerコンポーネントを起動できます。

� es-guistart を使用して Sun Management Center を起
動する

1. 起動する Sun Management Centerコンポーネントがあるマシンにスーパーユー
ザーとしてログインします。

2. /opt/SUNWsymon/sbinディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを入力して起動ウィザードを実行します。

# ./es-guistart

「起動するコンポーネントの選択」画面が表示されます。

マシンにインストールされているコンポーネントに応じて、次の 1つまたは複数の
オプションを選択できます。

� サーバーコンポーネントを起動
� Sun Management Centerエージェントを起動

手順
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� プラットフォームエージェントを起動
� プラットフォームエージェントのインスタンスを起動

4. 起動するコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。

「コンポーネントを起動しています」画面が表示され、各コンポーネントのステー
タスが示されます。

es-startによるコンポーネントの起動
es-startコマンド行スクリプトを使用して、特定の Sun Management Centerコン
ポーネントを起動できます。es-startコマンドの構文は次のとおりです。

es-start -achlYAS [-y instance-name] [ -- args... ]

注 – es-startは、SMFを使用して Sun Management Serverサービスを開始しま
す。

次の表は、es-startコマンドのパラメータの説明です。

表 8–1 es-startのオプション

オプ
ション パラメータ 定義

-a エージェントを起動します

-c コンソールを起動します

-c --- -XmxNNm 64Mバイトのデフォルトヒープサイズでコンソールを起動
します

-c --- -p port-number コンソールを起動し、port-numberを使用してデフォルト
ポートを上書きします

-c
-n

login-file コンソールを起動し、login-fileを使用して、ユーザー名とパ
スワード、ホスト、ポート情報を提供します

-h es-startのオプションを一覧を表示します

-l プラットフォームエージェントを起動します

-y instance-name プラットフォームエージェントの新しいインスタンスを起
動します (instance-nameはプラットフォームインスタンスの
名前)

-Y プラットフォームエージェントのインスタンスをすべて起
動します

-A コンソール以外のコンポーネントをすべて起動します
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表 8–1 es-startのオプション (続き)
オプ
ション パラメータ 定義

-S サーバーとサーバーのサブコンポーネントをすべて起動し
ます

-S --- -XmxNNm サーバーおよびすべてのサーバーコンポーネントを起動し
ます (引数は、起動時にコンソールまたはサーバーに渡され
る)

login-file は、-c および - n オプションと組み合わせて、ログイン情報を読み出すテキ
ストファイルの指定に使用します。書式は次のとおりです。

username=user-name
password=password
serverhost=local-host
serverport=port-namber

注 –コンソールを起動するユーザーは、login-fileで指定したユーザー名と同じである
必要があります。

次の例は、es-startとそのパラメータの使用方法を示しています。

Sun Management Centerプロセスをすべて起動するには、次のように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -A

ログイン情報を指定したファイル、login-fileを使用して、コンソールを自動的に起動
するには、次のように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c -n login-file

コンソールとサーバー、エージェントを起動するには、次のように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -Ac

コンソールの起動時に最大のヒープサイズを指定するには、es-start -cパラメータ
と -Xパラメータを使用します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c -- -Xmx100m

コンソールを起動するときに特定のポートを指定するには、 es-start の -c および
-pパラメータを使用します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c -- -p 2090

サーバーの起動時に最大のサーバーヒープサイズを指定するには、es-startの -s
パラメータと -Xパラメータを使用します。

# es-start -S -- -Xmx100m
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コンソールの起動
この節では、SolarisプラットフォームとMicrosoft Windows上の Sun Management
Centerコンソールを起動する方法について説明します。

� Solarisプラットフォームでコンソールを起動する
方法
この手順は、Linuxプラットフォームでも使用できます。

1. Sun Management Centerコンソールをインストールしてある Solarisマシンに、
権限を付与された Sun Management Centerユーザーとしてログインします。

2. /opt/SUNWsymon/sbinディレクトリに移動します。

3. 次のように入力して Sun Management Centerコンソールを起動します。

# ./es-start - c &

「Sun Management Centerログイン」画面が表示されます。

4. 「ログイン ID」フィールドに自分の Sun Management Centerユーザー名を入力
します。

5. 「パスワード」フィールドに自分の Sun Management Centerパスワードを入力
します。

6. Sun Management Centerサーバーレイヤーがインストールされているサーバーの
名前を入力します。

7. 「ログイン」をクリックします。

Sun Management Centerサーバーに対する接続が確立され、ログインが認証され
ます。Sun Management Centerの Javaコンソールが表示されます。

� Microsoft Windowsでコンソールを起動する

1. 「Sun Management Centerログイン」ウィンドウにアクセスします。

Sun Management Centerショートカットアイコンをダブルクリックするか、ある
いは「スタート」、「プログラム」、「Sun Management Center」、「コンソー
ル」の順に選択してください。
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「Sun Management Centerログイン」ウィンドウが表示されます。また、Sun
Management Centerによって実行されるコマンドを表示するコマンドプロンプト
ウィンドウも表示されます。

2. 「ログイン ID」フィールドに自分の Sun Management Centerユーザー名を入力
します。

3. 「パスワード」フィールドに自分の Sun Management Centerパスワードを入力
します。

4. Sun Management Centerサーバーレイヤーがインストールされているサーバーの
名前を入力します。

5. 「ログイン」をクリックします。

Sun Management Centerサーバーに対する接続が確立され、ログインが認証され
ます。コンソールが表示されます。

Solarisプラットフォームでのコンポーネ
ントの停止
この節では、GUIとコマンド行スクリプトを使用して Sun Management Centerコン
ポーネントを停止する方法について説明します。

es-guistopによるコンポーネントの停止
この GUIウィザードを使用し、特定の Sun Management Centerコンポーネントを停
止できます。

� es-guistop を使用して Sun Management Center コン
ポーネントを停止する

1. 停止する Sun Management Centerコンポーネントがあるマシンにスーパーユー
ザーとしてログインします。

2. /opt/SUNWsymon/sbinディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを入力して停止ウィザードを実行します。

# ./es-guistop

「停止するコンポーネントの選択」画面が表示されます。
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マシンにインストールされているコンポーネントに応じ、次のオプションの 1つ以
上を選択できます。

� サーバーコンポーネントを停止
� Sun Management Centerエージェントを停止
� プラットフォームエージェントを停止
� プラットフォームエージェントのインスタンスを停止

4. 停止するコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。

「コンポーネントを停止しています」画面が表示されます。各コンポーネントのス
テータスが示されます。

es-stopによるコンポーネントの停止
es-stopコマンド行スクリプトを使用して、特定の Sun Management Centerコン
ポーネントを停止できます。es-stopコマンドの構文は次のとおりです。

es-stop -ahlYAS [-y instance-name]

注 – Solarisでは、es-stopは SMFによって管理されているサービスを停止します。

次の表は、es-stopコマンドのパラメータの説明です。

表 8–2 es-stopのオプション

オプション パラメータ 定義

-a Sun Management Centerエー
ジェントを停止します

-h es-stopのオプションを一覧
表示します

-l プラットフォームエージェン
トを停止します

-y instance-name instance-nameという名前のプ
ラットフォームエージェント
インスタンスを停止します

-Y プラットフォームエージェン
トのインスタンスをすべて停
止します

-A コンソール以外のすべての
Sun Management Centerコン
ポーネントを停止します
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表 8–2 es-stopのオプション (続き)
オプション パラメータ 定義

-S Sun Management Centerサー
バーとすべてのサーバーコン
ポーネントを停止します

次の例は、es-stopと、このコマンドのパラメータの使用方法を示しています。

Sun Management Centerプロセスをすべて停止するには、次のように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -A

エージェント以外の Sun Management Centerプロセスをすべて停止するには、次のよ
うに入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -S
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第 9章

Sun Management Centerの管理

この章では、Sun Management Centerのバックアップやセキュリティキーの再生成な
どの管理作業や、Sun Management Center 3.6インストール時の構成に関する問題を
解決するための作業について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 181ページの「Sun Management Centerのバックアップと復元」
� 186ページの「セキュリティキーの再生成」
� 188ページの「SNMPデーモンとレガシーエージェント」
� 192ページの「ポートアドレスの再構成」
� 201ページの「別のサーバーへのエージェントの割り当て」
� 205ページの「ファイアウォール環境での Sun Management Centerの使用」
� 206ページの「ネットワークアドレス変換サポートの有効化」

注 –この章の手順は、Sun Management Centerがデフォルトのファイルシステム
/optにインストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにイン
ストールした場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

Sun Management Centerのバック
アップと復元
es-backupコマンドを使用して、データベース内のベース製品やアドオン製品の
データ、また /var/opt/SUNWsymon/cfg 内の構成データのすべてをバックアップ
できます。es-restoreコマンドは、以前のバックアップからデータベースおよび構
成データを復元します。
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es-backupの使用
es-backupを使用したデータベースと構成データのバックアップは、次のような場
合に行います。

� 通常の保守の一環としての定期的なバックアップ
� ハードウェアやオペレーティング環境をアップグレードする前のバックアップ
� Sun Management Centerのアップグレード前後のバックアップ
� 新規インストールした Sun Management Centerの設定後のバックアップ

es-backupコマンドによるオンラインバックアップの実行方法については、『Sun
Management Center 3.6ユーザーガイド』の「データベースのバックアップと復元」
を参照してください。

es-backupコマンドの構文は次のとおりです。

es-backup [ -h ] [ -c ] [-y] [ -d dir] [ -o ] [ -e ]

次の表は、es-backupコマンドのパラメータの説明です。

表 9–1 es-backupのオプション

オプション パラメータ 説明

-c コールドバックアップを実行します。

-d dir データベースと構成データを dirディレクトリ
にバックアップします。

-e バックアップサイズの推定値を報告します。

-h es-backupのオプションを一覧表示します。

-o オンラインバックアップを実行します。

-y 非対話形式のバックアップを実行します。この
モードでは、Sun Management Centerプロセス
の停止を求められたり、バックアップディレク
トリの入力を求められたりしません。

注 – --dオプションを使用してバックアップ
ディレクトリが指定されなかった場合、データ
ベースおよび構成データはすべて
/var/opt/SUNWsymon/backupディレクトリ
にバックアップされます。

データが失われるのを最小限に抑え、可能な限り新しいデータを維持するには、
es-backupを定期的に実行して、システム障害の場合に最新のデータを回復できる
ようにすることを推奨します。es-backup -y スクリプト用の cron エントリを作成
し、定期的にスクリプトを実行するようにしてください。cronエントリの一部とし
て、/var/opt/SUNWsymon/backupの内容を代替ディレクトリにコピーすることも
可能です。
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注 –デフォルトでは、非対話形式のバックアップでは、
/var/opt/SUNWsymon/backupの内容が上書きされます。前回、非対話形式で Sun
Management Centerデータをバックアップし、そのバックアップを残す場合は、非対
話形式のバックアップを実行する前に /var/opt/SUNWsymon/backupの内容を別
の場所にコピーしてください。

次の手順は、Sun Management Centerサーバーがデフォルトのディレクトリ /optに
インストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにインストール
した場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

� Sun Management Centerデータを手作業でデフォルトの
ディレクトリにバックアップする

1. Sun Management Centerサーバーマシンにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

2. Sun Management Centerのすべてのプロセスを停止します。

/opt/SUNWsymon/es-stop -A を入力して、Return キーを押します。

3. Sun Management Centerデータをバックアップします。

/opt/SUNWsymon/es-backupコマンドを入力して、Returnキーを押します。

まだ動作している Sun Management Centerプロセスがある場合は、Sun
Management Centerを停止する必要があることを示すメッセージが表示されま
す。

継続するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。yを入力して、
Returnキーを押します。

4. バックアップディレクトリを指定します。

バックアップを格納するディレクトリパスを求めるメッセージが表示されます。デ
フォルトの場所として、/var/opt/SUNWsymon/backupが示されます。

� このデフォルトのバックアップアップディレクトリ
/var/opt/SUNWsymon/backupを使用する場合は、Returnキーを押しま
す。

前回のバックアップでデフォルトのバックアップディレクトリ
/var/opt/SUNWsymon/backupを使用した場合は、古いバックアップを削除
するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

� 古いバックアップを残す場合は、nを入力してバックアッププロセスを終了
し、/var/opt/SUNWsymon/backupを別のディレクトリにコピーしま
す。

手順
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� 古いバックアップを上書きする場合は、yを入力します。

es-backupは動作中のプロセスをすべて停止してから、データベースと構成
データを /var/opt/SUNWsymon/backupにバックアップします。バック
アップが完了すると、es-backupによって、すべての Sun Management
Centerプロセスが起動されます。

� 別のバックアップディレクトリを指定する場合は、そのディレクトリの名前を
入力して、Returnキーを押します。

次に例を示します。

# Enter full directory path to store the backup data files
[/var/opt/SUNWsymon/backup]: /backup-set-1

ディレクトリが存在しない場合は、作成するかどうか問い合わせがあります。
yを入力して、Returnキーを押します。

es-backupは動作中のプロセスをすべて停止してから、指定されたディレク
トリにデータベースと構成データをバックアップします。バックアップが完了
すると、es-backupによって、すべての Sun Management Centerプロセスが
起動されます。

5. バックアップの妥当性を検査します。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-restore -c コマンドを入力して、Return キーを
押します。

バックアップファイルへのディレクトリパスを入力するよう求められます。デ
フォルトのバックアップアップディレクトリパスとして、
/var/opt/SUNWsymon/backup が示されます。

� このデフォルトのバックアップアップディレクトリ
/var/opt/SUNWsymon/backupを使用していた場合は、Returnキーを押し
ます。

� 別のバックアップディレクトリを指定していた場合は、そのディレクトリのフ
ルパスと名前を入力して、Returnキーを押します。

es-restoreが、バックアップディレクトリ内のデータの妥当性を検査します。
バックアップデータが有効であるかどうかを示すメッセージが表示されます。

� バックアップが有効でない場合は、バックアップログファイルの
/var/opt/SUNWsymon/install/backup_host-name. date and time
string.process-idを調べます。

– host-nameは、バックアップの作成に使用したサーバーの名前です。
– date and time stringは、バックアップを作成した年、日付、および時刻で
す。

– process-idは、バックアップを作成したes-backupセッションのプロセス
IDです。

� バックアップが有効な場合は、安全のため、バックアップディレクトリを別の
ディレクトリにコピーします。
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es-backupログファイル /var/opt/SUNWsymon/install/backup_
host-name.date and time string. process-idです。

� host-nameは、バックアップの実行に使用したサーバーの名前です。
� date and time stringは、バックアップを実行した年、日付、および時刻です。
� process-idは、es-backupセッションのプロセス IDです。

es-restoreの使用
たとえば、システムに障害が発生したためにデータベースが壊れた場合、Sun
Management Center のデータベースと構成データを復元するには、es-restore コ
マンドを使用します。

es-restoreコマンドの構文は次のとおりです。

es-restore [-h] [-c] [ -d dir] [-y] [-f]

次の表は、es-restoreコマンドのパラメータの説明です。

表 9–2 es-restoreのオプション

オプション パラメータ 説明

-c バックアップファイルの妥当性検査だけ行いま
す。データは復元しません。

-d dir dirにあるバックアップファイルからデータを復
元します。

-h es-restoreのオプションを一覧表示します。

-f データベーススキーマを強制的に再作成しま
す。

-y デフォルトの応答を使用します。

次の手順は、Sun Management Centerがデフォルトのディレクトリ /optにインス
トールされていることを前提にしています。別のディレクトリにインストールした場
合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

� デフォルトのバックアップディレクトリから Sun
Management Centerデータを復元する

1. Sun Management Centerサーバーマシンにスーパーユーザーとしてログインしま
す。

2. Sun Management Centerのすべてのプロセスを停止します。

/opt/SUNWsymon/es-stop -A を入力して、Return キーを押します。

手順
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3. /opt/SUNWsymon/sbin/es-restore コマンドを入力します。

まだ動作している Sun Management Centerプロセスがある場合は、Sun
Management Centerを停止する必要があることを示すメッセージが表示されま
す。

継続するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。yを入力して、
Returnキーを押します。

4. バックアップディレクトリを指定します。

バックアップファイルへのディレクトリパスを入力するよう求められます。デ
フォルトの場所として、/var/opt/SUNWsymon/backupが示されます。

� デフォルトのバックアップディレクトリの /var/opt/SUNWsymon/backupか
ら Sun Management Centerデータを復元する場合は、Returnキーを押しま
す。

� 別のバックアップディレクトリから Sun Management Centerデータを復元する
場合は、そのディレクトリ名を入力して、Returnキーを押します。

Sun Management Centerのすべてのプロセスが停止します。es-restoreが、指
定されたディレクトリ内のデータの妥当性を検査します。

� バックアップデータが壊れている場合は、そのことを示すメッセージが表示さ
れて、es-restore が終了し、システムプロンプトに戻ります。

指定した別のディレクトリから Sun Management Centerデータを復元しない
で、Sun Management Centerを再起動する場合は、
/opt/SUNWsymon/sbin/es-start -A コマンドを入力して、Return キーを
押します。

� バックアップデータが有効な場合は、指定されたディレクトリからデータベー
スと構成データが復元されます。

復元が完了すると、es-backupによって、すべての Sun Management Center
プロセスが再起動されます。

es-restoreのログファイルは、/var/opt/SUNWsymon/install/restore_
host-name.date and time string. process-idです。

� host-nameは、復元の実行に使用したサーバーの名前です。
� date and time stringは、復元を実行した年、日付、および時刻です。
� process-idは、es-restoreセッションのプロセス IDです。

セキュリティキーの再生成
セキュリティキーは、Sun Management Centerサーバーとエージェント間の通信を有
効にするために使用されます。サーバーとエージェントは、それぞれのセキュリ
ティキーが異なると互いに通信できません。
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Sun Management Centerコンポーネントのセキュリティキーは Sun Management
Centerの設定作業で作成され、デフォルトの設定は次のとおりです。

� 有効 Sun Management Centerユーザー: espublicと esmaster
� Sun Management Centerのスーパーユーザー: esmaster

Sun Management Centerソフトウェアは、生成されたセキュリティキーが一意になる
ように、8文字のパスワード文字列をシードとして使用します。シードは、設定時に
作成する必要があります。この場合、サーバーコンテキストごとにすべてのサーバー
設定とエージェント設定に同じシードを使用する必要があります。サーバーコンテキ
ストの詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の「アクセス制御の
定義と制限」を参照してください。

Sun Management Centerの設定では、特殊ユーザーの espublicと esmaster用の
UNIXアカウントは作成されません。これらのユーザー IDを使用して Sun
Management Centerコンソールにログインする必要性が生じることはありません。こ
れらの IDは、プロセス間の内部通信用として予約されています。しかし、一部の障
害追跡プロセスではこれらのユーザー IDの 1つを使用してログインするように要求
する可能性があります。このような要求がある場合は、ユーザー IDを作成し、続い
て通常の UNIXコマンド useraddと passwdを使用してパスワードを割り当てる必
要があります。esmasterユーザー IDは通常の権限チェックが省略されるため、こ
の IDは慎重に使用してください。通常のオペレーションには、既存のログインアカ
ウントを使用してください。

Sun Management Centerの設定では、必要に応じ既存のユーザーを Sun Management
Center管理者として指定できます。このユーザー IDは、esusersファイルばかりで
なく、esadmおよび esdomadmグループにも追加されます。セキュリティと Sun
Management Centerスーパーユーザーの詳細は、『Sun Management Center 3.6ユー
ザーガイド』の第 18章「Sun Management Centerのセキュリティ」を参照してくだ
さい。

次に示す状況のどちらか一方または両方が発生した場合は、コンポーネントのセ
キュリティキーを生成し直す必要があります。

� Sun Management Centerエージェントの 1つで UDPポートの変更があった

� Sun Management Centerエージェントホストのホスト名または IPアドレスの変更
があった

注 – Sun Management Centerサーバーのホスト名または IPアドレスを変更すること
はできません。
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� セキュリティキーを再生成する

注 –この例で使用している shared-secretは、サーバーコンテキスト内の全マシンに共
通する最大 8文字の非公開文字列を意味します。この文字列は、スクリプト
base-usm-seed.shの引数として必要です。デフォルトの文字列 (maplesyr)が用
意されていますが、必要に応じ独自のパスワードを指定できます。この非公開文字列
(パスワード)は、プロセス間の通信のためのキーを生成するために使用されます。

次の作業は、Sun Management Centerサーバーまたはエージェント、あるいはサー
バーとエージェントの両方がインストールされたマシンに適用できます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. /opt/SUNWsymon/sbin ディレクトリに移動します。

3. セキュリティキーを再生成します。

� エージェントレイヤーだけをインストールしている場合は、次のように入力し
てください。

# ./es-run base-usm-seed.sh -s shared-secret -c agent -u public

� サーバーレイヤーだけをインストールしている場合は、次のように入力してく
ださい。

# ./es-run base-usm-seed.sh -s shared-secret -c topology -u public
# ./es-run base-usm-seed.sh -s shared-secret -c trap event cfgserver servers

� エージェントレイヤーとサーバーレイヤーの両方をインストールしている場合
は、次のように入力してください。

# ./es-run base-usm-seed.sh -s shared-secret -u public

4. Sun Management Centerサーバーを再起動します。

詳細は、『Sun Management Center 3.6 Software Installation Guide』を参照してく
ださい。

SNMPデーモンとレガシーエージェント
この節では SNMPの概要を述べるとともに、レガシー SNMPエージェントを Sun
Management Centerエージェントのサブエージェントとして構成する方法について説
明します。

手順
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SNMPの概要
Sun Management Centerサーバーは、SNMPを使用して Sun Management Center
エージェントと通信します。SNMPは、トポロジマネージャー、構成マネージャー、
トラップハンドラなどのようなほかのサーバーコンポーネントとも通信を行います。
これに対して、Sun Management Centerサーバーは RMI (リモートメソッド呼び出し)
を使用して Sun Management Centerコンソールと通信を行います。

Sun Management Centerコンポーネントの SNMPポートは、次の 2つのファイルに
定義されます。

� ファイル /var/opt/SUNWsymon/cfg/domain-config.xは、Sun
Management Centerコンポーネントが動作するあらゆるマシンに存在します。

� ファイル /var/opt/SUNWsymon/cfg/server-config.xは、Sun
Management Centerサーバーコンポーネントがインストールされたマシン上に存
在します。

ファイル domain-config.xには、SNMPベースの Sun Management Centerエー
ジェントごとに 1つの構成ブロックが含まれます。各構成ブロックには、対応する
エージェントのポートアドレスを定義する行が 1つ以上含まれます。Sun
Management Centerサーバーのデフォルトのポートは、ファイル
server-config.xに定義されています。

161以外のポートアドレスを使用する Sun Management Centerエージェントがインス
トールされたホストは、「オブジェクトの作成」ウィンドウを使用して手動で管理ド
メインに追加できます。あるいは、検出パラメータにポート番号を指定してこれらの
ホストを自動的に検出することもできます。「オブジェクトの作成」ウィンドウの詳
細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の第 3章「手動によるトポロ
ジデータベースへのオブジェクト追加」を参照してください。ホストを自動的に検出
する方法についての詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』の第 4
章「検出マネージャによるトポロジデータベースへのオブジェクト追加」を参照して
ください。ポート 161以外に指定できるのは 1つのポート番号だけであるため、代替
ポート番号を選択してすべてのエージェントインストールに使用する必要がありま
す。

レガシー SNMPエージェントをエージェントのサ
ブエージェントとして定義する
レガシー SNMPエージェントとは、Sun Management Centerエージェントフレーム
ワークに含まれない SNMPエージェントのことです。1つ以上のレガシーエージェン
トを Sun Management Centerで使用する場合は、それらのエージェントを Sun
Management Centerエージェントのサブエージェントとして構成する必要がありま
す。

次の基準を満たすかぎり、どのようなレガシー SNMPエージェントでも Sun
Management Centerエージェントのサブエージェントとして構成できます。
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� レガシーエージェントが 161以外のポートで稼働できる

� そのレガシーエージェント構成において、レガシーエージェントをデーモンプロセ
スではないプロセスとして稼働させることができる

� レガシーエージェントMIB定義ファイルが存在する

次の作業は、Sun Management Centerサーバーまたはエージェント、あるいはサー
バーとエージェントの両方がインストールされたマシンに適用できます。

� レガシー SNMPエージェントをエージェントのサブエー
ジェントとして構成する

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. /var/opt/SUNWsymon/cfg/subagent-registry-d.x ファイルが存在しない
場合は、/opt/SUNWsymon/base/cfg ディレクトリからファイルをコピーしま
す。

# cp /opt/SUNWsymon/base/cfg/subagent-registry-d.x /var/opt/SUNWsymon/cfg/

3. /var/opt/SUNWsymon/cfg/subagent-registry-d.x ファイルにある次のブ
ロックに類似したブロックを見つけます。

# sa2 = {
# type = legacy
# persist = false
# snmpPort = "20001"
# errorAction = restart
# startCommand = "/usr/lib/snmp/mibiisa -p %port"
# stopCommand = "kill -9 %pid"
# pollInterval = 60
# pollHoldoff = 60
# oidTrees = 1.3.6.1.2.1
# snmpVersion = SNMPv1
# securityLevel = noauth
# securityName = espublic
# }

4. 行の先頭にあるコメント記号 (#)を削除して、コードを次のようにします。

sa2 = {
type = legacy
persist = false
snmpPort = "20001"
errorAction = restart
startCommand = "/usr/lib/snmp/mibiisa -p %port"
stopCommand = "kill -9 %pid"
pollInterval = 60
pollHoldoff = 60
managedTrees = "mib-2 sun"
oidTrees = 1.3.6.1.2.1
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snmpVersion = SNMPv1
securityLevel = noauth
securityName = espublic

}

5. これらの行を次のように変更します。

� sa2は、エージェントの一意のサブエージェント名に変更します。

� typeには legacyに設定します。

� Sun Management Centerエージェントの終了時にサブエージェントが停止する
場合は、persistを falseに設定します。この値が trueの場合は、Sun
Management Centerエージェントはその終了時にサブエージェントを停止し
ません。

� snmpPortには、サブエージェントを実行する UDPポート番号を設定しま
す。

� errorActionには、restart、ignore、または killのいずれかを設定し
ます。restartオプションを使用すると、Sun Management Centerエー
ジェントはサブエージェントとの通信時にエラーが発生した場合に再起動を試
みます。

� startCommandには、サブエージェントの起動に必要なコマンドを設定しま
す。このコマンドには %portを含める必要があります。これは、snmpPort
で指定された値に置き換えられます。

� stopCommandに、プロセス停止用のコマンドを設定します。サブエージェン
トプロセスのプロセス ID (PID)は、%pidで表すことができます。

� pollIntervalには、Sun Management Centerエージェントがサブエー
ジェントをポーリングする時間 (秒単位)を設定します。

� pollHoldoffには、Sun Management Centerエージェントがサブエージェン
トを起動してから、最初のポーリングが実行するまでの時間 (秒単位)を設定し
ます。

� oidTreesには、サブエージェントで管理される SNMP OIDを空白文字で区
切った一覧を設定します。

� snmpVersion には、SNMPv1、 SNMPv2、または SNMPv3 のいずれかを設定
します。

� securityLevel には、priv、 auth、または noauth のいずれかを設定しま
す。

� securityNameには、使用する SNMPv1コミュニティ名または SNMPv2セ
キュリティ名を設定します。

詳細は、ファイル subagent-registry-d.x内の説明を参照してください。

6. Sun Management Centerを停止し、再起動して、変更を適用します。

a. /opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -A と入力して Sun Management Center
を停止します。

すべてのプロセスが正常に停止するのを待ちます。
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b. /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -A と入力して Sun Management Center
を起動します。

すべてのプロセスが正常に起動するのを待ちます。

詳細は、第 8章を参照してください。

ポートアドレスの再構成
この節では、ポートアドレスが衝突する場合の Sun Management Centerソフト
ウェアの構成方法について説明します。表 9–3の各 Sun Management Centerコン
ポーネントのデフォルトポートの一覧を参照してください。

注 – Sun Management Centerの設定時には、各デフォルトポートが使用中であるかど
うかがチェックされます。デフォルトポートが使用中でない場合は、デフォルトポー
トが割り当てられます。ポートが使用中の場合は、別のポートを指定できます。どち
らの場合も、ポートの割り当ては、189ページの「SNMPの概要」に示されているよ
うに構成ファイルに保存されます。

デフォルトのポート
Sun Management Centerコンポーネントが使用するデフォルトポートは、システム上
にすでにインストールされているほかのプロセスによって使用されている可能性があ
ります。デフォルトのポート割り当てによって Sun Management Centerをインス
トールすると、ポートの衝突が起きて Sun Management Centerを起動できない場合
があります。Sun Management Centerの設定時には、各コンポーネントのポートが
チェックされ、代替ポートまたはデフォルトポートを割り当てるよう求めるメッセー
ジが表示されます。

次の表は、Sun Management Centerコンポーネントと各コンポーネントのデフォルト
ポートの一覧です。特定のポートが使用中であるかどうかをチェックする方法につい
ては、193ページの「特定のポートが使用中であるかどうかを確認する」を参照して
ください。

表 9–3 Sun Management Centerのデフォルトポートアドレス

レイヤー コンポーネント デフォルトポート番号

エージェント エージェント 161

サーバー トラップハンドラ 162
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表 9–3 Sun Management Centerのデフォルトポートアドレス (続き)
レイヤー コンポーネント デフォルトポート番号

サーバー イベントマネージャ 163

サーバー トポロジマネージャ 164

サーバー 構成マネージャ 165

サーバー プラットフォーム 166

高度なシステム監視ア
ドオン

システムイベントと構成監視コンポーネント
cstservice

167

サーバー エージェント情報をキャッシングするコン
ポーネント Metadata

168

サーバー サーバー RMI 2099

サーバー データベース 2521

サーバー グループ化 5600

Tomcat Webサーバー 8006

サーバー Webサーバーのデフォルトポート 8080

サーバー Webサーバーのセキュアポート 8443

� 特定のポートが使用中であるかどうかを確認する

� 端末ウィンドウで、/bin/netstat -an | grep portnumber を入力します。ここ
で、portnumberは照会するポート番号です。次に例を示します。

# /bin/netstat -an | grep 8443
#

� そのポートが使用されていない場合、上記のようにコマンド行プロンプトだけ
が返されます。

� ポートが予約されているか、あるいは使用中の場合は、そのポートのステータ
スが返されます。次に例を示します。

# /bin/netstat -an | grep 1161
# *.1161 Idle
# /bin/netstat -an | grep 8080
# 172.16.0.0.8080 *.* 0 0 24576 0 LISTEN

この例の 172.16.0.0は、 netstatコマンドを入力したマシンの IPアドレ
スです。

Sun Management Centerポートの再構成
Sun Management Centerポートの構成には、es-configコマンドを使用します。

手順
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次に、es-configコマンドを使用して Sun Management Centerのポート割り当てを
再構成する手順例を示します。

� エージェント SNMPポートを再構成する

1. Sun Management Centerサーバーレイヤーマシンにスーパーユーザーとしてログ
インします。

2. 未使用のポートを見つけます。

193ページの「特定のポートが使用中であるかどうかを確認する」を参照してくだ
さい。

3. /opt/SUNWsymon/sbin/es-config -p agent を入力します。

es-configは、Sun Management Centerプロセスをすべて停止します。プロセス
の停止後、Sun Management Centerコンポーネントに現在割り当てられている
ポート番号が表示されます。続いて、エージェントに割り当てられているポート番
号が表示され、ポート番号の入力を求めるメッセージが表示されます。

# ./es-config -p agent
Following ports are occupied by Sun Management Center:
161,162,163,164,165,167,168,166,5600,2099,8080,8443.

Sun Management center agent component is presently using port:161
Hit RETURN key to continue with present configuration.
Enter the port number you would like to use for agent component

[ 1100 to 65535 ]:

4. 割り当てるポート番号を入力するか、Returnキーを押して、デフォルトのポート
割り当て (161)を使用します。

Sun Management Centerコンポーネントを起動するかどうか問い合わせがありま
す。

5. Sun Management Centerコンポーネントを起動する場合は y、コンポーネントを
起動しない場合は nと入力します。

� サーバー RMIポートアドレスを再構成する

1. Sun Management Centerサーバーレイヤーマシンにスーパーユーザーとしてログ
インします。

2. 未使用のポートを見つけます。

193ページの「特定のポートが使用中であるかどうかを確認する」を参照してくだ
さい。

3. /opt/SUNWsymon/sbin/es-config -p rmi と入力します。

es-configは、Sun Management Centerプロセスをすべて停止します。プロセス
の停止後、Sun Management Centerコンポーネントに現在割り当てられている

手順

手順
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ポート番号が表示されます。続いて、サーバーに割り当てられているポート番号が
表示され、ポート番号の入力を求めるメッセージが表示されます。次に例を示しま
す。

# ./es-config -p rmi
Following ports are occupied by Sun Management Center:
161,162,163,164,165,167,168,166,5600,2099,8080,8443.

Sun Management center agent component is presently using port:2099
Hit RETURN key to continue with present configuration.
Enter the port number you would like to use for rmi component

[ 1100 to 65535 ]:

4. 割り当てるポート番号を入力するか、Returnキーを押して、デフォルトのポート
割り当てを使用します。

Sun Management Centerコンポーネントを起動するかどうか問い合わせがありま
す。

5. Sun Management Centerコンポーネントを起動する場合は y、コンポーネントを
起動しない場合は nと入力します。

es-configの使用
es-configコマンドの構文は次のとおりです。

es-config [-Adhmnq] [-p sunmc_component] [-c sunmc_component:channel]
[-r | -o | -u usmuser] [-f filename] [-a option] [-P MinPort:MaxPort] [-W
webuser] [-M module[-k lauser| -l lauser | -s]]

次の表は、es-configのパラメータの説明です。

表 9–4 es-configのオプション

オプション パラメータ 説明

-A すべてのポートを構成します。

-a option データベースを、アーカイブログモードかアーカイブ
ログなしのモードに設定します。

-o Oracleメモリーを再構成します。
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表 9–4 es-configのオプション (続き)
オプション パラメータ 説明

-P component:MinPort:MaxPortプローブメカニズムが使用するポートの範囲を構成し
ます。MaxPortは先頭のポート番号、MaxPortは最後
のポート番号です。ポートの範囲は 20以上でなければ
なりません (例: 1024:1124)。-Pに指定する最小ポート
数は 20です。これらのポートは、Sun Management
Centerサーバーとエージェント間の通信のために臨時
のコマンドを実行する目的でプローブメカニズムに
よって使用されます。有効なポート番号は 1024から
64500です。

<component>に有効な値は、serverと consoleです。

注 –ファイアウォールを介して Sun Management
Centerサーバーとエージェント間の通信をサポートす
るには、このポート範囲を構成する必要があります。

-d すべてのポートを 3.6のデフォルト値に戻します。表
9–3を参照してください。

-c sunmc_component:channel 記録されているコンポーネントチャネルを有効または
無効にします。チャネルを制御できる有効な Sun
Management Centerコンポーネントは、topology、
cfgserver、event、cstservice、trap、
metadata、agent、platform、および
platform_instancesです。有効なチャネルは、
debug、info、error、status、および historyで
す。

-f file-name 再シードの際に —r オプションと併用します。指定さ
れてファイルからシードとコミュニティ文字列を読み
取り、esdコンポーネントをシードします。このファイ
ルは次の形式です。

ES_SECURITY_SEED=seed
ES_SNMPV1_STRING=string

seedは再シードに使用するシード、stringはコミュニ
ティ文字列です。このファイルはスーパーユーザーの
所有で、スーパーユーザーのみ読み取り/書き込みを許
可するようにします。これは、不正なユーザーに
よってシードが読み取られる可能性があるためです。

-h es-configオプションの一覧を表示します。

-m es-mcp-users構成ファイルにユーザー名リストを加
えることによってモジュール構成伝播を構成します。

-n ネットワークアドレス変換サポートを有効にします。
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表 9–4 es-configのオプション (続き)
オプション パラメータ 説明

-p sunmc_component Sun Management Centerコンポーネント
component-nameで使用されるようにポートを構成しま
す。有効なコンポーネントは topology、
cfgserver、event、cstservice、trap、
metadata、rmi、agent、grouping、HTTP、
HTTPS、platform、および platform_instances
です。

-q esdコンポーネントを起動しないでスクリプトを終了し
ます。デフォルトでは、スクリプトは、終了する前に
esdコンポーネントの起動を試みます。

-r 製品のコンポーネントを再シードします。SUNWcryま
たは SUNWcsl パッケージがインストールされている
場合、このオプションが指定されていると、SNMP暗
号化 (プライバシ)を有効にするかどうかが問い合わせ
られます。詳細は、『Sun Management Center 3.6
ユーザーガイド』の「SNMP暗号化 (プライバシ)」を
参照してください。

-u username SNMPv3エージェント上にローカルに存在する User
Security Model (USM)テーブルにユーザーを追加しま
す。 <username>は、USMテーブルに追加する
SNMPv3ユーザーの名前です。ユーザー名を入力し
て、Returnキーを押すと、パスフレーズ (最小 8文字)
を入力して、確認入力するよう求められます。このパ
スフレーズは、SNMPv3通信に必要なキーの生成に使
用されます。

-W webuser 指定されたユーザーをWebサーバーの起動/停止ユー
ザーに設定または変更します。Sun Management
Centerサーバーは、Tomcat Webサーバーを起動/停止
するデフォルトユーザーとして noaccessを使用しま
す。

-M module ローカルアクセスユーザーのモジュール
名。-k、-l、-sのいずれかと組み合わせて使用しま
す。

-k lauser 指定されたローカルアクセスユーザーを削除します。
これは、サービス管理機能 (SMF)、Module
Configuration Propagation、Solaris Container Manager
モジュールに適用できます。

-l lauser 指定されたローカルアクセスユーザーを追加します。
これは、サービス管理機能 (SMF)、Module
Configuration Propagation、Solaris Container Manager
モジュールに適用できます。
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表 9–4 es-configのオプション (続き)
オプション パラメータ 説明

-s 全ローカルアクセスユーザーを表示します。これは、
サービス管理機能 (SMF)、Module Configuration
Propagation、Solaris Container Managerモジュールに
適用できます。

複数のトラップ宛先
Sun Management Centerエージェントに複数の二次トラップ宛先を指定するには、
es-trapdestコマンドを使用します。「二次」トラップ宛先 (ゼロまたは複数)は、
一次トラップ宛先に送信されたのと同じトラップ群を受信します。二次トラップ宛先
はイベントトラップを受信しません。デフォルトでは、二次トラップ宛先に送信され
るトラップはすべて、publicのコミュニティで SNMPv2cを使用します。二次ト
ラップ宛先のセキュリティレベルは noauthです。

es-trapdestコマンドの使用
二次トラップ宛先を管理するには、es-trapdestコマンドを使用します。

es-trapdestコマンドの構文は次のとおりです。

es-trapdest [-c] [-a host:port] [-v] [-u] [-f] [-d entrynum ] [-l]

表 9–5 es-trapdestのオプション

オプション パラメータ 説明

-c デフォルトのコンポーネ
ントは SunMCコンポー
ネント (エージェント、
プラットフォームなど)
エージェント。

-l 現在指定されている二次
トラップ宛先の一覧を表
示します。
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表 9–5 es-trapdestのオプション (続き)
オプション パラメータ 説明

-d entrynum 現在指定されている二次
トラップ宛先を削除しま
す。 entrynumは、現在
指定されている二次ト
ラップ宛先から削除する
宛先の番号です。
entrynumは、-lオプ
ションに示された番号で
ある必要があります。

-a host: port 新しい二次トラップ宛先
を追加します。

-v SNMPバージョン
(SNMPv1、SNMPv2c、
SNMPv2u、または
SNMPv3のいずれか)

-u SNMPユーザー/コ
ミュニティ

-f トラップフィルタ。宛先
に送信する OIDまたは
トラップ名のリスト。先
頭要素が NOTの場合、
指定以外のすべてのト
ラップが送信されます。

es-trapdest -a コマンドで新しい二次トラップ宛先を追加するときには、 次のパ
ラメータも指定できます。

-v version SNMPのバージョンを指定します (SNMPv1、SNMPv2c、SNMPv2u、
または SNMPv3のいずれか)。

-u user SNMPコミュニティまたはユーザー名を指定します。

-f filter トラップフィルタを指定します。

トラップフィルタの指定
トラップフィルタの指定では、フィルタ条件の一覧を指定します。つまり、数値の
OID接頭辞、あるいは、次のようなニーモニックのトラップ名を連続して指定しま
す。

� sunmcTraps
� snmpTraps
� coldStart
� warmStart
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� linkDown
� linkUp
� authenticationFailure

トラップ名 sunmcTrapsは Sun Management Centerエンタープライズ固有なすべて
のトラップの OID接頭辞を表し、トラップ名 snmpTrapsは SNMP RFCで定義され
ているすべての標準トラップの OID接頭辞を表します。

トラップフィルタは正または負で指定できます。正のフィルタは、トラップを送信す
ることを意味します。負のフィルタは、トラップを送信しないことを意味します。負
のフィルタを指定するには、最初の条件として NOTを指定します。

たとえば、標準の SNMPトラップだけを二次トラップ宛先に転送するには、-f
"snmpTraps"というフィルタを指定します。

Sun Management Centerエンタープライズ固有なトラップ以外のすべてのトラップを
二次トラップ宛先に転送するには、-f "NOT sunmcTraps" というフィルタを指定し
ます。

注 –空白が含まれるフィルタを指定するときには、シェルが解釈を誤ることがないよ
うに、引用符で囲む必要があります。

次のコマンドは、Sun Management Centerエージェントの warmStartトラップと
coldStartトラップだけを受信する二次トラップ宛先として machine02:162を追
加します。

es-trapdest -a machine02:162 -f "warmStart coldStart"

プラットフォームエージェントのインスタンス
プラットフォームエージェントの各インスタンスは独自の二次トラップ宛先を持つこ
とができます。プラットフォームエージェントの特定のインスタンスに二次トラップ
宛先を指定するには、es-trapdestコマンドに -c instanceオプションを指定しま
す。instanceはプラットフォームエージェントのインスタンスの名前です。
es-trapdestコマンドに -cオプションを指定しない場合、es-trapdestコマンド
は agentのデフォルト値を使用して、Sun Management Centerエージェントコン
ポーネントの二次トラップ宛先を管理します。
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登録トラップの構成
エージェントは、ユーザーが指定する間隔で登録トラップに送信するように構成でき
ます。パラメータ agentRegisterHoldOffは、最初の登録トラップを送信すると
きの初期遅延を制御します。デフォルトでは、このパラメータの値は 90秒です。こ
のパラメータの値を変更するには、ファイル
/var/opt/SUNWsymon/cfg/domain-config.xを編集します。たとえば、この値
を 120秒に設定するには、上記ファイルで次のように入力します。

agent = {
agentServer = <myHostname>

..
agentRegisterHoldOff = 120

}

このパラメータの値は、最小 60秒から最大 300秒の範囲にします。

パラメータ agentRegisterRetryは、なんらかの理由で初期トラップが失われ、構
成サーバーが受信できなかった場合に、エージェント登録トラップを再送信するとき
の間隔を制御します。デフォルトでは、このパラメータの値は 300秒です。登録ト
ラップが失われた場合、エージェントは構成サーバーが受信するまで、この間隔で登
録トラップを再送信します。

このパラメータの値は 300秒から 900秒までの間である必要があります。たとえば、
この値を 450秒に設定するには、上記ファイルで次のように入力します。

agent = {
agentServer = <myHostname>

..
agentRegisterRetry = 450

}

最小値より小さい値が指定された場合は、最小値 (300秒)が使用されます。最大値よ
り大きい値が指定された場合は、最大値 (900秒)が使用されます。値を指定しな
かった場合、システムは 300秒 (デフォルト値)が使用されます。

別のサーバーへのエージェントの割り当
て
この節では、1台の Sun Management Centerサーバーによって監視されているエー
ジェントを別の Sun Management Centerサーバーに割り当てる方法について説明し
ます。
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次の作業は、エージェントが Sun Management CenterサーバーMachine-Aによって
現在監視されており、このエージェントを Sun Management Centerサーバー
Machine-Bに割り当てるという状況を想定しています。

エージェントを別のサーバーに割り当て直す作業は、次に示す 2つの主要な手順から
構成されます。

� 別のサーバーにエージェントを割り当て直す
� 元のサーバーからエージェントのキャッシュエントリを消去する

エージェントが別のサーバーに再割り当てされた時点では、そのエージェントの元の
サーバーにキャッシュエントリがまだ残っています。このキャッシュエントリは、ア
クセスの衝突が起きないように es-servercontrol.shスクリプトを使用して元の
サーバーから消去する必要があります。元のサーバーからキャッシュエントリを消去
しないと、元のサーバーはこのエージェントのアクセスを継続できることになりま
す。

� 別のサーバーにエージェントを割り当てる

1. エージェントマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. 別のサーバーにエージェントを割り当て直します。

別のサーバーにエージェントを割り当てるには、コマンド es-setup -F を使用し
てエージェントを再設定する必要があります。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-setup -F と入力します。

セキュリティキーシードの入力を求めるメッセージが表示されます。

3. セキュリティシードを入力します。

Sun Management Centerプロセス間の通信には、暗号化されたセキュリティキー
が必要です。このキーは、ユーザーが指定するパスワード (空白文字を含まない 1
～ 8文字)にもとづいて生成されます。8文字を超えるエントリは 8文字に切り捨
てられます。

必ず、36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 bの初期インストー
ルおよび設定プロセスで指定したセキュリティシードパスワードと同じパスワード
を入力します。

a. セキュリティキーを生成するためにシードのパスワードを入力します。

b. パスワードをもう一度入力します。

SNMPv1コミュニティ文字列の入力を求めるメッセージが表示されます。

手順
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4. SNMPv1コミュニティセキュリティ文字列を指定します。

コミュニティ文字列は SNMPセキュリティに使用されます。

必ず、36ページの「Sun Management Centerの設定」の手順 cの初期インストー
ルおよび設定プロセスで指定したコミュニティ文字列と同じ文字列を入力します。

Sun Management CenterサーバーとしてMachine-Aが構成されていることを知ら
せるメッセージが表示されます (Machine-Aはエージェントが現在割り当てられて
いるサーバーの実際の名前)。次に例を示します。

# Machine-A appears to be configured as your Sun Management Center server.
Is this correct (y|n|q)

nと入力します。Sun Management Centerサーバーホスト名の入力を求める
メッセージが表示されます。

5. エージェントの新しい割り当て先とするサーバーホストの名前を入力します。

サーバーの名前を入力します。次に例を示します。

Machine-A appears to be configured as your Sun Management Center server.
Is this correct (y|n|q) n
Please enter the Sun Management Center Server Hostname: Machine-B

Sun Management Centerエージェントを起動するかどうか問い合わせがありま
す。

6. エージェントを起動します。

� この時点で Sun Management Centerを起動する場合は、yと入力します。

設定スクリプトが、es-start -A を使用して Sun Management Center を起動
します。es-startコマンドについては、175ページの「es-startによるコ
ンポーネントの起動」を参照してください。

Sun Management Centerコンソールの起動方法については、177ページの「コ
ンソールの起動」を参照してください。

� Sun Management Centerをあとで起動する場合は、nを入力します。このマシ
ンで Sun Management Centerエージェントを起動する準備ができたら、
第 8章を参照してください。

7. 元のサーバーにスーパーユーザーとしてログインします。

8. /opt/SUNWsymon/base/sbin/es-servercontrol.sh コマンドを入力しま
す。

� 環境変数 ESROOTが設定されている場合は、Sun Management Centerサー
バーホスト名の入力を求めるメッセージが表示されます。手順 10に進みます。

� 環境変数 ESROOTが設定されていない場合は、そのことが知らされ、ESROOT
ディレクトリの指定を求めるメッセージが表示されます。
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9. ESROOTディレクトリを指定します。

環境変数 ESROOTは、Sun Management Centerの SUNWsymonディレクトリの位
置を示します。

# The ESROOT environment variable is not set.
Enter ESROOT [/opt/SUNWsymon]:

Returnキーを押して、表示されたデフォルトの /opt/SUNWsymonを使用する
か、SUNWsymonディレクトリのフルパスを入力します。

10. Sun Management Centerサーバーホスト名を指定します。

サーバーのホスト名を入力するよう求められます。

Enter the hostname of the Sun Management Center server [Machine-A]:

Returnキーを押して、表示されたデフォルトのホスト名を使用するか、サーバー
ホスト名を入力します。このサーバーホスト名は、エージェントが割り当てられた
本来のサーバーの名前でなければなりません。

サーバーポートを指定するよう求められます。

11. Sun Management Centerサーバーポートを指定します。

サーバーポートは、Sun Management Centerサーバーによって使用される RMI
(リモートメソッド呼び出し)ポートです。詳細は、表 9–3を参照してください。

現在の RMIポートが表示されます。

Enter the port of the Sun Management Center server [2099]:

Returnキーを押して、表示されたポートをそのまま使用するか、RMIに使用する
ポートを入力します。

Sun Management Centerスーパーユーザー IDの入力を求めるメッセージが表示さ
れます。

12.スーパーユーザー IDを指定します。

スーパーユーザー IDは、当初のインストールおよび設定処理で割り当てた管理
ユーザー IDです。

現在のスーパーユーザー IDが表示されます。

Enter the Sun Management Center Superuser ID [esmaster]:

Returnキーを押して、表示された IDをそのまま使用するか、管理 IDを入力しま
す。

スーパーユーザーパスワードの入力を求めるメッセージが表示されます。

13.パスワードを入力します。

サーバー制御機能の一覧が表示されます。
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14.サーバーキャッシュを消去します。

1と入力して、「Clear the Server Context Cache」を選択します。次に例を示しま
す。

Select one of the following Server control functions:
0) View the Server Context Cache
1) Clear the Server Context Cache
2) Remove a host from the Server Context Cache
3) Remove a host:port from the Server Context Cache
4) View the SNMP OID (Finder) Cache
5) Clear the SNMP OID (Finder) Cache
6) Remove a host from the SNMP OID (Finder) Cache
7) Remove a host:port from the SNMP OID (Finder) Cache
8) Remove a host:port from the Cfgserver Engines Table
9) Exit

Please Enter Your Selection [9]:1

サーバーキャッシュが消去され、サーバー制御リストが再び表示されます。9と入
力して、サーバー制御を終了し、システムプロンプトに戻ります。

ファイアウォール環境での Sun
Management Centerの使用
ファイアウォールは、ネットワーク間のアクセスを制御するソフトウェアまたはハー
ドウェアデバイスです。ファイアウォールは、1つのネットワークが別のネットワー
クに接続する場所 (企業イントラネットが世界規模のインターネットに接続する場所
など)に設置されます。セキュリティに対する認識が高まる中、多くの組織はファイ
アウォール技術を使用して自社のネットワーク内にセキュリティポリシーを導入して
います。Sun Management Centerソフトウェアは分散アーキテクチャーモデルを使用
しているため、ユーザーは Sun Management Centerがファイアウォール用に使用す
るポートを es-configを使用して制限する必要があります。

次に、es-configコマンドを使用して Sun Management Centerファイアウォール
ポートの割り当てを 6000から 6150の範囲に制限する手順例を示します。
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� ファイアウォールのポート範囲を制限する

1. Sun Management Centerサーバーレイヤーマシンにスーパーユーザーとしてログ
インします。

2. 使用されていないポートの範囲を確認します。

193ページの「特定のポートが使用中であるかどうかを確認する」を参照してくだ
さい。

3. /opt/SUNWsymon/sbin/es-config -P 6000:6150 と入力します。

注 –先頭のポート番号と最後のポート番号は 100以上離れている必要があります。

es-configは、Sun Management Centerプロセスをすべて停止します。プロセス
の停止後、Sun Management Centerコンポーネントに現在割り当てられている
ポート番号が表示されます。新しい構成に合わせて
/var/opt/SUNWsymon/cfg/domain-config.xが更新されたことを知らせる
メッセージが表示されます。

Sun Management Centerコンポーネントが起動されます。

ネットワークアドレス変換サポートの有
効化
ネットワークでネットワークアドレス変換 (NAT)が使用されている場合は、Sun
Management Center 3.6をインストールして設定したあとで NATサポートを有効に
する必要があります。次に示す手順でネットワーク内のサーバー、エージェント、お
よびコンソールマシンごとに NATサポートを有効にするまで、Sun Management
Centerは起動できません。NATに関する詳細は、付録 Dを参照してください。

次の手順は、Sun Management Centerサーバーがデフォルトのディレクトリ /optに
インストールされていることを前提にしています。別のディレクトリにインストール
した場合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

手順
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� NATサポートを有効にする

1. ネットワークアドレス変換サポートを有効にするマシンに、スーパーユーザーとし
てログインします。

2. /opt/SUNWsymon/sbin/es-config -n と入力します。

es-configによって、すべての Sun Management Centerプロセスが停止されま
す。プロセスの停止後、Sun Management Centerコンポーネントに現在割り当て
られているポート番号が表示されます。

マシンのホスト名を指定するように求められます。マシン名が表示されます。

3. マシンのホスト名を指定します。

� NAT用に Sun Management Centerサーバーマシンを構成する場合は、Return
キーを押します。

� Sun Management Centerエージェントまたはコンソールマシンを構成する場合
は、Sun Management Centerサーバーの名前を入力して、Returnキーを押し
ます。

注 –マシンにインストールされている Sun Management Center 3.6コンポーネント
に応じて、1つまたは複数の情報メッセージが表示されます。

そのマシンでネットワークアドレス変換サポートが有効になったことを示す
メッセージが表示されます。Sun Management Centerコンポーネントを起動する
かどうか問い合わせがあります。

4. Sun Management Center 3.6を起動するかどうかを決定します。

注意 –ネットワークアドレス変換を使用するネットワーク内のすべてのマシンで
NATサポートを有効にするまで、Sun Management Centerは起動しないでくださ
い。各マシンで NATサポートが有効になっていない場合、Sun Management
Centerエージェントは動作しません。

Sun Management Centerコンポーネントを起動する場合は y、コンポーネントを
起動しない場合は nと入力します。

手順
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第 10章

ほかのエンタープライズ管理プラット
フォームとの統合

この章では、Sun Management Centerとほかの管理プラットフォームとの統合の概要
を説明します。ほかの管理プラットフォームとは、HP OpenView Operations、BMC
Patrol、Unicenter TNG、Tivoli TMEなどのことです。

� 209ページの「HP OpenView Operationsとの統合」
� 211ページの「BMC Patrolとの統合」
� 211ページの「Computer Associates Unicenter TNGとの統合」
� 214ページの「Tivoli TMEとの統合」

HP OpenView Operationsとの統合
HP OpenView (HPOV) Operations (旧名称: VantagePoint Operations)は、分散環境を
管理するための分散クライアントサーバーソフトウェア製品です。HPOV Operations
は一元化された管理コンソール (サーバー)であり、この製品を利用することでユー
ザーは管理されているホストシステム上で稼働しているエージェントの処理を対話式
で行えます。

Sun Management Centerは、Sun製品の徹底的な監視と管理を通して HPOV
Operationsの機能を補足します。HPOV Operationsと Sun Management Center間の
統合は、HPOVエージェントと Sun Management Centerサーバーを通して行いま
す。

HPOV統合の主な特長
HPOVと Sun Management Centerを統合することで、次のような作業が可能となり
ます。

� Sun Management Centerアラームを HPOVメッセージに割り当て、それらのア
ラームの配布を HPOV Operations管理サーバーに割り当てる
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� Sun Management Centerコンソールを HPOV Application Bankから起動する

� 選択された Sun Management Center管理対象ノードの Sun Management Center
Details Consoleを HPOV Application Bankから直接起動する

� HPOV Operations管理サーバーから Sun Management Centerサーバープロセスと
Sun Management Centerエージェントプロセスの基本的な監視を行う

HPOV統合の主要コンポーネント
HPOVとの統合に必要な主なコンポーネントを次に示します。

� HP OpenView VantagePoint Operations (VPO)バージョンA.05 xxまたはA.06xx

� HP OpenView VantagePoint Operations (VPO) Integration Package Version A.02.00
for Sun Management Center

� Sun Management Centerバージョン 2.1.1、3.0、3.5、または 3.6

HPOV統合の前提条件
Sun Management Centerと HP OpenView Operationsを統合するためには、HPOV
サーバーホストにこの統合ソフトウェアをインストールし、続いて Sun Management
Centerサーバーのホストとなるすべてのシステムに配布する必要があります。この統
合は、HPOV分散機能を通して容易に行えます。

HPOV Operationsサーバーでインストールを行うと HPOV Application Bankに多数
のアイコンが追加され、オペレータは Sun Management Centerコンソールを起動で
きるようになります。

イベント転送は、Sun Management Centerサーバーと HPOVエージェントに接続す
るマッパープロセスを通して行います。

HPOV統合をサポートするプラットフォーム
HPOVは、Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8、および Solaris 9リリースでサポートされ
ます。

HPOV統合に関連するその他のマニュアル
HPOV統合の詳細は、『HP OpenView VantagePoint Operations - Integration for Sun
Management Center Software User’s Guide』を参照してください。

このマニュアルを入手するには、
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_servにアクセスし、IT/Operations
for Sun Solarisをクリックしてダウンロードします。
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BMC Patrolとの統合
BMC Patrolと Sun Management Center 3.6の統合の詳細は、BMC Direct Sales ((800)
841–2031)に電話をするか、あるいは BMC Field Support Center
(FieldSupport@bmc.com)にメールで問い合わせてください。

Computer Associates Unicenter TNGと
の統合
Unicenter TNGは、異種システム混在環境でネットワークを監視するための製品で
す。Sun Management Centerは、Sun製品を監視する上での高度な機能や詳細情報を
提供します。この 2つの製品間の橋渡しは、Sunの統合パッケージを使用できます。
この 2つの製品を統合すると、Unicenter TNGユーザーは Sun製品が存在する環境内
で卓越した管理機能を利用できるようになります。

Unicenter TNG統合の主な特長
Unicenter TNGと Sun Management Centerを統合すると、次のことが可能となりま
す。

� Unicenter TNGを使用し、Sun Management Centerエージェントと、Sun
Management Centerエージェントによって読み込まれたモジュールを検出すると
ともに、エージェントとモジュールを Unicenter TNG WorldViewで示すことがで
きる

� エージェントステータス、エージェントアラーム、およびエージェントモジュール
の読み込み通知と読み込み解除通知をトラップを介して Sun Management Center
から Unicenter TNGへ転送する

� Unicenter TNGユーザーは、Unicenter TNG WorldViewから Sun Management
Centerホストの「詳細」ウィンドウを起動することによって Sun Management
Centerエージェント情報を表示できる

Unicenter TNG統合の主要コンポーネント
Unicenter TNGと Sun Management Centerを統合するために必要な主なコンポーネ
ントを次に示します。

� Computer Associates Unicenter TNG 2.4とWorldView/DSM (Distributed State
Machine)、または Computer Associates Unicenter TNG 3.0とWorldView/DSM
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� Sun Management Center CDに入っている Sun Management Center Integration
Package For Unicenter TNG。Integration Packageには次のものが含まれていま
す。

– Event Adaptor
– TNG WorldViewクラスファイル用のパッケージ
– Unicenter TNG DSMポリシーファイル用のパッケージ
– Sun Management Center Details Windowを起動するためのパッケージ

� Sun Management Centerバージョン 2.1.1、3.0、3.5、または 3.6

Unicenter TNG統合の前提条件
Unicenter TNGと Sun Management Centerを統合するためには次のソフトウェアが
必要です。

� Unicenter TNGパッケージをインストールする際には、Unicenter TNGバー
ジョン 2.4またはバージョン 3.0 WorldView/DSMがインストールされ、稼働して
いなければなりません。

� Unicenter TNG統合パッケージは、Sun Management Centerのインストールと同
時にインストールすることも、アドオンパッケージとしてインストールすることも
可能です。Sun Management Centerバージョン 2.1、2.1.1、3.0、3.5、および 3.6
は、Unicenter TNG統合パッケージをサポートしています。

� Sun Management Centerサーバーと TNG Event Adaptorは、個別のホストにイン
ストールできます。TNG Event Adaptorは、Sun Management Centerコンソール
がすでにインストールされているホストにインストールする必要があります。

� 統合パッケージの Unicenter TNG WorldViewクラスファイルは、TNG
WorldViewと同じホストにインストールする必要があります。

� Unicenter TNG DSMと Unicenter TNGをインストールするためには、統合
パッケージの Unicenter TNG DSMポリシーファイルと同じホスト上にこれらが存
在していなければなりません。

Unicenter TNG統合をサポートするプラット
フォーム
次のプラットフォームがサポートされています。

� Sun Management Centerエージェント: Solaris 2.6、Solaris 7、および Solaris 8

� TNG Event Adaptor: Solaris 2.6、Solaris 7、および Solaris 8

� TNG Server上の TNG Integration Packages: Solaris 2.6、Solaris 7、および Solaris
8
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コマンド行インタフェースから Unicenter TNGア
ダプタの起動
Unicenter TNGアダプタはグラフィカルユーザーインタフェースを起動しなくても実
行できるようになりました。Unicenter TNGアダプタをコマンド行インタフェース
(CLI)で起動するには、次の構文を使用します。

# SunMC_base_dir/SunMC-TNG/sbin/ea-start [ -h | help] [-f propertyfile \
[ -u username ] ]

注 – UNIXのトークン (\)は、コマンド行の継続を意味します。

次に、CA Integration TNG Unicenterアドオンを CLIで起動する例を示します。

# /opt/SUNWsymon/SunMC-TNG/sbin/ea-start -f \
/var/opt/SUNWsymon/SunMC-TNG/SunMCToTngAdaptorMain.cfg

グラフィカルユーザーインタフェースからの
Unicenter TNGアダプタの起動
Unicenter TNGアダプタをグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)で起動するに
は、次の構文を使用します。

# SunMC_base_dir/SunMC-TNG/sbin/ea-start [-h help] [-ss serverhost] \
[-sp serverport] [-ts TNG hostname, TNG hostname...] \
[-tp TNG port] [-l log filepath] [-i pollinginterval] \
[-u username]

次に, GUIから CA Integration TNG Unicenterアドオンを起動する例を示します。

# /opt/SUNWsymon/SunMC-TNG/sbin/ea-start -ss sunmcserv -ts tngserv

Unicenter TNG統合に関連するその他のマニュア
ル
Unicenter TNG統合の詳細は、『Sun Management Center Integration Package User’s
Guide For Unicenter TNG』を参照してください。
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Tivoli TMEとの統合
Tivoli TMEには優れた一般的なネットワーク監視機能があり、Sun Management
Centerソフトウェアは Sun製品を監視する上でのきわめて高度な機能と詳細情報を提
供します。Tivoli TMEと Sun Management Centerを統合すると、Sun製品が存在す
るネットワークを Tivoli管理者が管理するための優れた機能が多数提供されます。

Tivoli TEC統合の主な特長
Tivoli TECと Sun Management Centerを統合すると、次の機能を利用できるように
なります。

� Tivoli TECにより、あらかじめ設定されたフィルタリングパラメータとフォー
マッティングパラメータにもとづいて Sun Management Centerソフトウェアのア
ラームを収集する

� Tivoli TECユーザーは、Tivoliイベントコンソールから Sun Management Center
ホストの「詳細」ウィンドウを起動することによって Sun Management Center
エージェント情報を表示できる

Tivoli TEC統合の主要コンポーネント
Tivoli TECと Sun Management Centerを統合するために必要な主なコンポーネント
を次に示します。

� Tivoli TME 10
� アドオン製品として Sun Management Center CDに入っている Sun Management

Center Tivoli TEC Adaptor
� Sun Management Center 2.xまたは 3.x

Tivoli TEC統合の前提条件
Tivoli TECと Sun Management Centerを統合するためには次のソフトウェアが必要
です。

� Tivoli TME 10 FrameWork
� Tivoli TEC Server
� Tivoli TEC Console
� Sun Management Centerバージョン 2.xまたは 3.xのコンソール (アダプタが動作
している Tivoliサーバー上に必要)
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Tivoli TECをサポートするプラットフォーム
Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8、Solaris 9リリース

技術ドキュメント
『Sun Management Center Tivoli TEC Adaptor Installation Guide』
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付録 A

SyMONとSun Management Centerの
アンインストール

この付録では、旧バージョンの Solstice SyMON 1.x、Enterprise SyMON 2.x、および
Sun Management Center 3.xをアンインストールする手順を説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

� 217ページの「Solarisプラットフォームからの SyMONまたは Sun Management
Centerのアンインストール」

� 223ページの「Microsoft Windowsプラットフォームからの Sun Management
Centerのアンインストール」

注意 –既存の SyMONまたは Sun Management Centerの構成データを保存しておき、
あとで使用する場合は、Sun Management Center 3.6のアップグレードインストール
を実行する必要があります。アップグレードインストールについては、第 5章を参
照してください。

Solarisプラットフォームからの SyMON
または Sun Management Centerのアン
インストール
Solstice SyMON 1.x、Sun Enterprise SyMON 2.x、または Sun Management Center
3.xソフトウェアがシステムにインストールされていて、その構成データを残さなく
てもよい場合は、Sun Management Center 3.6ソフトウェアをインストールする前
に、既存の SyMONまたは Sun Management Centerソフトウェアをアンインストー
ルする必要があります。
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Solstice SyMON 1.xまたは Enterprise SyMON 2.x
のアンインストール
この手順を使用すると、Sun Management Center1.xのすべてのデータ (ユーザーが定
義した独自の規則やアラームを含む)が削除されます。旧バージョンのデータを保存
しておいて、新しいバージョンの Sun Management Centerで使用する場合は、
96ページの「Solstice SyMON 1.xまたは Sun Enterprise SyMON 2.xソフトウェアか
らのアップグレード」の手順に従ってください。

� Solstice SyMON 1.xまたは Enterprise SyMON 2.xをアン
インストールする

1. SyMONサーバーがインストールされているマシンにスーパーユーザーとしてロ
グインします。

2. SyMONソフトウェアをアンインストールします。手順については、SyMONの
マニュアルを参照してください。

3. すべてのコンポーネントがアンインストールされことを確認します。
次のコマンドを入力して、すべての Sun Management Centerパッケージの一覧を
表示します。

# pkginfo -c symon

表示されるパッケージがある場合は、pkgrmコマンドを使用してそのパッケージ
をアンインストールします。次に例を示します。

# pkginfo -c symon
SUNWesse
# pkgrm SUNWesse

Sun Management Center 2.xのアンインストール
この手順を使用すると、Sun Management Center 2.xのすべてのデータ (ユーザーが定
義した独自の規則やアラームを含む)が削除されます。データを残して、Sun
Management Center 3.6にアップグレードする場合は、97ページの「Sun
Management Center 2.1または 2.1.1からのアップグレード」の手順に従ってくださ
い。

� Sun Management Center 2.xをアンインストールする

1. Sun Management Center 2.xサーバーがインストールされているマシンに、スー
パーユーザーとしてログインします。

手順

手順
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2. T3デバイスが存在する場合は、T3デバイス構成情報を削除します。

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンをインストールし
ていない場合は、この手順を飛ばして、手順 3に進みます。

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンを使用して T3ス
トレージデバイスを監視、管理している場合は、Sun Management Centerをアン
インストールする前に、T3デバイス構成情報を削除します。この方法について
は、第 4章、88ページの「T3デバイス構成情報の削除 (該当する場合)」を参照し
てください。

3. Sun Management Center 2.xソフトウェアをアンインストールします。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst コマンドを入力します。

注 – Sun Management Center 2.xのアンインストールプロセスは、Sun
Management Center 2.xソフトウェアを削除するだけで、Sun Management Center
2.xのデータは削除しません。

4. Sun Management Center 2.xのディレクトリを削除します。

# rm -fr /opt/SUNWsymon
# rm -fr /var/opt/SUNWsymon
# rm -fr /etc/opt/SUNWsymon

5. すべてのコンポーネントがアンインストールされたことを確認します。

次のコマンドを入力して、すべての Sun Management Centerパッケージの一覧を
表示します。

# pkginfo -c symon

表示されるパッケージがある場合は、pkgrmコマンドを使用してそのパッケージ
をアンインストールします。次に例を示します。

# pkginfo -c symon
SUNWesse
# pkgrm SUNWesse

Sun Management Center 3.0のアンインストール
Sun Management Center 3.0のアンインストールでは、Sun Management Center 3.0
構成データを保存するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。Sun
Management Center 3.6にアップグレードする場合は、必ず、Sun Management
Center 3.0の構成データを保存してください。
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� Sun Management Center 3.0をアンインストールする

1. Sun Management Center 3.0サーバーがインストールされているマシンにスー
パーユーザーとしてログインします。

2. T3デバイスが存在する場合は、T3デバイス構成情報を削除します。

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンをインストールし
ていない場合は、この手順を飛ばして、手順 3に進みます。

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンを使用して T3ス
トレージデバイスを監視、管理している場合は、Sun Management Centerをアン
インストールする前に、T3デバイス構成情報を削除します。この方法について
は、第 4章、88ページの「T3デバイス構成情報の削除 (該当する場合)」を参照し
てください。

3. Sun Management Center 3.0をアンインストールします。

次のコマンドを入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst

Sun Management Centerパッケージがユーティリティによってすべて削除される
ことを示すメッセージと共に、継続するかどうかを問い合わせるメッセージが表示
されます。

� インストール処理を取り消す場合は nと入力します。

� 「y」を入力して操作を続けます。

既存のデータを保存するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

4. Sun Management Center 3.0構成データを保存するかどうかを選択します。

� 既存の Sun Management Center 3.0構成データを保存しない場合は、nを入力
します。既存のデータが削除されることを示すメッセージが表示されます。

� 既存の Sun Management Center 3.0構成データを残して、Sun Management
Center 3.6でデータを使用する場合は、yを入力します。既存のデータが削除
されないことを知らせるメッセージが表示されます。

動作中の Sun Management Center 3.0プロセスがあれば、それらのプロセスは停
止します。続いて、アンインストールプロセスによって Sun Management Center
3.0ソフトウェアのアンインストールが行われます。

注 –アンインストールが進行している間、削除されるパッケージに依存している可
能性のあるパッケージが存在することを知らせる警告メッセージが表示される場合
があります。また、パッケージの削除が一時的に中断されたことと、人的な介入が
必要であることを知らせるメッセージが表示されることもあります。アンインス
トールプロセスはユーザー介入がないままパッケージを削除するため、これらの
メッセージは無視しても問題ありません。

手順
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Sun Management Center 3.0がアンインストールされた時点でシステムプロンプト
が表示されます。

注意 – Sun Management Center 3.6にアップグレードする場合は、Sun
Management Center 3.0の残りのディレクトリを削除しないでください。Sun
Management Center 3.0ディレクトリには、Sun Management Center 3.6で使用す
る情報が含まれています。

5. 必要に応じて Solarisオペレーティング環境をアップグレードします。

Sun Management Center 3.6サーバーをインストールする場合は、少なくとも
Solaris 8または Solaris 9の開発環境が必要です。詳細は、80ページの「必須
パッケージ」を参照してください。

注意 – Solarisバージョン 8または Solarisバージョン 9にアップグレードする必要
がある場合は、必ず Solarisのアップグレードを行なってください。Solarisを新た
にインストールするとハードディスクが再フォーマットされ、Sun Management
Center 3.0構成データが削除されます。この結果、Sun Management Center 3.0構
成データを Sun Management Center 3.6に移行できなくなります。

Sun Management Center 3.6のアンインストール
グラフィカルウィザード es-guiuninstを使用して Sun Management Center 3.6を
すべてアンインストールすることも、あるいは特定のアドオン製品だけをアンインス
トールすることもできます。es-guiuninstの実行時には、古い 3.6バージョンの
Sun Management Center 3.6構成データをバックアップすることもできます。構成
データをバックアップする選択をすると、Sun Management Center 3.6インストール
プロセスによってバックアップデータが検出され、そのデータを新しいインストール
に適用するかを確認するメッセージが表示されます。

個別の Sun Management Center 3.6アドオン製品のアンインストールは、このあと説
明するようにグラフィカルな es-guiuninstウィザードを使用して行うことも、
es-uninstコマンド行スクリプトを使用して行うこともできます (225ページ
の「Sun Management Centerのアンインストール」を参照)。

注意 – (Solaris 10の場合)大域ゾーンの Sun Management Center 3.6をアンインストー
ルすると、ローカルゾーンのエージェントデータが削除されます。
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� es-guiuninstを使用して Sun Management Center 3.6
をアンインストールする

1. 端末ウィンドウを開き、ウィンドウ内にコマンド xhost + を入力します。

また、DISPLAY環境変数に使用マシンのディスプレイが設定されていることを確
認します。

2. Sun Management Center 3.6ソフトウェアがインタフェースされているマシンに
スーパーユーザーとしてログインします。

3. T3デバイスが存在する場合は、T3デバイス構成情報を削除します。
Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンをインストールし
ていない場合は、この手順を飛ばして、手順 4に進みます。

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンを使用して T3ス
トレージデバイスを監視、管理している場合は、Sun Management Centerをアン
インストールする前に、T3デバイス構成情報を削除します。この方法について
は、第 4章、88ページの「T3デバイス構成情報の削除 (該当する場合)」を参照し
てください。

4. 次のコマンドを入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-guiuninst

「ようこそ」画面が表示されます。

5. 「次へ」をクリックします。
「アンインストールする製品の選択」画面が表示されます。

6. アンインストールする製品を選択します。

7. 構成データを保存するかどうかを決定します。

注意 –構成データを保存しなかった場合は、現在の Sun Management Center
パッケージがアンインストールされるとともに、/var/opt/SUNWsymonの内容
が削除されます。また、セキュリティキーが上書きされるため、エージェントを正
しく稼働させるためにはすべてのエージェントの再設定が必要になります。以降の
インストールまたはアップグレード用に管理ドメイン構成と
/var/opt/SUNWsymon内の独自のアラーム設定を残す場合は、「データを保
存」を選択してください。

「製品の削除確認」画面が表示されます。

8. アンインストールについての指定を確認します。
選択状態が表示されます。

9. 「閉じる」をクリックしてアンインストールウィザードを終了します。

手順
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10.すべてのコンポーネントがアンインストールされたことを確認します。

次のコマンドを入力して、すべての Sun Management Centerパッケージの一覧を
表示します。

# pkginfo -c symon

表示されるパッケージがある場合は、pkgrmコマンドを使用してそのパッケージ
をアンインストールします。次に例を示します。

# pkginfo -c symon
SUNWesse
# pkgrm SUNWesse

Microsoft Windowsプラットフォームか
らの Sun Management Centerのアンイ
ンストール
この節では、Microsoft Windowsから旧バージョンの Sun Management Centerコン
ソールをアンインストールする方法を説明します。

� Microsoft Windowsから Sun Management Center
をアンインストールする
Sun Management Centerをアンインストールする前に、Windowsエクスプローラを
使用して、開いている Sun Management Centerのディレクトリがないことを確認し
ます。また、Sun Management Centerのディレクトリにアクセスしているアプリケー
ションがないことも確認します。Sun Management Centerをアンインストールすると
きに Sun Management Centerのディレクトリにアクセスされていた場合、その Sun
Management Centerディレクトリは削除されません。

1. administrator、または管理者権限を持つユーザーでログインします。

2. 「スタート」、「設定」、「コントロールパネル」の順に選択します。

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

3. 「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックします。

「アプリケーションの追加と削除」ウィンドウが表示されます。

4. Sun Management Centerを選択します。

手順
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5. 「変更と削除」をクリックします。

コマンドウィンドウが開き、アンインストールの進行状況が表示されます。アンイ
ンストールが完了すると、コマンドウィンドウが閉じます。

6. 「アプリケーションの追加と削除」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。
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付録 B

コマンド行によるアンインストール、
インストール、および設定

この付録では、コマンド行インタフェースを使用して Sun Management Centerのア
ンインストール、インストール、および設定を行う方法について説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

� 225ページの「Sun Management Centerのアンインストール」
� 229ページの「 es-instによる Sun Management Centerのインストール」
� 242ページの「 es-setupによる Sun Management Centerの設定」

Sun Management Centerのアンインス
トール
この節では、es-uninstのオプションの概要と、es-uninstコマンド行スクリプト
を使用して Solarisシステムから Sun Management Centerをアンインストールする方
法について説明します。

es-uninstのオプション
es-uninstコマンドの構文は次のとおりです。

es-uninst [ -f | -F | -X | -h | -v ]

次の表に、es-uninstコマンドのパラメータを示します。
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表 B–1 es-uninstのオプション

オプション 説明

-F ユーザーに確認を求めることなく、実行中の Sun Management Centerプロセスを
停止せずに、インストールされている Sun Management Centerをすべてアンイン
ストールします。

このオプションは、Sun Management Centerプロセスを停止する間に呼び出され
る実行プログラムが想定されている場所に存在しない場合だけ使用してください。

たとえば、Sun Management Centerがインストールされたあとでオペレーティン
グ環境を Solaris 7リリースから Solaris 8リリースにアップグレードした場合、動
的に生成されるパスの一部が不正確になります。この場合、このオプションはアン
インストールの処理時にエラーを表示しません。

-f ユーザーに確認を求めることなく、インストールされている Sun Management
Centerをすべてアンインストールします。

-h es-uninstのオプションを表示します。

-v 冗長モードを使用してアンインストールを実施します。

-X ユーザーとの対話なしで Sun Management Centerをアンインストールします。す
べてのプロセスが停止され、続いてインストールされている Sun Management
Centerコンポーネントのすべて (データベースおよびアドオンを含む)が削除され
ます。構成データの保存はできません。

Sun Management Centerバージョン 2.xまたは 3.x
のアンインストール
インストールされている Sun Management Center 2.xまたは 3.xのすべてをアンイン
ストールするには、それぞれのバージョンに付属している es-uninstコマンドを使
用します。Sun Management Center 2.xおよび 3.xの es-uninstコマンドには、Sun
Management Centerの構成データをバックアップするためのオプションが用意されて
います。構成データをバックアップするよう選択した場合、Sun Management Center
3.6インストールプロセスによってバックアップデータを検出され、そのデータを新し
いインストールに適用するかどうかの問い合わせがあります。

次に説明するように、Sun Management Center 2.xおよび 3.xは、es-uninstコマン
ド行スクリプトを使用してアンインストールできます。

注 – Sun Management Center 2.xまたは 3.xがインストールされている場合、Sun
Management Center 3.6のインストールプロセスは、es-uninstアンインストールス
クリプトを自動的に実行します。Sun Management Center 2.xおよび 3.xの
es-uninstアンインストールスクリプトは、新バージョンの Sun Management
Center 3.6インストールで使用できるように、旧バージョンの構成データをバック
アップするかどうかを問い合わせます。
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注意 – (Solaris 10の場合)大域ゾーン Sun Management Center 3.6をアンインストール
すると、ローカルゾーンのエージェントデータが削除されます。

� es-uninstを使用して Sun Management Center 2.xまた
は 3.xをアンインストールする
次の手順では、Sun Management Centerがデフォルトのディレクトリ /optにインス
トールされていることを前提にしています。別のディレクトリにインストールした場
合は、/optの部分をそのディレクトリ名に置き換えてください。

1. Sun Management Center 2.xまたは 3.xサーバーがインストールされているマシン
に、スーパーユーザーとしてログインします。

2. T3デバイスが存在する場合は、T3デバイス構成情報を削除します。

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンをインストールし
ていない場合は、この手順を飛ばして、手順 3に進みます

Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンを使用して T3ス
トレージデバイスを監視、管理している場合は、Sun Management Centerをアン
インストールする前に、T3デバイス構成情報を削除します。es-uninstコマンド
は、T3デバイス構成情報を削除しません。

T3デバイス構成情報を削除するには、次のようにします。

a. Sun Management Centerエージェントを停止します。

/opt/SUNWsymon/sbin/es-stop -a コマンドを入力します。

b. pre-uninstallスクリプトを実行して T3デバイス構成の情報を削除します。

/opt/SUNWsymon/addons/storage/sbin/pre-uninst.sh コマンドを入
力します。

T3による syslogメッセージの送信を停止するかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されます。yを入力します。続いて、T3デバイスのルート
(スーパーユーザー)パスワードの入力を求めるメッセージが表示されます。パ
スワードを入力します。

T3デバイスが T3モジュールから削除されたことを伝えるメッセージが表示さ
れます。

� Sun Management Center 3.6をインストールする前に pre-uninst.shス
クリプトを実行しなかった場合は、インストールした新しい Sun
Management Center 3.6を設定する前に、T3構成情報を手作業で削除する
必要があります。

手順
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� pre-uninst.shスクリプトを実行したあとで、インストールされている
Sun Management Center 2.xまたは 3.xを残すことにした場合は、
/opt/SUNWsymon/es-setup -F コマンドを入力して、T3 デバイスを再
設定します。

この時点で、Sun Management Centerをアンインストールできます。

3. Sun Management Center 2.xまたは 3.xをアンインストールするには、次のコマン
ドを入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst

� Sun Management Center 2.xまたは 3.xのアンインストールの場合は、ユー
ザーデータと構成データを保存するかどうかを問い合わせるメッセージが表示
されます。手順 7に進みます。

� Sun Management Center 3.6のアンインストールの場合は、インストールされ
ている製品の一覧が表示されます。

続いて、Sun Management Centerの本稼働環境、開発環境のどちらがインス
トールされているかにもとづいて、本稼働環境または開発環境をアンインス
トールするかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

4. アンインストールする Sun Management Center 3.6製品を選択します。

� 本稼働環境または開発環境とすべてのアドオンをアンインストールする場合
は、yを入力します。

すべての Sun Management Center製品がアンインストールされることが通知さ
れ、選択を変更するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。手
順 6に進みます。

� 1つ以上のアドオンをアンインストールする場合は、nと入力します。

5. アンインストールする Sun Management Center 3.6アドオン製品を選択します。

システムにインストールされているアドオンごとに、そのアドオンをアンインス
トールするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

インストールされているアドオンをアンインストールする場合は y、残す場合は n
を入力します。

選択を終了したところで、アンインストールの対象として選択した製品の一覧が表
示され、選択内容を変更するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

6. 必要に応じ選択内容を変更します。

� 選択を変更する場合は yを入力します。インストールされている製品の一覧が
再度表示され、アンインストールの選択処理が繰り返されます。

� アンインストール処理を継続する場合は nを入力します。ユーザーデータと構
成データを保存するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

7. 必要に応じて、Sun Management Centerのユーザーデータと構成データを保存し
ます。
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注意 – nを入力すると、現在の Sun Management Centerのユーザーデータと構成
データ (データベースを含む)が削除されます。また、セキュリティキーが上書き
されるため、すべてのエージェントを正しく稼働させるためには、それらのエー
ジェントをすべて設定し直す必要があります。

� 以降のインストールまたはアップグレード用に管理ドメイン構成と
/var/opt/SUNWsymon内の独自のアラーム設定を残す場合は、yを入力しま
す。

� 既存のデータベースを破棄する場合は、nを入力します。

アンインストールを継続するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

8. インストールプロセスを実行します。

� 選択した製品をアンインストールする場合は、yを入力します。

選択した製品がアンインストールされます。es-uninstの処理が完了する
と、コマンドプロンプトに戻ります。

� 選択した製品をアンインストールしない場合は、nを入力します。

es-uninstスクリプトが終了して、コマンドプロンプトに戻ります。

es-instによる Sun Management
Centerのインストール
この節では、es-instスクリプトを使用して Solarisまたは Linuxシステムに製品を
インストールする方法を説明します。インストールでは、コンソールレイヤー、サー
バーレイヤー、およびエージェントレイヤーを個別にインストールすることも、まと
めてインストールすることもできます。また、インストールする機能固有のアドオン
製品を選択することもできます。インストールプロセスが完了すると、ベースコン
ポーネントとアドオンコンポーネントの設定を行える設定スクリプト es-setupが実
行されます。

注 – Linuxには、エージェントおよびコンソールレイヤーをインストールできます。
es-instを使用した遠隔インストールはできません。
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注 – Sun Management Center 3.6開発環境は、開発環境専用の独立したマシンにイン
ストールする必要があります。開発環境のマシンには、Sun Management Centerサー
バー、エージェント、およびコンソールレイヤーが自動的にインストールされます。
Sun Management Centerの開発用のマシンは、Sun Management Centerサーバーレ
イヤーの最小限のハードウェア要件とソフトウェア要件を満たしている必要がありま
す。また、エージェントレイヤー、コンソールレイヤー、およびインストールするあ
らゆるアドオンの要件も満たしている必要があります。詳細は、第 1章を参照してく
ださい。

es-instのオプション
es-instコマンドの構文は次のとおりです。

es-inst [-S dir][-T dir][-R dir][-C file][-A file][avh]

次の表に、es-instのパラメータを示します。

表 B–2 es-instのオプション

オプション パラメータ 説明

-A filename 指定された構成ファイル filenameを使用し
て自動インストールを実行する。—Cと同
時に指定された場合、このオプションは無
視されます。

-C filename インストール時と設定時に入力する構成
データを保存するファイルを指定する。こ
のファイルは、引き続いて行われる自動イ
ンストールで使用されます。

-R /path/remote-machine ローカルマシンの rootログインアカウン
トから NFS読み書きが可能な遠隔マシン
に Sun Management Centerをインストー
ルします。

237ページの「遠隔マシンへのインストー
ル」を参照してください。

-S directory ソースディレクトリを指定します。

-T directory 対象ディレクトリを指定します。
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表 B–2 es-instのオプション (続き)
オプション パラメータ 説明

-a エージェントのみの製品インストールを実
行します。128ページ
の「agent-update-binを使用して、
エージェント更新イメージからエージェン
トをインストールまたは更新する」を参照
してください。

-h es-instのオプション一覧を表示しま
す。

-v 詳細ログを使用した冗長モードでインス
トールを実行します。

ローカルマシンへのインストール
このインストール作業は、ネットワーク上の CDイメージディレクトリから Sun
Management Centerをインストールすることを前提にしています。詳細は、89ペー
ジの「CDインストールイメージの作成」を参照してください。この手順ではまた、
es-instパラメータは 1つも指定しません。

� es-instスクリプトを使用してインストールする

1. Sun Management Centerをインストールするマシンにスーパーユーザーとしてロ
グインします。

2. /etc/nsswitch.confファイル内の groupエントリの最初のトークンが files
であることを確認します。

group: files nis

3. READMEファイルに目を通します。

� /net/machine-name/cd-imagedir/disk1/sbin/README.INSTALL
� /net/machine-name/cd-imagedir/disk1/sbin/INSTALL_README.HWDS

/net/machine-name/cd-imagedirは、Sun Management Centerインストール CDイ
メージを作成したネットワークマシンのパスです。

4. Sun Management Center installation disk 1の sbinディレクトリに移動しま
す。

� CD-ROMからのインストールの場合は、/ <DiskMountDir>/sbinディレクト
リに移動します。

選択した内容によっては、インストールの作業中に CDを入れ替えるように求
めるメッセージが表示される場合があります。

手順
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� CDイメージからのインストールの場合は、/ cd-image-dir/disk1/sbin
ディレクトリに移動します。ここで、cd-image-dirは、インストール CDをコ
ピーしたディレクトリ、またはWebからインストールイメージをダウンロード
して展開したディレクトリです。

5. es-instインストールスクリプトを実行します。

#./es-inst

� システムに旧バージョンの Sun Management Centerがインストールされていな
い場合は、対象ディレクトリの入力を求めるメッセージが表示されます。手
順 8に進みます。

� システム上に Sun Management Center 2.xまたは 3.0がインストールされてい
る場合は、そのバージョンの Sun Management Centerをアンインストールする
かどうかの問い合わせがあります。

6. 旧バージョンをアンインストールします。

旧バージョンをアンインストールするかどうかを確認するメッセージが表示されま
す。旧バージョンをアンインストールしないと、Sun Management Center 3.6のイ
ンストールは行えません。

� 旧バージョンをアンインストールしない場合は、nまたは qを入力します。シ
ステムプロンプトに戻ります。

� 旧バージョンをアンインストールする場合は、yを入力します。

以前にインストールされている Sun Management Centerのデータを移行するか
どうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

7. 旧バージョンのデータを移行します。

以前にインストールした Sun Management Center 2.xまたは 3.0の管理ドメイン構
成データ、独自のアラーム設定、およびスクリプトを保存して、新しくインストー
ルする Sun Management Center 3.6に適用できます。このデータは、
/var/opt/SUNWsymonに保存されます。

� 旧バージョンの Sun Management Centerのデータを保存して移行する場合は、
yを入力します。

インストールプロセスによって、動作中のすべての Sun Management Centerプ
ロセスが停止されます。データが /var/opt/SUNWsymon.bakに保存されま
す。

� 旧バージョンの Sun Management Centerのデータをすべて廃棄する場合は、n
を入力します。

保存する独自のスクリプトがある場合は、すべて移動するよう注意が促されま
す。

注意 – Sun Management Center 3.6で使用する独自のスクリプトが
/var/opt/SUNWsymon下のディレクトリにある場合は、別の場所にそれらを
移動してから、手順 6に進みます。
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インストールプロセスは旧バージョンの Sun Management Centerの es-uninst
スクリプトを実行して、旧バージョンの Sun Management Centerをアンインス
トールします。

注 –インストール処理にかかる時間は、旧バージョンでインストールされている製
品とアドオンに応じて異なります (数分～ 30分)。

アンインストールプロセス中、パッケージの削除が失敗したことを示すメッセージ
が表示されることがあります。これらのメッセージは無視してかまいません。当初
は削除されなかったパッケージが存在していたとしても、アンインストールプロセ
スによってあとで削除されます。

アンインストールプロセスが完了すると、Sun Management Centerをインストー
ルするディレクトリを指定するように求めるメッセージが表示されます。

8. Sun Management Centerをインストールするディレクトリの名前を入力します。

デフォルトの場所は /optです。

Sun Management Centerソフトウェアは、必要となる最小のディスク容量が確保
できれば、システム上の任意の場所にインストールできます。デフォルトの場所の
/optを使用する場合は、Returnキーを押します。/opt以外のディレクトリにイ
ンストールする場合は、そのディレクトリ名を入力します。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量は、コマンド
df -ak で表示できます。

本稼働環境と開発環境のどちらをインストールするかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されます。

9. 「本稼働環境」または「開発環境」を選択します。

注 – Sun Management Center開発環境と本稼働環境は、個別の専用サーバーにイ
ンストールする必要があります。

本稼働環境をインストールする場合は 1、開発環境をインストールする場合は 2を
入力します。

� 「開発環境」を選択した場合は、次に示す Sun Management Centerベースコン
ポーネントがすべてインストールされます。

– サーバーレイヤー
– エージェントレイヤー
– コンソール

付録 B •コマンド行によるアンインストール、インストール、および設定 233



サーバーレイヤーのバイナリコードライセンスが表示されます。手順 11に進み
ます。

� 「本稼働環境」を選択した場合は、インストールする Sun Management Center
コンポーネントレイヤーを選択するように求めるメッセージが表示されます。

10.インストールする Sun Management Centerコンポーネントレイヤーを選択しま
す。

レイヤーごとに、yまたは nを入力するよう求められます。次に例を示します。

Select the Sun Management Center Architectural Component Layers:
3 Layer(s) are available for your selection:
Do you want to install Server Layer Components ? [y|n|q] y

The Server Layer has been selected for install.
The Sun Management Center Agent will be installed automatically.

Do you want to install Console Layer Components ? [y|n|q] y

注 –「サーバ」を選択すると、「エージェント」が自動的に選択されます。

� 「サーバ」を選択するか、あるいは「サーバ」、「エージェント」、およ
び「コンソール」を選択すると、サーバーレイヤーのバイナリコードライセン
スが表示されます。手順 11に進みます。

� 「コンソール」を選択するか、あるいは「エージェント」と「コンソール」を
選択すると、「言語サポートの選択」画面が表示されます。手順 12に進みま
す。

� 「エージェント」だけを選択すると、「アドオン製品の選択」画面が表示され
ます。手順 13に進みます。

11.サーバーレイヤーのバイナリコードライセンスに目を通します。

ライセンス条項の内容をよくお読みください。インストールを継続するには、ライ
センス条項に同意する必要があります。

ライセンス条項に同意して継続する場合は y、インストールを中止する場合は nを
入力します。

� 有効なバージョンの JDKがインストールされていない場合は、必要なバー
ジョンを知らせるメッセージが表示されます。インストールプロセスを終了し
て、システムプロンプトに戻ります。インストールプロセスが終了して、シス
テムプロンプトが表示されます。

� ライセンス条項に同意すると、有効なバージョンの JDKの有無がチェックされ
ます。有効な JDKバージョンがインストールされている場合は、追加言語サ
ポートを選択するように求めるメッセージが表示されます。

注 –サーバーレイヤーのインストールを選択した場合は、Sun Management Center
Webサーバーとオンラインヘルプもインストールされます。
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12.追加の言語で製品をインストールする場合は、その追加言語を選択します。

� ほかの言語サポートをインストールする場合は、yを入力します。

言語ごとに、yまたは nを入力するよう求められます。

� ほかの言語サポートをインストールしない場合は、nを入力します。

言語の選択が完了すると、インストールプロセスによってアドオン製品がチェック
されます。

13. Sun Management Centerアドオン製品を選択します。

各アドオン製品の名前が表示され、その製品をインストールするかどうかを問い合
わせるメッセージが表示されます。その製品をインストールする場合は y、インス
トールしない場合は nを入力します。

� 一部のアドオンは特定のプラットフォーム専用です。各アドオンについては、
Sun Management Centerリリースキットに付属しているプラットフォーム別の
追補マニュアル、および Sun Management CenterのWebサイト
(http://www.sun.com/sunmanagementcenter/)を参照してください。

注 – Sun StorEdge A5x00アドオン製品を使用する場合は、次に進む前に、
85ページの「Sun StorEdge A5x00パッケージ」をお読みください。

� 一部アドオンには、オプションのコンポーネントがあります。利用できるオプ
ションのアドオンコンポーネントが存在する場合は、それらのコンポーネント
が 1つずつ示されます。そのオプションコンポーネントをインストールする場
合は y、インストールしない場合は nと入力します。

アドオン製品を 1つも選択しなかった場合は、継続するかどうかを問い合わせる
メッセージが表示されます。yを入力して操作を続けます。ディスク容量が
チェックされます。手順 16に進みます。

アドオンを選択した場合は、その選択内容が表示されます。

14.選択内容を確認します。

継続する場合は y、選択を繰り返す場合は nを入力します。

� コンポーネントの選択でエージェントだけ (つまり、エージェントとコンソー
ル)選択し、かつ、任意のアドオン製品を選択した場合は、ディスク容量が
チェックされます。手順 16に進みます。

� コンポーネントを選択するときにサーバーを選択し、かつ、次に示すアドオン
のどれかを選択した場合は、アドオン製品のバイナリコードライセンスが表示
されます。手順 15に進みます。

– Advanced System Monitoring
– Performance Reporting Manager
– Service Availability Manager
– Solaris Container Manager
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– System Reliability Manager

� 上記のアドオン製品をどれも選択せずにほかのアドオン製品を選択した場合
は、ディスク容量がチェックされます。手順 16に進みます。

15.アドオン製品のバイナリコードライセンスを確認します。

アドオン製品のバイナリコードライセンスをよく読んでください。インストールを
継続するには、ライセンス条項に同意する必要があります。

ライセンスに同意する場合は y、インストールを終了する場合は nと入力します。

yと入力してライセンスに同意し、追加アドオンコンポーネントを選択しなかった
場合は、ディスク容量のチェックが行われます。

16.ディスク容量を確認します。

選択された製品のインストールに必要なディスク容量があるかチェックされます。

� 十分なディスク容量がある場合は、選択した製品がインストールされます。

注 –インストールは、選択された製品に応じて数分から 30分、またはそれ以上
かかることがあります。

インストールが完了すると、インストールされた製品の一覧が表示され、Sun
Management Centerコンポーネントを設定するかどうか問い合わせがありま
す。手順 18に進みます。

� ディスク容量が十分でない場合は、代わりのファイルシステムを指定するよう
に求められます。空き容量と必要となる容量が表示されます。

17.十分なディスク容量のある別のファイルシステムの名前を指定します。

別のファイルシステムの入力を求めるプロンプトで、空き領域を十分に確保できる
ファイルシステムとディレクトリの名前を入力します。

ヒント –マシン上の各ファイルシステムの使用済み容量と空き容量を表示するに
は、Sun Management Centerをインストールするマシンの端末ウィンドウで、df
-akと入力します。

ディスク容量が再度チェックされます。十分なディスク容量がある場合は、選択し
た製品がインストールされます。

注 –インストールは、選択された製品に応じて数分から 30分、またはそれ以上か
かることがあります。
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インストールが完了すると、インストールされた製品の一覧が表示され、Sun
Management Centerコンポーネントを設定するかどうかの問い合わせがありま
す。

18.インストールされた製品の設定を行うかどうかを決定します。

Sun Management Centerと選択したアドオン製品を設定する場合は y、いったん
終了して設定作業をあとで行う場合は nと入力します。

注意 – es-instコマンドを使用して、アドオン製品だけインストールした場合
は、nを入力して、インストールおよび設定プロセスを終了します。この場合は、
168ページの「es-setupを使用してアドオン製品を設定する」の手順に従ってア
ドオン製品の設定を行う必要があります。この作業を怠るとセキュリティキーが上
書きされるため、すべてのマシンのすべてのエージェントを正しく稼働させるため
には、それらのエージェントの再設定が必要になります。

� y を入力して、ただちに設定を行う場合は、244 ページの「 es-setup による
Sun Management Center 3.6の設定」に進みます。

� nを入力して、あとで設定を実行することにした場合、そのマシンでエー
ジェントを実行するには、まず設定を行う必要があります。

– es-guisetupを使用してエージェントを設定する場合は、36ページ
の「Sun Management Centerを設定する」を参照してください。

– es-setupを使用してエージェントを設定する場合は、244ページの「
es-setupによる Sun Management Center 3.6の設定」を参照してくださ
い。

遠隔マシンへのインストール
ここでは、 es-inst コマンドを使用して、Sun Management Center 3.6 をネット
ワークファイルシステムアクセス可能な (NFSマウントされた)遠隔マシンにインス
トールする手順について説明します。この手順では、ネットワーク上の CDイメージ
ディレクトリから Sun Management Centerをインストールすることを前提にしてい
ます。詳細は、89ページの「CDインストールイメージの作成」を参照してくださ
い。

遠隔マシンに Sun Management Centerをインストールするには、ソフトウェアをイ
ンストールする前に、その遠隔マシンの準備作業を行う必要があります。また、ロー
カルマシンが Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8ソフトウェアのいずれかを使用
している場合は、パッチをインストールする必要があります (238ページの「pkgadd
のパッチをインストールする」を参照)。

ここで説明する作業では、例として次のマシン名が使用されています。

� admin-hostは、遠隔マシンに対してインストールを実行するために使用されるロー
カルマシンです。

� remoteは、Sun Management Centerのインストール先となる遠隔マシンです。

付録 B •コマンド行によるアンインストール、インストール、および設定 237



注 –遠隔マシンが Solaris 10マシンである場合は、遠隔インストールはできません。

� pkgaddのパッチをインストールする
ローカルマシンが Solaris 2.6、Solaris 7、または Solaris 8ソフトウェアを使用してい
る場合は、それぞれの OSバージョン専用の pkgaddパッチがローカルマシンにイン
ストールされている必要があります。このパッチをあらかじめインストールしてか
ら、ローカルマシンを使用して遠隔マシンに Sun Management Center 3.6をインス
トールする必要があります。

ローカルマシンが Solaris 9リリースを使用している場合、パッチのインストールは必
要ありません。239ページの「遠隔マシンを準備する」に進みます。

1. ローカルマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. OSのパッチレベルが最新であるかどうかを確認します。

パッチがすでにインストールされているかどうかを確認するには、コマンド
showrev -p | grep patchnum を使用します。patchnum には、必要な OS パッチ
を次のように指定します。

� Solaris 2.6: 106292
� Solaris 7: 107443
� Solaris 8: 110934

たとえば、ローカルマシンが Solaris 8リリースを使用している場合は次のように
入力します。

admin-host# showrev -p | grep 110934
admin-host#

上記の例では、パッチはインストールされません。パッチのダウンロードとインス
トールは、手順 3に示す方法で行う必要があります。

パッチがインストールされていると、次のような一覧が表示されます。

admin-host# showrev -p | grep 110934
admin-host# Patch: 110934-13 Obsoletes: Requires: Incompatibles:
Packages: pkgtrans, pkgadd, pkgchk

ローカルマシンで動作している Solarisに必要なパッチがすでにインストールされ
ている場合は、239ページの「遠隔マシンを準備する」に進みます。

3. 必要に応じ OSパッチをインストールします。

a. http://www.sunsolve.sun.comから必要なパッチをダウンロードします。

b. ダウンロードした tar形式のパッチアーカイブファイルを展開し、zipファイル
をさらに展開します。

手順
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c. patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

� 遠隔マシンを準備する

1. 遠隔マシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Centerデータベースアクセスグループとユーザーアカウントを
作成します。

a. groupaddコマンドを使用し、アクセスグループ smcoragを作成します。

remote# /usr/sbin/groupadd smcorag

b. /var/opt/SUNWsymonディレクトリを作成します。

このディレクトリは、データベースユーザーアカウントが置かれる場所です。

remote# mkdir -p /var/opt/SUNWsymon

c. useraddを使用してデータベースユーザーアカウント smcorauを作成し、続
いてこのユーザーアカウントをグループ smcoragに追加します。

remote# /usr/sbin/useradd \
...-d /var/opt/SUNWsymon/smcorau \

-m -g smcorag -s /bin/sh smcorau

3. NFSデーモン mountdを停止します。

remote# /etc/init.d/nfs.server stop

4. 遠隔ホスト上の /etc/dfs/dfstabファイルを編集します。

次の行を追加します。

share —F nfs —o rw=admin-host,root=admin-host /

admin-hostは、遠隔ホストに対して Sun Management Centerをインストールする
マシンの名前です。

たとえば、遠隔ホスト名が remote-serverで、この遠隔ホストに Sun Management
Centerをインストールするために使用するマシンの名前が adminserverの場合、
remote-server上の /etc/dfs/dfstabファイルのエントリは次のようになりま
す。

share —F nfs —o rw=adminserver ,root=adminserver

遠隔マシンの dfstabファイル内のこのエントリは、マシン adminserverにログイ
ンしたルートユーザーアカウントにだけ遠隔の読み取り権限および書き込み権限を
与えます。

5. /etc/dfs/dfstabを保存して閉じます。

手順
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6. NFSデーモン mountdを起動します。

remote# /etc/init.d/nfs.server start

7. 遠隔マシンで稼働している Solarisのバージョンを確認します。

remote# /usr/bin/uname -r

遠隔ホストへの Sun Management Centerのインストールの場合、es-instスクリ
プトによって遠隔ホストで稼働している Solarisのバージョンの入力を求められま
す。

8. 遠隔ホストマシンのタイプを確認します。

遠隔ホストへの Sun Management Centerのインストールの場合、es-instスクリ
プトによって遠隔マシンタイプの入力を求められます。

遠隔ホストマシンに関して es-instが必要とするこの情報は、次のコマンドで得
られます。

remote# /usr/platform/platform/sbin/prtdiag | /usr/bin/head -1 \
| /usr/bin/cut -f2 -d:

platform は、コマンド uname -i の出力です。

次に例を示します。

remote# /usr/bin/uname -i
SUNW,Ultra
remote# /usr/platform/SUNW,Ultra/sbin/prtdiag
| /usr/bin/head -1 | /usr/bin/cut -f2 -d:

Sun Microsystems sun4u Sun Ultra UPA/PCI (UltraSPARC-IIi 333 MHz)

ヒント –遠隔ホストマシンタイプの情報をローカルホスト上の一時ファイルにコ
ピーします。コピーしておくことで、es-instによる遠隔ホストマシンタイプの
入力の要求の際にその情報をペーストできます。

9. 遠隔マシンからログオフします。

以上の操作が終わると、次に示す方法で遠隔ホストに Sun Management Centerを
インストールできるようになります。

� 遠隔マシンに Sun Management Centerをインストールす
る

1. ローカルマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. Sun Management Center Installation Disk 1の sbinディレクトリへ移動しま
す。

手順
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� CD-ROMからのインストールの場合は、/c <DiskMountDir>/sbinディレク
トリに移動します。

選択した内容によっては、インストールの作業中に CDを入れ替えるように求
めるメッセージが表示される場合があります。

� CDイメージからのインストールの場合は、/ cd-image-dir/disk1/sbin
ディレクトリに移動します。cd-image-dirはインストール CDをコピーした
ディレクトリ、またはWebからインストールイメージをダウンロードした
ディレクトリです。

3. -R path/remoteパラメータで遠隔ホストマシンを指定して es-instインストール
スクリプトを実行します。

#./es-inst -R path/remote

path/remoteには、遠隔マシンのフルパスを指定します。たとえば、遠隔ホストのパ
スと名前が /net/remote-serverの場合は、次のように入力します。

local-machine# ./es-inst -R /net/remote-server

遠隔マシン上で稼動している Solarisのバージョンの入力を求めるメッセージが表
示されます。

4. 遠隔マシンで稼動している Solarisバージョンを入力します。

239ページの「遠隔マシンを準備する」の手順 7を参照してください。

遠隔ホストマシンのタイプを入力するように求めるメッセージが表示されます。

5. 遠隔ホストのマシンタイプを入力します。

239ページの「遠隔マシンを準備する」、手順 8で得たマシンタイプの文字列を入
力します。生成したテキストをローカルホスト上のファイルにコピーした場合は、
プロンプトでそのマシンタイプ文字列をペーストしてもかまいません。

注 –遠隔ホストに対して Sun Management Centerインストールを行うために必要
な作業は、デフォルトの Sun Management Centerインストールに必要な作業と同
じです。

6. インストールが完了します。

� システム上に Sun Management Center 2.xまたは 3.0がインストールされてい
る場合は、その Sun Management Centerバージョンからデータを移行するか問
い合わせがあります。231ページの「es-instスクリプトを使用してインス
トールする」の手順 7に進みます。

� システムに旧バージョンの Sun Management Centerがインストールされていな
い場合は、対象ディレクトリの入力を求めるメッセージが表示されます。
231ページの「es-instスクリプトを使用してインストールする」の手順 8に
進みます。
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注 – Solaris 10システムへの遠隔インストールは、別の Solaris 10システムからの
み行うことができます。

es-setupによる Sun Management
Centerの設定
この節では、es-setupを使用して Solarisプラットフォームに製品をインストール
する方法について説明します。インストールでは、コンソールレイヤー、サーバーレ
イヤー、およびエージェントレイヤーを個別にインストールすることも、まとめてイ
ンストールすることもできます。また、インストールする機能固有のアドオン製品を
選択することもできます。インストールプロセスが完了すると、ベースコンポーネン
トとアドオンコンポーネントの設定を行える設定スクリプト es-setupが実行されま
す。

設定を行うタイミング
次のような場合には設定プロセスを実行する必要があります。

� Sun Management Center 3.6のインストールを初めて完了して、設定作業をまだ行
なっていない場合

� 設定構成を変更した場合 (サーバーコンテキストの変更など)

� アドオンソフトウェアまたはハードウェアの追加で設定を指示された場合

� Sun Management Center 3.6インストール全体を再構成する必要がある場合

� 新しいアドオン製品を設定する必要がある場合

� Sun Management Centerデータベースを作成し直す必要がある場合

es-setupのオプション
es-setupコマンドの構文は次のとおりです。

es-setup [ -A file ] [ -C file ] [ -p directory ] [ -Fhrvw ] [ -z Zone

次の表に、es-setupのパラメータを示します。

242 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



表 B–3 es-setupのオプション

オプション パラメータ 説明

-A filename 指定された応答設定ファイル filenameを使用して自動
設定を実行します。

注 – -Cと同時に指定された場合、このオプションは
無視されます。

-C filename 設定時に入力する設定応答を保存するファイルを指
定します。設定応答ファイルは後続の自動設定に使
用できます。

このオプションは、-Aに優先します。

-F Sun Management Centerインストール全体 (インス
トール済みのベース製品、データベース、アドオン
を含む)を再設定します。

このオプションは、インストール全体をインストー
ル直後の状態 (設定前の状態)にリセットするのと同
じです。

-h es-setupのオプション一覧を表示します。

-k セキュリティキーを生成せずに設定します。

-p directory 単一のアドオンを設定します。directoryはアドオンの
ディレクトリ名です。たとえば、ストレージアドオ
ンのディレクトリ名は
/opt/SUNWsymon/addons/storage です。
es-setupを使用してストレージアドオンを設定す
るには、es-setup -p storage と入力します。

このオプションは、指定されたアドオンをインス
トール直後の状態 (設定前の状態)にリセットして、
その後単一のアドオンの設定を行うのと同じです。

-r データベースを再作成します。ほかの設定作業は行
われません。

-v 冗長モードで設定します。

-w データベースを設定しません。このオプションは、
-Fオプションと併用される場合に有効となります。

-z ゾーンで実行するようにエージェントを設定しま
す。
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es-setupによる Sun Management Center 3.6の
設定
ここでは、 Sun Management Centerを設定する方法について説明します。次の手順
は、es-setupパラメータが 1つも指定されていないと仮定します。

� es-setup スクリプトを使用して Sun Management
Centerを設定する

1. Sun Management Centerがインストールされているマシンにスーパーユーザーと
してログインします。

2. Sun Management Centerの sbinディレクトリに移動します。次に例を示しま
す。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin

/opt以外のディレクトリに Sun Management Centerをインストールした場合
は、その /installdir/SUNWsymon/sbin に移動します。ここで、installdir はその
ディレクトリ名です。

3. es-setupスクリプトを実行します。

# ./es-setup

� Sun Management Centerコンソールだけインストールされている場合は、その
コンソールを設定してから、選択されたアドオンの設定が実行されます。手
順 16に進みます。

� エージェントだけ (つまり、エージェントとコンソール)がインストールされて
いる場合は、セキュリティキーを生成するためのパスワードを求めるメッセー
ジが表示されます。手順 5に進みます。

� Sun Management Centerサーバーがインストールされている場合は、DBリス
ナーポートの衝突がないかチェックされます。

– DBリスナーポートが使用されておらず、システムに十分なメモリーがある
場合は、セキュリティキーを生成するためのパスワードを求めるメッセージ
が表示されます。手順 5に進みます。

� DBリスナーポートが使用されていないが、システムに十分なメモリーがな
い場合は、利用できるメモリー容量と必要なメモリー容量が表示されます。
設定が終了して、システムプロンプトに戻ります。メモリーを十分に確保し
てから、設定をやり直してください。

� DBリスナーポートが使用されている場合は、使用されていないポートを割
り当てるように求めるメッセージが表示されます。

4. DBリスナーポートの衝突を解決します。
Returnキーを押して、デフォルトの代替ポート 2522をそのまま使用するか、別の
使用されていないポート番号を入力します。特定のポートが使用されているかどう

手順
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かを確認する方法については、193ページの「特定のポートが使用中であるかどう
かを確認する」を参照してください。 es-config コマンドを使用して Sun
Management Centerのポート割り当てを変更する方法については、193ページ
の「Sun Management Centerポートの再構成」を参照してください。

設定プロセスは利用可能なメモリーをチェックします。

– システムに十分なメモリーがある場合は、セキュリティキーを生成するための
パスワードを指定するように求めるメッセージが表示されます。手順 5に進み
ます。

– システムに十分なメモリーがない場合は、使用できるメモリー容量と必要なメ
モリー容量が表示されます。設定が終了して、システムプロンプトに戻りま
す。メモリーを十分に確保し、そのあとで設定作業をもう一度行なってくださ
い。

5. Sun Management Centerのセキュリティキーを生成します。

Sun Management Centerプロセス間の通信には、暗号化されたセキュリティキー
が必要です。このキーは、ユーザーが指定するパスワード (空白文字を含まない 1
～ 8文字)にもとづいて生成されます。8文字を超えるエントリは 8文字に切り捨
てられます。

注 –あとでマシンのキーを再生成しなければならない場合に備え、セキュリ
ティキーの生成に使用したパスワードの記録を安全な場所に保管してください。必
要に応じて、あとでセキュリティキーを変更することもできます (186ページ
の「セキュリティキーの再生成」を参照)。

a. セキュリティキーを生成するためにシードのパスワードを入力します。

b. パスワードをもう一度入力します。

SNMPv1コミュニティ文字列の入力を求めるメッセージが表示されます。

6. SNMPv1コミュニティセキュリティ文字列を指定します。

コミュニティ文字列は SNMPセキュリティに使用されるもので、デフォルトでは
publicに設定されます。

SNMPセキュリティを高めるには、コミュニティ文字列を publicまたは
private以外に設定します。

注意 – SNMPコミュニティ文字列は、Sun Management Center 3.6をインストール
するすべてのマシンで同一のものを使用する必要があります。マシンごとに異なる
コミュニティ文字列を使用すると、マシンと Sun Management Centerコンポーネ
ント間の SNMP通信が成立しません。あとで再び必要になる場合に備えて、コ
ミュニティ文字列の記録は安全な場所に保管しておいてください。
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� あとコミュニティ文字列のデフォルト値 publicをそのまま使用する場合は、
SNMPv1コミュニティ文字列の入力を指示されたところで Returnキーを押し
ます。

� 独自のコミュニティ文字列を使用する場合は、その文字列を入力します。コ
ミュニティ文字列の長さは最大 255文字で、空白文字 (ブランク)を含むことは
できません。

確認のため SNMPv1コミュニティ文字列をもう一度入力するように求められま
す。同じ文字列を入力してください。次に例を示します。

This part of setup configures SNMPv1 read-only community string.
Please make sure you use the same string on all the machines you install.
You may like to keep record of this string for future use.

Hit RETURN key to force default value.
Please enter SNMPv1 community string: my-snmp-string
Please re-enter the SNMPv1 community string to confirm: my-snmp-string

設定プロセスは、ベースコンポーネントがインストールされているかどうかを
チェックします。

� エージェントだけ (つまりエージェントとコンソール)がインストールされてい
る場合は、Sun Management Centerサーバーのホスト名の入力が求められま
す。手順 9に進みます。

� サーバーがインストールされている場合は、Sun Management Centerの esadm
グループと esdomadm グループに有効な UNIX 管理者アカウント名が存在す
るかどうかをチェックします。グループについては、69ページの「ユーザー、
グループ、および役割の概要」を参照してください。

– 有効な UNIX管理者アカウント名が存在する場合は、サーバーのポートの
衝突の有無がチェックされます。手順 8に進みます。

– 有効な UNIX管理者アカウント名が存在しない場合は、UNIX管理者アカウ
ント名の入力を求めるメッセージが表示されます。

7. UNIX管理者アカウント名として有効な Solarisユーザー名を入力します。

Sun Management Centerの管理には有効な Solarisユーザー名が必要です。有効な
Solaris/Linuxユーザー名を入力します。

設定プロセスにより、ポートの衝突がないかチェックされます。

8. サーバーポートの衝突を解決します。

設定プロセスは Sun Management Centerサーバーが必要とするポートをチェック
して、それらのポートが使用されているかどうかを確認します。使用中のポートが
ある場合は、未使用のポートを指定する必要があります。特定のポートが使用され
ているかどうかを確認する方法については、193ページの「特定のポートが使用中
であるかどうかを確認する」を参照してください。es-configコマンドを使用し
て Sun Management Centerのポート割り当てを変更する方法については、
193ページの「Sun Management Centerポートの再構成」を参照してください。
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ポートは次の順序でチェックされます。つまり、トポロジサービス、構成サービ
ス、イベントサービス、CSTサービス、トラップサービス、メタデータサービ
ス、ルックアップサービスの順です。

� どのポートも使用されておらず、Sun Management Centerサーバーがインス
トールされている場合は、Webサーバーセキュリティキーの生成に必要な情報
を入力するように求めるメッセージが表示されます。手順 10に進みます。

� どのポートも使用されていないが、Sun Management Centerサーバーがまだイ
ンストールされていない場合は、Sun Management Centerサーバーのホスト名
の入力を求めるメッセージが表示されます。手順 7に進みます。

� 使用中のポートがある場合は、ポートを構成し直すか、ポートを使用している
プロセスを停止するように求めるメッセージが表示されます。

– ポートを構成し直すには、使用されていないポート番号を入力します。

– デフォルトのポートを使用する場合は、Returnキーを押します。

注意 –デフォルトのポートを使用する場合は、Sun Management Centerを起
動する前に、手動で /etc/rcNファイルと /etc/rcN.dファイルを調べ
て、このポートを使用しているファイルを特定し、ファイルの名前を変更す
る必要があります。さらに、このポートを使用しているプロセスを手動で停
止する必要があります。

すべてのポートの衝突を解決すると、設定プロセスはサーバーがインストール
されているかどうかをチェックします。

� Sun Management Centerサーバーがインストールされている場合は、Web
サーバーセキュリティキーの生成に必要な情報を入力するように求める
メッセージが表示されます。手順 10に進みます。

� Sun Management Centerサーバーがインストールされていない場合は、Sun
Management Centerサーバーのホスト名の入力を求めるメッセージが表示
されます。

9. Sun Management Centerサーバーのホスト名を指定します。

Sun Management Centerサーバーがインストールされているマシン名を入力しま
す。

設定プロセスによって、SNMPポートが使用中でないかどうか検査されます。手
順 12に進みます。

10. Webサーバーセキュリティキーを指定します。

Sun Management Center Webサーバーには暗号化されたセキュリティキーが必要
です。このキーは、所属組織名と場所名にもとづいて生成されます。指定する名前
には空白文字 (ブランク)を含めることはできません。

たとえば、所属組織名に administration、場所名に headquartersと入力で
きます。
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注 –あとで特定のマシンのキーを再生成しなければならない場合に備え、セキュリ
ティキーの生成に使用した入力記録を安全な場所に保管してください。

プロンプトに対し、所属組織名を入力してください。次に例を示します。

An encrypted security key is needed for the Sun Management Center
Web server. The key is generated based on the organization and location
you provide.
Please enter the name of your organization : administration

地理的な場所を求めるメッセージが表示されます。プロンプトに対して地理的な場
所を入力します。次に例を示します。

Please enter the geographical location of this host : headquarters

設定プロセスによって、Webサーバーのポートが使用されていないかどうかが
チェックされます。

� Webサーバーのポートとセキュアポートが使用されていない場合、SNMPポー
ト 161が使用されているかどうかがチェックされます。手順 12に進みます。

� Webサーバーのデフォルトポートまたはセキュアポートのいずれかが使用され
ている場合は、使用されていないポートを割り当てるように求めるメッセージ
が表示されます。

11. Webサーバーポートの衝突を解決します。

Returnキーを押して、表示されたデフォルトポートを使用するか、別の使用され
ていないポート番号を入力します。

注意 –デフォルトのWebサーバーポートまたはセキュアポートを使用する場合
は、Sun Management Centerを起動する前に、手動で /etc/rcNファイルと
/etc/rcN.dファイルを調べて、そのポートを使用しているファイルを特定し、
ファイルの名前を変更する必要があります。また、ポートを使用しているプロセス
を手動で停止します。

設定プロセスによって、SNMPポートが使用中でないかどうか検査されます。

� SNMPポート161が使用されていない場合は、旧バージョンの Sun
Management Centerの構成データが保存されているかどうかがチェックされま
す。旧バージョンの Sun Management Centerの構成データが保存されている場
合は、データを復元するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。
手順 14に進みます。

旧バージョンの Sun Management Centerの構成データが保存されていないか、
あるいは、そのマシンに初めてインストールされた Sun Management Centerの
設定の場合は、選択されたベース製品の設定状態の一覧が表示されます。手
順 15に進みます。
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� SNMPポート 161が使用されている場合は、SNMPポート番号を指定するよう
に求めるメッセージが表示されます。

12. SNMPポートの衝突を解決します。

ポート 161がほかのプロセスで使用されていることが知らされます。ほとんどの場
合、SNMPデーモンで使用されるように割り当てられるポートはポート 161で
す。ただし、他のプロセスまたはデーモンがこのポート 161を使用していることが
あります。Sun以外からも SNMPデーモンの代替または機能強化プログラムが提
供されており、システムにインストールされていることもあります。Sun
Management Centerエージェントはそのようなデーモンの 1つです。

ポート 161を使用することも、別のポート番号を割り当てることもできます。

注意 –旧バージョンの Sun Management Centerの構成データを復元する選択をし
た場合は、エージェントとサーバーのどちらのアップグレードも、旧バージョンの
Sun Management Centerインストールで使用していたのと同じポート番号をエー
ジェントに使用する必要があります。

a. 別のポート番号を割り当てる場合は、未使用のポート番号を入力してくださ
い。

次に例を示します。

Enter the port you want to use [ 1100 to 65535 ]: 1161
Updating /var/opt/SUNWsymon/cfg/domain-config.x with new port number.

注 –この代替ポート番号の記録を控えておいてください。あとで JumpStartソ
フトウェアを使用してエージェントをインストールしたり、あるいはエー
ジェント更新イメージツールを使用して Sun Management Centerエージェント
を更新したりする場合に、この番号が必要になります。詳細は、132ページ
の「JumpStartによるエージェントのインストール」と 105ページの「エー
ジェントのインストールおよび更新イメージの作成」を参照してください。

旧バージョンの Sun Management Centerの構成データが保存されていないか、
そのマシンに初めてインストールされた Sun Management Centerの設定の場合
は、選択されたベース製品の設定状態の一覧が表示されます。手順 15に進みま
す。

b. ポート 161を使用する場合、Returnキーを押します。

Sun Management Centerがポート 161を使用することと、システムのリブート
時に自動的に再起動するように SNMPデーモンが設定されている可能性がある
ことを知らせるメッセージが表示されます。

SNMPDXデーモンを停止して無効にするかどうかを問い合わせるメッセージ
が表示されます。
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13. SNMPデーモンを停止して無効にします。

� yと入力して SNMPデーモンを停止し、無効にします。

注意 – SNMPデーモンを停止、無効にしても、ポート 161を使用しているプロ
セスが必ず停止されているとはかぎりません。設定のあとで Sun Management
Center起動できない場合は、ほかのプロセスまたはデーモンがポート 161を使
用している可能性があります。その場合は、手順 12で注記しているように、手
動で /etc/rcNファイルと /etc/rcN.dファイルを調べて、このポートを使
用しているファイルを特定し、ファイルの名前を変更して、ポートの衝突を解
決する必要があります。

� SNMPデーモンを停止、無効にしない場合は、nと入力します。

注意 – Sun Management Centerを起動する前に、ポート 161を使用する全プロ
セスを停止する必要があります。

設定プロセスは、旧バージョンの Sun Management Centerの構成データが保存さ
れているかどうかをチェックします。

� 旧バージョンの Sun Management Centerの構成データが保存されていないか、
そのマシンに初めてインストールされた Sun Management Centerの設定の場合
は、選択されたベース製品の設定状態の一覧が表示されます。手順 15に進みま
す。

� 旧バージョンの Sun Management Centerの構成データが保存されている場合
は、データを復元するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

14.以前の Sun Management Centerの構成データを復元します。

保存された構成データには、Sun Management Centerコンソールに表示されるグ
ラフ、トポロジオブジェクト、アラームなどの情報が含まれます。

注意 –以前の Sun Management Centerの構成データを復元しない場合は、情報を
手動で作成し直す必要があります。

� 構成データを復元する場合は、yを入力して、Returnキーを押します。旧バー
ジョンの Sun Management Centerの構成データが復元されます。

� 構成データを廃棄する場合は、nを入力して、Returnキーを押します。旧バー
ジョンの Sun Management Centerの構成データが削除されます。

設定プロセスにより、選択されたベース製品の設定状態が示されます。

15.ベース製品の設定プロセスの最終段階に進みます。
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� ベース製品の設定が失敗した場合は、ログファイルで詳細を確認することを求
める指示が表示されます。詳細は、このログファイルを参照してください。設
定が終了して、システムプロンプトに戻ります。

ログファイルを見て、設定の失敗原因を確認してください。

� 1つ以上のベース製品 (コンソール、エージェント、およびサーバー)が選択さ
れていて、ベース製品の設定に成功すると、Sun Management Centerコンポー
ネントを起動するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。手順 17
に進みます。

� インストールでアドオン製品を選択していて、ベース製品の設定に成功する
と、選択されたアドオン製品ごとにセットアッププロセスが実行されます。

16.アドオン製品を設定します。

一部のアドオン製品は、Sun Management Center 3.6インストール CDに含まれて
います。それらのアドオンは、231ページの「es-instスクリプトを使用してイ
ンストールする」の手順 13に記載されています。各アドオンを設定するには、イ
ンストールキットに含まれているそれぞれの Sun Management Center追補マ
ニュアルを参照してください。これらの追補マニュアルには、個々のアドオンの設
定手順が示されています。このため、ここではアドオンの設定手順の説明を省きま
す。

注意 – Monitoring and Management of A5x00 and T3 Devicesアドオンを選択した
場合は、必ず、サーバーに必要なパッチを適用します (85ページの「Sun StorEdge
A5x00パッケージ」を参照)。また、サーバーのシステムファイルに各 T3の IPア
ドレス、Ethernetアドレス、および名前を追加します (86ページの「T3ストレー
ジデバイス」を参照)。

アドオン設定が完了すると、アドオン製品の設定ステータスが表示されます。

� アドオン製品の設定が失敗した場合は、失敗を知らせるメッセージと、ログ
ファイルで詳細を確認することを求める指示が表示されます。詳細は、このロ
グファイルを参照してください。設定が終了して、システムプロンプトに戻り
ます。

ログファイルを見て、設定の失敗原因を確認してください。

� アドオンの設定に成功すると、Sun Management Centerコンポーネントを起動
するかどうかを問い合わせるメッセージが表示されます。

17. Sun Management Center 3.6を起動します。
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注意 –ネットワークがネットワークアドレス変換 (NAT)を使用している場合は、
Sun Management Centerを起動せずに設定を終了するように nと入力してくださ
い。Sun Management Centerを起動する前に、207ページの「NATサポートを有
効にする」で説明している es-config コマンド行ユーティリティを使用して、
NAT用にマシンを構成します。

� この時点で Sun Management Centerを起動する場合は、yと入力します。

設定スクリプトが、es-start -A を使用して Sun Management Center を起動
します。es-startコマンドについては、175ページの「es-startによるコ
ンポーネントの起動」を参照してください。

Sun Management Centerコンソールの起動方法については、177ページの「コ
ンソールの起動」を参照してください。

� Sun Management Centerをあとで起動する場合は、nを入力します。このマシ
ンで Sun Management Centerエージェントを起動する準備ができたら、
第 8章を参照してください。
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付録 C

必要なハードウェアリソースの確認

この付録では、Sun Management Centerの基本管理フレームワークとベースアドオン
製品に適したサイズのハードウェアを選択するためのガイドラインを示します。Sun
Management Centerの基本管理フレームワークと各ベースアドオン製品をインストー
ルするには、Sun Management Centerの中核レイヤーであるエージェント、サー
バー、およびコンソールに特定のディスク容量が必要です。

この章では、次の内容について説明します。

� 253ページの「エージェントレイヤーのリソース」
� 259ページの「サーバーレイヤーのリソース」
� 266ページの「Javaコンソールレイヤーのリソース」
� 261ページの「Sun Management Centerサーバーと Performance Reporting

Managerアドオン」
� 266ページの「Sun Fireプロキシ/プラットフォームエージェントのリソース」

注 –この節の内容は、Sun以外のモジュールを考慮したものではありません。また、
サイズ情報を示した図表にも Sun以外のモジュールは含められていません。

エージェントレイヤーのリソース
高度な管理および監視機能を確立するには、ネットワーク内のすべての管理対象ノー
ドに Sun Management Center 3.6エージェントをインストールする必要があります。
Sun Management Centerエージェントは、Solarisバージョン 2.6、Solarisバージョン
7、Solarisバージョン 8、Solarisバージョン 9、Solarisバージョン 10のいずれかが動
作するすべての SPARCプラットフォームワークステーションおよびサーバーでサ
ポートされます。Sun Management Centerエージェントはまた、Solarisオペレー
ティングシステム (Solaris 9または Solaris 10)の x86プラットフォーム版もあり、
Linuxでも使用できます。
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x86エージェントの制限事項

注 – Linuxエージェントにも、同じ制限が適用されます。

Solaris x86エージェントはハードウェア専用のアドオンをサポートしません。x86
エージェントのホストの「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブには「オ
ペレーティングシステム」、「ローカルアプリケーション」、および「遠隔システ
ム」カテゴリがあります。Solaris x86プラットフォームでは、「物理表示」、「論理
表示」、「ハードウェア診断」、および「構成リーダ」モジュールは利用できませ
ん。

Javaコンソールウィンドウでは、すべての x86プラットフォームが同じ x86アイコン
になります。たとえば、Sun Cobalt LX50と Sun Fire V60xという異なる 2つの x86プ
ラットフォームでもアイコンは同じです。

検出機能、ジョブの管理機能、または PRMアドオンを使用すると、フィルタでプ
ラットフォームの種類を絞り込むことができます。x86プラットフォームで絞り込む
には、プラットフォームオプションとして x86を選択します。

Performance Reporting Manager (PRM)アドオンの場合、システムレポートとハード
ウェア構成レポートは利用できません。

CPUリソース
Sun Management Centerエージェントがホストシステムに与える演算負荷は、最小限
のものです。演算負荷は、定期的なデータ収集、アラーム規則の処理、アラーム予
告、アラームアクションの実行、クライアント要求の処理といった通常の管理オペ
レーションによって引き起こされます。

負荷の量は、データの収集の頻度、収集されるデータ量、検出されるアラームの数、
ユーザー要求の数などに比例します。したがって、消費される CPUリソースの割合
は、システムに読み込まれるモジュールの数と種類、これらのモジュールの構成、お
よびホストシステムの演算能力によって決まります。

総合的なモジュールセットが読み込まれた、管理処理の多いローエンドマシンの場合
でも、エージェントは CPUリソースのごく一部しか消費しません。

次の表に、各システムにおけるエージェントの CPUと RAMの概算使用率を示しま
す。x86エージェントについての情報もあります。
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表 C–1各システムにおけるエージェントの CPUと RAMの概算使用率

CPU使用率 RAM使用率

サーバーの種
類

構成 (「重い」
または「軽
い」) 最大 最小 平均 平均サイズ

平均常駐サイ
ズ

Sun Blade
100

軽い 0.10% 0.00% 0.21% 8.77Mバイ
ト

7.02Mバイ
ト

Sun Fire
280R

軽い 0.10% 0.00% 0.10% 10.47Mバ
イト

8.49Mバイ
ト

Sun Blade
2000

軽い 0.20% 0.00% 0.05% 8.89Mバイ
ト

7.06Mバイ
ト

Sun Fire 880 軽い 0.00% 0.00% 0.00% 8.97Mバイ
ト

7.31Mバイ
ト

Sun Blade
100

重い 1.20% 0.50% 0.79% 14.83Mバ
イト

12.99Mバ
イト

Sun Fire
280R

重い 2.60% 0.10% 0.81% 16.22Mバ
イト

13.92Mバ
イト

Sun Blade
2000

重い 0.30% 0.20% 0.20% 14.45Mバ
イト

12.76Mバ
イト

Sun Fire 880 重い 4.40% 0.10% 0.88% 16.15Mバ
イト

14.41Mバ
イト

軽い構成は、次のモジュールが読み込まれたエージェントをベースとしています。

� カーネルリーダ (簡易)
� エージェント統計情報
� MIB-IIシステム (簡易)

重い構成は、次のモジュールが読み込まれたエージェントをベースとしています。

� 構成リーダ
� 状態モニター
� カーネルリーダ
� MIB-II計測
� ディレクトリサイズモニタリング
� ファイル走査

� Hardware Diagnostics Suite
� スクリプト起動用ウィンドウ
� HP JetDirect
� エージェント統計情報
� MIB-IIプロキシモニタリング
� その他の各種モジュール (カスタムモ
ジュールなど)

重い構成は、必要以上に重くなる可能性があります。一般に、マシンのサイズが大き
いほどプロセッサとディスクが増え、ハードウェア構成が大規模になります。これら
の構成では、大規模マシンで動作するエージェントのメモリー消費量が多大なものと
なります。
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仮想メモリー要件
エージェントが使用する仮想メモリーは、いくつかの要因によって決まります。とり
わけ重要なのは、読み込まれる管理モジュールの数と、それらのモジュールによって
監視される情報の量です。1つのエージェントに多数のモジュールを読み込む場合
は、必要となるメモリーが増えます。同様に、大規模ディスクアレイを始めとする拡
張性の高い資産を抱えるホストを管理するエージェントの場合、より多くの仮想メモ
リーを必要とします。これは、エージェントを通して渡される管理情報の量が増える
ためです。

一般に、デフォルトの管理モジュールセットが読み込まれたベースエージェントはサ
イズが 10Mバイト未満であり、物理メモリー内に常駐させる必要があるのは、10M
バイトのうちのわずか 50～ 60%です。

特定ハードウェア向けモジュールの可用性
Sun Management Center管理モジュールのほとんどは、Sun Management Center
エージェントを使用したあらゆる SPARCプラットフォームシステム間で移植できま
す。しかし、特定ハードウェア向けの高度な Sun Management Centerモジュールの
中には一部の Sunハードウェアでサポートされていないものがあります。たとえば、
プラットフォームに付属の構成リーダモジュールや動的再構成 (DR)モジュールはそ
のハードウェアプラットフォームを管理する高度な機能を提供しますが、それらのモ
ジュールの機能が Sun製品ファミリ内のあらゆるハードウェアシステムに適用できる
とはかぎりません。

次の表に、各ハードウェアプラットフォームにおける Sun Management Center管理
モジュールの可用性を簡単に示します。

表 C–2特定ハードウェア向けモジュールの可用性

ハードウェア
構成リーダモ
ジュール DRモジュール

その他のすべての
Sun Management
Centerモジュール

SPARCStation 1、2、5、10、20 不可 不可 可

Sun Ultra 1, 450 可 不可 可

Sun Enterprise 5, 10, 150, Sun Fire 280R,
Sun Fire V480

可 不可 可

SPARCserver 1000, 1000E 可 不可 可

SPARCcenter 2000、2000E 可 不可 可

Sun StorEdge A5x00、T3 可 不可 可

Netra T1120-1125, T1400-T1405 可 不可 可

Sun Blade 100, 1000, 1500, 2500 可 不可 可
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表 C–2特定ハードウェア向けモジュールの可用性 (続き)

ハードウェア
構成リーダモ
ジュール DRモジュール

その他のすべての
Sun Management
Centerモジュール

Sun Fire 3800, 4800, 4810, 6800, V210,
V240, V250, V440, V880, E25K, E20K,
E6900, E4900

可 可 可

管理モジュールのリソース
管理モジュールのリソース要件は、次の要因によって決まります。

� モジュールにおける管理対象プロパティの数

� モジュール内で処理される管理対象プロパティデータの量。データ行の多いテーブ
ルを使用すると、リソース利用率が増加します。

� 管理対象プロパティの更新頻度

� データ収集とルール処理の複雑さ

次の表に、Sun Management Center管理モジュールのリソース影響について概要を示
します。

表 C–3 Sun Management Center管理モジュールのシステムに対する影響

モジュール 影響

エージェント統計情報 フットプリントと CPU負荷にわずかな増大を引き
起こします。

構成リーダ 管理対象ノードのハードウェア構成の複雑さに応
じて CPUとメモリーを使用します。

データロギングレジストリ ログされるデータ値の量に応じて、フットプリン
トと CPU負荷のわずかな増大を引き起こします。

ディレクトリサイズモニタリング 監視対象のディレクトリの数に応じて、フットプ
リントのわずかな増大を引き起こします。監視対
象となるディレクトリの数とそれらのディレクト
リ内の処理に応じて、低から中程度の CPU負荷を
引き起こします。

動的再構成 (DR) フットプリントに対する影響がわずかであり、再
構成処理を実施する場合のみ CPUを利用します。

ファイルモニタリング 監視対象となるファイルの数に応じて、フットプ
リントのわずかな増大を引き起こします。監視さ
れるファイルの数とそれらのファイル内の処理に
応じて、低から中程度の CPU負荷を引き起こしま
す。

付録 C •必要なハードウェアリソースの確認 257



表 C–3 Sun Management Center管理モジュールのシステムに対する影響 (続き)
モジュール 影響

ファイル走査 (System Log) フットプリントと CPU負荷のわずかな増大を引き
起こします。

状態モニター リソースに対する影響が比較的小さい。

HP JetDirect フットプリントと CPU負荷のわずかな増大を引き
起こします。

IPV6計測 ネットワークインタフェースの数に応じ、CPU負
荷のわずかな増大と、低から中程度のフットプリ
ント増大を引き起こします。

カーネルリーダ 管理対象であるファイルシステムや CPUなどのシ
ステムリソースの数と、この情報の更新頻度に応
じ、CPUとメモリーに影響を与えます。Simple
Kernel Readerよりも多くのリソースを消費しま
す。

カーネルリーダ (簡易) CPUとメモリーにわずかな影響を与えます。

MIB-II計測 ネットワークインタフェースの数、経路テーブ
ル、ARPテーブル、および関連するシステムテー
ブルのサイズに応じ、わずかな CPU負荷と低から
中程度のフットプリント増大を引き起こします。

MIB-IIプロキシモニタリング プロキシで監視された SNMPエージェントのMIB
サイズに応じ、中程度のフットプリント増大を引
き起こします。プロキシで監視された SNMPエー
ジェント内の管理対象オブジェクトの数に応じ、
低から中程度の CPU負荷を引き起こします。

MIB-IIシステム (簡易) CPU負荷はほとんど起きず、フットプリントはシ
ステムインタフェース、IP転送、および IPアドレ
ステーブルのサイズに応じてごくわずか増大しま
す。

NFSファイルシステム ホストマシンにマウントされているネットワーク
ファイルシステムの数に応じてフットプリントの
わずかな増大を引き起こします。CPU負荷はわず
かです。

NFS統計情報 フットプリントのわずかな増大と低から中程度の
CPU負荷を引き起こします。

プリントスプーラ フットプリントと CPU負荷のわずかな増大を引き
起こします。

Solarisプロセス詳細 監視対象のプロセスの数に応じ、フットプリント
のわずかな増大を引き起こします。監視対象のプ
ロセスの数とプロセスの開始と停止の頻度に応
じ、低から中程度の CPU負荷を引き起こします。
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表 C–3 Sun Management Center管理モジュールのシステムに対する影響 (続き)
モジュール 影響

Sun StorEdge A5x00 Array, Sun StorEdge
T3 Array

ストレージデバイスのサイズに応じ、フットプリ
ントと負荷の中程度の増大を引き起こします。

サーバーレイヤーのリソース
サーバーレイヤーは、Sun Management Centerソフトウェアの中核です。サーバーレ
イヤーのホストに適切なハードウェアを指定することは、Sun Management Centerに
おいて応答性に優れた確実な処理を実現する上で重要な意味を持ちます。Sun
Management Centerサーバーレイヤーのハードウェア要件は、エージェントの要件よ
りもはるかに厳しいものです。Sun Management Center 3.6サーバーレイヤーのシス
テム要件は、Sun Management Center2.xおよび 3.0サーバーレイヤーのハードウェア
要件よりも厳しいものです。Version 2.xまたは 3.0サーバーホストは、必ずしも Sun
Management Center 3.6のシステム要件を満たしていません。

Sun Management Centerサーバーレイヤーは、Solarisバージョン 8かバージョン 9、
バージョン 10を使用している SPARCプラットフォームデスクトップとサーバーのう
ち、この節で説明している最小のハードウェア要件を満たすマシンでサポートされま
す。

注 –最大限のパフォーマンスを得るためには、サーバーレイヤーのアプリケーション
だけを実行する専用マシンに Sun Management Center 3.6サーバーレイヤーをインス
トールしてください。

サーバーとして推奨されるハードウェアプラット
フォーム
次の表に、Sun Management Centerサーバーのプラットフォームとして使用できるマ
シンの 4つのクラスとそのハードウェア構成を示します。各ケースとも、代替マシン
構成で同等のパフォーマンスを提供できます。
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表 C–4 Sun Management Centerサーバーとして推奨されるハードウェアプラットフォーム

アーキテクチャ マシンの種類 CPUタイプ RAM スワップ領域

小型サーバー Sun Blade 100 (ま
たは同等のマシ
ン)

502 MHz
UltraSPARC IIe
CPU (またはこれ
以上) x 1

1Gバイト 最小 512Mバイ
ト、1Gバイトを
推奨

中型サーバー Sun Fire 280R 750 MHz
UltraSPARC II
CPU (またはこれ
以上) x 2

1Gバイト 最小 512Mバイ
ト、1Gバイトを
推奨

大型サーバー Sun Blade 2000 1015 Mhz
UltraSPARC III
CPU (またはこれ
以上) x 2

1Gバイト 最小 512Mバイ
ト、1Gバイトを
推奨

超大型サーバー Sun Fire 880 900 Mhz
UltraSPARC III
CPU (またはこれ
以上) x 4

2Gバイト 1Gバイト

サイジング要件
Sun Management Serverのホストサイジング要件は、サーバーレイヤーで管理される
エージェントの数とそれらのエージェント上の管理作業に大いに左右されます。管理
作業には、システムによって生成される作業 (イベント生成など)とユーザーによって
開始される作業 (データのブラウジング、ネットワーク検出、グループ処理、システ
ム監視および診断など)があります。

管理作業の影響のため、サイジング要件は、サーバーにインストールされている Sun
Management Centerアドオンパッケージの数、種類、および構成、そして管理ノード
の数によって変わります。一般には、使用中のアドオンの数が多いほど管理作業の量
が多く、サーバーのハードウェア要件も厳しくなります。

次の図に、Sun Management Centerサーバーとして推奨されるマシンのクラスを、管
理対象となるエージェント数とおおよその管理作業の関数として示します。この図で
は、サーバー上で Sun Management Centerコンソールが動作していないことを前提
にしています。また、小型サーバーの場合は 5個の遠隔コンソールセッション、中型
サーバーの場合は 10個の遠隔コンソールセッション、また大型サーバーと超大型
サーバーの場合は 15個の遠隔コンソールセッションが存在するものとします。
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図 C–1イベントごとに示した Sun Management Centerサーバーの 1日当たりの負荷と管理
対象オブジェクトの数

上図に示したマシンのクラスは、同様な性能を持つホストの代表的なクラスを示しま
す。

注意 – Sun Management Centerコンソールアプリケーションをサーバーレイヤーホス
ト上で実行することによって、サーバーは性能に影響を受けます。さらに、この影響
はアクティブなコンソールセッションの数によっても変わります。サーバーホストが
サーバーレイヤーコンポーネントをサポートできる余裕がない場合は、Sun
Management Centerコンソールをサーバーマシンで実行しないでください。

Sun Management Centerサーバーと Performance
Reporting Managerアドオン
Sun Management Centerの Performance Reporting Manager (PRM)アドオンを使用
すると、Sun Management Center Centerエージェントが監視している任意のデータ
プロパティに関して、その履歴的な傾向を追跡したり、レポートを生成したりできま
す。PRMアドオンは大量のデータを収集および処理できるので、Sun Management
Centerサーバーのサイジング要件に大きな影響を与える可能性があります。
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PRMアドオンの影響は、図 C–1の PRM部分に示されています。一般的に、管理作業
と PRMが追跡するデータープロパティの総数が増えるほど、Sun Management
Centerサーバーが管理できるエージェント数は減ります。

PRMアドオンを持つ Sun Management Centerサーバーの要件を判断するには、2つ
のステップが必要です。

1. 図 C–1を参照しながら、PRMアドオンがインストールされている Sun
Management Centerサーバーが管理するエージェントの総数にもとづいて、必要
なマシンのクラスを判断します。

2. 収集する PRMデータプロパティのおおよその数にもとづいて、適切な PRM構成
を判断します (次項を参照)。

PRM構成の種類
Sun Management Centerの設定では、次の表に示す PRM構成の種類のから 1つを選
択することができます。「アーキテクチャ」列は、表 C–4に示したマシンのアーキテ
クチャを指します。

表 C–5 PRM構成の種類の要件

PRM構成の種類 ディスク容量
PRMプロパ
ティの総数

エージェント数
の例

エージェント当
たりのプロパ
ティ数の例 アーキテクチャ

小型 PRM 5Gバイト 50,000 100 300 小

400 100 中

中型 PRM 12Gバイト 150,000 300 300 中

500 300 大

750 200 超大

大型 PRM 24Gバイト 240,000 600 300 大

750 300 超大

通常、Sun Management Centerの小型サーバーは小型 PRM構成に使用されます。中
型サーバーは中型 PRM構成に使用されます。そして、大型サーバーと超大型サー
バーは大型 PRM構成に使用されます。Sun Management Centerの超大型サーバーは
小型 PRMや中型 PRMにも使用できますが、利用できるディスク容量や予想される
PRMデータ収集要件によって条件は変わります。

PRMサーバーの構成例
次の表に、アーキテクチャの種類ごとに管理できるエージェント数の例を示します。
この例では、各エージェントが PRMごとに平均 300個のデータプロパティを収集す
るとを仮定しています。「1時間ごとのデータ収集」列は、(1時間ごとに)データを

262 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



収集するのに必要な概算時間を示しています。「夜間処理」列は、収集したデータを
処理するのに必要な概算時間を示しています。データを収集および処理するのに必要
な時間は、サーバーのハードウェア、サーバーの活動、およびデータベース内の PRM
データ数によって変わります。

表 C–6サーバーの例:管理対象のエージェント数

アーキテクチャ エージェント数
PRMプロパ
ティの総数 PRM構成の種類

1時間当たりデー
タ収集 夜間処理

小 100 30,000 小 2分 1～ 2時間

中 300 90,000 中 7分 3～ 4時間

大 600 180,000 大 7分 3～ 6時間

超大 750 225,000 大 6分 3～ 6時間

Performance Reporting Managerレポートの生成
さまざまなエージェント数、データプロパティ数、およびレポート期間 (4時間から 1
か月など)を指定することによって、さまざまなレポートを生成できます。

通常のレポートは、生成するには数秒から数分かかります。実際にかかる時間は、次
の要因によって変わります。

� レポートに含める実際のデータポイント数

注 –データポイントの最大数はレポート 1つあたり約 10,000個です。

� データベース内にある Performance Reporting Managerのデータ数

� サーバーの性能と活動

� ほかの Performance Reporting Managerレポートと一緒に生成しているかどうか

たとえば、Performance Reporting Managerアドオンが構成されている中型の Sun
Management Centerサーバーで、比較的簡単なレポート、たとえば 1つのエージェン
トの 5つのデータプロパティを 24時間調べたレポートを生成するには、約 20秒かか
ります。より複雑なレポート、たとえば、5つのエージェントの 5つのデータプロパ
ティを 7日間調べたレポートになると、生成するのに約 10分かかります。
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注 –ここで、Performance Reporting Managerアドオンがインストールされている中
型の Sun Management Centerサーバーとは、450 MHzの UltraSPARC II CPU x 2、
1Gバイトの RAM、および 1Gバイトのスワップ領域を持つ SunFire-280Rを想定して
います。また、この SunFire-280Rは Performance Reporting Manager用に 300個の
エージェントを監視しており、エージェントごとに 300個のデータプロパティを収集
するものとします。

Performance Reporting Managerレポートのスケジューリ
ング
レポートを生成するのに 30分以上もかかる場合、午前 4:00から午前 8:00までの間に
レポートを実行するようにスケジュールする方が賢明です。大きなレポートの生成を
午前 4:00以降に実行するようにスケジュールすることによって、通常の営業時間にお
けるSun Management Centerサーバーの負荷を下げることができます。また、そうす
ることによって、通常、午前 12:00から午前 4:00までの間にスケジュールされる Sun
Management Centerの夜間作業と Performance Reporting Managerの作業が競合する
可能性を少なくすることもできます。

性能に関する考慮事項
サーバーレイヤーのパフォーマンスに影響を与える状況や要因として、ほかには次の
ようなものがあります。

� Sun Management Centerコンポーネントの同時起動
� トポロジグループの構成
� 管理作業
� コンソールユーザー数

Sun Management Centerコンポーネントの同時起動
サーバーレイヤーと多数のエージェントの「同時起動」は、サーバーレイヤーの性能
に悪影響を与える可能性があります。また、何百ものエージェントを管理するサー
バーレイヤーを初期化すると、コンソールの応答速度が低下したり、一時的に一部の
エージェントにアクセスできなくなったりする可能性があります。

トポロジグループの構成
Sun Management Centerサーバーコンテキスト内のトポロジグループの数が、次の値
を超えてはいけません。

� 小型サーバーの場合 - 25
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� 中型サーバーの場合 - 50
� 大型サーバーの場合 - 75
� 超大型サーバーの場合 - 100

トポロジグループのすぐ下の子オブジェクトの最大数は 256個です。最適な性能を
維持するには、トポロジグループの子オブジェクトの数が 100を超えてはなりませ
ん。

Performance Reporting Managerアドオンをインストールしている場合、
Performance Reporting Managerがデータを最適収集ができるようにするには、各
トポロジドメインの Sun Management Centerエージェント数が 200を超えないよ
うにします。

管理作業
Sun Management Centerサーバーの活動は、次の要因によって変わります。

� ユーザーが開始する処理の数
� 管理対象となるホストシステムの安定性とアクティビティ
� ホストシステムによって読み込まれる管理モジュールの数
� アラームしきい値の指定と管理対象となるプロパティのルールパラメータ

最後の 2つの要因は、管理対象ノードがイベント処理の形で管理アクティビティを生
成する傾向を大いに促します。

結果として、アラームしきい値を適切に構成していない場合、アドオンが存在しなく
ても、かなりの管理作業が発生する可能性があります。逆にいえば、管理対象システ
ムが安定したものでアラームしきい値も適切であれば、多数のアドオンが存在しても
管理作業はわずかしか発生しない場合があります。

コンソールユーザー数
Sun Management Centerの同時コンソールユーザーセッションが増えると、サーバー
レイヤーの負荷がわずかに高まります。ここで、アクティブなユーザーは、小規模構
成の場合は 5人、中規模構成の場合は 10人、大規模および超大規模構成の場合は 15
人であると仮定します。また、ユーザーが実行している活動は、管理されたプロパ
ティデータおよびイベントのブラウズや、データプロパティの属性の編集などである
とします。

ユーザーによって開始される作業の中には、処理が実行される間サーバーレイヤーの
パフォーマンスに一時的に影響を与えるものがあります。

� 100個以上のエージェントを対象とした「大規模なグループ操作」の場合は、相当
のサーバーリソースを消費する可能性があります。このような操作は、変更に
よって管理対象エージェントでアラームが生成されるとサーバーパフォーマンスに
さらに影響を与える可能性があります。これらのアラームは、またイベント処理と
いう形で追加の管理活動を生みます。

� サーバーの管理対象にする新しいエンティティを多数追加する処理を伴う「ネット
ワーク検出操作」を行うと、その処理中にサーバーレイヤーホストに相当の負荷を
与える可能性があります。
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� 管理対象となる新しいエンティティを多数追加する処理を伴うトポロジデータのイ
ンポート操作を行うと、エンティティの追加中にサーバーレイヤーの応答速度が低
下する可能性があります。

ユーザーによって開始されるこれらの操作の影響は、同時実行を避ける、大規模のオ
ペレーションを細分化する、可能であればピーク時以外に作業を行う (あるいはスケ
ジューリングする)などの方法で最小限に抑えることができます。

Javaコンソールレイヤーのリソース
パフォーマンスを最大限に高めるには、Sun Management Centerコンソールをサー
バーレイヤーホスト以外のホストから実行する必要があります。コンソールは任意の
ホストに簡単にインストールでき、サーバーレイヤーへリモート接続できます。サー
バーレイヤー構成として望ましいのは、ホストシステムをサーバーレイヤーアプリ
ケーションの実行専用として使用することです。サーバーホストのサイズがほかのア
プリケーション (Sun Management Centerコンソールなど)の要件をサポートできるも
のでないかぎり、サーバーホストでそれらを実行することは避ける必要があります。

Sun Management Centerコンソールは、Javaテクノロジをベースとしたアプリケー
ションです。このコンソールは、Solaris 2.6、Solaris 7、Solaris 8、Solaris 9、Solaris
10のいずれかの Solarisオペレーティング環境が動作する SPARCシステム、および
Solaris 9または 10が動作する x86システムでサポートされます。コンソールはま
た、Microsoft Windows 2000、Windows NT 4.0 Service Pack 3または 4、Microsoft
Windows 98、またはMicrosoft Windows XPが動作する Intelシステムでもサポート
されます。

Sun Fireプロキシ/プラットフォーム
エージェントのリソース
Sun Fireプラットフォームエージェントは、標準の Sun Management Centerエー
ジェントとは異なるインストール作業を必要とします。Sun Fireプラットフォームに
はいくつかのドメインがあり、各ドメインには独自のハードウェア割り当てが行われ
ています。各ドメインは、それぞれ独立した Solarisオペレーティング環境インスタン
スを実行します。各 Sun Fireドメインは、ドメインエージェントを実行します。

全体として見た Sun Fireプラットフォームは、ドメインに割り当てられた、そのプ
ラットフォーム内のすべてのハードウェアから構成されていることになります。プ
ラットフォームは、そのプラットフォーム内の System Controller (SC)ボードに
よって制御されます。
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Sun Management Centerソフトウェアは、Sun Fireサーバーを管理するために Sun
Fireサーバーシステムコントローラおよび Sun Fireドメインエージェントと通信を行
う Sun Fireプラットフォームエージェントを使用します。このプラットフォームエー
ジェントは、エージェントによって監視される、Sun Fireシャーシの外部に存在する
Solarisホストに導入する必要があります。プラットフォームエージェントホストシス
テムが適切にサイズ設定されていれば、単一のホストシステムに複数のプラット
フォームエージェントを導入して複数の Sun Fireサーバーを管理できます。

各プラットフォームエージェントは、平均して 5～ 9%の CPUと 15～ 18Mバイト
のメモリーを消費します。同じホストシステム上に導入されたプラットフォームエー
ジェントの CPUとメモリーの消費は加法的で、ハードウェア要件を測る尺度として
使用できます。エージェントは同じソフトウェアパッケージを共有するため、プ
ラットフォームエージェントインスタンスが複数存在する場合のディスク容量要件
は、少なくとも単一のプラットフォームエージェントインスタンスの場合の要件を超
えます。

一般に、プラットフォームエージェントの CPUとメモリーのリソース要件は管理対
象となっている Sun Fireサーバー構成のサイズと複雑さに比例します。Sun Fireシス
テムの構成が大きいほど、プラットフォームエージェントホスト上のプラットフォー
ムエージェントリソースをより多く必要とします。

システム要件
プラットフォームエージェントは、次に示すどちらのホストにもインストールできま
す。

� Sun Management Centerサーバーレイヤーホスト
� Sun Management Center専用のプラットフォームエージェントホスト

個々のホスト上にインストールできるプラットフォームエージェントの数は、そのホ
ストが Sun Management Centerサーバーレイヤーホストであるかプラットフォーム
エージェントレイヤーホストであるかによって異なります。Sun Management Center
の全体的なパフォーマンスと応答性を最大限に高めるには、サーバーレイヤーホスト
ではなく専用のホストにプラットフォームエージェントを導入する必要があります。
容量に余裕のあるマルチ CPUシステムにサーバーレイヤーが導入されている場合
は、プラットフォームエージェントをサーバーレイヤーホストで稼働させることがで
きます。

次の図に、専用のプラットフォームエージェントホストへ導入した場合のアーキテク
チャとサーバーレイヤーホストに導入した場合を示します。

付録 C •必要なハードウェアリソースの確認 267



図 C–2プラットフォームエージェントアーキテクチャ

複数のプラットフォームエージェントの起動
Sun Fireプラットフォームエージェントは、デフォルトでは 1時間ごとに管理情報を
最新状態に更新します。同じホストに複数のプラットフォームエージェントが導入さ
れ、同時に初期化される場合、エージェントは立て続けにデータ更新をする傾向があ
ります。同時更新を試みるプラットフォームエージェントが多すぎると、ホストシス
テムの全体的な応答性が悪影響を受けかねません。

同じホスト上の複数のプラットフォームエージェントによる同時オペレーションの可
能性を減らすには、すべてのプラットフォームエージェントを同時に起動しないこと
です。

専用ホストへの Sun Fireプラットフォームエージェント
の導入
次の表に、一般的なハードウェア構成と、専用のホストシステムに導入できるプ
ラットフォームエージェントの数を示します。
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表 C–7専用ホスト: Sun Fireプラットフォームエージェントの容量

代表的なハードウェア構成 プラットフォームエージェントの最大数

シングル 500 MHz UltraSPARC IIe CPU、RAM
1Gバイト、スワップ 1Gバイトの Sun Blade 100

5～ 7

デュアル 750 MHz UltraSPARC III CPU、RAM 1G
バイト、スワップ 1Gバイトの Sun Fire 280R、
Netra T4、または Sun Blade 1000

14～ 20

プラットフォームエージェントのリソース使用はさまざまに異なります。この表で
は、オペレーションのピーク時にシステム容量が不足しないように十分な容量を残す
ことができる許容値の範囲を示しています。Sun Fireプラットフォームの規模が大き
いほど必要となるプラットフォームエージェントリソースも増えるため、単一のホス
トで実行できるプラットフォームエージェントはわずかとなります。逆に、Sun Fire
プラットフォームが小さいほど必要となるプラットフォームエージェントリソースは
少なくてすみ、単一のホストで多くのプラットフォームエージェントを実行できま
す。

サーバーレイヤーホストへの Sun Fireプラットフォーム
エージェントの導入
Sun Management Centerサーバーレイヤーを実行するホストシステムのハードウェア
サイズ要件は、サーバーレイヤーによって管理されるプラットフォームエージェント
の数とシステム内の管理アクティビティによって決まります。

Sun Management Centerサーバーレイヤーと Sun Fireプラットフォームエージェント
双方の稼働に対応できるのは、大規模のマルチ CPUシステムの場合だけです。容量
が小さいサーバーレイヤーホストにプラットフォームエージェントを導入すると、
Sun Management Centerの全体的なパフォーマンスに悪影響を与える可能性がありま
す。

1日にホストあたりで 1000個未満のイベントに対応する適度なレベルの管理アク
ティビティの場合、Sun Management Centerサーバーレイヤーホストに導入できるプ
ラットフォームエージェントの最大数は管理対象となるエージェントの数とマシンク
ラスによって決まります。次の表に、一般的なシステム容量を示します。

表 C–8サーバーレイヤーホスト: Sun Fireプラットフォームエージェントの容量

管理対象エージェントの数
プラットフォームエージェントの最
大数

100 6 7

300 5 7

500 4 6
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表 C–8サーバーレイヤーホスト: Sun Fireプラットフォームエージェントの容量 (続き)

管理対象エージェントの数
プラットフォームエージェントの最
大数

750 なし 6

Sun Fire 280Rは、1Gバイト RAMと 1Gバイトスワップを使用したデュアル 750MHz
UltraSPARC IIIサーバーホストを持つ Sun Fire 280R、Sun Blade 1000、または Netra
T4システムを示します。

Sun Fireへの Sun Management Centerの導入手順については、Sun Management
Center Software Supplement for Sun Fire 6800/4810/4800/3800 Systemsを参照してく
ださい。
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付録 D

ネットワークアドレス変換 (NAT)

この付録では、Sun Management Center 3.6を NAT環境で使用するときの問題点につ
いて説明します。また、Sun Management Centerの NATソリューションへの全体的
なアプローチに影響する要因についても簡単に説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

� 271ページの「NATの概念」
� 273ページの「NATソリューションの複雑さ」
� 274ページの「NAT構成」
� 275ページの「NATソリューション」
� 275ページの「NATの制限」
� 276ページの「NATの例」

NATの概念
ネットワークアドレス変換 (NAT)を使用すると、サーバー、ホスト、およびコンソー
ルが複数のネットワークに分散していても、共通の内部ネットワークを介して相互通
信を行えます。NATソリューションは、非公開のローカルアドレス範囲を公開アドレ
ス範囲に割り当てます。これらの割り当ては、静的または動的に行われます。

NATは、Sun Management Centerクライアント環境で次第に普及し始めています。
NATを使用することでクライアントはネットワークアドレスをより効率良く使用で
き、場合によっては繊細な内部環境から外部環境に対して安全にアクセスできるよう
になります。
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注 – Sun Management Center NATホストとは、Sun Management Centerコンポーネン
ト (エージェント、サーバー、またはコンソール)を実行しているホストのうち、NAT
環境全体にわたってほかの Sun Management Centerコンポーネントと通信する必要
のあるホストを意味します。

NAT環境での IPアドレスの使用
Sun Management Center 3.6は、管理対象ノードの IPアドレスとポートを使用してそ
れらのノードをサーバーコンテキスト内で個々に識別するとともにそれらにアクセス
できることを前提としています。また、このソフトウェアは管理対象ノードのローカ
ル IPアドレスとポートが信頼できるものであるとみなします。

このような前提の結果、Sun Management Centerはその主要オペレーションと管理機
能の両方において IPアドレスを多用します。具体的には、ネットワークアドレスは次
のような領域で使用されます。

� 通信 (SNMP、RMI、Probe、MCP HTTP、ICMP)

� ネットワークエンティティの検出

� イベント管理

� サーバーコンテキストの識別

� SNMP URLによる管理対象ノード、オブジェクト、プロパティの識別

� プロパティコンテンツ (MIB-IIモジュールなど)の管理

� 管理対象となるプロパティテーブル (MIB-IIインタフェーステーブルなど)のイン
デックス

� ローカライズされた USECキーの生成

� さまざまなコンソールブラウザとコンソールディスプレイ

Sun Management Centerコンポーネントが 1つ以上の NAT環境にわたって動作する
環境では、管理対象ノードのローカル IPアドレスとポートの一意性およびアクセス性
についての前提は当てはまりません。また、管理者はノードの公開 IPアドレスに慣れ
ている場合もあり、ローカル IPアドレスを使用して直感的に NAT環境内で管理対象
ノードを識別できないことも考えられます。

NATの動作
次の図は、NATがどのように機能するかを示したものです。
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図 D–1シンプルなNATネットワーク概念図

非公開サブネット 10.1.1.0には、NAT 1の後ろで動作する Machine1というマシ
ンが存在します。NAT 1は、Machine 1から NAT 1外部のホストまでのあらゆる通
信に変換済み IPアドレス 129.146.63.100を使用します。NAT 1の外部のホスト
から Machine 1 (129.146.63.100) までの通信は、NAT 1 によって Machine 1
(10.1.1.1)にリダイレクトされます。

2 つめの非公開サブネット (100.1.1.1) には、1 台のマシン Machine 3
(100.1.1.1)が存在し、NAT 2の後ろで動作します。NAT 2は、Machine3から
NAT 2までの通信に変換済み IP 129.146.63.101を使用します。NAT 2の外部のホ
ストから Machine 3 (129.146.63.101) までの通信は、NAT 2 によって
100.1.1.1にリダイレクトされます。

NATソリューションの複雑さ
Sun Management Centerで IPアドレスを使いすぎると、単純なアドレス変換または
プロキシ変換を伴う環境への導入が複雑化します。アドレスは、ドライバ、ライブラ
リ、アプリケーション、およびコンソールの統合レベルで現れます。このソリュー
ションは、Sun Management Center内で発生する通信の種類によってさらに複雑化し
ます。

このソフトウェアは、次のレイヤーで使用される分散アプリケーションです。

� コンソール
� マルチコンポーネントサーバー
� マルチコンポーネントエージェント

ソフトウェアレイヤーは、ルーティング規則または NATの対象となりえる複数のホ
ストまたはネットワーク上に配置することができます。
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さらに、Sun Management Centerシステムのコンソールコンポーネント、サーバーコ
ンポーネント、およびエージェントコンポーネントは、ほかのネットワーク上に存在
する別の Sun Management Centerシステムのコンポーネントと通信できます。この
ような状況ではこのソリューションの複雑さが増します。

NATを採用すると、コンソール、サーバー、およびエージェントが 1つ以上のネット
ワークアドレス範囲に導入されているネットワーク環境で Sun Management Center
3.6を使用できます。この結果、コンソール、サーバー、およびエージェントは 1つ
以上の NAT環境にわたって通信を行わなければならなくなります。

この機能は、複数の NAT環境にわたるリモート参照ドメインのようなサーバーコン
テキスト間の処理もサポートします。NATを採用すると、Sun Management Center
コンポーネントは同じアドレス範囲のほかの Sun Management Centerコンポーネン
トとも通信できます。NATを使用しないと、Sun Management Centerのコンソー
ル、サーバー、およびエージェントは複数の NAT環境にわたって稼動することがで
きません。

NAT構成
ユーザーは、Sun Management Center NATホストごとに静的な NATマッピングを設
定する必要があります。

注 – NAT環境全体にわたる Sun Management Center 3.6オペレーションに動的な
NATマッピングはサポートされません。

Sun Management Centerは未定義のポート (SNMP、プローブ、RMI、コンソール統
合など)をいくつか使用するため、Sun Management Centerでは、 Sun Management
Center NATサポートにポート制限を指定する機能をサポートしていません。

NAT環境における処理をサポートするため、NATは Sun Management Center 3.6ソ
フトウェアが IPアドレスではなく名前を使用してほかの Sun Management Centerホ
ストの識別やそれらのホストとの通信を行えるようにします。この名前は、標準の
ネーミングサービスを通して有効な IPアドレスに変換できるホストエイリアスでなけ
ればなりません。この名前はまた、Sun Management Centerコンポーネントが導入さ
れる関連したアドレス範囲内で適切な IPアドレスに変換できるものでなければなりま
せん。

このため、Sun Management Centerコンポーネントがインストールされたすべてのア
ドレス範囲のホストマップで、すべての Sun Management Center NATホストに共通
のホストエイリアスを定義する必要があります。

ホストエイリアスは、ファイル (/etc/hostsなど)、NIS、NIS+、DNSなどを含む
ことができる標準のシステムホストマップで定義する必要があります。以降では、共
通のホストエイリアスを NATホスト名と記述しています。
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NATソリューション
Sun Management Center NATソリューションは、複雑な変換メカニズムやエラーの
発生しやすい変換メカニズムを避けるため、一貫性に主眼を置いています。このソ
リューションは、ソフトウェアにおける IPアドレスの使用に関する基本的な前提に対
応しています。

Sun Management Center 3.6は、NAT環境内で管理されるノードを個々に識別してア
クセスするために、IPアドレスではなく論理識別子を使用します。この識別子には、
管理対象ノードを全体パスで指定したホスト名を使用できます。この方法を採用する
と、Sun Management Center 3.6はホスト名から IPアドレスへマッピングする既存
のインフラを IPベースシステム内で利用できます。

絶対パス指定のホスト名を使用することが適切ではない環境や絶対パス指定が不可能
な環境では、エージェントレイヤーおよびサーバーレイヤーのアドレス範囲から解決
できる任意の一意の論理名を使用できます。NAT環境ではない場合、下位互換性のた
めにデフォルトの論理識別子として IPアドレスを使用できます。

このソリューションでは、論理識別子がサーバーコンテキスト内で一意であることが
要求されます。論理識別子は、1つの NAT環境全体にわたって管理対象ノードのアク
セスに使用できる有効な IPアドレスに変換できるものでなければなりません。ユー
ザーは、論理識別子を使用して管理対象ノードを直感的に識別できることが望まれま
す。

Sun Management Center 3.6の NATソリューションを使用する場合は、次の点に注意
してください。

� すべての Sun Management Center NATホストに静的な NATマッピングを指定す
る必要がある

� Sun Management Centerコンポーネントが導入されているすべてのネットワーク
アドレス範囲のすべての NATホストにホストマップエントリを指定する必要があ
る

� 複数のホップを使用して複数の NAT環境に渡って経路テーブルベースの検出を行
うことはできない

� NATの背後に導入されたコンソールは、NAT外部のサーバーと連動することはな
い

NATの制限
次の NAT制限が存在します。

� IPアドレスは Sun Management Centerサーバーと Sun Management Centerエー
ジェントホストに固有のものでなければならない
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� ホスト名は Sun Management Centerホストに固有のものでなければならない。ホ
スト名が固有でない場合は、ソフトウェアの設定時にホストエイリアスを柔軟に選
択できます。

� NATを使用して Sun Management Centerサーバーを設定する場合、ホスト名また
はホストエイリアスにダッシュを含めることはできない。たとえば、NATを使用
して Sun Management Centerサーバーを設定する場合、サーバー名として
server-oneは使用できません。

� NATの背後に存在するホストでコンソールを稼動させたり、NATの外部でサー
バーを稼動させたりすることはできません。

NATの例
この節では、シングル NAT環境とデュアル NAT環境の例を示します。

シングル NAT環境
NATの基本構成は、NATの両サイドに単一のサーバーコンテキストを導入したシン
グル NAT環境です。

図 D–2シンプルなNATネットワーク構成例
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この図は、192.168.0.0ネットワークに導入されたコンソール、サーバーレイ
ヤー、およびエージェントを示しています。コンソール 1つとエージェント 3つは、
NATの背後の 192.168.1.0のネットワークに導入されています。エージェント (リ
モートエージェントを含む)はすべて、Host B上のサーバーレイヤーによって管理さ
れるサーバーコンテキストの一部です。

Sun Management Centerは、これらのコンポーネントがホスト名論理アドレス指定
モードで動作するように構成されることを前提とします。このため、エージェントは
すべて Host Bをそれらのトラップ先およびイベント先として構成されます。

この構成をサポートするには、図 D–2に示されたネットワークホストと NATマップ
が揃っていなければなりません。Host E、F、および G上の 3つの遠隔エージェント
に対するアクセスは、静的な NATマッピングを使用して 192.168.0.0ネットワー
クから行えます。Host E、F、および Gの論理識別子は 192.168.0.0のネットワー
ク内で有効な IPアドレスに変換できるものでなければなりません。このステップは、
192.168.0.0のネットワーク内で Host E、F、および Gのホストマッピングを行う
ことで達成されます。

リモートエージェントが Host B をトラップ先およびイベント先として指定できるよ
うにするには、192.168.1.0 ネットワークホストマップで Host B のホストマップ
エントリを指定します。

デュアル NAT環境
次の図は、より複雑な例を示しています。この図では、遠隔参照ドメインを持つ 3つ
の Sun Management Centerサーバーコンテキストから成るデュアル NAT環境が示さ
れています。
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図 D–3複雑なNATネットワーク構成例

この図では、192.168.0.0ネットワークは NAT環境の前方に配置され、
192.168.1.0ネットワークと 192.168.2.0ネットワークは NAT環境の背後に配
置されています。SunScreen 1は、192.168.0.0のネットワークに対し、
192.168.1.0ネットワーク上のホストに対するアクセスを提供します。SunScreen 2
は、192.168.0.0のネットワークに対し、192.168.2.0ネットワーク上のホスト
に対するアクセスを提供します。この構成では、静的な NATマッピングが前提とな
ります。

3つのアドレス範囲におけるホストマップは、Sun Management Centerサーバーコン
ポーネントと Sun Management Centerエージェントコンポーネントが導入されてい
るすべてのホストのホスト名解決を提供します。Sun Management Centerコンポーネ
ントはすべて、ホスト名論理アドレス指定モードで構成されているとみなされます。
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付録 E

Sun Management Center 3.6の
パッケージ

この付録では、Sun Management Centerのパッケージとその説明の一覧を示します。

パッケージ名 説明

ELP構成リーダ用のパッケージ

SUNWescns Sun Management Center共通構成リーダモジュールサーバーの
Netra 440プラットフォームコンポーネント

SUNWescna Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Netra 440
エージェントコンポーネント

SUNWescnl Sun Management Center共通構成リーダの Netra 440プラット
フォームサポート

SUNWesona Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
T2000エージェントコンポーネント

SUNWesonl Sun Management Center共通構成リーダの Sun Fire T2000プラット
フォームサポート

SUNWesons Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
T2000プラットフォームコンポーネント

SUNWespda Sun Management Center共通構成リーダモジュールエージェントの
PCPDAQコンポーネント

SUNWespdl Sun Management Center共通構成リーダの PCPDAQライブラリ

SUNWescci Sun Management Center共通構成リーダモジュールの初期化

SUNWesccs Sun Management Center共通構成リーダモジュールサーバーのコア
コンポーネント

SUNWescca Sun Management Center共通構成リーダモジュールエージェントの
コアコンポーネント
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パッケージ名 説明

SUNWescda Sun Management Center共通構成リーダモジュールの DAQコン
ポーネント

SUNWescdl Sun Management Center共通構成リーダの DAQライブラリ

SUNWescps Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
V210/V240および Netra 240サーバーコンポーネント

SUNWescpa Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
V210/V240および Netra 240エージェントコンポーネント

SUNWescpl 共通構成リーダモジュールの Sun Fire V210/V240および Netra 240
プラットフォームサポート

SUNWescfs Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
V250サーバーコンポーネント

SUNWescfa Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
V250エージェントコンポーネント

SUNWescfl 共通構成リーダの Sun Fire V250プラットフォームサポート

SUNWeschs Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
V440サーバーコンポーネント

SUNWescha Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Fire
V440エージェントコンポーネント

SUNWeschl 共通構成リーダの Sun Fire V440プラットフォームサポート

SUNWescws Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Blade
1500/2500サーバープラットフォームコンポーネント

SUNWescwa Sun Management Center共通構成リーダモジュールの Sun Blade
1500/2500エージェントプラットフォームコンポーネント

Sun Fireエントリレベルミッドレンジシステム用のパッケージ

SUNWeslw8s Sun Fireエントリレベルミッドレンジシステムプラットフォーム用
の Sun Management Centerサーバーイメージ

SUNWeslw8a Sun Fireエントリレベルミッドレンジシステムプラットフォーム用
の Sun Management Center構成エージェント

SUNWeslw8c Sun Fireエントリレベルミッドレンジシステム用の Sun
Management Centerインストールスクリプト

Sun Fire Sunミッドレンジシステム用のパッケージ

SUNWensda Sun Fire 6800-3800ドメインエージェント用の Sun Management
Center英語メッセージ

SUNWessco Sun Management Center Sun Fire 6800-3800サポート -ドメイン管
理モジュール用のサーバーコンポーネント
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SUNWesssd Sun Fire 6800-3800ドメイン用の Sun Management Centerサーバー
のサーバー側ファイル

SUNWedacs サーバーおよびエージェント用の Sun Management Center Sun Fire
6800-3800ドメイン管理モジュール

SUNWessda Sun Management Center Sun Fire 6800-3800ドメインエージェント

Hardware Diagnostic Suite用のパッケージ

SUNWedagx 64ビットの Hardware Diagnostic Suiteのエージェントおよびテス
ト

SUNWjaedp Hardware Diagnostics Suiteのプロパティファイルシステムの日本語
対応版

SUNWkoedh Hardware Diagnostics Suiteのヘルプおよびイメージファイルの韓国
語対応版

SUNWkoedp Hardware Diagnostics Suiteのプロパティファイルの韓国語対応版

SUNWedag Hardware Diagnostic Suiteのエージェントおよびテスト

SUNWenedh Hardware Diagnostic Suiteのヘルプおよびイメージファイル

SUNWenedp Hardware Diagnostic Suiteのサーバーおよび UIの英語対応版

SUNWfredh Hardware Diagnostics Suiteのヘルプおよびイメージファイルのフラ
ンス語対応版

SUNWfredp Hardware Diagnostics Suiteのプロパティファイルシステムのフラン
ス語対応版

SUNWhdrmi Hardware Diagnostic Suiteのサーバーおよび UI

SUNWhedh Hardware Diagnostics Suiteのヘルプおよびイメージファイルの繁体
字中国語対応版

SUNWhedp Hardware Diagnostics Suiteのプロパティファイルの繁体字中国語対
応版

SUNWjaedh Hardware Diagnostics Suiteのヘルプおよびイメージファイルの日本
語対応版

SUNWcedh Hardware Diagnostics Suiteのヘルプおよびイメージファイルの簡体
字中国語対応版

SUNWcedp Hardware Diagnostics Suiteのプロパティファイルの簡体字中国語対
応版

SUNWed Hardware Diagnostic Suiteのサーバーおよび UI

SUNWedcom Hardware Diagnostic Suiteのサーバーおよびエージェントインス
トールの共通コンポーネント
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SUNWedh Hardware Diagnostic Suiteの英語ヘルプファイル

Advanced Monitoring用のパッケージ

SUNWessmn Sun Management Center Advanced Server Monitoringアドオン

SUNWespro 拡張監視パック用の Sun Management Centerプロセスモジュール

SUNWesip6 拡張監視パック用の IPV6モジュール

SUNWenadm Sun Management Center Advanced Monitoringのメッセージファイ
ルパッケージ

SUNWesamn Sun Management Center Advanced Monitoringパックモジュール

SUNWescam Sun Management Center Advanced Monitoringアドオンのコンソー
ルコンポーネント

SUNWesfma Advanced System Monitoringアドオンの Sun Management Center
Fault Management Architecture (FMA)モジュール。Solaris 10での
み使用可能。

SUNWeshds Sun Management Center Volume System Monitoring (VSM)モ
ジュール。

SUNWessmf Advanced System Monitoringアドオンの Sun Management Center
サービス管理機能 (SMF)モジュール。Solaris 10でのみ使用可能。

デスクトップ/ワークステーション用のパッケージ

SUNWeswsi Sun Management Center Ultraワークステーションの初期化

SUNWeswss Ultraワークステーション用の Sun Management Centerサーバーイ
メージ

SUNWeswsa Ultraワークステーション用の Sun Management Center構成エー
ジェント

Service Availability Manager用のパッケージ

SUNWesces Sun Management Centerコンソール用の Service Availability
Managerコンソールレイヤー

SUNWeshes Sun Management Center用 Service Availability Managerのヘルプ
パッケージ

SUNWessam Sun Management Center用の Service Availability Managerアドオン

SUNWesses Sun Management Centerサーバー用の Service Availability Manager
サーバー側インタフェースコンポーネント

SUNWesaes Sun Management Centerエージェント用の Service Availability
Managerアドオン

Netra用のパッケージ
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パッケージ名 説明

SUNWesnti Sun Management Center Netra Tインストールスクリプト

SUNWesnts Netra tプラットフォーム用の Sun Management Centerサーバーイ
メージ

SUNWesnta Netra tプラットフォーム用の Sun Management Center構成エー
ジェント

Performance Reporting Manager用のパッケージ

SUNWesarg Performance Reporting Manager用の Sun Management Centerアド
オンエージェントパッケージ

SUNWescrg Performance Reporting Manager用の Sun Management Centerコン
ソールレイヤーサポートパッケージ

SUNWeshrg Performance Reporting Manager用の Sun Management Centerヘル
プパッケージ

SUNWeslrg Performance Reporting Manager用の Sun Management Centerサー
ビスAPI (クライアント側)パッケージ

SUNWesprm Sun Management Centerの Performance Reporting Managerアドオ
ン

SUNWessrg Performance Reporting Manager用の Sun Management Centerサー
バーレイヤーサポートパッケージ

SUNWesdrg Performance Reporting Manager用の Sun Management Centerデー
タベースパッケージ

Sun Fireでの動的再構成用パッケージ

SUNWensdr Sun Management Center -- Sun Fire 15K-3800動的再構成の英語版
メッセージ

SUNWesccd Sun Management Center Sun Fire 15K-3800サポート-動的再構成用
コンソールコンポーネント

SUNWescdf Sun Fire 15K-3800プラットフォームでの動的再構成用 Sun
Management Centerコンソールサポート

SUNWessdf Sun Fire 15K-3800プラットフォームでの動的再構成用 Sun
Management Centerサーバーサポート

SUNWesadf Sun Fire 15K-3800プラットフォームでの動的再構成用 Sun
Management Centerエージェントサポート

プラットフォーム管理用のパッケージ

SUNWenspa Sun Management Center -- Sun Fireプラットフォームエージェント
英語版メッセージ

SUNWesccp Sun Management Center Sun Fire 6800-3800サポート -プラット
フォーム管理モジュール用のコンソールコンポーネント
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SUNWespsc Sun Management Center Sun Fire 6800-3800サポート -プラット
フォーム管理モジュール用のサーバーコンポーネント

SUNWesspc Sun Fireプラットフォーム管理用の Sun Management Centerコン
ソール

SUNWessps Sun Fireプラットフォーム管理用の SunMCサーバーサポート
パッケージ

SUNWesspa Sun Management Center -- Sun Fire 6800-3800システム用の Sun
Fireプラットフォームエージェント機能

ストレージモジュール用のパッケージ

SUNWenstm Sun Management Center -ストレージモジュールのメッセージ
ファイルパッケージ

SUNWesstg Sun Management Centerストレージモジュールの GUI設定

SUNWessts ストレージモジュール用の SunMCサポートパッケージ

SUNWessta ストレージモジュール用の SunMCエージェントサポートパッケー
ジ

Sun Fireハイエンドシステム用のパッケージ

SUNWesscs Sun Fire 15K/12K用の Sun Management Centerサーバーサポート

SUNWscscs Sun Fire 15K/12Kシステムコントローラ用の Sun Management
Centerサーバーサポート

SUNWensca Sun Management Centerの Sun Fire 15K/12K英語版メッセージ
ファイル

SUNWesscd Sun Management Centerの Sun Fire 15K/12Kドメインエージェン
トサポート

SUNWesscg Sun Management Centerの Sun Fire 15K/12K共通サポート

SUNWesscp Sun Management Centerの Sun Fire 15K/12Kプラットフォーム
エージェントサポート

SUNWscsca Sun Management Centerの Sun Fire 15K/12Kシステムコントロー
ラエージェントサポート

System Reliability Manager用のパッケージ

SUNWesasm Sun Management Centerの System Reliability Managerモジュール

SUNWeshsm Sun Management Centerの System Reliability Managerのヘルプ

SUNWessrm Sun Management Centerの System Reliability Managerメッセージ
ファイルパッケージ
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SUNWesssm Sun Management Centerの System Reliability Manager -サーバーレ
イヤーサポート

Unicenter TNG Integration用のパッケージ

SUNWencam Sun Management Center - Unicenter TNG Integrationメッセージ
ファイルパッケージ

SUNWescaa Sun Management Center - Unicenter TNG Integrationイベントアダ
プタパッケージ

SUNWescad Sun Management Center - Unicenter TNG Integration DSMパッケー
ジ

SUNWescah Sun Management Center - Unicenter TNG Integration
hostDetailBeanパッケージ

SUNWescas Sun Management Center - Unicenter TNG Integrationワールド
ビューパッケージ

SUNWescap Sun Management Center - Unicenter TNG Integrationイベントアダ
プタパッケージのサポートパッケージ

Tivoli Integration用のパッケージ

SUNWentia Sun Management Center - Tivoli Integrationメッセージファイル
パッケージ

SUNWestia Sun Management Center - Tivoli TEC統合

ワークグループサーバー用のパッケージ

SUNWeswgi Sun Management Centerのワークグループサーバー初期化

SUNWeswgs ワークグループサーバー用の Sun Management Centerサーバーレイ
ヤーサポート

SUNWeswga Sun Management Centerのワークグループサーバーエージェントサ
ポートライブラリ

SUNWeswha Sun Management Centerのワークグループサーバーエージェントサ
ポートライブラリ

SUNWeswhd Sun Management Centerのワークグループサーバーエージェントサ
ポート (V880専用)ライブラリ

動的エージェント更新用のパッケージ

SUNWsuagt Sun Management Centerの動的エージェント更新エージェントコン
ポーネントおよびサポートファイル

SUNWsucon Sun Management Centerの動的エージェント更新コンソールコン
ポーネント
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SUNWsusrv Sun Management Centerの動的エージェント更新サーバーコンポー
ネント

Solaris Container
Manager用のパッケージ

SUNWscma Solaris Container Managerエージェント

SUNWscmc Solaris Container Managerコンソール

SUNWscmca Solaris Container ManagerクライアントAPI

SUNWscmcm Solaris Container Manager共通コンポーネント

SUNWscmdb Solaris Container Managerデータベース

SUNWscmh Solaris Container Managerヘルプ

SUNWscmp Solaris Container Managerプロパティファイル

SUNWscms Solaris Container Managerサーバー

動的エージェント更新用のパッケージ

SUNWsuagt Sun Management Centerの動的エージェント更新エージェントコン
ポーネントおよびサポートファイル

SUNWsucon Sun Management Centerの動的エージェント更新コンソールコン
ポーネント

SUNWsusrv Sun Management Centerの動的エージェント更新サーバーコンポー
ネント

その他のパッケージ

SUNWenesf Sun Management Centerコンソールとサーバーのプロパティ

SUNWenesh Sun Management Centerの SES HTMLヘルプ

SUNWenesi Sun Management Centerの言語対応スクリプトメッセージ

SUNWesae Sun Management Centerのエージェントシステムファイル

SUNWesagt Sun Management Centerエージェント

SUNWesasc Sun Management CenterのAdvanced Services Console

SUNWesaxp Java API for XML Processing (JAXP) v1.1.3

SUNWescdv Sun Management Centerコンソールの Dataview

SUNWescix Sun Management Centerのコンソール側インポート/エクスポート

SUNWescli Sun Management CenterのSESコマンド行インタフェース

SUNWesclt Sun Management CenterのクライアントAPI
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SUNWescon Sun Management Centerの SESコンソール

SUNWesgui Sun Management Centerの GUIインストール

SUNWesjp Sun Management Centerの追加コンポーネント。SESの実行に必要
なすべての依存 Javaコンポーネントが含まれる。

SUNWesjrm Sun Management CenterのクライアントAPIサポートクラス

SUNWesmc Sun Management CenterのMCPコンソール

SUNWesmdr Sun Management Center MDR for Basicパック

SUNWesmod Sun Management Centerのエージェントモジュール (SESエー
ジェント用に選択可能)

SUNWessdk すべての Sun Management Centerインストール用の SDKコンポー
ネント

SUNWessdv Dataviewサービス用の Sun Management Center Advanced Services
サーバー側インタフェースコンポーネント

SUNWesse SESサーバー用の Sun Management Centerサーバーシステムファイ
ル

SUNWessms Sun Management CenterのMCPサービス

SUNWessrv Sun Management Centerの SESサーバーコンポーネント

SUNWessvc Sun Management CenterのAdvanced Servicesサーバー側インタ
フェースコンポーネント

SUNWesval Sun Management Centerの検証ツールコンポーネント

SUNWesweb Sun Management CenterのWebコンソール

SUNWmeta Sun Management Centerの SESメタデータエージェント

SUNWescom SESインストール用の Sun Management Center共通コンポーネント

SUNWesken SESインストール用の Sun Management Centerカーネルリーダモ
ジュール

SUNWesmcp Sun Management Centerのモジュール構成伝播

SUNWesmib SESインストール用の Sun Management Center MIBインスタンスモ
ジュール

SUNWesaem エージェント用の Sun Management Centerイベントモジュール

SUNWesdb SESコンポーネント実行用の Sun Management Centerデータベース

SUNWessa Sun Management Centerの SESサーバー/エージェント

SUNWtcatr Tomcat Servlet/JSP Container (root)
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SUNWtcatu Tomcat Servlet/JSP Container (usr)

SUNWesora Sun Management Centerデータベース管理システム

SUNWestbl Sun Management Centerデータベース

SUNWesclb Sun Management Centerの BatchMode用コマンド行インタフェー
ス

SUNWeshdl Sun Management Center用の Volume System Monitoringアドオン

SUNWeslac Sun Management Centerのローカルアクセス

SUNWlgsmc Sun Management CenterのWebコンソール認証プラグイン

次の表は、Linux RPMの一覧です。

RPM名 説明

sun-symon-enesf Sun Management Centerコンソールのプロパ
ティ

sun-symon-enesi Sun Management Centerの言語対応スクリプ
トメッセージ

sun-symon-esagt Sun Management Centerエージェント

sun-symon-esasc Sun Management CenterのAdvanced
Services Console

sun-symon-esaxp Java API for XML Processing (JAXP) v1.1.3

sun-symon-escdv Sun Management Centerコンソールの
Davaview

sun-symon-escix Sun Management Center Import/Export

sun-symon-escli Sun Management Centerのコマンド行インタ
フェース

sun-symon-esclt Sun Management CenterのクライアントAPI

sun-symon-escom Sun Management Centerの共通コンポーネン
ト。

sun-symon-escon Sun Management Centerコンソール

sun-symon-esgui Sun Management Centerの GUIインストール

sun-symon-esjp Sun Management Centerの追加コンポーネン
ト
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sun-symon-esjrm Sun Management CenterのクライアントAPI
サポートクラス

sun-symon-esken Sun Management Centerのカーネルリーダモ
ジュール

sun-symon-esmc Sun Management CenterのMCPコンソール

sun-symon-esmcp Sun Management Centerのモジュール構成伝
播

sun-symon-esmib Sun Management CenterのMIBインスタンス
モジュール

sun-symon-esmod Sun Management Centerのエージェントモ
ジュール

sun-symon-esval Sun Management Centerの検証ツールコン
ポーネント

sun-symon-suagt Sun Management Centerの動的エージェント
更新エージェントコンポーネント

sun-symon-sucon Sun Management Centerの動的エージェント
更新コンソールコンポーネント
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索引

A
add_to_install_server, JumpStart, 137
Advanced System Monitoring, 51
オペレーティングシステム要件, 30
ディスク容量要件, 30
ポート番号, 193

agent-update.bin,エージェントのインストー
ル, 128

ASM,「Advanced System Monitoring」を参照

B
BMC Patrol, Sun Management Centerとの統
合, 211

C
CDイメージ, 90-91
Computer Associates Unicenter TNG, Sun

Management Centerとの統合, 211-213
CPUリソース

Sun Fireプラットフォームエージェン
ト, 267

エージェント, 254-255
大きなトポロジグループ, 265
管理作業, 265
コンソールユーザーの影響, 265-266
大規模なグループ操作, 265
同時起動, 264
トポロジデータのインポート操作, 265
ネットワーク検出操作, 265

CPUリソース (続き)
複数の Sun Fireプラットフォームエージェン
トの起動, 268-270

cstservice,ポート番号, 193

D
domain-config.xファイル, 189

E
es-backup,データベースと構成のバック
アップ, 181

es-config
RMIポートアドレス、再構成, 194-195
オプション, 193-195
ファイアウォールのポート範囲制限, 206
ポート番号、再構成, 194

es-guisetup
アドオンの個別設定, 167-168
インストール後の実行, 36-43
単一アドオンの設定, 36-43

es-inst
遠隔マシンへのインストール, 237-242
オプション, 230-231

es-inst,ローカルマシンへのインストー
ル, 231-237

es-makeagent, JumpStart用ベースエージェン
トイメージの作成, 138

es-restore,データベースと構成データ, 185
es-setup,アドオンの個別設定, 168-169
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es-setup,オプション, 242-244
es-start,オプション, 175-176
es-stop,オプション, 179-180
es-validate,オプション, 170-171
esadm セキュリティグループ, 164
esdomadm セキュリティグループ, 164
esmaster, 186, 187
esmultiip
エージェントの構成, 157-159
オプション, 155
サーバー

IPインタフェースの削除, 156-157
IPインタフェースの追加, 156

esops,セキュリティグループ, 164
espublic, 186, 187

H
HP Jet Direct,システムに対する影響, 258
HP OpenView Operations, Sun Management

Centerとの統合, 209-210

I
IPV6計測,システムに対する影響, 258
IPアドレス指定, 272
IPアドレス指定モード, 26
IPインタフェース
エージェント、マルチ IPマシンでの構
成, 157-159

サーバー
IPインタフェースの削除, 156-157
IPインタフェースの追加, 156

J
JAVA_HOME,設定, 81-84
Javaコンソール

Linux
RAM要件, 28
スワップ空間要件, 28
ディスク容量要件, 28

Microsoft Windows
RAM要件, 28
スワップ空間要件, 28

Javaコンソール, Microsoft Windows (続き)
ディスク容量要件, 28

Solarisプラットフォーム
RAM要件, 28
スワップ空間要件, 28
ディスク容量要件, 28

概要, 50
要件

Linux, 28
Microsoft Windows, 28
Solarisオペレーティング環境, 28

JDKソフトウェア, 29
JumpStart

JumpStartプロファイルの作成, 146-147
Sun Management Centerインストール応答
ファイルの生成, 139-146

Sun Management Center設定応答ファイル
の生成, 142

インストールクライアント, 132
インストールクライアントの追加, 152-154
インストールサーバー, 132
インストールサーバーの作成, 137-138
概念, 132
作業の概要, 136
終了スクリプトの作成, 147-150
セキュリティについて, 135
必要なサービス, 133
ファイルの妥当性検査, 152
ブートサーバー, 132
プロセスの概要, 134
プロファイルサーバー, 132
プロファイルディレクトリの作成, 137-138
ベースエージェントイメージの作
成, 138-139

ルールファイルの作成, 151
JumpStartファイルの妥当性検査, 152

L
Linux

Javaコンソール
スワップ空間要件, 28

環境変数, 83-84

M
MIB-II, 258
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MIB-IIシステム (簡易),システムに対する影
響, 258

Microsoft Windows
Javaコンソール
スワップ空間要件, 28

PATHステートメント, 82
Sun Management Centerディレクトリ, 53
Sun Management Centerのアンインストー
ル, 223

Windows 2000の環境変数, 82-83
Windows 98の環境変数, 82
Windows NTの環境変数, 82-83
インストールSun Management

Center, 159-161
Microsoft Windows 98
最小環境領域の設定, 85
最小スワップ領域の設定, 84-85

N
NAT,「ネットワークアドレス変換」を参照
netstat,ポート使用の判定, 193
NFS (ネットワークファイルシステム),インス
トールディレクトリの共有, 90-91

P
PATHステートメント

Linux, 83-84
Microsoft Windows 2000, 82-83
Microsoft Windows 98, 82
Microsoft Windows NT, 82-83
Solaris, 81

Performance Reporting Manager, 51
オペレーティングシステム要件, 30
構成, 261-264
種類, 262
例, 262-263

サポートされるアーキテクチャ, 262
ディスク容量要件, 30

PRM,「Performance Reporting Manager」を参
照

R
RAM

4Gバイトを超えるシステム, 80-81
要件, 27

RMI,「リモートメソッド呼び出し」を参照
RMIポートアドレス, 194-195
rpm、Sun Management Center, 288

S
SAM,「Service Availability Manager」を参照
security keys, 186
seed-file, 128
server-config.xファイル, 189
Service Availability Manager, 51
オペレーティングシステム要件, 30
ディスク容量要件, 30

setup_install_server, JumpStart, 137
smcorag,遠隔マシンでの定義, 239
smcorau
遠隔マシンでのアカウントの追加, 239
定義済みの Sun Management Centerアカウ
ント, 55

SNMP, 51
snmpdxエージェント, 165
概要, 51
互換性, 77
コミュニティ文字列, 26
コミュニティ文字列に関する考慮事
項, 72-73

サブエージェント, 189
サブエージェントの構成, 190-192
停止, 165-167
ポートの再構成, 194
ポートの定義, 189
無効化, 165-167
レガシーエージェント, 188-192

snmpdxエージェント, 165
SNMPデーモンの無効化, 165-167
Solaris Container Manager
オペレーティングシステム要件, 30
ディスク容量要件, 30

Solarisプラットフォーム
Javaコンソール
スワップ空間要件, 28

環境変数の設定, 81-82

293



Solarisプラットフォーム (続き)
プロセスの監視、システムに対する影
響, 258

Solstice Enterprise Agents,互換性, 77
Solstice SyMON 1.xソフトウェア

Sun Management Centerとの共存, 97
Solstice SyMON 1.xソフトウェア,アップグ
レード, 96

Solstice SyMON 1.xソフトウェア
互換性, 78

Sun Enterprise SyMON,互換性, 78
Sun Enterprise SyMON 2.x,アップグレード, 96
Sun Management Center
マニュアルリソース, 46-48

Sun StorEdge
A5x00、システムに対する影響, 259
A5x00パッチ, 85-86
T3アレイ、システムに対する影響, 259

Sun VTS,互換性, 78
Sun Fireシステム
アーキテクチャ, 267
サーバーレイヤーホストのプラットフォーム
エージェント容量, 269-270

サーバーレイヤーホストへのエージェントの
導入, 269-270

専用ホストのプラットフォームエージェント
容量, 269

専用ホストへのエージェントの導
入, 268-269

プラットフォームエージェント, 266-270
プロキシ, 266-270

Sun Fireプラットフォームエージェント
起動, 268-270
要件, 267-268

Sun Management Center, 49-67
es-guiuninstによる 2.xまたは 3.xのアン
インストール, 222-223

es-uninstによる 2.xまたは 3.xのアンイ
ンストール, 227

Microsoft Windowsからの Sun Management
Centerのアンインストール, 223

Microsoft Windowsへのインストー
ル, 159-161

rpmの一覧, 288
Solstice SyMON 1.xとの共存, 97

Sun Management Center 2.x
アップグレード, 97

Sun Management Center
以前のバージョンとの互換性, 77-78
概要, 49-67
環境の編成, 74
グラフィカルウィザード、設定, 36-43
グラフィカルウィザードによる Solarisまた
は Linuxプラットフォームへのインス
トール, 31-35

コマンド行インタフェースによるインストー
ル, 229-242

コマンド行からの設定, 242-252
Sun Management Center 3.0
サーバーのアップグレード, 99, 103

Sun Management Center
システム要件, 77-78
ディレクトリ, 53
パッケージ一覧, 288
ほかのエンタープライズ管理プラットフォー
ムとの統合, 209

Sun Management Center rpmの一覧, 288
Sun Management Center環境の編成
アプリケーション面, 75-76
環境, 75
サービス面, 76
物理面, 74-75

Sun Management Centerの設定, 36-43
Sun Management Centerのパッケージ一
覧, 288

SysRM,「System Reliability Manager」を参照
System Reliability Manager, 51
オペレーティングシステム要件, 30
ディスク容量要件, 30

T
T3ストレージデバイス,準備, 86
Tivoli TME, Sun Management Centerとの統
合, 214-215

W
Webサーバー, 51
セキュアポート番号, 193
セキュリティキー, 26
デフォルトポート番号, 193

Windows,「Microsoft Windows」を参照
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X
x86エージェント, 254

あ
アーキテクチャ, 50
アクセス権, 25
アップグレード

Solstice SyMON 1.x, 96
Sun Enterprise SyMON 2.x, 96
Sun Management Center 2.x, 97
Sun Management Center 3.0サーバー, 99,

103
考慮事項, 95

アドオン製品
es-guisetupによる製品の個別設
定, 167-168

es-guiuninstによるアンインストー
ル, 222-223

es-setupによる製品の個別設定, 168-169
es-uninstによるアンインストール, 227
その他のアドオン, 52
ベースアドオン, 51

アンインストール
es-guiuninstによる Sun Management

Center 2.xまたは 3.x, 222-223
es-guiuninstの使用, 222-223
es-uninstによる, 227
es-uninstによる Sun Management Center

2.xまたは 3.x, 227
Microsoft Windowsからの Sun Management

Center, 223
グラフィカルインタフェースの使
用, 222-223

コマンド行インタフェースによる, 227

い
以前のバージョン、互換性, 77-78
一般ユーザー,定義, 70
イベントマネージャ,ポート番号, 193
インストール, 24-27

CDイメージベース, 89-91
Microsoft Windows, 159-161
Solarisおよび Linuxの場合, 31-35
Webベース, 92-93

インストール (続き)
インストール CDイメージの作成, 90-91
インストール前の情報, 24-27
エージェント, 128
遠隔マシン、データベースアクセス権の定
義, 239

遠隔マシンへのインストール, 237-242
グラフィカルウィザードによる, 31-35
コマンド行インタフェースによる, 229-242
準備作業, 78
準備作業チェックリスト, 78
方法の選択, 89-93

インストール応答ファイル
JumpStart、カスタマイズ, 144
JumpStart、作成, 139-146

インストールクライアント, JumpStartへの追
加, 152-154

インストールサーバー, JumpStart、作
成, 137-138

インストール方法の選択, 89-93
インストール前

setting Windows 98スワップ領域, 84-85
Windows 98環境領域の設定, 85
インストール方法の選択, 89-93
環境変数の設定, 81-84
準備, 77-93
必要な情報, 24-27

え
エージェント, 50

CDからのエージェント専用インストールイ
メージの作成, 124-126

CPUと RAMの概算使用率, 254
CPUリソースの確認, 254-255
JumpStartによるインストール, 136
JumpStart、ベースエージェントイメージの
作成, 138-139

Solstice Enterpriseエージェント, 77
SPARC, 253-259
Sun Fire, 266-270
x86, 254
エージェント更新イメージを使用したインス
トール, 128

オペレーティングシステム要件, 28
重い構成例, 255
仮想メモリー, 256
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エージェント (続き)
軽い構成例, 255
更新イメージの作成, 105
更新イメージの種類, 107
システムに対する影響, 257
自動インストール, 128
セキュリティ, 71
ディスク容量要件, 28
必要なリソースの確認, 253-259
別のサーバーへの割り当て, 201-205
ポート番号、再構成, 194
ポート番号、デフォルト, 192
マルチ IPマシンでの構成, 157-159

エージェントの自動インストール, 128
遠隔マシン

Solarisのバージョンの確認, 240
コマンド行インタフェースによるインストー
ル, 237-242

定義of, 237-242
データベースアクセス権の定義, 239
必要な OSパッチ, 238-239
ホストマシンのタイプの確認, 240

エンタープライズ管理プラットフォーム、統
合, 209

お
オペレータ,定義, 70
オペレーティングシステム要件, 27
オンラインヘルプ, 34

か
カーネルリーダ,システムに対する影響, 258
開発環境, 17
概要, 52-53

概要
JumpStart作業の概要, 136
SNMP, 51
Sun Management Center, 49-67
Sun Management Centerの rpm, 288
Sun Management Centerのパッケージ, 288
Webサーバー, 51
開発環境, 52-53
コンソール, 50
サーバー, 50

概要 (続き)
システムファイル, 53-55
セキュリティ, 69-73
ファイアウォール, 205-206
ベースアドオン製品, 51
ベースコンポーネント, 50
ほかのエンタープライズ管理プラットフォー
ムとの統合, 209

仮想メモリー
エージェント, 256
設定、Microsoft Windowsバージョン

98, 84-85
環境
開発, 17
編成, 74
本稼働, 17

環境変数
Linux, 83-84
Microsoft Windows 2000, 82-83
Microsoft Windows 98, 82
Microsoft Windows NT, 82-83
setting Windows 98スワップ領域, 84-85
Solaris, 81-82
Windows 98環境領域の設定, 85
設定, 81-84

管理者
定義, 70
ユーザー名, 26

管理手法
Sun Management Center環境の編成, 74-76
サーバーコンテキスト, 73
大規模エンタープライズ, 76
ドメイン, 73-74

管理対策,概要, 73-76

き
キー,「セキュリティキー」を参照
既存のローカルゾーンの使用, 44-45
起動

es-guistartによる Sun Management
Centerコンポーネント,グラフィカルユー
ザーインタフェースによる起動, 174-175

es-startによる Sun Management Center
コンポーネント, 175-176

Microsoft Windowsでのコンソー
ル, 177-178
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起動 (続き)
Solarisでのコンソール, 177
複数の Sun Fireプラットフォームエージェン
ト, 268-270

く
クライアントとサーバー間,セキュリティ, 72
グループ,セキュリティ, 164

け
経路テーブル,ネットワークアドレス変換, 275
検証ツール, 169-171

こ
更新イメージ

GUIツールによる作成, 107
アドオンエージェントイメージ, 108
エージェントのインストール, 128
コマンド行ツールによる作成, 113
作成, 105
パッチ専用, 118
パッチ専用イメージの作成, 118
ベースエージェントイメージ, 107
ベースおよびアドオンエージェントイメー
ジ, 108

ベースおよびアドオンパッチ, 108
構成

Performance Reporting Manager, 261-264
Performance Reporting Managerの種
類, 262

Sun Management Center, 36-43
考慮事項, 69-76
サブエージェントとしてのレガシーエー
ジェント, 190-192

ネットワークアドレス変換, 274
バックアップ, 181
復元, 185
ポートアドレス, 192-198

構成ファイル, SNMPポート, 189
構成マネージャ,ポート番号, 193
互換性

Solstice SyMON 1.x, 78

互換性 (続き)
Sun Enterprise SyMON, 78
Sun VTS, 78

コマンド
es-configのオプション, 193-195
es-guiinst、グラフィカルユーザーインタ
フェースによるインストール, 31-35

es-guistart、グラフィカルユーザーイン
タフェースによる起動, 174-175

es-guistop、グラフィカルユーザーインタ
フェースによる停止, 178-179

es-guiuninst、グラフィカルインタフェー
スによるアンインストール, 222-223

es-inst、コマンド行からのインストー
ル, 230-231

es-setup、コマンド行からの設定とオプ
ション, 242-244

es-start。コマンド行からの起動, 175-176
es-stop。コマンド行からの停止, 179-180
es-uninst、コマンド行からのアンインス
トール, 227

es-uninstのオプション, 225-226
es-validate、インストールのチェックと
検証, 169-171

netstat、ポートが使用中かどうかの判
定, 193

コミュニティ文字列, SNMP, 26
コンソール

Microsoft Windowsでの起動, 177-178
Solarisでの起動, 177
システムに対する影響, 265-266
自動ログイン, 175-176
ヒープサイズの指定, 176
必要なリソースの確認, 266

コンソールへのログイン、自動, 175-176

さ
サーバー

RAM要件, 27
オペレーティングシステム要件, 27
コンソールユーザーの影響, 265-266
コンテキスト, 73
サイジング, 260-261
推奨ハードウェア構成, 259
スワップ空間要件, 27
性能に対する影響, 264
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サーバー (続き)
セキュリティ, 71
ディスク容量要件, 27
ドメイン, 73-74
ヒープサイズの指定, 176
必要なサーバーリソースの確認, 259-266
ポート番号、再構成, 194-195
ポート番号、デフォルト, 193
マルチ IPマシン

IPインタフェースの削除, 156-157
IPインタフェースの追加, 156

サーバー間の通信,セキュリティ, 71
サイジング

1日当たりイベント量と管理対象オブジェク
ト, 260

必要なエージェントリソースの確
認, 253-259

必要なコンソールリソースの確認, 266
必要なサーバーリソースの確認, 259-266
必要なハードウェアリソースの確認, 253

サブエージェント, 189, 190-192

し
システムに対する影響,構成リーダ, 257
システムファイル

/etc/group, 54
/etc/passwd, 55
/etc/system, 54
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusers, 55,

163
概要, 53-55

システム要件, 77-78
Advanced System Monitoring, 30
Javaコンソール、

Linuxプラットフォーム, 28
Solarisプラットフォーム, 28
Windowsプラットフォーム, 28

Performance Reporting Manager, 30
Service Availability Manager, 30
Solaris Container Manager, 30
Solaris、ベースアドオン, 30-31
Solaris、ベースレイヤー, 27-29
Sun Fireプラットフォームエージェン
ト, 267-268

System Reliability Manager, 30
管理モジュール, 257-259

システム要件 (続き)
ネットワークアドレス変換, 271
ベースアドオン, 30-31
ベースレイヤー, 27-29

システムログ,性能に対する影響, 258
終了スクリプト, JumpStart、作成, 147-150
状態モニター,システムに対する影響, 258

す
ストレージデバイス

Sun StorEdge A5x00, 85-86
T3の準備, 86

スワップ空間要件
Javaコンソール

Linux, 28
Microsoft Windows, 28
Solarisプラットフォーム, 28

サーバー, 27

せ
セキュリティ

esadmグループ, 164
esdomadmグループ, 164
esopsグループ, 164
JumpStart, 135
一般ユーザー, 70
遠隔マシンでの smcoragの定義, 239
遠隔マシンでの smcorauアカウントの追
加, 239

オペレータ, 70
概要, 69-73
管理者, 70
クライアントとサーバー間, 72
グループ, 164
サーバー間の通信, 71
サーバーとエージェント間, 71
セキュリティグループへのユーザーの割り当
て, 165

定義済みのユーザーアカウント、
smcorau, 55

ドメイン管理者, 70
メッセージ認証, 72
ユーザー、グループ、および役割, 69-71

セキュリティキー, 26
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セキュリティキー (続き)
SNMPコミュニティ文字列, 26
Webサーバー, 26
考慮事項, 72-73
再生成, 188
シード, 187

セキュリティキーの再生成, 188
セキュリティシード、自動入力, 128
設定

Linuxの環境変数, 83-84
Microsoft Windows 2000の環境変数, 82-83
Microsoft Windows 98環境領域, 85
Microsoft Windows 98スワップ領域, 84-85
Microsoft Windows 98の環境変数, 82
Microsoft Windows NTの環境変数, 82-83
Solarisの環境変数, 81-82

設定応答ファイル
JumpStart、カスタマイズ, 145
JumpStart、作成, 142

設定されたデータ型に大きすぎる値, 80-81

そ
ソフトウェア,システム要件, 27-29

た
大規模エンタープライズ,管理手法, 76

ち
チェックリスト,アップグレードまたはインス
トールの準備, 78

て
停止

es-stopによるコンポーネント, 179-180
SNMPデーモン, 165-167
Sun Management Centerコンポーネン
ト, 178-179

ディスク容量要件
Advanced System Monitoringアドオン, 30

ディスク容量要件 (続き)
Linux

Javaコンソール, 28
Microsoft Windows

Javaコンソール, 28
Performance Reporting Managerアドオ
ン, 30

Service Availability Managerアドオン, 30
Solaris Container Managerアドオン, 30
Solarisプラットフォーム

Javaコンソール, 28
System Reliability Managerアドオン, 30
エージェント, 28
サーバー, 27

ディレクトリ
Microsoft Windows, 53
Solaris, 53

ディレクトリサイズモニタリング,システムに
対する影響, 257

データベース
遠隔マシンでのグループとアカウントの定
義, 239

バックアップ, 181
復元, 185
ポート番号, 193

データロギングレジストリ,システムに対する
影響, 257

デフォルト
インストールディレクトリ, 53
ポート, 192-193

と
動的再構成モジュール, 256-257
導入

Sun Fireプラットフォームエージェント、
サーバーレイヤーホスト, 269-270

Sun Fireプラットフォームエージェント、専
用ホスト, 268-269

必要なエージェントリソースの確
認, 253-259

必要なコンソールリソースの確認, 266
必要なサーバーリソースの確認, 259-266
必要なハードウェアリソースの確認, 253

トポロジポート,ファイアウォール, 206
トポロジマネージャ,ポート番号, 193
ドメイン,管理手法, 73-74
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ドメイン管理者,定義, 70
トラップハンドラ,ポート番号, 192

ね
ネットワークアドレス指定モード, 26
ネットワークアドレス変換 (NAT), 26, 272
概念と定義, 271-273
経路テーブル, 275
構成, 274
制限, 275-276
制約事項, 275
複雑さの考慮, 273-274
ホスト, 274
ホストマップ, 274
有効化, 206-207
要件, 271
例, 276
論理識別子, 275

ネットワークファイルシステム (NFS)
コマンド行からのインストール, 237-242
統計システムに対する影響, 258
ファイルシステムに対する影響, 258

は
ハードウェア

Sun StorEdgeの制約事項, 85-86
T3デバイスの準備, 86
推奨サーバー構成, 259
必要なリソースの確認, 253
マニュアル, 46-48
モジュールの可用性, 256-257

パスワード, 26
バックアップ,データベースと構成データ, 181
パッケージ、Sun Management Center, 288
パッチ

4Gバイトを超えるシステム, 80-81
Sun StorEdge™ A5x00, 85-86
遠隔マシンへのインストールで必要
な, 238-239

ダウンロード, 118
パッチ専用イメージの適用, 128
パッチ専用更新イメージの作成, 118

ひ
ヒープサイズ, 176

ふ
ファイアウォール,ポート番号、制限, 206
ファイルシステム, Sun Management Center

Solarisのディレクトリ, 53
ファイル走査,システムに対する影響, 258
ファイルモニタリング,システムに対する影
響, 257

復元,データベースと構成データ, 185
プラットフォームエージェント, Sun

Fire, 266-270
プリントスプーラ,システムに対する影響, 258
プロセス詳細, 258
プロファイル, JumpStart、作成, 146-147
プロファイルディレクトリ, JumpStart、作
成, 137-138

へ
ベースアドオン製品, 51
ベースコンポーネント, 50
編成,管理手法, 74-76

ほ
ポート, 192-193

Advanced System Monitoring, 193
cstservice, 193
SNMPの再構成, 194
Webサーバー, 193
イベントマネージャ, 193
エージェント, 192
構成マネージャ, 193
サーバー, 193
使用中かどうかの判定, 193
衝突, 192-198
制限, 274
セキュアWebサーバー, 193
データベース, 193
デフォルト, 192-193
トポロジマネージャ, 193
トラップハンドラ, 192

300 Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド • 2005年 12月



ポート (続き)
ファイアウォール、範囲の指定, 206
変更, 192-198
リモートメソッド呼び出し, 194-195
レガシー SNMPエージェント再構
成, 190-192

ポートアドレス,変更, 192-198
ポートアドレスの再構成, 192-198
ポートアドレスの衝突, 192-198
ポートアドレスの変更, 192-198
ほかのエンタープライズ管理プラットフォーム
との統合, 209
BMC Patrol, 211
Computer Associates Unicenter

TNG, 211-213
HP OpenView Operations, 209-210
Tivoli TME, 214-215

ホストエイリアス,ネットワークアドレス変
換, 274

本稼働環境, 17

ま
マニュアルリソース, 46-48
マルチ IPマシン

IPインタフェースの削除, 156-157
IPインタフェースの追加, 156

マルチホーム,「esmultiip」を参照

め
メッセージ認証,セキュリティ, 72

も
モジュール
構成リーダ, 256-257
システムに対する影響, 257
動的再構成, 256-257
特定ハードウェア向け, 256-257
リソース要件, 257-259

ゆ
ユーザー
概要, 163
セキュリティグループへのユーザーの割り当
て, 165

追加, 164
ユーザー名,管理者, 26

り
リモートメソッド呼び出し, 189
クライアントとサーバー間, 72
ポート、再構成, 194-195

る
ルールファイル, JumpStart、作成, 151

れ
レガシーエージェント, 189, 190-192

ろ
ローカルゾーン
監視, 45
既存の使用, 44-45
作成, 43-44

ローカルゾーンの監視, 45
ローカルゾーンの作成, 43-44
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